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東京都⽴産業技術⼤学院⼤学の授業実施形態に関わる⽤語等について 

本学では授業実施形態に関わる次の用語を用います。かっこ内は省略語を表します。  

本学の授業には、以下①～③の形態があります。1科目15回の授業の中で、各回における 

①～③の授業形態は、あらかじめ決まっています。詳しくは、シラバスを参照の上、初回授 

業等で担当教員へ確認してください。 

 
①対面型授業 [対] 

教室の開講：あり、遠隔（Web会議システムによる同時視聴）：なし、ビデオ録画：あり 

②ハイフレックス型授業(オンタイム) [ハ(オ)] 

教室の開講：あり、遠隔：あり、ビデオ録画：あり 

※ビデオ録画は復習用とし、出席はオンタイムで確認する。 

③ハイフレックス型授業(録画併用) [ハ(録)] 

教室の開講：あり、遠隔：あり、ビデオ録画：あり 

※ビデオ録画を視聴することにより、出席の扱いとする。 

④録画視聴型授業 [録] 

教室の開講：なし、遠隔：なし、ビデオ録画：あり 

 
※学生の参加の方法については、各授業回の特性に応じて講義担当者によって指定するもの

とする。 

授業によって、各コマごとに異なる授業形態となる。シラバスの記載内容、そして各講義

の冒頭やmanabaによる指示に注意すること。 

 
これ以外に、本学でも用いる次の用語を掲げます。 

● グループワーク：少人数からなるグループを構成し、グループ内またはグループ間

の議論やプレゼンテーションを経て、気付きや啓発を受けることを目的とする授業

実施形態の一種です。 

● LMS（Learning Managemet System）：学習管理システムを意味する。本学はmanaba 

を使用しています。 

 
授業実施形態を含め上記の定義は、他の機関で少し異なる場合がありますが、本学は上記

の定義を用います。 

 
上記の用語に関わる内容で、本学の履修に関する注意事項として次があります。 

【履修の注意事項】 

● 各授業には、教育の質を保証するために、履修条件が設けられています。この条件

には、教室／施設の許容人数、または、要求される前提知識などです。履修条件 

は、各授業のシラバスで説明されています。 

● 教室／施設の許容人数を超えたときの対処は授業内容に依存するため、授業担当教

員からその対処がシラバスで説明、または事前にLMSまたは大学掲示板などで周知さ

れます。 

 

 

 



● 本シラバスの目次には、カリキュラムの体系は維持されるが、非開講となる科目が

含まれる場合があります。 

 

上記とは別に、参考として、授業実施形態を表す文部科学省の用語を次に紹介します。 

● 同時性：教員と学生間、または、学生同士の間での講義や議論などの情報伝達がリ

アルタイムに行われる性質を意味する。同期性とも称される。この反対語が非同時

性（非同期性）です。 

● 双方向性：教員と学生間、または、学生同士の間で質疑応答や議論が双方向に情報

伝達ができることを意味する。 

 
これらの性質について、教室内での議論は2つの性質を両方とも満足していることはわか

るでしょう。次に、LMS上で質疑応答の書き込みを考えます。これは、質問（学生⇒教員） 

に対して回答（教員⇒学生）があるという点で双方向性を有しているとみなされます。ま 

た、質問に対する回答が１日程度後にされるとします。この遅延の程度が授業の内容上許容

されるならば、同時性は確保されているとみなされます。他のメディアを利用した場合も同

様です。 

大学院の授業は、この両方の性質を満たすことが求められています。このことは大学院設

置基準に記載されています。ここに、授業形態の説明は大学設置基準の規定（大学設置基準

第二十五条第二項）を準用しています。 

 

 

【単位の計算方法】 

単位の計算方法は次の大学設置基準第二十一条に従っています。 

 

第二十一条 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。 

２ 前項の単位数を定めるに当たっては、一単位の授業科目を四十五時間の学修を必要とする

内容をもつて構成することを標準とし、第二十五条第一項に規定する授業の方法に応じ、当

該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね十五時間から四十

五時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもつて一単位として単位数を計算するものと

する。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業については、大学が定める

時間の授業をもつて一単位とすることができる。 

３ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これ

らの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要

な学修等を考慮して、単位数を定めることができる。 

 

これに従い、本学は次のように学修時間を定めています。 

 講義、演習、実習など特別演習科目以外の科目：2 単位科目の場合について説明します。

これは、2単位×45時間／単位＝90時間の学修を必要とし、これには、授業と授業時間外

学修（予習や復習など）に要する時間が含まれています。授業時間は、授業準備等を考慮

して 90分授業を 2時間と換算し、これを 15回実施します。授業時間外学修は（90時間－

授業時間）となります。ただし、試験時間はこれとは別途に設けています。1 単位科目の

学修時間について、本学は別途定めており、該当する科目のシラバスを見てください。 

 特別演習科目：いわゆる PBL 演習を指しており半期 6 単位です。半期当たりの学修時間は

6 単位×45 時間＝270 時間を要します。本科目の学修形態は様々ですから、一律に授業時

間、自学習時間等を定めてはいませんので、担当教員の指示に従ってください。 



事業設計工学概論 選択 1 コース担当教員 4

選択 4 板倉　宏昭 6

選択 1 三好　祐輔 8

エマージング・イノベーション特論 選択 2 吉田　敏 10

サービスサイエンス特論 選択 未定 未定 12

選択 1 板倉　宏昭 16

選択 3 板倉　宏昭 18

統計・数理計量ファイナンス特別演習 選択 3 三好　祐輔 20

地域経済分析特別演習 選択 4 三好　祐輔 22

製品開発組織特論 選択 3 吉田　敏 26

技術経営戦略特論 選択 4 吉田　敏 28

ネットワーク事業設計特論 選択 3 細田　貴明 32

意思決定サイエンス特論 選択 2 細田　貴明 34

イノベーティブサービス技術特論 選択 4 細田　貴明 36

選択 未定 未定 38

選択 未定 未定 40

事業設計工学特別演習1 必修 1・2 コース担当教員 44

事業設計工学特別演習2 必修 3・4 コース担当教員 45

目次
【事業設計工学コース】

事業設計工学基礎科目群

スタートアップ戦略特論

会計・ファイナンス工学演習

 授業科目  
必修
選択

開講
クォータ

授業担当教員 ページ

ビジネスシステム科目群

マネジメントシステム総論

事業継続戦略特論

事業設計工学特別演習

マネジメントシステム各論

事業設計イノベーション科目群

サービスイノベーション科目群

市場創造技術特論



IT系科目群

ネットワークシステム特別講義 選択 1 飛田　博章 50

セキュアシステム管理運用特論 （※） 選択 4 真鍋　敬士*（飛田　博章） 52

IoT開発特論 選択 3 飛田　博章 54

システムプログラミング特論 選択 2 小山　裕司 56

ネットワーク特論 選択 1 追川　修一 58

オブジェクト指向プログラミング特論（※） 選択 1 沖田　慎平*（小山　裕司） 60

システムソフトウェア特論（※） 選択 1 柴田　淳司*（飛田　博章） 62

情報アーキテクチャ特論1 選択 1 小山　裕司 64

情報セキュリティ特論 選択 1 奥原　雅之 66

OSS特論 選択 3 小山　裕司 68

データベース特論 選択 3 追川　修一 70

データ分析特論 選択 2 浪岡　保男 72

データ分析実践特論 選択 3 浪岡　保男 74

クラウドインフラ構築特論（※） 選択 3 小宮　光三*（飛田　博章） 76

データマネジメント特論 選択 4 浪岡　保男 78

エンタープライズ系科目群

コミュニケーション技術特論（※） 選択 4 藤田　聡*（三好　きよみ） 82

情報アーキテクチャ特論2（※） 選択 2 庄司　敏浩*（浪岡　保夫） 84

情報アーキテクチャ特論3（※） 選択 2 髙橋　潤*（三好　きよみ） 86

情報システム特論2（※） 選択 4 亀井　省吾*（板倉　宏昭） 88

情報ビジネス特別講義1（※） 選択 3 六川　浩明*（奥原　雅之） 90

情報ビジネス特別講義3（※） 選択 4 川名　周*（奥原　雅之） 92

サービスサイエンス特論 選択 未定 未定 12

ソフトウェア工学特論 選択 4 追川　修一 96

フレームワーク開発特論（※） 選択 1 安川　要平*（小山　裕司） 98

セキュアプログラミング特論 選択 未定 未定 100

クラウドサーバ構築特論 選択 2 飛田　博章 102

情報セキュリティ特別講義2 選択 4 奥原　雅之 104

アジャイル開発手法特論（※） 選択 2 大内　孝明*（追川　修一） 106

コラボレイティブ開発特論（※） 選択 3 荒川　巧也*（飛田　博章） 108

プロジェクトマネジメント特論1 選択 1 三好　きよみ 112

プロジェクトマネジメント特論2（※） 選択 3 上條　英樹*（三好　きよみ） 114

プロジェクトマネジメント特論3 選択 2 三好　きよみ 116

プロジェクトマネジメント特別講義 選択 4 三好　きよみ 118

情報システム特論1 （※） 選択 3 木下　修司*（奥原　雅之） 120

情報ビジネス特別講義2（※） 選択 3 小酒井　正和*（飛田　博章） 122

情報セキュリティ特別講義1 選択 2 奥原　雅之 124

情報システム学特別演習1 必修 1・2 コース担当教員 128

情報システム学特別演習2 必修 3・4 コース担当教員 129

※：令和8年度以降開講未定

目次
【情報アーキテクチャコース】

ページ  授業科目 
必修
選択

開講
クォータ

授業担当教員

*：非常勤講師

（):非常勤教員の受入担当教員

マネジメント系科目群

情報システム学特別演習

システム開発系科目群



創造技術基礎科目群

デザインマネジメント特論（※） 選択 2 上田 太郎 134

インテリジェントシステム特論 選択 1 林　久志 136

プロトタイピング工学特論 選択 1 近藤　嘉男*（内山　純）/内山　純 140

システムインテグレーション特論 選択 4 大久保　友幸*（林　久志） 142

品質工学特論 選択 4 越水　重臣 144

信頼性工学特論 選択 2 越水　重臣 146

創造設計特論 選択 1 越水　重臣 148

プロダクトデザイン特論（※） 選択 1 内山　純 152

価値デザイン特論 選択 4 蓮池　公威*（河西　大介） 154

コミュニケーションデザイン特論（※） 選択 3 上田 太郎 156

工業デザイン材料特論（※） 選択 3 内山　純 158

デジタルデザイン実習 選択 3 村上 和*（河西　大介） 160

デザイン表現実習（※） 選択 4 上田 太郎/和泉　秀明*（内山　純） 162

造形デザイン特別演習（※） 選択 2 内山　純/和泉　秀明*（内山　純） 164

プロダクトデザイン特別演習（※） 選択 3 茂木　龍太*（内山　純）/内山　純 166

組込みシステム特論 選択 2 村越　英樹 170

システムモデリング特論 選択 4 村越　英樹 172

ET(Embedded Technology)特別演習 選択 3 村越　英樹 174

機械学習特論 選択 3 林　久志/小畑　崇弘*（林　久志） 176

AIデザイン特論 選択 2 林　久志 178

データサイエンス特論 選択 1 岩政　幹人*（林　久志） 180

データサイエンス特別演習 選択 4 浅野　浩美*/小畑　崇弘*/宮津　和弘*（林　久志） 182

ヘルスケアデザイン特論 選択 4 田部井　賢一 186

認知科学特論 選択 2 田部井　賢一 188

人間情報学特論 選択 3 田部井　賢一 190

生成系デザイン特論 選択 3 河西 大介 194

デジタル空間デザイン特論 選択 2 河西 大介/藤原 宏樹 196

社会実装デザイン特論 選択 4 河西 大介 198

イノベーションデザイン特別演習1 必修 1・2 コース担当教員 202

イノベーションデザイン特別演習2 必修 3・4 コース担当教員 203

（):非常勤教員の受入担当教員

※：令和 9 年度以降開講未定

目次
【創造技術コース】

ページ  授業科目 
必修
選択

開講
クォータ

授業担当教員

*：非常勤講師

プロダクト・イノベーション科目群

インダストリアル・デザイン科目群

デジタル技術科目群

イノベーションデザイン特別演習

ヘルスケア・デザイン科目群

デジタル創生・デザイン科目群



国際経営特論 選択 4 前田　充浩 208

国際開発特論 選択 3 前田　充浩 210

グローバルコミュニケーション特論 選択 2 前田　充浩 212

DESIGN[RE]THINKING 選択 4 上原 拓真*（田部井 賢一） 214

産業技術特別講義1（※） 選択 3 上林　昭*（飛田　博章） 216

産業技術特別講義2 選択 2 中内　遼吾 218

情報アクセラレータ特論1 選択 夏季集中 岡崎 浩二 220

情報アクセラレータ特論2 選択 4 岡崎 浩二 222

デジタル価値共創特論1 選択 夏季集中 高嶋 晋治 224

デジタル価値共創特論2 選択 3 高嶋 晋治 226

DXサステナビリティ特論１ 選択 夏季集中 賀来 高志 228

DXサステナビリティ特論2 選択 4 賀来 高志 230

技術倫理 選択必修 1 伏見　靖*（越水　重臣） 234

情報技術者倫理 選択必修 3 稲垣　実*（浪岡　保男） 236

*：非常勤講師

※：令和8年度以降開講未定

産業技術研究科科目群

選択必修科目群

（):非常勤教員の受入担当教員

目次
【全コース共通】

  授業科目 
必修
選択

開講
クォータ

授業担当者 ページ



　事業設計工学コース





 

 

 

Ⅰ 事業設計工学基礎科目群 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業設計⼯学概論  

スタートアップ戦略特論  

会計・ファイナンス⼯学演習  

エマージング・イノベーション特論  

サービスサイエンス特論 



コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 事業設計工学基礎科目群 
科目名 事業設計工学概論 

教員名 コース担当教員
(英文表記) Introduction to the "business innovator" 

概要 

 この授業を受講することによって、本コースで学ぶ内容を体系的に俯瞰し、今後の学習の明確な動機付けを行う。事業設

計工学コースが育成する事業イノベーターを理解するために、本学の専任教員やゲストスピーカーがそれぞれの専門分野

の立場から、「事業イノベーター」について言及し、「事業イノベーター」の実像をうかびあがらせるようにする。 

目的・狙い 

 この「事業イノベーター」の概念は、情報技術やデザインエンジニアリングを活かして具体的に現状を理解し、また何をすべき

か具体的な考え方を持つ高度専門職業人である。事業設計工学を俯瞰して今後の学習の動機づけとする。 

修得できる知識単位： 

1-2-3 社会/マーケット視点を獲得できる。社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3：自分の

専門領域を中心に単独で行うことができる） 

2-1-3 リファレンスを探し、入手することができる。リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レベル 

3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができる） 

3-1-3 必要な経営資源の獲得ができる。経営資源の獲得し、それを開発できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で

行うことができる） 

3-2-3 必要な財務知識を獲得できる。財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うこ

とができる） 

4-2-3 環境スキャニングができる。 ・環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3：自分の専門領

域を中心に単独で行うことができる） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし。 

到達目標 

上位到達目標 

「事業イノベーター」となるために自らの目標を設定し、その目標に向かって学習を進められるようになる。 

最低到達目標 

「事業イノベーター」という人材をイメージできるようになる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施

を表す 

特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

教室または遠隔での出席を求め、双方向で多方面に行われる議論や討

論、質疑応答を通した学修。これには学修内容を深めるための個人ワー

ク及びグループワークが含まれる。

ハイフレックス型（録画併用） ○ 

録画視聴型 ○ 

第 3 回と第 4 回はビデオ視聴のみで受講。授業外の学習サーバーにア

ップロードされた講義資料をダウンロードして予習・復習をすること。課題

が出ている場合には、期限までに課題を提出すること。 

授業外の学習 
各講義の中でレポートなどの課題が示され、講義後にまとめることが課される。各回の講師から授業外の学習について

の指示が出されることがある。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義では、事業イノベーターに必要な各種の最新事情についての知識を修得する。 

オムニバス形式であり、講義内容と順序については、第１回目に学生に提示する。また、第１回目には、新入生を対象と

した自己紹介の時間を取る。各講師がそれぞれのテーマについて１～２コマ担当していく。各講義の講義日については、第

１回の「総論」の中で明示する。 

※シラバス記載の授業順序および計画は入れ替わることがある。

（板倉 宏昭／2 回） 総論とマネジメントシステム  

（三好 祐輔／2 回） ファイナンスと数理計量  

（未定／2 回） ビジネスの空白地帯と顧客価値提案 

（細田 貴明／2 回） 事業設計に向けたテクノロジーの理解  

（前田 充浩／2 回） グローバル起業でライバルに打ち勝つ能力 

（尹 国花／2 回） 実証的視点から捉える日中ビジネスモデルの差異 

（未定／3 回） 最適情報の選択に基づくコミュニティ支援 

（馬瑞潔／１回） 新興国市場戦略 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

総論とマネジメントシステム①（板倉） 

本授業のガイダンスを行う。新入生を対象とした自己紹介の時間を取る。また、事業設計工

学を考える上で必要な経営学に関する基本的な視点について考える。 

[ハ(オ)]
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第 2 回 

総論とマネジメントシステム②（板倉） 

事業設計工学を考える上で必要な経営学に関する基本的な視点について考える。特に、市

場、組織および地域を巡る基本的な考え方について学ぶ。 

[ハ(オ)]

第 3 回 

ファイナンスと数理計量①（三好）

事業設計を考察する上で、事業の実態を客観的に把握することは欠かすことができない。そ

のために必要となる数理統計分析に関する技術の基礎を学ぶ。 

[録] 

第 4 回 

ファイナンスと数理計量②（三好）

事業設計を考察する上で、ファイナンス的発想がなぜ必要なのか、フィールドワークやインタ

ビュー調査を事例型研究にどのように活かせるかについて学ぶ。 

[録] 

第 5 回 

実証的視点から捉える日中ビジネスモデルの差異①（尹） 

インプット ⇒ 分析手法と原論理

国際経営分析のフレームワークを用いて、企業分析手法と原論理を学ぶとともに、日中経

済現状について理解を深める。 

[ハ(オ)]

第 6 回 

実証的視点から捉える日中ビジネスモデルの差異②（尹） 

アウトプット ⇒ ケーススタディ

日中における企業展開の具体的事例を考察し、それらを比較検討することで、企業の多様

な展開形態を理解するとともに、理論と実践を結びつける力を養うことを目指す。 

[ハ(オ)]

第 7 回 

ビジネスの空白地帯と顧客価値提案①（未定） 

ビジネスが成功するためには、（１）収益構造の明確性、（２）収益事業の持続的成長、（３）

成長の阻害要因の排除、および（４）これらを実現するための実務体制とそのマネジメント、

の４つが重要である。本講義では、これらについての基礎を学び、ビジネスの成功および失

敗の実例を通した、望ましいビジネスの姿を模索する。 

[ハ(オ)]

第 8 回 

ビジネスの空白地帯と顧客価値提案②（未定） 

ビジネスが成功するためには、（１）収益構造の明確性、（２）収益事業の持続的成長、（３）

成長の阻害要因の排除、および（４）これらを実現するための実務体制とそのマネジメント、

の４つが重要である。本講義では、これらについての基礎を学び、ビジネスの成功および失

敗の実例を通した、望ましいビジネスの姿を模索する。 

[ハ(オ)]

第 9 回 

事業設計に向けたテクノロジーの理解①（細田） 

ビジネスを検討するうえで、テクノロジーに関する知識は必須のものとなっている。イノベー

ションに必要となるテクノロジーの基本的知識や考え方、取り組み方について紹介し、その

基礎を学習する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

事業設計に向けたテクノロジーの理解②（細田） 

前回講義に引き続きテクノロジーの基本的知識や考え方、取り組み方について紹介する。

今回講義では前回までに学習したことをもとにグループで議論を行い、意見交換を行いなが

ら学習内容の理解を深め、最終的にレポートにまとめる。 

[ハ(オ)]

第 11 回 

グローバル起業でライバルに打ち勝つ能力 前編（前田） 

グローバル起業でライバルに打ち勝つ能力として、①SDGs が立脚する第 3 新近代の考え

方に則り、中央アジア、南部アフリカ等「超」新興国の経済状況を俯瞰するとともに、②情報

社会学近代化モデルに基づき 21 世紀の産業革命の動向を展望する。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

グローバル起業でライバルに打ち勝つ能力 後編（前田） 

グローバル起業でライバルに打ち勝つ能力として、③グローバル生産ネットワーク論に基づ

き今後の世界の産業動態を見通し、④開発ファイナンス（インフラ・ファイナンスと中小企業

ファイナンスが典型）においてもビジネス・チャンスを見出す特殊能力の獲得に努め、さらに

⑤近年話題の途絶えない TPP、RCEP 等の FTA／EPA に関する基本的理解を得る。

[ハ(オ)]

第 13 回 

最適情報の選択に基づくコミュニティ支援①（未定） 

オンラインコミュニティにおける知識共有は社会の発展に不可欠であるが、情報が散乱して

いる状況においては、取捨選択をする支援が望まれる。本講義では、具体例として Q&A サ

イトを題材として、品質の高い情報を取捨選択する技術とその活用方法について説明する。

[ハ(オ)]

第 14 回 

最適情報の選択に基づくコミュニティ支援②（未定） 

オンラインコミュニティにおける知識共有は社会の発展に不可欠であるが、情報が散乱して

いる状況においては、取捨選択をする支援が望まれる。本講義では、具体例として Q&A サ

イトを題材として、品質の高い情報を取捨選択する技術とその活用方法について説明する。

[ハ(オ)]

第 15 回 

新興国市場戦略（馬） 

新興国市場の特性を理解した上で、グローバル企業の参入戦略について学ぶ。日本企業と

欧米・アジア企業の成功・失敗事例を比較分析することにより、効果的な市場参入アプロー

チと現地化戦略について考察する。

[ハ(オ)]

試験 実施しない。各講義の中でレポートなどの課題が示される。 ― 

成績評価 実施しない。各講義の中でレポートなどの課題が示される。 

教科書・教材 必要な資料は、講義ごとに示される。 

参考図書 必要な資料は、講義ごとに示される。 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 事業設計工学基礎科目群 
科目名 スタートアップ戦略特論 

教員名 板倉 宏昭 
(英文表記) Business Startup Strategy 

 

概要 

 起業あるいは新規事業を立ち上げ、成長を遂げていくためのスタートアップの活動を理解する。活動の流れを体系的に理

解し、事業計画、資金調達、人材・知財等の資源管理、ブランディング等のマネジメントを学ぶ。 

本講義は一般的な事業戦略や企業経営の用語について簡単に整理して理解したのち、起業に関して外部講師を招待し、

起業に関する体験や専門的知識について説明していただく。その後、それぞれの講演内容について学生間で議論する。 

目的・狙い 

新しいビジネスを立ち上げるためには、事前のマーケティング戦略やブランデングから始まり、企業のミッショ ンやビジョ

ンづくり、企業における資金調達から、人材の調達、チーム育成など様々なマネジメントワークが必要 になる。 

本講義では、まず、企業の戦略手法、経営理念の構築、マーケティングやブランディング、ビジネス戦略の立案から、組織

経営、チームマネジメント、など必要な基本技術、財務・会計を学ぶ。さらに、スタートアップに関する各界の第 1 人者に、事

例を紹介していただき、それをたたき台にしたチームでの議論を通じて、さらに実践的なスタートアップ戦略について理解を

深める。 

A-1-3 ・事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を自分の専門領域を中心に単独で行うことができる。 (レベ

ル 3:自分の専門領域を中心に単独で行うことができる。) 

A-3-3 ・技術等のシーズを獲得できる。・ビジネス価値に変換できる。(レベル 3:自分の専門領域を中心に単独で行うことが

できる。) 

C-1-3 ・必要な経営資源の獲得ができる。・経営資源の獲得し、それを開発できる。(レベル 3:自分の専門領域を中心に単

独で行うことができる。) 

D-1-3 ・将来像（ビジョン）を描ける。・将来像を描き、それを具体化できる。(レベル 3:自分の専門領域を中心に単独で行う

ことができる。) 

D-3-3 ・新たな関係構築をすることができる。・新たな関係構築を築き、調整・牽引できる。(レベル 3:自分の専門領域を中心

に単独で行うことができる。)  

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・前提知識は特に必要ないが、業務経験があるか、将来自ら起業、あるいは企業の中で新規事業の立ち上げを考えている

人にふさわしい。 

・チームの議論には、積極的な取り組みが求められる。 

・授業の議論には、積極的な取り組みが求められる。 

到達目標 

上位到達目標 

・新規ビジネスの立ち上げについて、基本的な考え方を理解し人に説明できる。 

・自ら新規ビジネスを起業したり、企業内で新しい事業の企画を創造することができるようになる。 

最低到達目標 

・新規ビジネスの立ち上げについて、基本的な考え方を理解する。 

・新規ビジネスの立上げや、新しい事業創造にスタッフとして関与しマネジメントを補佐することができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型（オンタイム） ○  

ハイフレックス型（録画併用） ―  

録画視聴型 ○  

授業外の学習 ・課題が指示された場合は、その課題に取り組み、報告すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・本講義は、講義・議論及びグループワーク・プレゼンテーションから構成される。授業計画を以下に示す。グループ演習へ

の積極的参加が求められる。グループは、4 名～6 名のチームとする。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義の概要の解説、スタートアップとは何か俯瞰的な講義を行い、受講するにあたっての

心構えについて説明する。スタートアップに必要な企業経営概要、経営戦略などの講義を行

う。スタートアップに必要な技術商業化マネジメントについて講義を行う。テーマとしては、技

術の市場性、リニアモデル、マーケティングモデル、ループモデル、クイックルック、ビジネス

モデル・デザインなどである。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

＊豊橋創造大学 経営学部 教授 鈴木宏幸 

スタートアップにおけるアクセラレーターの役割と可能性 

ついてのお話を伺う。 

[録] 

第 3 回 
＊岩手大学 地域協創教育センター 特任教授 平尾清 

「地域協創を通じた人材育成 ・イーハトーヴ」についてお話を伺う。 
[ハ(オ)] 

第 4 回 
＊富士輸送 代表取締役社長  山本由起子 

ベンチャー型事業承継及びデジタルロジスティクスの挑戦についてお話を伺う。 
[録] 

第 5 回 

＊開志専門職大学 事業創造学部 教授 赤木徳顕 

野村総研・MIT 出身 シリアルアントレプレナーの赤木先生に「ローカルベンチャーに挑む可

能性」についてお話を伺う。 

[ハ(オ)] 

第 6 回 

＊前檜原村 村長 坂本義次 

「檜原村での持続可能な資源の活用」について 

東京都（島嶼部を除く）唯一の村である檜原村での状況と課題のお話を伺う。 

[録] 

第 7 回 檜原村のビジネスについてディスカッション [ハ(オ)] 

第 8 回 

＊アライオリーブ 園主 荒井信雅 

最高品質を目指した国産オリーブオイル作りを目指し、酸度0.1％以下という世界でも類をみ

ない鮮度を保つエキストラバージンオリーブオイルの開発に成功。シンガポール、香港など

海外への商品展開を進めているお話を伺う。 

[録] 

第 9 回 
＊埼玉学園大学 経済経営学部 教授 反田和成 

新規ビジネスの着想とビジネスモデルキャンパスの作成 
[ハ(オ)] 

第 10 回 

＊東京都中小企業振興公社 事業戦略部創業支援課長 長岡宏昭  

「東京都における創業支援施策について」日本の起業の現状と課題、東京都の起業に関す

る政策、東京都中小企業振興公社の支援事例について学ぶ。 

[録] 

第 11 回 

各自がスタートアップに有効な戦略についてプレゼンテーションを行う。プレゼンテーションは

1 人あたりコメントを含めて 20 分程度を想定している。他の受講生の発表に対して積極的に

コメントすること。 

[ハ(オ)] 

第 12 回 
＊TNAX バイオファーマ株式会社 代表取締役 向平隆創 

創薬・ヘルスケア産業におけるスタートアップについて紹介。 
[録] 

第 13 回 

各自がスタートアップに有効な戦略についてプレゼンテーションを行う。プレゼンテーションは

1 人あたりコメントを含めて 20 分程度を想定している。他の受講生の発表に対して積極的に

コメントすること。 

[ハ(オ)] 

第 14 回 
＊TNAX バイオファーマ株式会社 代表取締役 向平隆創 

創薬・ヘルスケア産業におけるスタートアップについて紹介。 
[録] 

第 15 回 

各自がスタートアップに有効な戦略についてプレゼンテーションを行う。プレゼンテーションは

1 人あたりコメントを含めて 20 分程度を想定している。他の受講生の発表に対して積極的に

コメントすること。 

[ハ(オ)] 

試験 

プレゼンテーションは、第 11 回か第 13 回か第 15 回のいずれかを受けること。各人のスター

トアップ戦略についてプレゼンテーションをしてもらう。「自己の所属組織（あるいは事例の企

業）を対象に、未来の有効な事業案についてプレゼンテーションしてください。」 時間:１人 20

分程度（質疑応答を含む）（受講生の人数によって変更） 

[ハ(オ)] 

成績評価 
課題（レポート、演習）40%、プレゼンテーション 40%、授業への貢献度 20％を総合的に評価する。 

※授業への貢献度は、単なる出席点ではない。 

教科書・教材 板倉宏昭『新訂 経営学講義』勁草書房 2017 

参考図書 

Alexander Osterwalder & Yves Pigneur, Business Model Generation -A Handbook for Visionaries, Game Changers, and 

Challengers , Wiley, 2010（小山龍介訳『ビジネスモデルジェネレーション－ビジネスモデル設計書』翔泳社, 2012） 

板倉宏昭・石丸亜矢子『地域バリューチェーンー持続可能な地域を創る』 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 事業設計工学基礎科目群 
科目名 会計・ファイナンス工学演習 

教員名 三好 祐輔 
(英文表記) Accounting and Finance Engineering 

 

概要 

 企業再編の増加や株主重視経営の定着などに伴い、財務知識の重要性が高まっている。ファイナンスという学問は、資金

の調達や運用など、企業経営のうち資金に関係する分野を対象とした学問である。具体的には、企業にはどのような資金調

達の手段があるのか？調達した資金を複数ある投資案件のどれに投下するのか？意思決定の問題を扱う。本講義は、資

金の投資先の決定・資金調達先の決定・配当政策の決定など、企業経営のうち資金に関係する分野を対象とする。そして、

経済学及び経営学の理論的な考え方を習得し、問題意識の持ち方、ケーススタディに応用するにはどうしたらいいか。その

結果、課題探求・問題解決ができる能力を身に付けることを目指す。 

目的・狙い 

 金融工学の分析手法を身に付けることが本授業の目的である。このため、次の項目を重点的に学ぶ。対面の授業は基礎

的な知識の習得、録画はアドバンス的な内容になっている。受講者は、まず対面の授業で基礎を学び、課題実習を完成でき

るようになる。 

1.資金を調達する方法の違いが資本コストにどのような影響を及ぼすのかを説明できる。 

2.調達した資金を使って投資を行う際、どのような計算によって投資決定を行うのかを説明できる。 

3.財務管理に密接に関連する証券および証券市場の機能について説明できる。 

4.企業の財務的意思決定に関する知識を習得し、ファイナンス工学の基礎的な考え方を現実の様々な場面で応用できるこ

とを目標とする。 

修得できる知識単位 

＜1-2-3＞・社会/マーケット視点を獲得できる。・社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3： 

自分の専門領域を中心に単独で行うことができる) 

＜2-1-3＞・リファレンスを探し、入手することができる。・リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レ

ベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができる) 

＜3-1-3＞・必要な経営資源の獲得ができる。・経営資源の獲得し、それを開発できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に

単独で行うことができる) 

＜3-2-3＞・必要な財務知識を獲得できる。・財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独

で行うことができる) 

＜4-2-3＞・環境スキャニングができる。・環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3：自分の専 

門領域を中心に単独で行うことができる) 

履修条件 

（履修数の上限、

要求する前提知識

等） 

「マネジメントシステム基礎特論」、「マネジメントシステム応用特論」など、経営学を学ぶうえで必要な考え方（特に、経営に

関する基本概念のうち，市場と経営，組織と経営を巡る考え方、会計の知識）を事前知識として知っておくことが望ましい。ま

た受講者はＰＣを持参し、エクセルの表計算を行えるようにしておく必要がある。また、非常勤講師の先生に、会計に関する

知識を交えて、企業価値の測定についての講義をすることもある。 

到達目標 

上位到達目標 

・企業価値経営をファイナンスの観点から評価できる。 

・企業価値向上のための金融工学に関する知見の理解とその応用ができる。 

・金融工学分野での実証分析を行うことができる。 

最低到達目標 

・金融工学に関する関心を高める。 

・企業価値経営に対する金融工学が果たす役割を具体的に理解する。 

授業実施形態 

（単一または複

数から構成され

る） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

遠隔での出席可。グループワーク（3～4 名程度のグループによる協

働作業）、グループ討議、クラス討議を行う。学生による授業参加を

特に期待する。 

ハイフレックス型（録画併用） ―  

録画視聴型 ○ 試験は manaba 上でのオンライン実施とする 

授業外の学習 
予習：配布されたレジュメを講義前に読んでおく。復習：講義で学んだ内容を中心に、自らが関心を抱くテーマについて、講

義で扱った技術を反復練習することが課される。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は配布する資料を使用して行う。これらは、本学の授業支援システム(manaba)を活用する。イントロダクション、チーム

討議、発表・クラス討議、解題講義から構成される。授業計画を以下に示すとおりである。受講生の興味、履修者数等から、

内容及び順序は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
本講義の目的と狙い、学修内容、課題、最終試験、評価方法について解説し、学生が講

義選択の判断ができるようにする。 
[ハ(オ)] 

第 2 回 起業と観光業 [録] 

第 3 回 グループワークと事業計画書の作成① [ハ(オ)] 

第 4 回 事業計画と企業価値（DCF） [録] 

第 5 回 グループワークと事業計画書の作成② [ハ(オ)] 

第 6 回 事業計画と企業価値（IRR） [録] 

第 7 回 グループワークと事業計画書の作成③ [ハ(オ)] 

第 8 回 事業計画と企業価値（WACC と資本構成） [録] 

第 9 回 グループワークと事業計画書の作成④ [ハ(オ)] 

第 10 回 事業計画と企業価値（CAPM） [録] 

第 11 回 グループワークと事業計画書の作成⑤ [ハ(オ)] 

第 12 回 事業計画と企業価値（EVA） [録] 

第 13 回 事業計画と企業価値（MVA） [録] 

第 14 回 グループ発表① [ハ(オ)] 

第 15 回 グループ発表② [ハ(オ)] 

試験 
録画講義に対する課題を求める。また、最終発表会の後に、定期試験を課す場合もあ

る。 
[録] 

成績評価 

次のポイントで評価する(合計 100 点満点) 

・講義への参画度 20 点 

・レポート  60 点：レポート内容を評価 

・最終試験  20 点：講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価 

・ただし、最終試験で基準点を取れない人は、レポートを提出していても、単位を出しません。 

教科書・教材 
・三好祐輔,「地域活性化のための処方箋」(九州大学出版会）総 302 頁(単著),2019 年 11 月 

配布資料としてサーバー上にアップして提供する。 

参考図書 
・仁科一彦(2004)『現代ファイナンス理論入門』(中央経済社) 

・板倉宏昭(2017)『新訂 経営学講義』(勁草書房) 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 事業設計工学基礎科目群 
科目名 エマージング・イノベーション特論 

教員名 吉田 敏 
(英文表記) Emerging Innovation 

 

概要 

 イノベーションという概念は、経済活動などの慣行の非連続性に基づいた発展を表す一つの現象であり、技術の変化、市

場の変化、組織の変化など様々なものに根ざす可能性を持っている。近年、国内の個々の企業において、今までの経営路

線に行き詰まり、閉塞感が語られている感があるが、その反面、このイノベーションの可能性について期待感がある傾向が

認められる。 

ここでは、これからイノベーションを起こしていくために、イノベーションを支える構造とプロセスや、技術環境や市場環境に

おけるイノベーションの制約要因などを、実際の事例を参照しながら理解していくものである。このような理解により、実際の

社会活動における方向性を指し示すことが出来る可能性を得ると考えられる。 

目的・狙い 

 本講義の目的は、実際の社会活動の中でイノベーションを起こす可能性を得るために、実践的・戦略的なレベルで社会活

動に対して論理的、客観的な理解を深めることである。特に、これからイノベーションを起こすことが出来る内部環境、外部

環境を判断し、実践的な活動ができるための資質を養うことである。 

 受講者は、この講義を通じて、現実に行われている社会活動、企業活動の中の課題を理解し、その対応のためのイノベー

ションの可能性を思考するための基盤的知識を習得できる。獲得可能な具体的な知見としては、ユーザーに関する知見、製

品やサービスの創造プロセスに関する知見、デザインの論理的な考え方に関する知見である。 

修得できる知識単位：  

1 問題解決力 

1-1 新結合力（レベル 4：単独で行うことができるレベル）様々な課題を理解していく力 

1-2 環境分析力（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができるレベル）外部環境を把握する力 

1-3 事業構想力（レベル 3）新しいビジネスモデルを考案する力 

2 知識獲得力 

2-2 技術分析力（レベル 4）技術領域の特性を理解する力 

2-3 活用力（レベル 4）収集した情報を活用する力 

3 マネジメント能力 

3-1 開発力（レベル 3）製品等の開発におけるマネジメントを行う力 

4 総合的企画力 

4-1 将来像構想力（レベル 4）今後の外部環境・内部環境に関する考え方を基に事業を展開する力 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識等） 

特になし 

到達目標 

上位到達目標 

・イノベーションの創出に関し、論理的な理解ができるようになること。 

・得ることが出来た理解によって、実際のイノベーションを中心となって推進する資質を修得すること。 

最低到達目標 

・実際のものづくりにおいて、直面する課題の概要を理解すること。 

・イノベーションという現象を誤解なく理解し、その可能性の範囲を説明できるようになる。 

授業実施形態 

（単一または複数か

ら構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型（オンタイム） ○  

ハイフレックス型（録画併用） ―  

録画視聴型 ―  

授業外の学習 講義の内容を、教科書、参考書および必要な調査等により、予習、復習すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の特

徴） 

講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は独自にこの講義のために作成するもので、第 1 回から第 15 回まで連

続したものである。毎回授業の始めに重要ポイントを記述させる小レポートの課題を出す。このレポートの内容から把握でき

る受講者の理解度、問題意識の傾向などは、その後の講義内容に反映させていく。また、毎回できるだけグループ単位の議

論を行い、自分の考え方や理解度を、受講生がお互いに確認できるようにする。 

但し、本講義のテーマであるイノベーションという現象は、日々急激な変化や議論がなされており、必要がある場合は積極的

に講義内容を最新の情報に当てはめるよう、変更していく場合がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義概要の説明。 

現在、不明瞭に広く使われている「イノベーション」という概念を、学術的な背景から概説し、

正確に認識していく素地を確立する。その上で、本講義の全体像を説明していく。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

イノベーションの類型化 

イノベーションという概念の全体像を理解するために、対象となる現象を体系的に整理し、

類型化をしていく。特に、影響力が強いパラメータを抽出し、その意味を学んでいく。 

[ハ(オ)] 

第 3 回 

イノベーションの理論化：破壊的イノベーション① 

イノベーションがどのように起こる可能性があるのかを理論的に考えていく。これまでに生じ

たイノベーションの事例から、イノベーションが起こるメカニズムを理解していく。 

[ハ(オ)] 

第 4 回 
イノベーションの理論化：破壊的イノベーション② 

前回に引き続き、過去の事例に加え、現在起こりつつある事例を考えていく。 
[ハ(オ)] 

第 5 回 
イノベーションの理論化：破壊的イノベーション③ 

前回に引き続き、過去の事例に加え、現在起こりつつある事例を考えていく。 
[ハ(オ)] 

第 6 回 
イノベーションの理論化：オープンイノベーション① 

前回に引き続き、過去の事例に加え、現在起こりつつある事例を考えていく。 
[ハ(オ)] 

第 7 回 
イノベーションの理論化：オープンイノベーション② 

前回に引き続き、過去の事例に加え、現在起こりつつある事例を考えていく。 
[ハ(オ)] 

第 8 回 
イノベーションの理論化：オープンイノベーション③ 

前回に引き続き、過去の事例に加え、現在起こりつつある事例を考えていく。 
[ハ(オ)] 

第 9 回 
イノベーションの理論化：破壊的イノベーション② 

前回に引き続き、過去の事例に加え、現在起こりつつある事例を考えていく。 
[ハ(オ)] 

第 10 回 
グループ議論① 

ここまでの内容を復習しながら、グループ議論を行う。 
[ハ(オ)] 

第 11 回 

現在のイノベーションに関する課題の理解① 

国内企業を中心に、現在のイノベーションに関する課題や問題点を把握し、これからどのよ

うにイノベーションを起こすのかを考える。 

[ハ(オ)] 

第 12 回 

現在のイノベーションに関する課題の理解② 

前回に引き続き、国内企業を中心に、現在のイノベーションに関する課題や問題点を把握

し、これからどのようにイノベーションを起こすのかを考える。 

[ハ(オ)] 

第 13 回 

イノベーション実践の可能性① 

ここまで学んできた内容を基に、実際にイノベーションを起こすための方向性や考え方を理

解していく。 

[ハ(オ)] 

第 14 回 
イノベーション実践の可能性② 

前回に引き続き、実際にイノベーションを起こすための方向性や考え方を理解していく。 
[ハ(オ)] 

第 15 回 
グループ議論② 

学んできた内容を復習しながら、まとめとしての内容を議論していく。 
[ハ(オ)] 

試験 
なし  

 

成績評価 
・内容のまとまりごととなる約半数の講義回（詳細は授業内で説明）で、講義内容に即した小レポート課題が出され、これら

によって評価される。 

教科書・教材 ・吉田敏編著、『技術経営 ―MOT の体系と実践―』、理工図書、2012 年。 

参考図書 
・藤本隆宏、野城智也、安藤正雄、吉田敏 著、『建築ものづくり論』、有斐閣、2015 年。 

・前田正史、吉田敏 他共著、『Beyond Innovation 「イノベーションの議論」を超えて』、丸善プラネット株式会社、2009 年。 
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コース名
事業設計工学コース 

情報アーキテクチャコース 
必修・選択 選択 単位 2 学期 未定 

科目群 
事業設計工学基礎科目群 

エンタープライズ系科目群

科目名 サービスサイエンス特論
教員名 未定 

(英文表記) Service Science 

概要 

 本講義では、人間の意思決定の不合理性、消費者の行動、産業心理学などの知見と研究事例からその特徴を明らかにする。サービス提供

者が満足するのではなく、顧客が満足する姿を目標としたサービスや市場がのぞまれる。そこで、本講義においては、近年注目を集めている

サービスと消費者行動、サービスサイエンス、サービスエコノミクス、サービスマーケティング、サービスマネジメントについて扱う。さらに、サー

ビスプロフィットチェーンなどの従業員のモチベーション向上とカスタマーロイヤルティのサイクル、顧客経験と市場の理解についても論じる。ま

た、これらをもとにして演習を個人・グループベースで行う。 

目的・狙い 

 本講義の目的は、（１）これまでに成熟したサービスサイエンス分野について俯瞰するとともに、その本質を理解すること、（２）消費者の行動

やそれを導く方法論を習得すること、（３）事例を通したサービスの種類やその特徴を理解することである。特に、損失回避の法則と損得の心

理、価値基準の法則、評価バイアスの法則と無料の力、価格設定と商品組み合わせ、消費者の不合理的行動や行動の法則性、行動を導く売

り手の演技、コミットメントの法則、サービスエコノミクス、サービスコストや需要者の行動、サービスのコンポーネント化、サービスの価格とダイ

ナミックプライシング、サービスクオリティギャップとサービスプロフィットチェーン、顧客ロイヤルティ戦略について理解し、これらについてグル

ープ演習を通じて概念と具体的な方法論について体得する。 

1-2-3 社会/マーケット視点を獲得できる。社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に

単独で行うことができる。） 

1-3-3 技術等のシーズを獲得できる。ビジネス価値に変換できる。(レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行うことができる。)

2-3-4 新しいものや本質的なものを見抜くことができる。新しいものや本質的なものを活用できる。(レベル 4:単独で行うことができる。)

4-1-3 将来像（ビジョン）を描ける。将来像を描き、それを具現化できる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行うことができる。）

4-2-3 環境スキャニングができる。環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で

行うことができる。） 

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

特に前提知識は求めないが、人間とサービスのつながり、消費者の行動とサービス提供者の業務の関係性を考えようと探

求する姿勢を持つこと。 

到達目標 

上位到達目標 

サービスサイエンス、サービスエコノミクス、サービスマーケティングに関して、業務にどのように活かすことができるか具体

的に理解できる。 

最低到達目標 

サービスの概念を理解することで消費者の行動について考えることができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

積極的に授業中に発言すること。 

グループ演習の基礎となる個人演習を実施することがある。 

積極的にグループでのディスカッションに参加すること。 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 
録画授業スケジュールに留意すること。 

録画授業は実施回に必ず視聴しておくこと。 

授業外の学習 

必要に応じて LMS で資料を配布するので、授業前に予習すること。また、毎回、次回の授業に関連する課題を指示するの

で、事前に作成すること。必要に応じて参考書等を活用し、授業での理解の助けにすること。グループで実施する演習課題

は事前に理解しておかないとグループ作業に影響する。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

序盤において近年注目を集めているサービスと消費者行動、商品の選択の不合理性、サービスサイエンス、サービスエコノミクス、

サービスマーケティングについて論じる。これらの内容について、受講者がグループで討議し、理解を深める。

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義のガイダンスを実施する。授業における狙い、方針、授業実施方法、評価方法、および資

料等の配布方法について説明する。これらの説明を通して、学生が講義選択の判断ができるよう

に、講義の目的と全 15 回の構成を説明する。また、具体的な導入として、簡単な事例について説

明する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

損失回避の法則と損得の心理(VC01)、価値基準の法則(VC02)：損失回避の法則と損得の心理、

および価値基準の法則について説明する。具体的に大きなリスクを回避することを見落として、小

さなリスクを回避することに執着することによるあらたなリスク発生に関する事例、および評価に対

してどのように価値付けを行い、その後の判断につながるかについて説明する。 

[録] 

第 3 回 

損失回避の法則と損得の心理、および価値基準の法則について、グループ演習で理解を深める。

具体的には、これらの失敗の発生に関して、起こり得る状況についてストーリーを作り、学習事項

の本質にせまる。また、改善方法についてのアイデアについても議論する。 

[ハ(オ)]

12



 

第 4 回 

評価バイアスの法則と無料の力(VC03)、価格設定と商品組み合わせ(VC04)：評価バイアスの法

則と無料の力、価格設定と商品組み合わせについて説明する。初期の評価がその後の評価や意

志決定に与える影響について説明する。さらに、それに価格が組み合わせられた際に、無料配布

での商品が存在する状況について事例を研究する。 

[録] 

第 5 回 

評価バイアスの法則と無料の力、価格設定と商品組み合わせについてグループで演習を行い理

解を深める。特にサービス観点で、学習事項を含めた制度設計およびそれを用いることでどのよう

に顧客を増やすことが可能となるかの方策について議論を行う。 

[ハ(オ)] 

第 6 回 

コミットメントの法則、売り手の演技(VC05)、消費者の不合理的行動や行動の法則性(VC06)：消費

者の不合理的行動や行動の法則性、コミットメントの法則、および行動を導く売り手の演技につい

て説明する。特にコミットメントの法則について、失敗が増大する状況についてストーリーを作成す

る。さらに、それを商取引にもちいることで、買い手が購入し続けるモデルについて考察する。 

[録] 

第 7 回 

商取引における演技についてグループ演習により理解を深める。特に、演技の効果を商取引シス

テムやサービスシステムに導入可能かどうかを検討し、それが可能な場合、どのような演技が可

能となるか検討し、各々のグループで発表を行う。 

[ハ(オ)] 

第 8 回 

サービス産業の成長(VC07)、サービスコスト(VC08)、サービスコストや需要者の行動について説

明する。特に、金銭としてのサービスコストと、金銭としてではないサービスコストについて説明す

る。またサービス需要者の行動について、その代替案がある場合や、混雑している時の心理につ

いて解説する。 

[録] 

第 9 回 

サービスエコノミクスについて説明し、グループ演習を実施する。特に平日と休日に関する価格や

サービスの価値、財としてのサービスの取引に関する概念、およびそれらの事例を説明するととも

に、与えられた題材についてグループで討議する。 

[ハ(オ)] 

第 10 回 

サービスの事例と拡張(VC09)、サービスの価格(VC10)：サービスのコンポーネント化や拡張につ

いて説明する。サービスの価格とダイナミックプライシングについて理解する。とくに、差別価格や

イールドマネジメントについて説明する。さらに、ダイナミックプライシングについて、需用量や供給

量による動的な価格変化の事例を説明する。 

[録] 

第 11 回 

サービスのコンポーネント化やサービスの価格について、グループ演習により理解を深める。サー

ビスを部品として組み合わせた場合に発生するあらたなサービスについて、その価値のレベルや

収益が得られるかについて検討する。 

[ハ(オ)] 

第 12 回 

サービス品質の分析(VC11)、サービスクリティギャップとサービスプロフィットチェーン(VC12)：サー

ビスクオリティギャップとサービスプロフィットチェーンについて説明する。また、サービスクオリティ

について、どのように顧客が知覚するかを解説する。さらに、従業員のモチベーションを含めた、

事業におけるロイヤルティ向上の理論について解説する。 

[録] 

第 13 回 

サービス提供のプロセスについてフロントステージや従業員の望ましい対応、サービス知覚に関

する内在的手がかりと外在的手がかり、および顧客苦情申立行動に関して、倫理面価値面での

失敗の例について、グループワークを通して深く理解する。 

[ハ(オ)] 

第 14 回 

顧客経験と市場の理解(VC13)、カスタマーロイヤルティ(VC14)：顧客の意思決定プロセスとカスタ

マージャーニーマップについて説明する。さらに、顧客ロイヤルティ戦略について説明する。特に、

良い売り上げと悪い売り上げについて説明し、それがどのように顧客ロイヤルティに関係している

か検討する。さらに、継続的に顧客ロイヤルティを高めることができる方策について検討する。 

[録] 

第 15 回 

サービスを提供するビジネスについて、具体的な業種をグループごとにとりあげ、カスタマージャ

ーニーマップを描き、売り上げ増加が見込める２～３のサービスや商品のバンドルを提案し、価格

を検討する。さらに、予想外価値への感動を生むサービスを提案することで、事業の価値について

理解する。 

[ハ(オ)] 

試験 
最終試験：本科目の理解度を評価するために最終試験を実施する。 

（試験の方法は、別途説明する） 
[ハ(オ)] 

成績評価 

次の２つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・ レポート演習 

・ 最終試験 

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 

・R. P. フィスク、S. J. グローブ、J. ジョン、「サービス・マーケティング入門」、法政大学出版局、2005 

・クリストファー・ラブロック、ローレン・ライト他、「サービス・マーケティング原理」、白桃書房、2002 

・小宮路 雅博、「サービス・マーケティング」、創成社、2012 

・近藤隆雄、「サービス・マーケティング」、生産性出版、2010 

・諏訪 良武、北城 恪太郎、「顧客はサービスを買っている」、ダイヤモンド社、2009 

・山本昭二、「新装版 サービス・クォリティ―サービス品質の評価過程」、千倉書房、2010 

・山本昭二、国枝 よしみ他、「サービスと消費者行動」、千倉書房、2020 

・ダン アリエリー、「予想どおりに不合理: 行動経済学が明かす「あなたがそれを選ぶわけ」」、早川書房、2013 

・ダン アリエリー、「不合理だからうまくいく: 行動経済学で「人を動かす」 」、早川書房、2014 
  

13





Ⅱ ビジネスシステム科目群 

マネジメントシステム総論

マネジメントシステム各論

統計・数理計量ファイナンス特別演習

地域経済分析特別演習



コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 ビジネスシステム科目群 
科目名 マネジメントシステム総論

教員名 板倉 宏昭 
(英文表記) Basic Management Systems 

概要 

 経営学・経営戦略論を学ぶうえで、必要と考える考え方を解説し、基本的理解に重点を置く。経営に関する基本概念のう

ち、市場、組織及び地域を巡る基本的な考え方を中心にまとめる。公判では経済的アプローチを用いて講師の米国ビジネス

スクールの経験を踏まえて、MBA での伝統的な考え方と対比しながら、展開するように心がける。事例を取り入れながら客

観的に解説し、現実の社会において経営学・経営戦略論が果たす機能を具体的に理解する。 

目的・狙い 

 この授業では、ビジネスに関する基本的な概念を理解し、経営に関する関心を深める。また、実証分析に関する方法を学

ぶ。経営学と経営戦略論に関わる基本的な考え方を検討することで、これらの理論が、経営実務においてどのように有効

か、妥当かを、自分の実務に照らして検証する。 

1-2-3・社会マーケット視点を獲得できる。・社会／マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3:自分の

専門領域を中心に単独で行うことができる。） 

2-3-3・新しいものや本質的なものを見抜くことができる。新しいものや本質的なものを活用できる。（レベル 3:自分の専門領

域を中心に単独で行うことができる。） 

3-2-3・必要な財務知識を獲得できる。・財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3:自分の専門領域を中心に単独で行う

ことができる。） 

4-1-4・将来像（ビジョン）を描ける。・将来像を描き、それを具体化できる。（レベル 4:単独で行うことができる。）

4-2-3・環境スキャニングができる。・環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3:自分の専門領

域を中心に単独で行うことができる。） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・特になし。

・ケース討議には、積極的な取り組みが求められる。

到達目標 

上位到達目標 

・企業経営と経営戦略に関して説明できる。

・企業経営と経営戦略が果たす機能を具体的に理解する。

・事例について、経営戦略の基本的な考え方を使って、企業戦略や事業戦略の策定や実証分析を行うことができる。

最低到達目標 

・経営戦略への関心を深める。

・企業経営と経営戦略に関する基本的な概念を理解し、説明できる。

・実証分析に関する方法を理解する。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 

授業外の学習 
・予習：教科書を読む。教科書の問題集とケースを事前に解くことが望ましい。

・復習：学んだ部分を中心に、教科書、教科書の問題集、ケースを読み返す。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・企業経営・事業展開で必要とされる経営戦略の基本的理論構成とその体系、経営思想、経営計画、事業戦略構築、組織

戦略等を学ぶ。また、経営・事業の戦略の構築・実行・評価のための枠組み・手法を修得する。 

・教科書を用いた解説、問題演習、ケース討議の順番で進める。

・ケースは、教科書のショートケースを中心とする。３人～５人程度のグループで討議し、発表する。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
オリエンテーション、授業の進め方、経営の基本視点、経営学の意義（経営学の定義、企業

活動と経営学・経営戦略） 
[ハ(オ)] 

第 2 回 

米国の経営学・経営戦略論の流れ、経営学の性質、経営学上の人間観（限定された合理

性）、企業の目標（利潤最大化説、複数目的説、ステークホルダー志向）、コストリーダーシッ

プ戦略、差別化戦略、集中化戦略の３つの経営の基本戦略、競争優位性、市場と組織の競

争優位の源泉、理念・ビジョン、経営戦略の構造、戦略の策定。 

[録] 

第 3 回 ケース討議（キャノン） [ハ(オ)] 

第 4 回 
コーポレート・ガバナンス、経営責任、企業の社会的責任、経営学のデザイン志向、経営学

のデザイン志向、ビジネスモデルデザイン（教科書 9.5）、資本コスト、WACC、MM 定理。 
[録] 

第 5 回 ケース討議（企業の社会的責任） [ハ(オ)] 

第 6 回 

3 つの基本戦略（コストリーダーシップ戦略、差別化戦略、集中化戦略）、バリューチェーンの

支配、コスト優位、差別化）、分析の手法（歴史分析、マクロ環境分析、業界分析、SWOT 分

析、プロダクト・ポートフォリオ・マネジメント（PPM）、製品ライフサイクル（PLC)、ケース討議

（地域振興） 

[録] 

第 7 回 ケース討議（冷凍食品業界） [ハ(オ)] 

第 8 回 

市場と経営：競争優位の源泉である市場に関する考え方を扱う。PIMS 研究、市場構造と経

営（市場構造の種類、参入障壁と差別化、独占市場、寡占市場、独占的競争市場、完全競

争市場）、コスト・リーダーシップ戦略（規模の経済、規模の経済の源泉、規模の経済の限

界、範囲の経済、経験や学習による優位、デファクトスタンダード、スイッチングコスト市場と

ロックイン）、ケース討議（ロックインの事例） 

市場と経営：競争優位の源泉である市場に関する考え方を扱う。ブランド市場構造と経営、

コスト・リーダーシップ戦略、市場支配力に対する戦略、ブランド 

[録] 

第 9 回 ケース討議（鉄鋼） [ハ(オ)] 

第 10 回 

競争優位の源泉である組織に関する考え方を扱う。具体的には組織構造（官僚制組織、職

能別組織、事業部制組織、マトリックス組織、プロジェクト組織、インフォーマル組織）、プロ

セス、経営資源などである。 

[録] 

第 11 回 ケース討議（自己組織の分析） [ハ(オ)] 

第 12 回 
組織体と従業員の関係を示す組織コミットメントについて代表的な考え方を理解する。マネ

ジメントにとっていかにコミットメントを確保するのか検討する。 
[録] 

第 13 回 ケース討議（組織コミットメント分析） [ハ(オ)] 

第 14 回 

優れたリーダーを雇用するためのリーダーシップ理論を検討する（マネジメントとリーダーシ

ップ、特性アプローチ、行動アプローチ、コンティンジェンシー・アプローチ）、リーダーシップと

関連して権限の三原則について権限受容説、権限法定説、権限職能説などを検討する。マ

ズローの欲求段階説、シャインのキャリアアンカー、知識マネジメントを解説する。 

[録] 

第 15 回 ケース討議（関東産業） [ハ(オ)] 

試験 教科書にある問題をよく復習しておくこと [ハ(オ)] 

成績評価 

グループレポート・発表 15％、個人レポート 25％、筆記試験 50％、授業への貢献度 10％ 

※グループレポート・発表の評価は、原則としてグループ内のメンバーで同じ評価とする。 

※授業への貢献度は、単なる出席点ではない。 

教科書・教材 板倉宏昭『新訂 経営学講義』勁草書房 2017 年 

参考図書 

板倉宏昭・石丸亜矢子『地域バリューチェーンー持続可能な地域を創るー』勁草書房 2021 年 

Porter, M. E., Competitive Strategy, The Free Press, 1980 (土岐他訳『競争の戦略』ダイヤモンド社, 1982) 

Barney, J. B., “Is Sustained Competitive Advantage Still Possible in the New Economy?”,2001(岡田監訳「リソース・ベース

ト・ビュー」『DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー』May, 2005, 78-87 頁) 

板倉宏昭，ケースブック地方発企業の挑戦, 税務経理協会、2005  

板倉宏昭他. ネットワークが生み出す地域力, 白桃書房、2008 

Alexander Osterwalder & Yves Pigneur, Business Model Generation -A Handbook for Visionaries, Game Changers, and 

Challengers , Wiley, 2010（小山龍介訳『ビジネスモデルジェネレーション－ビジネスモデル設計書』翔泳社, 2012） 

17



コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 ビジネスシステム科目群 
科目名 マネジメントシステム各論

教員名 板倉 宏昭 
(英文表記) Applied Management Systems 

概要 

 経営を学ぶうえで、必要な考え方を復習したのちに、国際経営、地域ビジネス、イノベーション、デジタル化に関する概念、

調査研究の方法論を解説する。地域ビジネスについては、地域バリューチェーン（地域価値連鎖）からも論じる。マネジメント

システム総論の各論に相当する。

目的・狙い 

1.経営戦略への関心を深める。

2.企業経営と経営戦略に関する基本的な概念を理解する。

3.地域ビジネス、国際経営、イノベーション、デジタル化と実証分析に関する方法を理解する。

1-1-3 事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を自分の専門領域を中心に単独で行うことができる。(レベル

3:自分の専門領域を中心に単独で行うことができる。) 

1-2-4・社会／マーケット視点を獲得できる。・社会／マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。(レベル 4:単独

で行うことができる。) 

2-2-4・技術を探し入手することができる。・技術を精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。(レベル 4:単独で行うこ

とができる。） 

3-1-4・必要な経営資源の獲得ができる。・経営資源の獲得し、それを開発できる。(レベル 4:単独で行うことができる。）

3-3-4・必要なリーダーシップを発揮できる。・リーダーシップを発揮し、それを用いて運営組織できる。(レベル 4:単独で行うこ

とができる。） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・特になし。

・ケース討議には、積極的な取り組みが求められる。

到達目標 

上位到達目標 

1.経営戦略について説明できる。

2.企業経営と経営戦略に関する基本的な概念を実践できる。

3.国際経営、イノベーション、デジタル化、地域ビジネスに関する方法を実践できる。

最低到達目標 

1.経営戦略への関心を深める。

2.企業経営と経営戦略に関する基本的な概念を理解する。

3.国際経営、イノベーション、デジタル化、地域ビジネスに関する方法を理解する。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 

授業外の学習 
・レポート、課題が指示された場合は、その課題に取り組み、期日までに報告すること。

・教科書を予習・復習すること。

授業の内容 

講義は教科書を利用して行う。 

実際に行う講義の順序・内容は変わる可能性がある。 

戦略については、事例を基に議論を行う。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義の概要の解説、俯瞰的な講義を行い、受講するにあたっての心構えについて説明す

る。 

経営の基本視点、分析の手法、市場と経営、組織と経営。 

日本的経営（教科書第 5 章）（ネオ資本主義、生産システム、多能化、不完全な分業、知的

熟練、双対原理、競争と日本企業）を米国や欧州の企業システムと比較して理解する。日本

の企業システムを「ネオ資本主義」とも呼ぶ特徴を理解する。日本的経営の起源、今後の日

本的経営、日本的経営の起源として戦後改革説、民族性連続仮説、１９４０年体制説が挙げ

られる。日本的経営のメリット、デメリットを理解し外国との経営システムとの比較に基づき

今後の経営システムについて考える。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

国際経営（教科書第 5 章）（世界市場のセグメンテーション、多国籍企業の組織モデル、異

文化マネジメント） 

多国籍企業モデルとしてパートレット・ゴシャール（マイケル・ポーター）や発展モデルや IR を

用いる異文化マネジメントとしてのホフステッドのモデルを扱う。 

[録] 

第 3 回 ケース討議（日本的経営について） [ハ(オ)]

第 4 回 

イノベーションと経営について（教科書第 6 章）（社会―技術システム論、イノベーションによ

る競争優位、金融サービス業のイノベーション、イノベーションのジレンマを検討する。 さら

に、ドミナント・デザイン、プロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーション、革新的なイノ

ベーションの出現について（S カーブ）、オープン・イノベーション、擦り合わせ統合能力）、技

術商業化マネジメント（MTC）を検討する。 

[録] 

第 5 回 

イノベーションと経営について（教科書第 6 章）（社会―技術システム論、イノベーションによ

る競争優位、金融サービス業のイノベーション、イノベーションのジレンマを検討する。 さら

に、ドミナント・デザイン、プロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーション、革新的なイノ

ベーションの出現について（S カーブ）、オープン・イノベーション、擦り合わせ統合能力）、技

術商業化マネジメント（MTC）を検討する。（続き） 

[録] 

第 6 回 ケース討議（擦り合わせ統合能力） [ハ(オ)]

第 7 回 

地域と経営について学習する。（教科書第 8 章）具体的には地域コミットメント、地域価値連

鎖、外部力（ヨソモノ）と内部力（ジモティ）の新結合、3S(サイト・スペシフィック・ストーリーテリ

ング）などである。

[録] 

第 8 回 

地域と経営について学習する。具体的には地域コミットメント、地域価値連鎖、外部力（ヨソ

モノ）と内部力（ジモティ）の新結合、3S(サイト・スペシフィック・ストーリーテリング）などであ

る。 

[録] 

第 9 回 

第 8 回に続いて、地域と経営について学習する。具体的には地域コミットメント、地域価値連

鎖、外部力（ヨソモノ）と内部力（ジモティ）の新結合、3S(サイト・スペシフィック・ストーリーテリ

ング）などである。神山の事例や東京都港区の事例を取り上げる。

[録] 

第 10 回 ケース討議（地域と経営）神山ケース [ハ(オ)]

第 11 回 

デジタル化の本質（教科書第 7 章）情報通信技術の進展と市場構造。伝統的な通説から、イ

ンターネットを中心とする情報技術の市場構造への影響を検討する。情報技術の高度化と

組織について検討する。デジタル時代であるからこそ組織力に依存性をいう「IT 組織力依存

論」について議論する。 

AI(人工知能）の可能性、AI の特性、AI と日本企業、AI と地域ビジネス、ブロックチェーンの

進展と小組織や個人のビジネスの可能性についても検討する。 

[録] 

第 12 回 ケース討議（デジタル時代の組織コミットメント） [ハ(オ)]

第 13 回 

調査研究の方法論について検討する。具体的には、研究の計画（論文の基本構造、研究対

象の選び方、ケーススタディ）調査票（アンケート調査）、インタビュー、技術商業化マネジメ

ントなどである。

[録] 

第 14 回 

調査研究の方法論について検討する。具体的には、研究の計画（論文の基本構造、研究対

象の選び方、ケーススタディ）調査票（アンケート調査）、インタビュー、技術商業化マネジメ

ントなどである。（続き）

[録] 

第 15 回 まとめと試験 [ハ(オ)]

試験 教科書のケースや問題集を復習すること。 [ハ(オ)]

成績評価 
課題（レポート、演習）40%、試験（筆記） 40%、授業への貢献度 20％を総合的に評価する。 

※授業への貢献度は、単なる出席点ではありません。

教科書・教材 板倉宏昭『新訂 経営学講義』勁草書房 2017 

参考図書 
板倉宏昭・石丸亜矢子『地域バリューチェーンー持続可能な地域を創る』勁草書房 2021 

板倉宏昭『デジタル時代の組織設計』白桃書房 2009 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 ビジネスシステム科目群 

科目名 統計・数理計量ファイナンス特別演習 

教員名 三好 祐輔 
(英文表記) 

Statistical and mathematical metrology 

financing 

概要 

 この講義は、計量経済学の基本を習得することが目的である。計量経済学とは、統計学的手法を用いて、観察可能な経

済データからその発生メカニズムを経済理論に基づいて推測する学問である。経済現象を数理的及び定量的に分析するこ

とによって、現実の社会現象に関する理解が深まる。また、現代社会のさまざまな分野において政策的課題や実践的な問

題の解決に応用することもできる。それ故、社会科学の学習において、計量経済学の知識は必要不可欠のものである。こ

の講義では、統計学で学んだ知識をもとに、現実の経済・経営に関する統計データを用いた実証分析の手法を学ぶ。具体

的には、観測データの集約方法を解説し、複数の変量間の関連性を、回帰や相関といった概念を用いて考察できるようにな

ることを目指す。 

目的・狙い 

 統計学と計量経済学の基礎と標準的な分析手法を身に付けることが本授業の目的である。このため、次の項目を重点的

に学ぶ。基礎的な知識（計量経済学の基礎）の習得をし、その後に統計ソフトを扱う内容になっている。受講者は最終的に

は課題実習を完成できるようになることを目指す。偶数回の講義では、統計学の基礎を復習するとともに計量経済学で用い

られる線形回帰分析の基礎を録画講義で学ぶ。具体的には、一般化線形回帰分析と、実際のデータ分析に有用な手法とし

て、質的従属変数、切断・検閲された従属変数の場合についての適切な分析手法（計量分析の理論）を学ぶ。一方、奇数回

(第一回及び第 15 回を除く)では、講義担当者が修士課程の時に履修した、時系列分析を得意とする STATA という統計解

析ソフトを用い、現実の様々な場面で応用できることを目標とする。これは、実証研究のためのデータの入手・加工方法か

ら、統計解析ソフトを用いた分析方法までの解説を行い、受講生には統計解析ソフトを用いて将来は実習を行えるようにな

ることを求める。 

第 1 回 データの加工と整理① 

第 2 回 応用計量経済学（1） 

第 3 回 データの加工と整理② 

第 4 回 応用計量経済学（2） 

第 5 回 単回帰モデル 

第 6 回 応用計量経済学（3） 

第 7 回 重回帰モデルとダミー変数を含む回帰 

第 8 回 応用計量経済学（７） 

第 9 回 同時方程式モデルと二段階最小ニ乗法 

第 10 回 応用計量経済学（１０） 

第 11 回 パネル分析 

第 12 回 応用計量経済学（１１） 

第 13 回 ２値応答モデル 

第 14 回 総括 

第 15 回 試験 

第 16 回 予備日 

修得できる知識単位： 

＜1-2-3＞・社会/マーケット視点を獲得できる。・社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3：

自分の専門領域を中心に単独で行うことができる） 

＜2-1-4＞・リファレンスを探し、入手することができる。・リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。

（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができる）

＜2-3-4＞・新しいものや本質的なものを見抜くことができる。・新しいものや本質的なものを活用できる。（レベル 3：自分の

専門領域を中心に単独で行うことができる） 

＜3-2-3＞・必要な財務知識を獲得できる。・財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独

で行うことができる） 

＜4-2-3＞・環境スキャニングができる。・環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3：自分の専

門領域を中心に単独で行うことができる） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

「地域経済分析特別演習」「マネジメントシステム基礎特論」など、社会科学を学ぶうえで必要な考え方を事前知識として知

っておくことが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

(1)計量経済学の分析手法を用いて、現実のデータから規則性を発見できる。

(2)データ分析を通して、推定式の持つ経済学的な解釈ができる。

最低到達目標 

(1)計量分析に関する関心を高める。

(2)実証分析に関する知識を理解する。
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授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

教室または遠隔での出席を求め、双方向で多方面に行われる議論

や討論、質疑応答を通した学修（これには学修内容を深めるための

個人ワーク及びグループワークが含まれる） 

ハイフレックス型（録画併用） ―  

録画視聴型 ○ 

偶数回はビデオ視聴のみで受講とする。 

サーバーにアップロードされた講義資料をダウンロードして予習・復

習をすること。 

課題が出ている場合には、期限までに課題を提出すること。 

授業外の学習 

予習：配布された資料（たとえば、郵政研究所月報）を講義前に読んでおく。 

復習：講義で学んだ内容を中心に、自らが関心を抱く分析手法について、講義で扱った技術を反復練習することが課され

る。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は配布する資料を使用して行う。これらは、本学の授業支援システム(manaba)を活用する。イントロダクション、チーム

討議、発表・クラス討議、解題講義から構成される。授業計画を以下に示すとおりである。受講生の興味、履修者数等から、

内容及び順序は適宜調整する可能性がある。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
本講義の目的と狙い、学修内容、課題、最終試験、評価方法について解説し、学生が講義

選択の判断ができるようにする。 
[ハ(オ)] 

第 2 回 
ミクロデータの入手方法 

データマインディングの基本的な考え方と、数理統計の分析への応用について解説をする。 
[録] 

第 3 回 ログ（作業記録）の作成 [ハ(オ)] 

第 4 回 記述統計の出力 [録] 

第 5 回 Stata での単回帰分析 [ハ(オ)] 

第 6 回 単回帰モデルの推定 [録] 

第 7 回 Stata での最小二乗法及び一般化最小二乗法での推定 [ハ(オ)] 

第 8 回 重回帰モデルの推定 [録] 

第 9 回 Stata での重回帰分析 [ハ(オ)] 

第 10 回 前半のまとめ（最小二乗法と検定について） [録] 

第 11 回 Stata でのダミー変数を含む回帰分析 [ハ(オ)] 

第 12 回 ダミー変数を含む回帰 [録] 

第 13 回 データセット作成の復習 [ハ(オ)] 

第 14 回 2 値応答モデルの推定 [録] 

第 15 回 Stata での 2 値応答モデル [ハ(オ)] 

試験 
本講義で学修した Stata による最小二乗法と 2 値応答モデルについて、関連 知識・スキル

に関する内容の試験を実施する。 
[ハ(オ)] 

成績評価 

次のポイントで評価する(合計 100 点満点) 

1, 講義への参画度 20 点 

2, レポート 60 点：レポート内容を評価 

3, 最終試験 20 点：講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価 

ただし、最終試験で基準点を取れない人は、レポートを提出しても、単位を出しません。 

教科書・教材 
特になし。配布資料としてサーバー上にアップして提供する。 

参考図書 

Ernst R. Berndt(1991)「The Practice of Econometrics: Classic and Contemporary」 

Jeffrey  M. Wooldridge , Introductory Econometrics : A Modern Approach, 5thed., South-Western  Cengage Learning, 2013 

縄田和満『TSP による計量経済分析入門』(朝倉書店) 

和合肇・伴金美『TSP による経済データの分析』第２版(東京大学出版会) 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 ビジネスシステム科目群 
科目名 地域経済分析特別演習 

教員名 三好 祐輔 
(英文表記) Regional economic analysis 

概要 

 現代経済理論は、個々の経済主体の行動を中心に分析を進めるミクロ経済理論と、一国の経済全体を一つのものとして

分析を進めるマクロ経済理論に分けることができる。ミクロ経済理論とは、消費者や生産者などの個々の経済主体の行動原

理を分析し、その上で市場のメカニズムによって達成される資源配分の性質を明らかにするものである。また、マクロ経済理

論とは、投資や消費、雇用などの一国の経済全体の集計量を中心に、これらの相互関係を分析するものである。この講義

では、特にミクロ経済学の基本的な理論を説明する。その際、経済理論、数量分析手法、を織り交ぜながら弾力的に進め

る。本講義では、受講生の理解度を確認しながら、データ分析の実習を行って実践力を養う予定である。 

目的・狙い 

 経済経済学の基礎と標準的なデータ分析を行う際に身に付けることの必要な技法を学ぶことが本授業の目的である。この

ため、次の項目を重点的に学ぶ。まず、第 1 回と第 2 回の基礎的なミクロ経済学の知識の習得は、実証分析を行う際に留

意する内容になっている。その知識を踏まえて、第 3 回以降は、実証分析を行う際に必要なテクニカルな内容となっている。

そのため、受講生は、統計ソフトを扱える基礎的な技能を修得していることが望ましい。同様に、第 9 回と第 10 回では、基礎

的なマクロ経済学の知識の習得をし、それ以降は実証分析を行う際に必要となる検定の方法について説明する内容になっ

ている。また、第 10 回と第 11 回では上級者向けに対し、非常勤講師に依頼し、経済学の理論に基づいたデータ分析の見本

を紹介する予定になっている。受講生に対し統計ソフトを用いて、第 15 回の総括の際には課題の提出を求める予定である。

具体的な内容は以下のとおりである。 

第 1 回 需要と供給について 

第 2 回 消費者余剰と生産者余剰 

第 3 回 実証分析に用いるデータの加工 

第 4 回 統計ソフトに取り込む 

第 5 回 記述統計の確認 

第 6 回 需要関数の推定と単回帰分析 

第 7 回 需関数の推定と重回帰分析 

第 8 回 供給関数の推定と推定後の検定 

第 9 回 Sargan テスト及び識別性条件 

第 10 回 貿易が富を増やす―比較優位 

第 11 回 地域経済の実証分析の紹介① 

第 12 回 地域経済の実証分析の紹介② 

第 13 回 回帰分析結果表の作成 

第 14 回 二標本検定 

第 15 回 総括 

第 16 回 最終試験 

修得できる知識単位 

＜1-2-4＞・社会/マーケット視点を獲得できる。・社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 4：

単独で行うことができる） 

＜2-1-4＞・リファレンスを探し、入手することができる。・リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レ

ベル 4：単独で行うことができる） 

＜2-3-4＞・新しいものや本質的なものを見抜くことができる。・新しいものや本質的なものを活用できる。（レベル 4：単独で

行うことができる） 

＜4-1-4＞・将来像（ビジョン）を描ける。・将来像を描き、それを具現化できる。（レベル 4：単独で行うことができる） 

＜4-3-4＞・新たな関係構築を築くことができる。・新たな関係構築を築き、調整・牽引できる。（レベル 4：単独で行うことがで

きる） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

「数理計量ファイナンス特別演習」、「マネジメントシステム基礎特論」など、経済学を学ぶうえで必要な考え方を事前知識とし

て知っておくことが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

・需要と供給に基づいた市場の効率性から政策評価ができる。

・需要と供給の背景にある経済主体の意思決定分析を理解できる。

・市場が果たす役割と限界について、モデル（概念やグラフ等）を用いながら説明することができる。

最低到達目標 

・需要と供給に関する知識を身に付ける。

・経済学に関する興味を抱く。

22



授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

教室または遠隔での出席を求め、双方向で多方面に行われる議論

や討論、質疑応答を通した学修（これには学修内容を深めるための

個人ワーク及びグループワークが含まれる） 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 

ビデオ視聴のみで受講 

授業外の学習サーバーにアップロードされた講義資料をダウンロード

して予習・復習をすること。課題が出ている場合には、期限までに課

題を提出すること。 

授業外の学習 
予習：教科書を講義前に読んでおく。 

復習：講義で学んだ内容を中心に、自らが関心を抱くテーマについて、講義で扱った技術を反復練習することが課される。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

教科書の一部を PPT でアップさせるので、本学の授業支援システム(manaba)を活用する。イントロダクション、チーム討議、

発表・クラス討議、解題講義から構成される。授業計画を以下に示すとおりである。受講生の興味、履修者数等から、内容

及び順序は適宜調整する可能性がある。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
本講義の目的と狙い、学修内容、課題、最終試験、評価方法について解説し、学生が講義

選択の判断ができるようにする。 
[ハ(オ)]

第 2 回 データの加工・整理:Stata を用いて実証分析を実演する． [録] 

第 3 回 単回帰モデルの推定 [録] 

第 4 回 Stata での単回帰分析 [ハ(オ)]

第 5 回 線形同時方程式モデル [録] 

第 6 回 Stata での需要・供給モデル [ハ(オ)]

第 7 回 2SLS における係数の仮説検定 [録] 

第 8 回 Stata での 2SLS 推定 [ハ(オ)]

第 9 回 パネルデータ [録] 

第 10 回 Stata での固定効果モデルの LSDV 推定 [ハ(オ)]

第 11 回 固定効果モデルの Within 推定 [録] 

第 12 回 Stata での固定効果モデルの Within 推定 [ハ(オ)]

第 13 回 ウー・ハウスマン検定 [録] 

第 14 回 地域における企業分析の紹介 [録] 

第 15 回 Stata での２SLS の実証分析解説 [ハ(オ)]

試験 
本講義で学修したパネル分析と操作変数法等について、関連 知識・スキルに関する内容

の試験を実施する。 
その他 

成績評価 

次のポイントで評価する(合計 100 点満点)」 

1, 講義への参画度 20 点 

2, レポート  60 点：レポート内容を評価 

3, 最終試験  20 点：講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価 

ただし、最終試験で基準点を取れない人は、レポートを提出しても、単位を出しません。 

教科書・教材 

マンキュー入門経済学 (東洋経済新報社),（第 2 版）2014

マンキュー経済学 1 ミクロ編 (東洋経済新報社),（第 2 版）2014

第一回、第二回、第九回、第十回の講義が対象。 

参考図書 
1,福田 慎一, 照山 博司  マクロ経済学・入門 第 5 版 (有斐閣アルマ) 

2,西村和雄 ミクロ経済学入門〔第 2 版〕 岩波書店  
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Ⅲ 事業設計イノベーション科目群

製品開発組織特論  

技術経営戦略特論 



コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 事業設計イノベーション科目群 

科目名 製品開発組織特論 

教員名 吉田 敏 
(英文表記) 

Product Development Organization 

Management 

概要 

 有形・無形の製品を創りだす各企業において、その組織的能力が、どのような特性があり、どのように活かされているのか

ということについて、これまでは議論が深めに進んできたとは言い切ることが出来ない。 

本講義では、これまでの組織論に関する知識を供与しながら、有形・無形の製品を創る企業の特性を軸にしつつ、社会の

中の実践的な企業活動や組織活動に応用できるような考え方を修得していくものである。 

目的・狙い 

 現在、様々な有形・無形の製品をつくる国内企業が、成長面からの閉塞感を感じ、短期的な対処のために、自らの強みを

切り捨てるような判断をしている可能性が考えられる。それぞれの組織には独自の組織的な能力が存在しているが、それを

理解していくのには論理的な考え方が必要である。しかし、実際の社会活動の中では、それぞれの組織の中の構成員が、

組織内部から組織的能力の特性を理解することは困難な面がある。 

本講義の目的は、有形・無形の製品をつくる組織において、どのような組織的能力を保持しているのか、また、その組織

的能力を活かすのにはどうすればよいのか、実践的な考え方や判断力を持つための資質を育成することが、本講義の目的

となる。 

修得できる知識単位： 

1 問題解決力 

1-2 環境分析力（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができる）外部環境を把握する力

1-3 事業構想力（レベル 3）新しいビジネスモデルを考案する力（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができ

る） 

2 知識獲得力 

2-3 活用力（レベル 3）収集した情報を活用する力

3 マネジメント能力 

3-2 管理力（レベル 4：単独で行うことができる）マネジメントのための管理推敲を行う力

3-3 リーダーシップ力（レベル 3）リーダーとして組織を統制し方向性を見極める力

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし 

到達目標 

上位到達目標 

・有形・無形の製品をつくる組織における、組織的能力を把握するために理解力を修得すること。

・組織的能力の特性を活かすための方向性を指し示す判断力を得ること。

最低到達目標 

・各組織が、それぞれ独自の組織的能力を持っていることを理解すること。

・組織的能力が、経済的活動に影響を及ぼしている傾向を理解すること。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 講義の内容を、教科書、参考書により予習、復習すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は独自にこの講義のために作成するもので、第 1 回から第 15 回まで連

続したものである。毎回授業の始めに重要ポイントを記述させる小レポートの課題を出し、終了時に回収する。このレポート

の内容から把握できる受講者の理解度、問題意識の傾向などは、その後の講義内容に反映させていく。また、毎回できるだ

けグループ単位の議論を行い、自分の考え方や理解度を、受講生がお互いに確認できるようにしていく。 

但し、本講義のテーマである実践的な社会活動は、日々急激な変化や議論がなされており、必要がある場合は積極的に講

義内容を最新の情報に当てはめるよう、変更していく場合がある。 

26



授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義概要の説明 

これまでの、モノやサービスを創る企業が、どのような強みや特性を持ってきたかを、また、

どのような弱みや課題を抱えてきたかを、考えるための知見の重要性を概説し、講義全体

の説明を行っていく。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

ものづくり組織の特性① 

有形の製品をつくる産業における組織の特性と傾向を、これまでの事例を取り上げながら学

んでいく。特に、国内企業の組織特性を理解しながら、事業の実践に対する重要な側面を

理解していく。 

[ハ(オ)] 

第 3 回 

ものづくり組織の特性② 

第 2 回に引き続き、有形の製品に関する産業分野、製品分野の組織について学ぶ。特

に、産業領域特性、製品領域特性の影響を考えていく。 

[ハ(オ)] 

第 4 回 

ものづくり組織の設計思想① 

製品やサービスをつくる組織が持つ設計思想の特性について理解し、その組織の強みや弱

みを理解していく。 

[ハ(オ)] 

第 5 回 

ものづくり組織の設計思想② 

前回に引き続き、製品やサービスをつくる組織が持つ設計思想の特性について理解し、そ

の組織の強みや弱みを理解していく。 

[ハ(オ)] 

第 6 回 

ものづくり組織の設計思想③ 

前回に引き続き、製品やサービスをつくる組織が持つ設計思想の特性について理解し、そ

の組織の強みや弱みを理解していく。 

[ハ(オ)] 

第 7 回 
まとめとしてのグループ議論① 

ここまでの内容を整理しながら、グループ議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 8 回 

設計思想による事業戦略① 

つくり手としての組織が持つ設計思想の特性について理解し、事業戦略についての可能性

を考えていく。 

[ハ(オ)] 

第 9 回 

設計思想による事業戦略② 

前回に引き続き、つくり手としての組織が持つ設計思想の特性について理解し、事業戦略に

ついての可能性を考えていく。 

[ハ(オ)] 

第 10 回 

設計思想による事業戦略③ 

前回に引き続き、つくり手としての組織が持つ設計思想の特性について理解し、事業戦略に

ついての可能性を考えていく。 

[ハ(オ)] 

第 11 回 
組織構造の基礎① 

モノづくり組織の基本的な考え方や知識を学んでいく。 
[ハ(オ)] 

第 12 回 

組織構造の基礎② 

前回に引き続き、モノづくり組織の基本的な考え方や知識を学んでいく。特に、国内組織を

中心に考えていく。 

[ハ(オ)] 

第 13 回 

技術的知識の偏在① 

技術的知識がどこにあるのかを考え、国内企業を中心に、この視点から課題や戦略性を理

解していく。 

[ハ(オ)] 

第 14 回 

技術的知識の偏在② 

前回に引き続き、技術的知識がどこにあるのかを考え、国内企業を中心に、この視点から

課題や戦略性を理解していく。 

[ハ(オ)] 

第 15 回 
まとめとしてのグループ議論② 

まとめとして、学んできた内容を整理しながら、グループ議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

試験 なし  

成績評価 
・内容のまとまりごととなる約半数の講義回（詳細は授業内で説明）で、講義内容に即した小レポート課題が出され、これら

によって評価される。 

教科書・教材 ・吉田敏編著、『技術経営 ―MOT の体系と実践―』、理工図書、2012 年 

参考図書 
・藤本隆宏、野城智也、安藤正雄、吉田敏 著、『建築ものづくり論』、有斐閣、2015 年。 

・前田正史、吉田敏 他共著、『Beyond Innovation 「イノベーションの議論」を超えて』、丸善プラネット株式会社、2009 年。 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 事業設計イノベーション科目群 
科目名 技術経営戦略特論 

教員名 吉田 敏 
(英文表記) Technology Management Strategy 

概要 

 高度経済成長期からバブル期を経て、日本は世界に誇るだけの様々な分野の技術力を持つようになった。しかし、近年、

国内の各産業で業績や将来の方向性に対して閉塞感が広がっている。この講義では、技術的な基盤を持ちつつ、実際に社

会の中で製品やサービスを創っていく上で必要な戦略性を解説していく。特に、これまでに成功を収めてきた有形・無形の製

品に関する企業や組織の活動に着目しながら、成功する製品開発行為の戦略に関する説明をしていくものである。 

目的・狙い 

 ここでは、技術経営分野を俯瞰的に把握すると同時に、戦略的に製品開発をするための基礎的な知識体系を説明してい

く。 

近年、国内の企業では、技術力が深まり高い品質の製品をつくることが出来ている傾向がある。しかし、その反面、コモデ

ィティ化が進む領域の競争では海外の企業に後れを取り、価格を抑えながら必要とされる的確な品質をつくることに苦戦し

ていると考えられる。これまでは、とにかく品質を上げることのみが重要な課題として理解されてきたが、多くの基盤的技術

が急激に発達する中、これからの製品開発の方向性については多くの要素に関する課題が見えてきたといえる。本講義で

は、実社会の企業活動の中で有形・無形の製品をつくるために、どのような考え方をするべきかについて考え、その戦略性

に関する基礎的知識を習得していくことを目的とする。 

以下が、修得を視野に入れる能力となる。 

1 問題解決力 

1-1 新結合力（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができるレベル）様々な課題を理解していく力

1-3 事業構想力（レベル 4：単独で行うことができる）新しいビジネスモデルを考案する力

2 知識獲得力 

2-1 情報収集力（レベル 3）情報を的確に収集する力

2-2 技術分析力（レベル 3）技術領域の特性を理解する力

2-3 活用力（レベル 3）収集した情報を活用する力

3 マネジメント能力 

3-1 開発力（レベル 4）製品等の開発におけるマネジメントを行う力

4 総合的企画力 

4-1 将来像構想力（レベル 4）今後の外部環境・内部環境に関する考え方を基に事業を展開する力

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし 

到達目標 

上位到達目標 

・有形・無形の製品をつくる組織における、製品開発の戦略性に関する深い知見を身に着けること。

・それぞれの産業における外部環境、内部環境の特性を理解し、実践的な活動に結びつける能力を得ること。

最低到達目標 

・製品開発における、戦略の必要性に関し、十分に理解すること。

・技術的な強みがある企業の、製品開発における強みと弱みに関する傾向を理解すること。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 

授業外の学習 講義の内容を、教科書、参考書により予習、復習すること。 

授業の内容 

講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は独自にこの講義のために作成するもので、第 1 回から第 15 回まで連

続したものである。毎回授業の始めに重要ポイントを記述させる小レポートの課題を出し、終了時に回収する。このレポート

の内容から把握できる受講者の理解度、問題意識の傾向などは、その後の講義内容に反映させていく。また、毎回できるだ

けグループ単位の議論を行い、自分の考え方や理解度を、受講生がお互いに確認できるようにしていく。 

但し、本講義のテーマである実践的な社会活動は、日々急激な変化や議論がなされており、必要がある場合は積極的に講

義内容を最新の情報に当てはめるよう、変更していく場合がある。 

（ただし、コロナ禍への対応で、Meet などによる遠隔講義としつつ、内容が一部変更となることが考えられる。） 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
講義概要の説明 

本講義全体の概要の説明を行っていく。 
[ハ(オ)] 

第 2 回 

製品開発の創造プロセス① 

これまで不明瞭のまま、検討されることすら少なかった可能性がある、製品の使い手側の範

囲について考えていく。 

[録] 

第 3 回 
グループ議論① 

第 2 回の内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 4 回 

製品開発の創造プロセス② 

これまで不明瞭のまま、検討されることすら少なかった可能性がある、製品の使い手側の範

囲について考えていく。 

[録] 

第 5 回 
グループ議論② 

第 4 回の内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 6 回 

製品開発の創造プロセス③ 

これまで不明瞭のまま、検討されることすら少なかった可能性がある、製品の使い手側の範

囲について考えていく。 

[録] 

第 7 回 
グループ議論③ 

第 6 回の内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 8 回 

製品開発の創造プロセス④ 

これまで不明瞭のまま、検討されることすら少なかった可能性がある、製品の使い手側の範

囲について考えていく。 

[録] 

第 9 回 
グループ議論④ 

第 8 回の内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 10 回 

技術経営領域の俯瞰① 

これまで不明瞭のまま、検討されることすら少なかった可能性がある、製品の使い手側の範

囲について考えていく。 

[録] 

第 11 回 
グループ議論⑤ 

第 10 回の内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 12 回 

技術経営領域の俯瞰② 

これまで不明瞭のまま、検討されることすら少なかった可能性がある、製品の使い手側の範

囲について考えていく。 

[録] 

第 13 回 
グループ議論⑥ 

第 12 回の内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

第 14 回 
まとめ 

ここまでの内容をまとめ直し、復習する。 
[録] 

第 15 回 
グループ議論⑦ 

ここまでの内容に基づき、受講生によるグループにて、議論を進めていく。 
[ハ(オ)] 

試験 なし  

成績評価 
・各ハイフレックス講義（第 1 回、第 3 回、第 5 回、第 7 回、第 9 回、第 11 回、第 13 回、第 15 回）に、その前回の

録画講義の内容を含む小レポート課題が出され、これらによって評価される。 

教科書・教材 ・吉田敏編著、『技術経営 ―MOT の体系と実践―』、理工図書、2012 年 

参考図書 
・藤本隆宏、野城智也、安藤正雄、吉田敏 著、『建築ものづくり論』、有斐閣、2015 年。 

・前田正史、吉田敏 他共著、『Beyond Innovation 「イノベーションの議論」を超えて』、丸善プラネット株式会社、2009 年。 
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Ⅳ サービスイノベーション科目群 

ネットワーク事業設計特論

意思決定サイエンス特論

イノベーティブサービス技術特論

市場創造技術特論

事業継続戦略特論



コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 サービスイノベーション科目群 
科目名 ネットワーク事業設計特論 

教員名 細田 貴明 
(英文表記) Planning Methodology for e-commerce 

 

概要 

 計算機やインターネットを用いた経済活動は、ビジネスの利便性のみならずサービス提供の効率性を格段に飛躍させた。本科目では、ネッ

トワークを活用したビジネスに関連する事例について、各種経営理論に基づく成功要因分析と事業戦略の特徴づけについて紹介する。その

上で、オンラインサービスを提供する業界におけるサービスのモデル、企業内情報システムに関する事例とその効果、および物流、観光、医

療・福祉・物流などの成長分野での IT やインターネットの活用事例について議論する。 

目的・狙い 

 本講義の目的は、受講を通して意思決定理論を学習することで、①これまでの意思決定を見直す契機を得ること、②よりよい意思決定を行

うための方法論や方法、手法を理解すること、③実務で活用できるような実践的なスキルを習得することである。 

特に、ビジネス上での意思決定に関する事例を通して、意思決定の行われている実態や意思決定時に発生する様々なバイアスが存在する

ことを理解する。加えて、実務で意思決定を行うために必要となる問題認識や問題分析に活用可能なシステム思考アプローチ等の方法論、

方法、手法を習得する。これらについてグループでのディスカッションで検討することを通して実務におけるよりよい意思決定に向けたアプロ

ーチを体得する。 

1-2-4 社会/マーケット視点を獲得できる。／社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 4：単独で行うことができ

る） 

2-1-3 リファレンスを探し、入手することができる。／リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レベル 3:自身の専門

領域を中心に単独で行うことができる） 

3-2-3 必要な財務知識を獲得できる。／財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができる） 

3-3-3 必要なリーダーシップを発揮できる。／リーダーシップを発揮し、それを用いて組織運営ができる。（レベル 3：自分の専門領域を中心

に単独で行うことができる） 

4-1-3 将来像（ビジョン）を描ける。／将来像を描き、それを具現化できる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行 

うことができる） 

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

本授業を履修するにあたっては、モデルや理論の理解、および市場動向の理解を深めるために、数学的知識や統計的知識が必要となること

がある。数学的知識は理論の理解を深めるために重要であり、統計的知識は市場データを理解するために不可欠である。これらの知識が不

足している場合は、履修前に基礎的な学習を行うことが推奨される。 

到達目標 

上位到達目標 

・サービスマネジメントの視点を持ってビジネスに取り組むことができる。 

・ネットワークを活用したビジネスを展開することができる。 

最低到達目標 

・サービスマネジメントの基本的な内容を理解することができる。 

・ネットワークを活用したビジネスを展開するために必要な基本的な内容を理解することができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

積極的に授業中に発言すること。 

グループ演習の基礎となる個人演習を実施することがある。 

積極的にグループでのディスカッションに参加すること。 

ハイフレックス型（録画併用） ―  

録画視聴型 ○ 
録画授業スケジュールに留意すること。 

録画授業は実施回に必ず視聴しておくこと。 

授業外の学習 

・講義後に配布するワークシート（簡単な質問や感想等）に回答する。 

・必要に応じて次回講義（特に演習）に必要となる簡単なタスクを課す。 

・演習実施後、提出が必要な回については、課題を行い、期日までに提出する。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

・講義の進め方は、配布するレジュメに基づき解説、事例研究、演習・議論の流れで進める。 

・演習としてグループ内ディスカッションを実施する。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義のオリエンテーションを実施する。授業の概要とその狙い、授業実施方法、評価方法を説明する。 

これらの説明に加え、学生の講義選択判断が可能となるように、全 15 回の講義テーマの紹介を行う。 

オリエンテーションに加えて講義も実施する。 

サービスマネジメント概論（１）：サービスの捉え方 

ネットワークを活用したビジネスにおけるサービスを論じる前提として、そもそもサービスというものがどう

いうものであるか理解する必要がある。サービスという言葉は、日常において多様な使い方をされること

から、そもそもサービスとはどのようなものかを理解することで、次回以降の講義に活かすことができるこ

とを目指す。 

[録] 

第 2 回 

前回講義で紹介したサービスの特徴に基づき、実際に世の中で提供されているサービスについて、コア

サービスやサブサービス、コンティンジェントサービスに分類し、そのサービス構成に至った背景について

グループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに今後のサービス分類の方

向性のトレンドについて展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)] 
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第 3 回 

サービスマネジメント概論（２）：サービスマネジメントとは

前回講義で学んだサービスに対する理解をもとに、それを維持し発展させていくために必要となるサービ

スマネジメントについて概観する。サービスマネジメントを維持していくための組織のあり方と、その活動

に必要となるマネジメント活動について検討する。 

[録] 

第 4 回 

前回講義で紹介したサービスマネジメントの考え方に基づき、各企業におけるサービスマネジメントの考

え方を分析し、サービスマネジメントの成功に至った背景についてグループ討議を行い、講義内容の理解

を深める。さらには、その理解をもとにサービスマネジメントシステムとして機能するために必要な成功要

素について検討する。 

[ハ(オ)]

第 5 回 

ネットワークに関する研究の紹介：ネットワークを活用したビジネスを検討するうえで、前提となるネットワ

ークに関する研究を概観する。さらに、ネットワークを活用したビジネスとしてプラットフォームビジネスを

事例に、ネットワークを活用したビジネスの特徴を紹介する。また、ネットワークを活用したビジネスを発展

させるうえで重要な視点となるティッピングポイントや、ソーシャルメディアの活動についても紹介する。 

[録] 

第 6 回 

前回講義で紹介したプラットフォームビジネスにおけるネットワークを活用したビジネスの展開に関する特

長を理解して今後のプラットフォームビジネスのサービスの改善や新たなサービスについて各自で考案

し、その内容をもとにプラットフォームビジネスにおけるネットワークビジネスのイノベーションの可能性に

ついてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに今後のプラットフォー

ムビジネスのビジネスの将来性について展望しその可能性を検討する。

[ハ(オ)]

第 7 回 

ネットワークを活用したビジネスの事例研究（１）金融業界の事例をもとにインターネットが普及する以前

までは、電話や FAX を用いた取引が行われていたが、外部からの接続は限定的なものであった。しか

し 1990 代後半からのインターネットの普及により金融業界ではインターネットバンキングの展開が進ん

だ。現在では、銀行法の改正により先進技術を持っている企業とともに新しい技術の導入を容易にする

金融サービスの高度化に対応できる環境に変化している。このような金融機関におけるネットワークを活

用したビジネスの変遷を紹介する。 

[録] 

第 8 回 

前回講義で紹介した金融業界におけるネットワークを活用したビジネスの展開に関する特長を理解して

今後の金融業界のサービスの改善や新たなサービスについて各自で考案し、その内容をもとに金融業

界におけるネットワークビジネスのイノベーションの可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理

解を深める。さらには、その理解をもとに今後の金融業界のビジネスの将来性について展望しその可能

性を検討する。 

[ハ(オ)]

第 9 回 

ネットワークを活用したビジネスの事例研究（２）小売業の事例をもとにインターネット通販が一般化する

につれて、既存小売業は販売戦略の転換が求められてきた。その一つとして小売業においてもインター

ネット通販を強化する動きは加速させるといった対策を店舗販売と並行する形で進出することが行われて

いる。一方で、インターネット通販のようなオンラインだけでなく、店舗での販売による価値を見出すオフラ

インの重要性も見直されつつある。このような小売業におけるネットワークを活用したビジネスについて紹

介する。 

[録] 

第 10 回 

前回講義で紹介した小売業におけるネットワークを活用したビジネスの展開に関する特長を理解して今後

の小売業のサービスの改善や新たなサービスについて各自で考案し、その内容をもとに小売業におけるネ

ットワークビジネスのイノベーションの可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さら

には、その理解をもとに今後の小売業のビジネスの将来性について展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)]

第 11 回 

ネットワークを活用したビジネスの事例研究（3）物流業の事例をもとに物流業におけるネットワークの活

用は、インターネット通販の発展との関連が大きい。インターネット通販の発展に対応するため、物流業で

は、ものの流れを管理するためのロジスティクスシステムが導入され、コスト削減や効率化が進展した。

一方で、インターネット通販の業務拡大に物流業務が追いつくことができず、人員問題や再配達問題とい

った様々な課題が浮き彫りになっている。このような物流業におけるネットワークを活用したビジネスにつ

いて現状と取り組みについて紹介する。 

[録] 

第 12 回 

前回講義で紹介した物流業におけるネットワークを活用したビジネスの展開に関する特長を理解して今の

物流業のサービスの改善や新たなサービスについて各自で考案し、その内容をもとに物流業におけるネッ

トワークビジネスのイノベーションの可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さら

には、その理解をもとに今後の物流業のビジネスの将来性について展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)]

第 13 回 

ネットワークを活用したビジネスの事例研究（4）特筆すべき業界の事例をもとにこれまで検討してきた事

例の対象となる業界以外にも、教育、観光、農業等でネットワークを活用した様々な取り組みが行われて

いる。本講義では、ネットワークを活用した特筆すべき事例を持つ業界を対象として、現状と今後の取り

組みについて紹介する。 

[録] 

第 14 回 

前回講義で紹介した特筆すべき事例を持つ業界における、ネットワークを活用したビジネスの展開に関す

る特長を理解して、今後のサービスの改善や新たなサービスについて各自で考案し、その内容をもとにネ

ットワークビジネスのイノベーションの可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。

さらには、その理解をもとに今後のビジネスの将来性について展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)]

第 15 回 

本講義全体のまとめとして、本講義で紹介した全体の振り返りとその総括を行う。これまでの学習内容を

もとに、各業界の特徴を振り返り、どのような視点・アイデアでサービスを展開しているのか、導入していく

べきかを改めて検討する。 

[録] 

試験 最終試験：基礎知識の確認と、それを利用したネットワーク事業設計に関して問う問題に解答する。 ― 

成績評価 

次の 3 つのポイントで評価する(合計 100 点満点) 

・講義後ワークシート提出 １５点（１点×１５回）

・グループ演習後の個人課題提出 ４０点（２０点×２回。ただし、１回以上の提出は必須とする）

・最終試験４５点

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 必要に応じて講義中に指示する。 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 サービスイノベーション科目群 
科目名 意思決定サイエンス特論 

教員名 細田 貴明 
(英文表記) Decision Science 

 

概要 

 ビジネスにおける意思決定は、経営者が行う経営上の意思決定と現場の実務担当者が行う実務的意思決定が存在し、この２つが成功する

ことがビジネスの成功において不可欠である。本講義では、これらの意思決定に関する理論と実務上の手法について論じる。具体的には、経

営上および実務上の意思決定の成功例や失敗例を議論するとともに、ビジネス上の事例等をもとにした意思決定演習行う。 

目的・狙い 

 本講義の目的は、受講を通して意思決定理論を学習することで、①これまでの意思決定を見直す契機を得ること、②よりよい意思決定を行

うための方法論や方法、手法を理解すること、③実務で活用できるような実践的なスキルを習得することである。 

 特に、ビジネス上での意思決定に関する事例を通して、意思決定の行われている実態や意思決定時に発生する様々なバイアスが存在する

ことを理解する。加えて、実務で意思決定を行うために必要となる問題認識や問題分析に活用可能なシステム思考アプローチ等の方法論、

方法、手法を習得する。これらについてグループでのディスカッションで検討することを通して実務におけるよりよい意思決定に向けたアプロ

ーチを体得する。 

1-2-4 社会/マーケット視点を獲得できる。／社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 4：単独で行うことができ

る） 

2-1-3 リファレンスを探し、入手することができる。／リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レベル 3:自身の専門

領域を中心に単独で行うことができる） 

3-2-3 必要な財務知識を獲得できる。／財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行うことができる） 

3-3-3 必要なリーダーシップを発揮できる。／リーダーシップを発揮し、それを用いて組織運営ができる。（レベル 3：自分の専門領域を中心

に単独で行うことができる） 

4-1-3 将来像（ビジョン）を描ける。／将来像を描き、それを具現化できる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行うことができる） 

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

本授業を履修するにあたっては、モデルや理論の理解、および市場動向の理解を深めるために、数学的知識や統計的知識が必要となること

がある。数学的知識は理論の理解を深めるために重要であり、統計的知識は市場データを理解するために不可欠である。これらの知識が不

足している場合は、履修前に基礎的な学習を行うことが推奨される。 

到達目標 

上位到達目標 

・意思決定理論の経営実務における意義を説明できる。 

・実務的意思決定における方法論、方法、手法の適用を通して、実務に活用できる力を涵養し、さらにその有効性と限界を論理的に理解する

ことができる。 

・各種手法の適用を通して問題の構造を正しく把握し、モデル化ができる。 

最低到達目標 

・意思決定理論の概要を説明することができる。 

・実務的意思決定における方法論に関する基本概念を説明することができる。 

・各種方法および手法を実務的意思決定に利用できる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

積極的に授業中に発言すること。 

グループ演習の基礎となる個人演習を実施することがある。 

積極的にグループでのディスカッションに参加すること。 

ハイフレックス型（録画併用） ―  

録画視聴型 ○ 
録画授業スケジュールに留意すること。 

録画授業は実施回に必ず視聴しておくこと。 

授業外の学習 

・講義後に配布するワークシート（簡単な質問や感想等）に回答する。 

・必要に応じて次回講義（特に演習）に必要となる簡単なタスクを課す。 

・演習実施後、提出が必要な回については、課題を行い、期日までに提出する。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

・講義の進め方は、配布するレジュメに基づき解説、事例研究、演習・議論の流れで進める。 

・演習としてグループ内ディスカッションを実施する。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義のオリエンテーションを実施する。授業の概要とその狙い、授業実施方法、評価方法を説明する。

これらの説明に加え、学生の講義選択判断が可能となるように、全 15 回の講義テーマの紹介を行う。

オリエンテーションに加えて講義も実施する。 

ビジネスにおける合理的な意思決定の方法とその限界と意思決定理論の一つである規範的意思決定理

論では、実務的意思決定問題において合理的な最適解を導出することを可能とする。しかし、実務家の

限られた時間の中で、その理論的前提を担保することは困難であり、規範的意思決定理論による意思決

定を行っていることはほとんどない。ここでは、実務的意思決定における規範的意思決定理論の貢献と

限界について検討する。 

[録] 

第 2 回 

前回講義で紹介した規範的意思決定理論は、最適性が保証された選択肢を選択することが可能であり

有効であるが、理論的アプローチには大きな障壁がある。そこで、履修者の意思決定経験の内容をもと

に、有効性とその限界についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をも

とに今後の自らの意思決定への向き合い方について検討する。 

[ハ(オ)] 
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第 3 回 

ビジネスにおける意思決定の実態：規範的意思決定理論による意思決定を行っていることはほとんどな

いという実態において、人間はどのように意思決定を行っているか。この問題を追求しようとする記述的

意思決定理論としてハーバード・A・サイモン、H・モントゴメリらの研究を紹介し、実務家の意思決定のあ

り様とその特徴について検討する。 

[録] 

第 4 回 

前回講義で紹介した記述的意思決定は、人間の意思決定のひとつの姿を映していたものであると考える

ことができる。そこで、履修者の意思決定経験の内容をもとに、意思決定における基準とその設定の仕

方、さらにはそれが合理的であったかについてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらに

は、その理解をもとに人間の合理性のあり方について検討する。 

[ハ(オ)] 

第 5 回 

ビジネスにおける意思決定理論の活用：意思決定理論の研究が発展していく中で、人間の持つ心理的な

面を踏まえて人間の経済的活動を分析するアプローチとして行動経済学的アプローチが発展している。

このような行動経済学的アプローチによる研究・理論を紹介し、ビジネス上の活用方法について検討す

る。 

[録] 

第 6 回 

前回講義で紹介した行動経済学に基づくアプローチは、人間の意思決定の特徴を踏まえたよい意思決

定を行うための仕組みの提供と考えることができる。しかし、人間の意思決定にはバイアスが掛かること

も多い。そこで、ある意思決定のケーススタディをもとに、意思決定を分析し、どういった特徴があらわれ

ているかについてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに如何に人

間の意思決定の癖と向き合うかについて検討する。 

[ハ(オ)] 

第 7 回 

ビジネスにおける組織的意思決定、集団的意思決定の実態：ビジネスを推進していくうえで個人の活動で

為せる範囲には限界があることから、組織または集団によるビジネスを行うことが大半である。ここでは、

組織的意思決定、集団的意思決定の持つメリット／デメリットを紹介し、ビジネス上の留意点等について

検討する。 

[録] 

第 8 回 

前回講義で紹介した組織的意思決定は、多くの履修者が経験し、成功と失敗したことがあるものである。

そこで、個人の意思決定と対比する形で組織的意思決定について、履修者の意思決定経験の内容をもと

に、メリット／デメリットについてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をも

とに組織的意思決定への向き合い方について検討する。 

ある意思決定のケーススタディをもとに、意思決定を分析し、どういった特徴があらわれているかについ

てグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに如何に人間の意思決定

の癖と向き合うかについて検討する。 

[ハ(オ)] 

第 9 回 

意思決定手法の習得（AHP）：AHP(Analytic Hierarchy Process：階層分析法)とは、複数の選択肢と評価

基準がある意思決定において人間の主観を定量化しそれをシステムアプローチに組み込んで問題解決

を行う意思決定手法である。ここでは、実際の意思決定事例をもとに適用方法と適用にあたっての留意

事項について紹介する。 

[録] 

第 10 回 

意思決定手法の演習（AHP）：課題として提示する意思決定問題に対して、受講者がその意思決定問題を

AHP が適用可能となるように検討を行いながら、その意思決定問題に AHP を適用して解を導出する演

習を行う。さらに、適用結果の成否及びその成否の原因を明確にするための議論を行い、その結果につ

いて皆で検討を行う。 

[ハ(オ)] 

第 11 回 

意思決定手法の習得（問題発見・解決思考）：問題発見・解決に向けたアプローチは、意思決定を円滑に

行う上で必要となるスキルである。しかし、一方で、完全に確立されたハウツーがあるものではなく、その

アプローチを習得することは難しい。ここでは、問題発見・問題解決に至る過程を確認することを通して、

問題発見・解決に向けたアプローチの適用方法と適用の留意事項について紹介する。 

[録] 

第 12 回 

意思決定手法の演習（問題発見・解決思考）：課題として提示される複雑で曖昧な問題事例に対して、実

際に問題発見・解決に向けたアプローチで問題解決を目指す演習を行う。さらに、その各自のアプローチ

についてグループ討議を行い、適用結果の成否及びその成否の原因を明確にするための議論を行う。さ

らに、適用結果の成否及びその成否の原因を明確にするための議論を行い、その結果について皆で検

討を行う。 

[ハ(オ)] 

第 13 回 

意思決定手法の習得（納得できる意思決定のための方法）：意思決定を行う際の価値基準として、サイモ

ンの主張した満足化原理が有名である。ここでは、満足という概念に対して納得という概念について講師

の研究内容を紹介し、意思決定における納得とはどのようなものであるか、どのように行われるものであ

るかという理論について議論する。 

[録] 

第 14 回 

意思決定手法の演習（納得できる意思決定のための方法）：納得できる意思決定というテーマで受講者

各自がこれまでの経験から意思決定事例を考え、実際にその意思決定事例に対して納得した根拠をグ

ループ内で議論する。さらに、その各自の検討結果に基づいてグループ討議を行い、その結果について

皆で検討を行う。 

[ハ(オ)] 

第 15 回 

本講義全体のまとめとして、本講義で紹介した理論・事例の全体の振り返りとその総括を行う。これまでの学

習内容をもとに、どのような意識で意思決定を行うべきか、行われていることを理解するかを改めて確認す

るとともに、全体を振り返る。 

[録] 

試験 最終試験：意思決定理論や意思決定手法など講義内容に関する論述試験を実施する。 [ハ(オ)] 

成績評価 

次の４つのポイントで評価する(合計 100 点満点) 

・講義後ワークシート提出 １５点（１点×１５回） 

・個人課題提出 ３０点（1５点×２回。ただし、１回以上の提出は必須とする） 

・グループ演習課題提出 ３０点（１０点×３回。ただし、１回以上の提出は必須とする） 

・最終試験２５点 

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 必要に応じて講義中に指示する。 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 サービスイノベーション科目群

科目名 イノベーティブサービス技術特論

教員名 細田 貴明 
(英文表記) 

Innovative Technology for Service 

Business 

概要 

モバイル端末の進化や人工知能技術の発展に伴い、金融サービスや e コマースといった関連産業の著しい成長が認められる。こ

れらの産業の発展の要因は、電子マネーによる決済行為の電子化や仮想通貨の活用といった国を超えた経済活動のさらなる活発

化が背景にある。本講義では、フィンテックの基盤となる基本的技術や関連産業の発展に寄与する IT ソリューションを理解し、イノベ

ーションの検討に必要な知識を習得する。これらの知識をもとに、サプライチェーンや電子政府、医療・福祉、観光など、様々な分野

に対してブロックチェーンを代表とする IT 技術の適用可能性とその課題について議論し、具体的な導入手法について検討する。

目的・狙い 

本講義の目的は、①イノベーションに必要となる基本的 IT 技術や IT ソリューションを理解すること、②理解したスキルを活用しビジ

ネスを展開するために必要となる思考力を養うこと、③ビジネスにおけるイノベーションの想起を促す実践的なスキルを習得すること

である。

 特に、ビジネスへの適用事例を通して、クラウドサービス、入出力デバイス、通信技術に関する基本的技術について習得し、その

基礎技術をもとに活用されている IoT 技術、フィンテック関連技術（ブロックチェーン、電子決済等）といった IT ソリューションでの活

用方法を理解する。これらについてグループでのディスカッションで検討することを通してイノベーションに向けた具体的なアプロー

チの方法を体得する。

1-1-3 異なる技術と人材を組み合わせることができる。／異なる技術と人材を組み合わせ、新たな価値を生み出せる。（レベル 3:自

身の専門領域を中心に単独で行うことができる）

2-2-3 リファレンスを探し、入手することができる。／リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レベル 3:自

身の専門領域を中心に単独で行うことができる）

2-3-4 新しいものや本質的なものを見抜くことができる。／新しいものや本質的なものを活用できる。（レベル 4：単独で行うことがで

きる）

3-1-3 必要な経営資源の獲得ができる。／経営資源の獲得し、それを開発できる。（レベル 3：自分の専門領域を中心に単独で行

うことができる）

4-2-3 環境スキャニングができる。／環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3:自身の専門領域を中

心に単独で行うことができる）

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

本授業を履修するにあたっては、モデルや理論の理解、および市場動向の理解を深めるために、数学的知識や統計的知識が必要

となることがある。数学的知識は理論の理解を深めるために重要であり、統計的知識は市場データを理解するために不可欠であ

る。これらの知識が不足している場合は、履修前に基礎的な学習を行うことが推奨される。 

到達目標 

上位到達目標 

・イノベーションに必要な基本的技術や IT ソリューションを他分野へ応用することができる。

・習得した知識を活用したイノベーションを想起し各分野のビジネスに展開することができる。

最低到達目標 

・イノベーションに必要な基本的技術や IT ソリューションを理解することができる。

・各分野のイノベーション事例に関して理解することができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

積極的に授業中に発言すること。 

グループ演習の基礎となる個人演習を実施することがある。 

積極的にグループでのディスカッションに参加すること。 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 
録画授業スケジュールに留意すること。 

録画授業は実施回に必ず視聴しておくこと。 

授業外の学習 

・講義後に配布するワークシート（簡単な質問や感想等）に回答する。

・必要に応じて次回講義（特に演習）に必要となる簡単なタスクを課す。

・演習実施後、提出が必要な回については、課題を行い、期日までに提出する。

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

・講義の進め方は、配布するレジュメに基づき解説、事例研究、演習・議論の流れで進める。

・演習としてグループ内ディスカッションを実施する。

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義のオリエンテーションを実施する。授業の概要とその狙い、授業実施方法、評価方法を説

明する。これらの説明に加え、学生の講義選択判断が可能となるように、全 15 回の講義テーマの

紹介を行う。オリエンテーションに加えて講義も実施する。 

事例研究（１）：昨今では、クラウドサービスを利用することがビジネス上不可欠な要素となりつつ

あることから、そのサービスの性質やセキュリティの基礎を理解しておく必要がある。そこでここで

は、クラウドサービスを活用したイノベーションの紹介と、本テーマに関するグループ討議を行いそ

の理解を深める。 

[録] 

第 2 回 

前回講義で紹介したクラウドサービスは、我々の日常のサービスとして活用することが一般的にな

っているが、自分がサービスを提供する場合には、必要なクラウドサービスの選定を行う必要があ

る。自身の提供するサービスに求められるサービスレベルを踏まえて、どのようなクラウドサービ

スを使うべきかの勘所を養うことを目指す。

[ハ(オ)]
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第 3 回 

事例研究（２）：スマートフォンやスマートウォッチといったモバイル・ウェアラブル端末は、サービス

を効果的に提供するために重要な役割を占めることからそれらの持つ機能や特長を理解しておく

必要がある。ここでは、現在提供されているサービスがモバイル・ウェアラブル端末をどのように活

用しているかを紹介する。 

[録] 

第 4 回 

前回講義で紹介したモバイル・ウェアラブル端末の機能や特長を活用して既存サービスの改善や

新たなサービスについて各自で考案し、その内容をもとにイノベーションの可能性についてグルー

プ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに今後のモバイル・ウェアラブ

ル端末の将来性について展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)] 

第 5 回 

事例研究（３）：いわゆる５G と呼ばれる移動通信システムは、「高速・大容量」、「超低遅延」、「同

時・多接続」を実現すると言われている。従来までの通信技術を上回る性能を発揮することから、

これまで不可能であった新たなサービスを提供する可能性を秘めている。そのため、５G の持つ機

能や特長を理解しておく必要がある。ここでは、５G がもたらすと言われる新しいサービスを確認

し、ビジネスチャンスを検討する。 

[録] 

第 6 回 

前回講義で紹介した５G と呼ばれる移動通信システムの機能や特長を活用して既存サービスの改

善や新たなサービスについて各自で考案し、その内容をもとにイノベーションの可能性についてグ

ループ討議を行い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに５G の将来性について

展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)] 

第 7 回 

事例研究（４）：IoT（Internet of Things）により、インターネットを介してセンサーや通信機能を持った

様々なモノの情報を収集し、その情報を活用することが可能となった。それにより、これまでのビジ

ネスでは対象とならなかった、または対象とできなかった情報を取得し分析することを通して、これ

まで不可能であった新たなサービスを提供する可能性を秘めている。そのため、IoTの持つ機能や

特長を理解しておく必要がある。ここでは、現在提供されているサービスが IoT をどのように活用し

ているかを紹介する。 

[録] 

第 8 回 

前回講義で紹介した IoT の機能や特長を活用して既存サービスの改善や新たなサービスについ

て各自で考案し、その内容をもとにイノベーションの可能性についてグループ討議を行い、講義内

容の理解を深める。さらには、その理解をもとに IoT の将来性について展望しその可能性を検討

する。 

[ハ(オ)] 

第 9 回 

事例研究（５）：最新技術をもとに業界×Tech が盛んであり、例えば、金融サービスに応用する「フ

ィンテック（Fintech）」のように AI やビッグデータ解析、ブロックチェーンといった技術が活用されて

いる。ビジネスを広く展開する上で業界とテクノロジーの融合は必要となってきており、特に新しい

ビジネスを立ち上げる上ではその事例を通して機能や特長を理解しておく必要がある。ここでは、

現在提供されているサービスがどのように活用しているかを紹介する。 

[録] 

第 10 回 

前回講義で紹介した業界×Tech の機能や特長を活用して既存サービスの改善や新たなサービ

スについて各自で考案し、その内容をもとにイノベーションの可能性についてグループ討議を行

い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに新たな業界への展開や新たな技術の

導入まで視野を広げつつ、各業界の将来性について展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)] 

第 11 回 

事例研究（６）：前回及び前々回講義で紹介した技術の中でも、特にブロックチェーン技術は、様々

な分野において適用可能性が検討されており、ブロックチェーンの持つ機能や特長を理解しておく

必要がある。ここでは、ブロックチェーン技術に注目しどのように活用しているかを紹介する。 

[録] 

第 12 回 

前回講義で紹介したブロックチェーンの機能や特長を活用して既存サービスの改善や新たなサー

ビスについて各自で考案し、その内容をもとにイノベーションの可能性についてグループ討議を行

い、講義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとにブロックチェーンの適否を踏まえた将

来性や、他分野への応用についても展望しその可能性を検討する。 

[ハ(オ)] 

第 13 回 

事例研究（７）：仮想空間は、対面の代替手段だけでなく、新しいことに挑戦する場として、またマー

ケティングや顧客のエンゲージメントを獲得する場としての活用がますます進展している。仮想空

間では、アバター同士での交流、バーチャルならではの演出等、バーチャル特有の良さがある。そ

こで、仮想空間でのビジネスや課題を紹介する。 

[録] 

第 14 回 

前回講義で紹介した仮想空間の機能や特長を活用して既存サービスの改善や新たなサービスに

ついて各自で考案し、その内容をもとにイノベーションの可能性についてグループ討議を行い、講

義内容の理解を深める。さらには、その理解をもとに仮想空間の将来性について展望しその可能

性を検討する。 

[ハ(オ)] 

第 15 回 

本講義全体のまとめとして、本講義で紹介した事例全体の振り返りとその総括を行う。これまでの

学習内容をもとに、どのような視点・アイデアでイノベーションに繋がりうるサービスを考案し、導入

していくべきかを改めて検討するとともに、その検討結果を各グループとして発表を行いその知見

を皆で共有する。 

[録] 

試験 最終試験：基礎知識の確認と、それを利用したイノベーション想起に関して問う問題に解答する。 ― 

成績評価 

次の 3 つのポイントで評価する(合計 100 点満点) 

・講義後ワークシート提出 １５点（１点×１５回） 

・グループ演習課題提出 ６０点（２０点×３回） 

・最終試験 ２５点 

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 必要に応じて講義中に指示する。 
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 未定 

科目群 サービスイノベーション科目群
科目名 市場創造技術特論 

教員名 未定 
(英文表記) Market Creation 

概要 

市場を理解するためのマーケティング手法を概説するとともに、市場を創造するための各種戦略として、ブルーオーシャン戦略を紹介す

る。ブルーオーシャン戦略による新市場創造においては、戦略キャンバス作成、脱セグメンテーション分析、非顧客のグループ分類、プロダク

トコンセプトの具現化の手法の理解、ビジネスモデルの再構築、戦略的な価格設定、事業セグメント整理のための PMS マップ、アクションマト

リックス（ERRC グリッド）の作成が必要となる。これらを個人・グループ演習を通じて理解する。 

目的・狙い 

本講義の目的は、これまでに存在しない市場を創造し、市場を独占できるビジネスを展開できる可能性を持つ商品開発手法であるブルー・

オーシャン戦略について理解し、実際に商品開発を可能とするための方法である戦略キャンバスの作成、脱セグメンテーションの分析、非顧

客グループの分類、プロダクトコンセプトの具現化の手法の理解、ビジネスモデルの再構築、PMS マップ、戦略的な価格の設定、アクションマ

トリックス（ERRC グリッド）の作成ができるようになることである。

1-2-3 社会/マーケット視点を獲得できる。社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に

単独で行うことができる。） 

1-3-4 技術等のシーズを獲得できる。ビジネス価値に変換できる。(レベル 4:単独で行うことができる。)

3-1-4 必要な経営資源の獲得ができる。経営資源の獲得し、それを開発できる。(レベル 4:単独で行うことができる。）

4-1-3 将来像（ビジョン）を描ける。将来像を描き、それを具現化できる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行うことができる。）

4-2-3 環境スキャニングができる。環境スキャニングを通して、革新的なシナリオ構築ができる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で

行うことができる。） 

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

グループ活動やグループ演習では、積極的に活動に参加し、チームリーダーや発表者の役割を積極的に複数回担当すること。 

到達目標 

上位到達目標 

ブルー・オーシャン戦略において、次のそれぞれの概念を用いて新市場を創造することができる。 

・戦略キャンバス

・脱セグメンテーション

・非顧客のグループ分類

・プロダクトコンセプトの具現化を実現する８つのパス

・ビジネスモデルの再構築

・戦略的な価格設定

・アクションマトリックス

最低到達目標 

ブルー・オーシャン戦略において、次の事項について理解し、説明できる。 

・戦略キャンバス

・脱セグメンテーション

・非顧客のグループ分類

・プロダクトコンセプトの具現化を実現する８つのパス

・ビジネスモデルの再構築

・戦略的な価格設定

・アクションマトリックス

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表

す 

特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

授業中に学生に対する発問や質問を行う。積極的に授業中に発言すること。 

グループ演習を補完するために個人演習を行うことがある。 

原則毎回グループでの演習を行う。積極的に行うこと。 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 

録画コンテンツは事前に視聴し、その後の授業でのグループ演習に支障がないよう

にしておく。 

録画授業は実施回に必ず視聴しておくこと。 

授業のスケジュールを確認しておくこと。 

授業外の学習 

必要に応じて LMS で資料を配布するので、授業前に予習すること。また、毎回、次回の授業に関連する課題を指示するので、事前に作成す

ること。必要に応じて参考書等を活用し、授業での理解の助けにすること。グループで実施する演習課題は事前に理解しておかないとグルー

プ作業に影響する。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

市場を創造するための各種戦略の一つとして、ブルーオーシャン戦略を紹介する。また、グループ演習を通じてサービスを創造するとともに

新市場の創成にチャレンジする。さらに、カジノ業界のビジネスや旅行業界のビジネスについて紹介し、演習に活用する。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義のガイダンス：学生が講義選択の判断ができるように、講義の目的と全 15 回の構成を説明する。

授業の内容を概観できるようにするために、ブルーオーシャン戦略によるビジネスプランニングの事例や

用いるツールについて簡単に説明する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

因果と結果(VC01)、経営戦略の予備知識（１）(VC02)、経営戦略の予備知識（２）(VC03)：ビジネスにおい

て、成功確度を高めるには、原因を追求することが肝要であり、その可視化手法について説明する。さら

に、マーケテイング技術の基本である PEST 分析、5 Forces 分析、バリューチェーン分析、VRIO 分析、3C

分析、SWOT 分析について概説する。 

[録] 
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第 3 回 

実存する企業を取り上げ、因果モデルを作成するグループワークを実施する。関係性は論理的に結び、

正の影響伝播は実線、負の影響伝播は破線で示すことにより、関係性の詳細な分析を行い、ビジネス活

動を阻害する要因をあぶりだす。グループ活動で得られたグラフを発表することで、深く理解できるように

する。 

[ハ(オ)]

第 4 回 

市場における戦略(VC04)、成功の事例から学ぶ(VC05)：企業の立ち位置により、具体的にどのような戦

略をとるべきか、自らのビジネスでの有効な戦略を見出すための知見を得る。コストリーダーシップと差別

化の戦略について学ぶ。さらに、実存する企業の成功例について、その要因について理解する。 

[録] 

第 5 回 

グループワークを実施する。実存していた企業のうち、過去に高い成功を収めていたリーダー企業を挙げ

るとともに、その業界のチャレンジャー企業、フォロワー企業、ニッチャー企業を考える。さらに、リーダー

企業のビジネスモデル、戦略、KFS を明らかにし、失敗することにより地位が入れ替わった、または廃業

した原因を考える。 

[ハ(オ)]

第 6 回 

書籍の紹介(V06)、レッドオーシャンの落とし穴(VC07)、ブルーオーシャン戦略(VC08)、戦略キャンバス

(VC09)：本講義に関連する書籍を紹介する。市場において、競争の激化しやすいレッドオーシャンの特徴や

欠点を説明する。市場創造の概念について説明し、ブルー・オーシャン戦略の概要について説明する。さら

に、競争要因を可視化する手法である戦略キャンバスについて説明する。 

[録] 

第 7 回 

実在する（していた）企業を対象として、戦略キャンバス作成に関するグループ演習を実施し、最後に発表

を行う。同じ業界でこれまでに成功を収めた製品・サービス（１つないし２つ）と、失敗した製品・サービス 

（１つないし２つ） をあげる。戦略キャンバスの競争要因を８～１２個整理し、戦略キャンバスを描き、それぞ

れの特徴を分析する。グループで作成したプロダクトに関して、戦略キャンバスを用いて従来の製品・サ

ービスと比較して差別化されているかグループで検証する。 

[ハ(オ)]

第 8 回 

PMS マップ(VC10)、バリューブレークスルーマーケティング(VC11)：現状の事業ポートフォリオからどのよ

うにして業界パイオニアになりうるかを検討するために PMS マップを学ぶ。既存の事業ポートフォリオや

製品・サービスを一つの図表上にプロットし、評価し、業績の先行きを予測する手法を理解する。さらに、

市場創造とバリューイノベーションを実現するために、市場レベル、製品レベル、マクロ環境レベルの３つ

の観点から検討する。 

[録] 

第 9 回 

グループ演習により理解を深める。具体的に、与えられた企業の情報を収集し、それを元に PMS マップ

（既存の事業ポートフォリオ、理想の事業ポートフォリオ）を作成する。理想の事業ポートフォリオを実現す

るために何が必要か、アイデアを出し、最後に発表を行い討議する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

非顧客層の３つのグループ(VC12)、買い手の効用マップ(VC13)：非顧客の３のグループについて理解する。

それぞれのグループの特徴を整理し、第３のグループを取り込み新市場を創造できた事例を紹介する。従

来の製品やサービス、および新規に開発した製品・サービスについて、顧客が購入から使用に至るまでの不

便性、不都合をみつけるための顧客の効用マップについて説明する。 

[録] 

第 11 回 

グループ演習を実施し、理解を深める。実存する業種を元に、購入者の効用マップを作成し、その課題を

明らかにする。さらに、既存の課題を解決できるアイデアをグループで考案し、それを効用マップに描くこ

とで、多方面から課題を解決できてきるか検討する。最後にグループで発表を行う。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

バリューイノベーションに向けた４つのアクション(VC14)、戦略的価格設定と BOI インデックス(VC15)：ビジ

ネスモデルの再構築、戦略的な価格設定、アクションマトリックス（ERRC グリッド）の作成について学習す

る。発表を行う。また、作成したマトリックスについて、容易にレッドオーシャン化しないか検討を行う。 

[録] 

第 13 回 

ビジネスモデルの再構築、戦略的な価格設定、アクションマトリックス（ERRC グリッド）の作成についてグ

ループワークを実施する。具体的には、新規に事業を考案し、そこでの差別化と低コストを実現するため

に ERRC グリッドを作成し、考案した新ビジネスの価格を顧客の密集する価格帯から競争的かつ十分に

利益が得られる価格を設定する。 

[ハ(オ)]

第 14 回 

ブルーオーシャン戦略を実行に移す(VC16)：ブルーオーシャン戦略を実行に移すために、ブルー・オーシ

ャンの視点を取り入れて視野を広げ、事業機会の所在についての考え方について説明する。ブルーオー

シャン戦略の実行プロセスを説明する。さらに、実存する（した）製品やサービスについて、それが新市場

を創造できたことを確認する。 

[録] 

第 15 回 

サービス業を対象とした新市場の創造に関するグループ演習を実施する。ブルーオーシャン戦略の手法

のほか、マーケテイング手法、価値創造手法などを活用する。収益、戦略等について、実現性を考慮に

入れて発表を行い、その後他の受講者との討論を行う。 

[ハ(オ)]

試験 
最終試験：学習内容に関して、理解を確認するために最終試験を実施する。 

試験の方法は別途アナウンスする。 
[ハ(オ)]

成績評価 

次の２つにより評価する(合計 100 点満点)。 

・ レポート

・ 最終試験

点数の配分は、別途説明する。 

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 

・ジョアン・マグレッタ、「マイケル・ポーターの競争戦略」、早川書房、2012 年

・マイケル・ポーター、「新版 競争戦略論 I・II」、ダイヤモンド社、2018 年

・フィリップ・コトラー、ケビン・レーン・ケラー、「マーケテイング・マネジメント」、丸善出版、2014 年

・フィリップ・コトラー、「マーケテイング原理」、ダイヤモンド社、2003 年

・W. チャン・キム、レネ・モボルニュ、「ブルーオーシャン・シフト」、ダイヤモンド社、2018 年

・W. チャン・キム、レネ・モボルニュ、「新版 ブルー・オーシャン戦略」、ダイヤモンド社、2015 年

・W. チャン・キム、レネ・モボルニュ、「ブルー・オーシャン戦略論文集」、ダイヤモンド社、2018 年

・入山章栄、「世界標準の経営理論」、ダイヤモンド社、2019 年

・板倉宏昭、「新訂 経営学講義」、勁草書房、2017 年

・ポール・ミルグロム、ジョン・ロバーツ、「組織の経済学」、NTT 出版、1997 年

・小川孔輔、「マーケティング入門」、日本経済新聞出版、2009 年  
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コース名 事業設計工学コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 未定 

科目群 サービスイノベーション科目群
科目名 事業継続戦略特論 

教員名 未定 
(英文表記) Business Continuity Management 

概要 

 近年の不確実な世界において、組織が永続的にビジネスを継続させることができるよう望ましい戦略を持つことが注目されている。本講

義では、主として次の 2 点について取り組む。一つ目は、ビジネスサスティナビリティの観点で、高品質な商品やサービスの提供を実現

し、ビジネス継続性を維持するための顧客のパーセプション理解とビジネス意思決定のためのマーケティングリサーチの基礎である。二

つ目は、不測の事態が発生した際に、組織が持つ情報や周りの環境の情報をいち早く収集し、それに基づいた事業再開の戦略を立案

し、ビジネスを継続させることができる方法論として注目を集めている事業継続計画（BCP: Business Continuity Plan）についてである。 

目的・狙い 

 本講義の目的は、様々な状況における組織の意思決定に関連する。具体的に、（１）ビジネス継続のための顧客パーセプションの

分析及び意思決定のためのマーケティングリサーチの基礎、および（２）非常時におけるリソースとシナリオを基盤とした事業の継続

を実現する事業継続計画の策定について扱う。（１）では、ビジネス戦略の基盤となるような環境の変化に応じた商品開発及びサー

ビス設計に関して、顧客のパーセプション理解を可能とする調査手法、調査結果に応じた商品やサービスの内容、提供手法、提供

プロセスの再構築について扱う。顧客のパーセプションや組織やもつ情報をより的確に知り、それに基づいた戦略を立案することに

より、様々な状況を想定したビジネスの継続戦略立案について習得する。（２）では、破壊的脅威が発生した状況を想定したインパク

トの分析（ビジネスインパクト分析、リスクアセスメント、事業継続戦略）について扱う。企業にとっては組織内部に起因するリスクであ

る情報漏洩や不正は世界標準化されている COSO フレームワークなどによる内部統制によりそのリスクを軽減可能であるが、外部

起因のリスクの場合、不確定要素が大きいため発生後の対策が重要とされる。そこで、組織の重要な業務（事業）とリソースを基盤

として、リスクシナリオを考慮した事業継続戦略の立案について、手法および手順を習得する。 

1-2-3 社会/マーケット視点を獲得できる。社会/マーケット視点から、技術をビジネスに結び付けられる。（レベル 3:自身の専門領

域を中心に単独で行うことができる。） 

2-1-3 リファレンスを探し、入手することができる。リファレンスを精査した上で、取捨選択して自分のものにできる。（レベル 3:自身

の専門領域を中心に単独で行うことができる。） 

3-1-3 必要な経営資源の獲得ができる。経営資源の獲得し、それを開発できる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行うこ

とができる。）る。） 

3-2-3 必要な財務知識を獲得できる。財務知識を用いて予算管理できる。（レベル 3:自身の専門領域を中心に単独で行うことがで

きる。） 

4-1-4 将来像（ビジョン）を描ける。将来像を描き、それを具現化できる。（レベル 4:単独で行うことができる。）

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

特に前提知識は問わないが、グループワークを実施するため、積極的にグループ活動に参加し、最低１～２回はグループリーダー

を担当し、グループワークでの自らの役割に熱意を持つこと。 

到達目標 

上位到達目標 

顧客パーセプション理解のための調査計画ができる。また、事業継続戦略を立案でき、チームメンバとして、ディスカッションを通じ

て、顧客理解や組織理解を実践することができるレベル。 

最低到達目標 

顧客パーセプション理解のための調査コンテンツを作成できる。また、ビジネスインパクト分析とリスクアセスメント及び事業継続戦

略のドキュメンテーションができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型（オンタイム） ○ 

発問とディスカッションを多用した講義形式。 

単独でリスク分析を行う。 

グループで事業継続計画の策定を行う。 

ハイフレックス型（録画併用） ― 

録画視聴型 ○ 演習の基礎知識となる講義を実施する。 

授業外の学習 

毎回の講義前に、LMS で配布する資料で予習すること。グループで実施する演習課題は事前に理解しておかないとグループ作

業に影響するため、復習しておくこと。事業継続計画の実施においては、ディスカッションが重要であるため、授業外でもグループメ

ンバーと積極的に議論に参加する心がけをもつこと。

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

本講義は、前半で主としてビジネスを永続させるための調査手法及び事例について学習する。具体的には、定量的調査手法およ

び定性的（質的）調査手法である。後半では、事業継続計画の基礎と関連する事例について学習する。組織及びステークホルダー

に関する知識の抽出と、これらをもとにして演習をグループベースで行い、その成果について発表及びディスカッションを行う。これ

らを実施する原則においては、組織を的確に理解することが求められるため、会社情報（会社四季報）などの読み方や、数字や組

織構成の裏に隠れている組織の特色発見についても学習する。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本講義のガイダンス：学生が講義選択の判断ができるように、講義の目的と全 15 回の構成を説明

する。特に、前半の授業で扱う調査手法のタイプ、後半の授業で扱う事業継続戦略における概念

について説明を行い。評価方法などについても説明する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

調査手法（１）：ステークホルダー分析の事例について紹介する。特に、アンケート、インタビュー、

観察など多種多様な調査手法について、その特徴や効果について説明を行い、状況に応じた事

例やプロセスについて検討する。顧客パーセプション分析の事例について紹介する。顧客が体験

する前に収集する体験に関する調査の手法やその内容について説明する。さらに、収集した顧客

パーセプションの分析手法の一例について紹介する。 

[録] 
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第 3 回 

調査手法（２）： ステークホルダー分析や顧客のパーセプション分析を行うための調査コンテンツ

をグループで作成する。さらに、そのコンテンツによりどのような分析が可能か討議を行うことで、

不足している項目や不要な項目について理解する。 

[ハ(オ)]

第 4 回 

調査手法（３）：簡単な調査からの知識発見と事業創造の事例について紹介する。これらの調査の

ステップやプロセス、内容、および方法について説明するとともに、それを用いることで、どのように

ビジネスが発展するかについて解説する。 

[録] 

第 5 回 

調査手法（４）：顧客調査のための調査シート作成について紹介し、演習を行う。グループごとに、

考えられる業種やシチュエーション、課題に対して、それを本質的に分析し、見極めるための調査

シートを作成し、その調査シートの品質について検討する。収集したいデータと調査シートに整合

性があるかを検討する。さらに、作成した調査シートについて、発表を行い、改善点について議論

する。 

[ハ(オ)]

第 6 回 

調査手法（５）：ステークホルダーの分析や顧客パーセプション分析を経た事業創造アプローチに

ついて説明する。顧客のウォンツとニーズについて整理し、そのような方策を取りうることができる

か、その一例について解説する。 

[録] 

第 7 回 

調査手法（６）：調査内容から具体的な事業創造を試みる。グループで開発した調査シートや調査

項目を元に、どのように事業創造が可能か検討を行い、いくつかの例の作成を試みる。成果につ

いて発表を行い、改善点について討議する。 

[ハ(オ)]

第 8 回 

事業継続計画の基礎（１）：事業継続計画の必要性及びその根拠について説明し、策定時の注意

点、運用方法の概要について説明する。特に、過去に事業継続計画を策定していた企業がどのよ

うに破壊的脅威から逃れることができたかなど事例を通して学習する。 

[録] 

第 9 回 

事業継続計画の基礎（２）：具体的な災害においてとりうる行動についてグループで討議する。特

に、地図上に災害により発生するインシデントを描画し、目的を達成するための代替的手法を発見

することが可能かどうか検討する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

ビジネスインパクト分析（１）：ビジネスインパクト分析について説明する。重要業務の選定のため

の影響度分析、ビジネスインパクト分析による業務がストップした際にビジネスに対して与える影

響度を分析する。 

[録] 

第 11 回 

ビジネスインパクト分析（２）：具体的な業種における重要業務の選定とビジネスインパクト分析に

関する演習を行う。とくに、重要業務の選定とその重要業務が含むタスクの種類やステークホルダ

ーを明らかにし、その業務がストップした場合の影響度を分析する。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

リスクアセスメントと事業継続戦略（１）：リスクアセスメントについて説明する。事業に対して起こり

うる災害とインシデントの発生度、脆弱度、影響度を分析する手法を説明する。さらに、事業継続

戦略シートを用いた事業の再開シナリオの設計について説明する。 

[録] 

第 13 回 

リスクアセスメントと事業継続戦略（２）：複数の状況を想定し演習を行う。リスクアセスメントについ

ては、発生度、影響度、脆弱度などを分析することで、どのような戦略立案が必要となるか検討す

るための材料を収集する。また、事業継続に必要なボトルネック資源の発見も行う。具体的に事業

継続戦略シートをこれまでに作成したビジネスインパクト分析やリスクアセスメントの各表を元に作

成し、復旧や事業再開の戦略立案を実施する。 

[ハ(オ)]

第 14 回 

VBCP と発展内容（１）：ビジネスインパクト分析、リスクアセスメント、事業継続戦略を図的に実施

できる手法の一つである VBCP を紹介する。具体的に活用された例を紹介する。さらにパンデミッ

クやテロ、サイバーテロに関して、説明する。

[録] 

第 15 回 

VBCP と発展内容（２）：具体的な事業を対象として VBCP を体験する。その際に、パンデミック、テ

ロ、サイバーテロなどを脅威として、VBCP のマップを描画するグループ演習を実施する。グループ

間で発表を行い、討議を行う。 

[ハ(オ)]

試験 最終試験：本授業で扱った内容に関して、理解度を評価するために最終試験を実施する。 [ハ(オ)]

成績評価 

次の２つにより評価する(合計 100 点満点)。 

・レポート課題

・最終試験

点数の配分については、別途アナウンスする。 

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 

・村上・田附・中野、『事業継続マネジメント』、オーム社、2011 年

・昆、『実践 BCP 策定マニュアル』、オーム社、2012 年

・緒方・石丸、『BCP 入門』、日経文庫、日本経済新聞社、2012 年

・昆、『あなたが作る等身大の BCP』、日刊工業新聞社、2016 年

・岸・石岡・ほか、『質的社会調査の方法』、有斐閣、2016 年

・岸川・JMRX、『マーケティング・リサーチの基本』、日本実業出版社、2016 年

・谷 富夫 、芦田 徹郎、『よくわかる質的社会調査 技法編』、ミネルヴァ書房、2009 年

・谷 富夫 、山本 努、『よくわかる質的社会調査 プロセス編』、ミネルヴァ書房、2010 年

・チャールズ テッドリー、アッバス タシャコリ、『混合研究法の基礎: 社会・行動科学の量的・質的アプローチの統合』、西村書店、

2017 年 

・清水裕士、『個人と集団のマルチレベル分析』、ナカニシヤ出版、2014 年
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Ⅴ 事業設計工学特別演習 

事業設計⼯学特別演習 1 

事業設計⼯学特別演習 2 



専攻名 事業設計工学コース 必修・選択 必修 単位 6 学期 1Q、2Q 

科目群 事業設計工学特別演習 

科目名 事業設計工学特別演習 1 

教員名 コース全教員
(英文表記) 

Advanced Exercises: Business Systems 

Design Engineering 1 

概要 

 1 年次では、知識とスキルを講義・演習型科目を通して修得するが、これだけでは未来の価値づくりを担う高度専門職業

人「事業イノベーター」として活躍することはできない。実際の業務を成功に導くためには、経験及び業務遂行能力（コンピテ

ンシー）が不可欠である。2 年次で必修となる当科目では、事業イノベーター養成の最終段階として、事業化の提案から事

業設計・構築にいたる様々な業務を遂行する未来の価値づくりのプロジェクトを実行する。実際の業務に近いプロジェクトを

体験することで、知識・スキルの活用経験を蓄積し、さらにコンピテンシーを修得するために PBL（Project Based Learning）

型の演習授業を行う。 

各プロジェクトの内容は別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 

目的・狙い 

当科目の履修段階では、以下の知識・スキル・経験等を有していることが想定・期待される。 

（1）本学修学前から既に有している知識・スキル・経験

（2）講義・演習型科目（1 年次）で修得した事業イノベーターとしての知識・スキルと対象領域の現状・課題等

これらの知識・スキル・経験等を活用・駆使して、PBL 型のプロジェクト演習を行うことで、事業開発型の高度専門職人材

に期待される経験及び業務遂行能力（コンピテンシー）を修得する。PBL のプロジェクト演習を通して各自が修得する知識・

スキル・経験は「事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を単独で行うことができる」（レベル 4）を想定してい

る。なお、PBL のプロジェクト演習を通して評価対象となる業務遂行能力（コンピテンシー）の詳細については、「PBL 型科目

の成績評価基準」を参照すること。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・ 22 単位以上（ただし、10 月入学で翌年当科目を履修する学生は 12 単位以上）を取得していること。

PBL 履修期間は PBL 活動に専念することが期待され、並行して講義・演習型科目を履修すべきではなく、修了要件を

満足できるように、PBL を履修するまでにあらかじめ必要単位（28 単位）を取得することを推奨する。

・ 履修した科目のうち 7 科目以上は成績評価 4 以上が期待される。

・ PBL 配属ルール及び履修条件の詳細は、別途配布する「PBL 説明会」を参照すること。

到達目標 

上位到達目標 

事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を単独で行うことができるレベル。 

最低到達目標 

事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を指導者などの指示に基づきアシストできるレベル。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。学生自ら場所及び時間を決め、活動する。原則、フェイスツーフ

ェイスでの活動であるが、必要であれば遠隔会議システム等のオンラインコミュニケーションでの活動を行うことがある。 

授業外の学習 

別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照のこと。 

原則として週に 9 時間以上の授業活動のほかに、9 時間の授業外活動を 16 週間以上継続すること。授業外活動では、

授業活動に必要とされる事前学修、またメンバーに分担された活動中の課題作業（調査、プログラミング、ドキュメント作成

等）を行う。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

原則として、週に 9 時間以上、16 週間以上の活動を計画的に行う。 

また、月 1 回の教員報告、週 1 回の週報（週間活動報告）提出、学期末ごとのセルフアセスメント提出、第 2 クォータ終了

時に実施するコンピテンシースコアシート提出を適切に行うこと。詳細は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」、4 月に

開催される「PBL ガイダンス」を参照すること。 

成績評価 

 PBL の成績評価は、成果、セルフアセスメント、コンピテンシースコアシート、週報、活動実績、年間活動報告書等を参照

し、PBL の活動及び成果に対する量及び質による評価と、コンピテンシー獲得度の評価から総合的に評価する。前者は

PBL 活動を評価するもので、後者は獲得したコンピテンシーという汎用能力の評価を行うものである。 

前者 PBL 活動の評価は、活動の質と量、及び成果の質と量の 4 つの視点で評価項目を定め、評価する。また獲得したコ

ンピテンシー評価は 7 項目のコンピテンシーごとに、基準の達成度により点数を付ける。活動の評価とメタピテンシーの評価

項目や評価基準は PBL ごとに作成する。 

評価は 3 名の担当教員で成績案を作成し、すべての教員による PBL 成績判定会議で審議し、確定する。 

 評価基準は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」及び「PBL 型科目の成績評価基準」を参照すること。プロジェクトは

1 年間通して行うが、成績・単位は半期（前期・後期）ごとに付ける。 

成績は合否で評価する。 

教科書・教材 別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 

参考図書 別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 
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専攻名 事業設計工学コース 必修・選択 必修 単位 6 学期 3Q、4Q 

科目群 事業設計工学特別演習 

科目名 事業設計工学特別演習 2 

教員名 コース全教員
(英文表記) 

Advanced Exercises: Business Systems 

Design Engineering 2 

概要 

 1 年次では、知識とスキルを講義・演習型科目を通して修得するが、これだけでは未来の価値づくりを担う高度専門職業

人「事業イノベーター」として活躍することはできない。実際の業務を成功に導くためには、経験及び業務遂行能力（コンピテ

ンシー）が不可欠である。2 年次で必修となる当科目では、事業イノベーター養成の最終段階として、事業化の提案から事

業設計・構築にいたる様々な業務を遂行する未来の価値づくりのプロジェクトを実行する。実際の業務に近いプロジェクトを

体験することで、知識・スキルの活用経験を蓄積し、さらにコンピテンシーを修得するために PBL（Project Based Learning）

型の演習授業を行う。 

各プロジェクトの内容は別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 

目的・狙い 

当科目の履修段階では、以下の知識・スキル・経験等を有していることが想定・期待される。 

（1）本学修学前から既に有している知識・スキル・経験

（2）講義・演習型科目（1 年次）で修得した事業イノベーターとしての知識・スキルと対象領域の現状・課題等

これらの知識・スキル・経験等を活用・駆使して、PBL 型のプロジェクト演習を行うことで、事業開発型の高度専門職人材

に期待される経験及び業務遂行能力（コンピテンシー）を修得する。PBL のプロジェクト演習を通して各自が修得する知識・

スキル・経験は「事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を単独で行うことができる」（レベル 4）を想定してい

る。なお、PBL のプロジェクト演習を通して評価対象となる業務遂行能力（コンピテンシー）の詳細については、メタコンピテン

シー及びコアコンピテンシーの「PBL 型科目の成績評価基準」を参照すること。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

事業設計工学特別演習 1 の単位を取得していること。 

到達目標 

上位到達目標 

事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を単独で行うことができるレベル。 

最低到達目標 

事業化の提案から事業設計・構築にいたる様々な業務を指導者などの指示に基づきアシストできるレベル。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。学生自ら場所及び時間を決め、活動する。原則、フェイスツーフ

ェイスでの活動であるが、必要であれば遠隔会議システム等のオンラインコミュニケーションでの活動を行うことがある。 

授業外の学習 

別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 

原則として週に 9 時間以上の授業活動のほかに、9 時間の授業外活動を 16 週間以上継続すること。授業外活動では、授

業活動に必要とされる事前学修、またメンバーに分担された活動中の課題作業（調査、プログラミング、ドキュメント作成等）

を行う。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

原則として、週に 9 時間以上、16 週間以上の活動を計画的に行う。 

また、月 1 回の教員報告、週 1 回の週報（週間活動報告）提出、学期末ごとのセルフアセスメント提出、第 4 クォータ終了

時に実施するコンピテンシースコアシート提出を適切に行うこと。詳細は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」、4 月に

開催される「PBL ガイダンス」を参照すること。 

成績評価 

 PBL の成績評価は、成果、セルフアセスメント、コンピテンシースコアシート、週報、活動実績、年間活動報告書等を参照

し、PBL の活動及び成果に対する量及び質による評価と、コンピテンシー獲得度の評価から総合的に評価する。前者は

PBL 活動を評価するもので、後者は獲得したコンピテンシーという汎用能力の評価を行うものである。 

前者 PBL 活動の評価は、活動の質と量、及び成果の質と量の 4 つの視点で評価項目を定め、評価する。また獲得したコ

ンピテンシーの評価は 7 項目のコンピテンシーごとに、基準の達成度により点数を付ける。活動の評価とコンピテンシーの

評価項目や評価基準は PBL ごとに作成する。 

評価は 3 名の担当教員で成績案を作成し、すべての教員による PBL 成績判定会議で審議し、確定する。 

 評価基準は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」及び「PBL 型科目の成績評価基準」を参照すること。プロジェクトは

1 年間通して行うが、成績・単位は半期（前期・後期）ごとに付ける。 

成績は合否で評価する。 

教科書・教材 別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 

参考図書 別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。
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情報アーキテクチャコース





Ⅰ  I T 系 科 目 群 

ネットワークシステム特別講義

セキュアシステム管理運⽤特論

IoT 開発特論

システムプログラミング特論

ネットワーク特論

オブジェクト指向プログラミング特論

システムソフトウェア特論

情報アーキテクチャ特論 1

情報セキュリティ特論

OSS 特論

データベース特論

データ分析特論

データ分析実践特論

クラウドインフラ構築特論

データマネジメント特論



コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 ネットワークシステム特別講義

教員名 飛田 博章 
(英文表記) Network System Design 

概要 

本講義では、数名の学生から成るプロジェクトにより、小規模ネットワークシステムを設計・構築しながら、ネットワークシス

テム構築プロセスの習得を目指す。3〜4 名でグループを構成し演習室に用意された実機とグローバル IP を使い、ルータ、

公開サーバと、内部サーバの設定を通して汎用的なネットワーク構築プロセスを習得する。 

あらかじめ設定されたプロセスに沿って作業を行うことにより、ネットワークシステム構築プロジェクトを遂行する能力を身

に付ける。また、設計、実装、テストなどの各工程を意識し、工程毎に要求品質を満足するアウトプット(ドキュメント)を提出す

る。なお、演習はサーバ演習室で行うが開催が不可能な場合はすべての授業を遠隔による授業に差し替えて実施する。 

目的・狙い 

本講義では、プロセスの管理に重点をおき、プロジェクトメンバの役割を明確にした上で、設計、構築、テスト、運用という

一連の作業を実施していく。ここでは、構築プロセスの修得が第一の目的であるが、同時にネットワークシステムの設計、構

築に関する知識、スキルの修得を目指す。 

さらに、プロジェクト作業を通じ、コミュニケーション、モデリング、ドキュメンテーション、マネジメントなどのスキル強化も図

る。構築対象となるネットワークシステムは、グローバル IP アドレスを一つ割り当てられた小規模な組織であり、数台のサー

バとルータを利用し、組織外部からのアクセスに対し、HTTP、DNS、メール等のサービスを提供する。学外ネットワークに対

してサービスを公開するため、セキュアなネットワークシステムを設計、構築、運用する能力が習得できる。 

修得できる知識単位: 

(システム) ネットワークの基礎技術 (レベル 4)

(システム) ネットワークの構築技術 (レベル 4)

(システム) ネットワークの利用技術 (レベル 4)

(非機能要件) セキュリティの構築技術 (レベル 3) 

(非機能要件) セキュリティの利用技術 (レベル 3) 

(非機能要件) セーフティ (分析、設計) (レベル 3) 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・SSH や HTTP などネットワーク基本的な知識を有していること、又は不足を補うための予習時間が取れること。

・グループワークを行うので、メンバーを尊重しながら、チームに貢献できること。

・公開サーバを構築するので、ログの確認など安全に配慮した学びができること。

到達目標 

上位到達目標 

ネットワーク技術・ネットワークサービスの動向を広く見通し、目的に応じて適用可能な技術・サービスを選択できる。また、

要求仕様に応じたネットワークシステムの設計ができる。 

最低到達目標 

小規模なネットワークシステム（インターネットサーバ）の構築・運用ができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

3〜4 名のグループに分かれ、小規模ネットワークの設計・構築を行

う。 

ルータや SSH の設定など最初は実機の操作が必要なので、演習室

で作業をする。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
3〜4 名のグループに分かれ、小規模ネットワークの設計・構築を行

う。外部アクセスの設定後は、オンラインでの作業が可能となる。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 
質問はハイフレックス型(オンタイム)の講義で受け付け、授業時間外

では LMS やメールで受け付ける。 

授業外の学習 

・毎回の講義前に、設定に必要な手順書をまとめる。講義時間内の演習時間はチームメンバが集まれる時間なので、この時

間に効率良く共同作業を行い、個人作業を分担して、次回の講義に備える。 

・毎週、作成ドキュメントの途中経過、プロジェクト管理に関するドキュメントをチームごとに提出し進捗を共有する。提出物の

内容は、進捗報告書、作業手順書、作業ログ、各種ドキュメントの途中経過（設計書等）、セキュリティ関連書類等となる。 

・安全な運用のために、公開サーバを運用する際にはログの定期的なチェックが必要となる。

・サービス公開後は、ログのチェックが必要となる。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・3〜4 名で 1 つのグループを構成し、10 人程度の小規模な組織を対象に、ネットワークシステムを構築し、運用するとい

う形態を想定する。各グループに、テーブルとサーバラックが割り当てられる。 

・ネットワーク接続形態は、グローバル IP アドレスを 割り当てられている状態とする。サーバ構築には PC サーバを利用

し、アクセスルータ、内部ルータ、外部公開用サーバ（SSH、DNS、SMTP、HTTP など）、内部用サーバ（SSH、DNS、SMTP、

POP/IMAP、DHCP など）のシステムを構築する。ここでは、イテレーション型の構築プロセスを採用し、サイクル（1）におい

て学外ネットワークからの SSH アクセスを実現した後、サイクル（2）においてその他のサービスの構築を行っていく。また、

サイクル（3）として応用システムの構築を行う。

・グループで分担し、実機を操作するメンバーと、遠隔から設定を支援するメンバーなど作業の分担が可能。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
オリエンテーションを行い、講義の目的、学習内容、進め方、提出資料や、評価について説

明する。 
[対] 

第 2 回 
グループ分けを行い、機材の役割について説明する。また、ネットワーク設計書とシステム

設計書に関して説明し、ルータの設定方法に関する説明をする。 
[対] 

第 3 回 
ネットワークの可用性について学ぶ。また、ルータの設定やネットワーク機器の使い方を説

明する。 
[対] 

第 4 回 グループごとに小規模ネットワークシステムの構築を行う（ルータの設定を中心に進める）。 [対] 

第 5 回 
ネットワークの安全性について学ぶ。SSH と公開鍵暗号について、概要と設定方法を学

び、セキュリティポリシーに関して理解を深める。 
[対] 

第 6 回 
グループごとに小規模ネットワークシステムの構築を行う（公開サーバに SSH や www の設

定を行う）。 
[対] 

第 7 回 
ネットワークプロトコルに関して理解を深める。RFC（Request for Comments）についても説明

する。 
[ハ(オ)]

第 8 回 
グループごとに小規模ネットワークシステムの構築を行う（公開サーバに DNS の設定を行

う）。また、中間発表を行う。 
[ハ(オ)]

第 9 回 
ネットワークの監視について学ぶ。障害の切り分け方法やトラブルシューティングについて

理解を深める。 
[ハ(オ)]

第 10 回 
グループごとに小規模ネットワークシステムの構築を行う（公開サーバに Mail の設定を行

う）。 
[ハ(オ)]

第 11 回 
ネットワークシステムの運用・管理について学ぶ。ネットワーク管理の概要や、SNMP につい

て説明する。 
[ハ(オ)]

第 12 回 
グループごとに小規模ネットワークシステムの構築を行う（サーバを使った応用を実施す

る）。 
[ハ(オ)]

第 13 回 
発表会の概要と、過去の発表事例を紹介する。発表に必要な内容を確認するとともに、提

出ドキュメントを確認する。 
[ハ(オ)]

第 14 回 
グループごとに小規模ネットワークシステムの構築を行う（引き続き、サーバを使った応用を

実施する）。 
[ハ(オ)]

第 15 回 
ネットワークとシミュレーションについて学ぶ。待ち行列の計算方法や、シミュレーションによ

る解法を説明する。 
[ハ(オ)]

試験 
ネットワークシステム構築成果をチームごとに発表する。また、発表会後に個人の振り返り

を行う。 
[ハ(オ)]

成績評価 

次の 4 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・プロジェクト活動状況（活動の質と量、チームへの貢献度を総合的に評価） 30 点

・提出物 1（中間発表） 10 点

・提出物 2（プレゼンテーション、最終成果物） 50 点

・個人の振り返り 10 点

教科書・教材 LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 

・みやた ひろし 著、『図解入門 TCP/IP 第 2 版 仕組み・動作が見てわかる』(SB クリエイティブ、2024 年)

・みやた ひろし 著、『インフラ/ネットワークエンジニアのためのネットワーク技術&設計入門 第 2 版』(SB クリエイティブ、

2019 年) 

・谷本 篤民 著、『1 週間で CCNA の基礎が学べる本 第 3 版』（インプレス、2021 年）

・小笠原 種高 著、『ゼロからわかる Linux サーバー超入門 Ubuntu 対応版』 (技術評論社、2023 年)
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 セキュアシステム管理運用特論

教員名 真鍋 敬士 
(英文表記) Secure System Operation 

概要 

情報セキュリティ上の脅威に対抗するためには、最新の情報セキュリティに関する情報を収集するとともに、平時における

システムの状況を把握できるようにする等、日常的な運用作業での取り組みが有効である。

本講義では、情報システムに対する攻撃を想定したシステム運用や事案発生時の対処方法について事例をあげながら

紹介する。また、情報セキュリティに関するテーマでグループワークを行い、調査方法や対策等の提案も含めてプレゼンテ

ーション形式で報告していただく。 

目的・狙い 

システムをセキュアに管理運用していく上で関係する要素技術の整理を行い、それらが情報セキュリティ上の脅威に対し

てどのように影響を及ぼすのかについて理解することを目的とする。特に、事案発生時の調査や分析においてどのようなデ

ータがどのように活用され得るかについて学習することにより、それらを意識した平時の運用や対応を習慣化することを目

指す。 

具体的には、学習者はこの講義を通じて以下の知識・能力を習得することができる。 

1. 情報システムに対する脅威の変遷と最新の傾向や動向についての知識を習得する。

2. 実際のデータを用いた作業や事例の調査を通して、学習した要素技術の実用方法を理解する。

この科目を通して学習・体験する技術や手法には、専門事業者が持つ高価な設備と経験に基づく高度な知識を背景に実

施されるべきものもある。この科目ではそれらを習得することを目指すのではなく、それらに対する認識を深めることにより、

専門事業者をより有効に活用する視点を養うことを狙いとしている。 

修得できる知識単位:  

・（システム）  ネットワークの利用技術（レベル 4）

・（保守・運用） システム保守・運用・評価（レベル 4）

・（保守・運用） 障害修理技術（レベル 4）

・（保守・運用） 施工実務技術（レベル 4）

・（非機能要件） セキュリティの基礎技術（レベル 4）

・（非機能要件） セキュリティの構築技術（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識等） 

コンピュータのアーキテクチャやネットワークに関する知識を前提として講義を行うため、ネットワーク関係の講義を受講して

いるか、業務等において同等の知識を持っていること。 

到達目標 

上位到達目標 

・最新の情報セキュリティに関する情報を収集することができるようになる。

・発生し得る事案に対して、可能な限り早期に検知するために必要なシステムの構成を検討、提案できるようになる。

最低到達目標 

・学習時における情報セキュリティ事情を知識として持つことができる。

・発生した事案に対してトリアージを行い、担当者や専門事業者等への依頼を適切に行うことができるようになる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

グループワーク（ドリル形式と CTF 形式の演習とプレゼンテーショ

ン） および試験はオンタイムでの出席を求める。出席票の提出をも

って出席とみなす。 

なお、グループワークへの参加実績は講義時間外での作業も含めて

判断するものとする。参加実績が確認されれば、講義時間に欠席し

た場合でも録画視聴と出席票の提出をもって出席とみなす。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

座学講義とハンズオン型の演習はオンタイム、録画視聴のいずれで

も出席を可とする。録画視聴については、特段の理由がない限り、次

回講義前に済ませることを期待する。出席票の提出をもって出席と

みなす。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

・授業後に提出する出席票にフィードバックを記入する。

・報道等で取り上げられる情報セキュリティに関する話題に注目し、日常的に情報収集する習慣を身に付ける。

・ハンズオンの内容の再確認を各自で行う。

・グループワーク等に関する調査や取りまとめをグループ内で調整・分担して行う。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

授業は、以下の 3 部構成となっている。 

1. イントロダクション: 情報セキュリティの概論や関連する要素技術について、この科目の視点で(再)学習する。

2. 調査・分析: ネットワーク、マルウェア、システムの調査・分析手法について、その意味や手法等を学習する。

3. 事案対応

この科目では、講義の中でも可能な限り実作業を実施できるように、早い回において作業環境の構築を行う。その環境を使

うことで随時ハンズオンを行い、グループワークにおいてドリルや CTF のような方式を採用することにより、トレーニング手

法を体験していただく。なお、ハンズオンやグループワークのテーマや実施日程は、講義日程等により調整する可能性があ

る。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
この科目における学習内容と講義の進め方についての概説と情報セキュリティの基礎とな

る考え方の紹介を行う。 
[ハ(録)]

第 2 回 情報システムに対する脅威の変遷と最新の傾向を学習する。 [ハ(録)]

第 3 回 
ネットワーク、オペレーティングシステム、プログラミング、認証等の要素技術を情報セキュリ

ティの視点から再確認する。
[ハ(録)]

第 4 回 
第 3 回に続いて要素技術の再確認を行い、情報システムの調査を題材としたハンズオンを

実施する。 
[ハ(録)]

第 5 回 ネットワーク上のデータを解析する手法について学習する。 [ハ(録)]

第 6 回 【グループワーク】ネットワーク解析に関する課題に対する調査を実施する。 [ハ(オ)]

第 7 回 
ネット上の公開情報をもとに調査・収集を行うオープンソースインテリジェンスについて学習

する。 
[ハ(録)]

第 8 回 
ウィルスや攻撃ツール等の「マルウェア」の解析で使われる技術や求められる環境等につ

いて学習する。 
[ハ(録)]

第 9 回 
システムの調査・解析の手法や環境について説明することで、デジタルフォレンジックスに

おいて使われる技術について学習する。 
[ハ(録)]

第 10 回 
第 8,9 回で学習したシステム解析やマルウェア解析において使われる手法や技術のいくつ

かを取り上げて、ハンズオンを実施する。 
[ハ(録)]

第 11 回 
情報セキュリティに関する実際の事件や事案を取り上げ、報道のされ方や関係する法令、

その後の取り組み等の視点から学習する。 
[ハ(録)]

第 12 回 
【グループワーク】これまで学習した分析手法を体感することを目的とした演習を実施する。

初回は提示された課題を解くことで教材データへの理解を深める。 
[ハ(オ)]

第 13 回 
【グループワーク】第 12 回で扱った教材データから状況を想定してとるべき対処を検討す

る。 
[ハ(オ)]

第 14 回 
【グループワーク】第 12,13 回の分析や検討の結果をもとに、原因や対策、実際の事案等に

ついて調査する。 
[ハ(オ)]

第 15 回 【グループワーク】第 12,13,14 回の内容についてプレゼンテーションを行う。 [ハ(オ)]

試験 第 15 回の講義終了後に試験を行う。試験を同等のレポート提出とする場合もある。 [ハ(オ)]

成績評価 

次の 3 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・課題  10 点

講義後に課した課題を各個人で 1 週間内に提出する。適切な質問や意見など講義への積極的な参加実績も加味する。 

・プレゼンテーション（発表内容）  40 点

グループ単位で発表内容によって評価する。評価は学生による採点を中心に行う。 

・最終試験  50 点

第 15 回の講義終了後に試験を行う。試験を同等のレポート提出とする場合もある。 

教科書・教材 LMS に掲載するので、各自受講前にダウンロードすること。掲載後に更新する場合があるので、適宜確認すること。 

参考図書 講義内で紹介する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 IoT 開発特論 

教員名 飛田 博章 
(英文表記) IoT (Internet of Things) Development 

概要 

大規模システムや基幹システムの開発分野と同様に、IoT(Internet of things)が注目されている。近年では、IoT を支える

センサーデバイスの低価格化、小型化、軽量化、省電力化や、多様化に加え、関連するクラウドや人工知能の進化により

様々な技術が手軽に使えるようになっている。こうした背景から、スマートホーム、ロボットや、自動運転、教育や、介護など

で IoT を使った様々なサービスが実現され、新しいサービスやシステムの実現が期待されている。 

本講義では、IoT や組込分野・各種ディバイスで用いられるソフトウェア及びハードウェア技術をプロトタイピングにより習

得する。試作基盤を使い実際にセンサーを動作させることにより実践的なスキルの習得を目指す。また、グループワークに

より、サービスのアイデアの創出とプロトタイピングによる実装を行う。 

目的・狙い 

 組込システム分野のソフトウェア技術と組込分野のソフトウェア産業に深い理解と応用力を身につけた技術者を育成する

ことを目的とし以下のスキルを獲得することを狙いとする。 

・IoT、組込システム環境で用いられるソフトウェアやハードウェアの基本技術が理解できる。

・これらを用いた簡単なプログラミングができる。

・関連の業界の技術や業界の動向を把握できる。

これらを活用した実システムやそれを活用したビジネスを理解できる。 

修得できる知識単位:  

（システム）Web システムの基礎技術（レベル 4）

（システム）プラットフォームの基礎技術（レベル 4）

（システム）プラットフォームの構築技術（レベル 4）

（システム）ネットワークの基礎技術（レベル 4）

（システム）IoT の基礎技術（レベル 4）

（システム）IoT の構築技術（レベル 4）

（システム）IoT の利用技術（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・言語を問わないがプログラミング技術を習得済であること。

・グループワークを行うので、メンバーを尊重しながら、チームに貢献できること。

到達目標 

上位到達目標 

関連の業界の技術や業界の動向を把握でき、IoT 技術をどのように利活用するか考えられる。 

これらを活用したシステムやサービスのプロトタイプを実現できる。 

最低到達目標 

試作基盤を使い簡単なセンサーをプログラミングで制御できる。 

IoT システムのプロトタイピングを行える。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

グループワークをハイフレックス型(オンタイム)で行う。質問はハイフ

レックス型の授業中に受け付け、授業時間外では LMS やメールで受

け付ける。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画授業を視聴する場合は、提出物等の締め切りに注意する。質問

はハイフレックス型の授業中に受け付け、授業時間外では LMS やメ

ールで受け付ける。 

録画視聴型 ○ 

動画は次のハイフレックス型の授業までに視聴する。質問はハイフレ

ックス型の授業中に受け付け、授業時間外では LMS やメールで受け

付ける。 

授業外の学習 前半の試作基盤の操作に関して、動画を見ながら実際に手を動かして動作の確認をすること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義では、講義、個人演習、グループ演習より構成される。 

・個人演習はレポートの提出が 3 回

・グループワークの進捗報告が 3 回

・グループワークの成果発表のプレゼンテーション

授業で利用する試作基盤やセンサーは自費での購入となり、貸し出しはしない。ただし、故障等がある場合は可能な範囲で

交換対応する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
学生が講義選択の判断ができるよう講師紹介、講義目的と、学習内容を説明する。また、授

業で利用する試作基盤について概要を説明する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
試作基盤の基本操作を習得する。 

基盤やセンサーの基本的な扱いや、プログラムの基本を学ぶ。 
[録] 

第 3 回 
第 2 回の内容を踏まえた演習を行う。 

実際に基盤にセンサーを接続し、プログラミングより動作を確認する。 
[ハ(録)]

第 4 回 
プログラムにより様々なセンサーを動作させる。 

複数のセンサーを組み合わせて回路を作り、マイコンにより制御する。 
[録] 

第 5 回 
第 4 回の内容を踏まえた演習を行う。 

入力と出力を行うセンサーを組み合わせて動作させる。 
[ハ(録)]

第 6 回 
プログラムにより様々なセンサーを動作させる。 

引き続き、様々なセンサーを組み合わせて回路を作り、マイコンにより制御する。 
[録] 

第 7 回 
第 6 回の内容を踏まえた演習を行う。 

入力と出力を行うセンサーを組み合わせて動作させる。 
[ハ(録)]

第 8 回 
グループワークの進め方を説明する。 

過去の事例の紹介し、プロトタイピングに関して説明する。 
[録] 

第 9 回 
グループに分かれ、プロジェクトを進める。 

グループの設定し、授業の後半でアイデアに関する発表を行い参加者で共有する。 
[ハ(オ)]

第 10 回 IoT 関連の要素技術について説明する。 [録] 

第 11 回 
グループに分かれ、プロジェクトを進める。 

授業の後半で発表を行い各グループの進捗を参加者で共有する。 
[ハ(オ)]

第 12 回 IoT 関連の要素技術について説明する。 [録] 

第 13 回 
グループに分かれ、プロジェクトを進める。 

授業の後半で発表を行い各グループの進捗を参加者で共有する。 
[ハ(オ)]

第 14 回 IoT 関連の要素技術について説明する。 [録] 

第 15 回 グループ演習の発表を行う。 [ハ(オ)]

成績評価 

次の 3 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・第 2 回、第 4 回、第 6 回のレポート：各 15 点で合計 45 点

・第 9 回、第 11 回、第 13 回のグループ活動の進捗報告：各 5 点で合計 15 点

・グループワーク：40 点

教科書・教材 LMS で配布する。 

参考図書 授業内容に合わせて最初の授業で適宜紹介する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 システムプログラミング特論

教員名 小山 裕司 
(英文表記) System Programming 

概要 

 プログラミングを効率的に行うには、プログラミング言語及び開発環境の理解が不可欠である。数百のプログラミング言語

が存在し、得手不得手がある。単独の言語であらゆる問題に対峙することは難しい。言語次第で、問題の扱い自体が変わ

る。また、実用のプログラムを実装する際、実行効率及び開発効率を考慮する必要がある。 

 当科目では、各種のプログラミング言語（スクリプト言語等）と開発環境に関する講義及び演習からプログラミング技術を修

得する。さらに、実行効率の改善のために、データ構造、アルゴリズム、計算量を扱う。優れたデータ構造及びアルゴリズム

は実行効率を劇的に改善することができる。開発効率の改善のために、システムコール及びライブラリを活用した API プロ

グラミングを扱う。API の活用は優れた先人のプログラミング成果の再利用に相当する。ライブラリの活用は実行効率及び移

植効率にも効果がある。 

目的・狙い 

当科目はプログラミング言語、開発環境、実行効率、開発効率に関連する以下の事項の理解、修得を目的とする。 

・プログラミング言語の処理系、開発支援ツール及びプログラミング技術

・計算機科学基礎（計算量、データ構造、アルゴリズム）

・各種システムコール、ライブラリの活用（各種コレクション技術、I/O、インターネット技術等）及び実装

・各種 Open API（Web API）及びクラウド技術の活用

修得できる知識単位: 

・（システム）ソフトウェアの基礎技術（レベル 4）

・（システム）ソフトウェアの構築技術（レベル 4）

・（システム）Web システムの基礎技術（レベル 3）

・（システム）プラットフォームの基礎技術（レベル 3）

・（システム）クラウドコンピューティングの基礎技術（レベル 3）

・（非機能要件）非機能要件（可用性、性能・拡張性）（レベル 3）

・（共通技術）IT 基礎（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・基本情報技術者試験レベルの知識があること。特に、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、プログラミングの基礎知

識、またプログラミング言語の変数、制御の流れ、関数等の理解は必須である。 

・PC の基本操作ができること。

・プログラミングの経験が無い学生は「オブジェクト指向プログラミング技法」、Unix 互換 OS 操作の経験が無い学生は「シス

テムソフトウェア特論」を履修すること、授業外で経験を補うための時間を十分に確保することを強く推奨する。

到達目標 

上位到達目標 

・各プログラミング言語の特徴を理解し、特定のプログラミング言語をある程度自由に活用できるレベル

・各種開発ツールの特徴を理解し、ある程度活用できるレベル

・ある程度計算量を考慮したプログラミングができるレベル

・拡張ライブラリの調査及び選択ができるレベル

・Open API（Web API 等）、クラウド等の知識が修得できているレベル

最低到達目標 

・プログラミング言語の基礎知識及び使い分けと、数十行程度のスクリプトが書けるレベル

・アルゴリズムとデータ構造が理解できるレベル

・ライブラリの意義を理解し、基本ライブラリの活用ができるレベル

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
対面（教室）、遠隔での出席可。グループワーク、グループ討議、クラ 

ス討議、試験を行う。学生による授業参加を特に期待する。

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

対面（教室）、遠隔及び録画での出席可。オンタイムでの遠隔視聴で 

は対面同様の出欠確認を行い、録画視聴は視聴確認テストの合格

によって出席扱いとする。 

録画視聴型 ○ 

当科目は奇数回の授業は録画のみ。視聴確認テストの合格によって

出席扱いとする。偶数回の授業には、直前の奇数回の録画を視聴 

し、内容を理解した上で出席すること。 

授業外の学習 
・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は、講義、演習から構成される。授業計画を以下に示す。時間的制約等から、課題の内容相当を試験の際に出題す

ることがある。学生の興味等から、内容及び順序は適宜調整する可能性がある。  
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

〈概要〉 

学生が科目選択の判断ができるように授業の目的と内容を解説する。 

〈プログラミング言語〉 

当科目では、Python スクリプト言語をメインに、例には C、Java、Perl 等の言語を引用する。

現行のシステム開発の効率を考慮すると、スクリプト言語を自由自在に活用するスキルは

不可欠である。プログラミング言語の概論、プログラムの作成と実行、変数と演算、関数と制

御の流れを扱う。 

[録] 

第 2 回 
〈演習〉  

前回の内容の演習及びコード評価を行う。開発環境にも言及する。 
[ハ(オ)]

第 3 回 
〈スクリプト言語の特徴〉 

スクリプト言語の特徴として、文字列とリスト等を扱う。
[録] 

第 4 回 
〈演習〉《課題 1》 

前回の内容の演習及びコード評価を行う。 
[ハ(録)]

第 5 回 

〈効率〉 

実行効率（計算量等）と開発効率を扱う。実行効率を改善するため、アルゴリズムとデータ構

造の理解を確認する。 

[録] 

第 6 回 
〈演習〉《課題 2》 

前回の内容の演習を行う。 
[ハ(録)]

第 7 回 

〈コレクション〉 

現行のプログラミング言語でのコレクション（JCF 等）型を扱う。List（ArrayList、LinkedList、

Queue 等）、Set、Map 等の特徴を理解する。 

[録] 

第 8 回 

〈振り返り、確認〉《試験 1》 

前半の授業を振り返り、総括する。第 1 回から第 7 回までの内容の理解に関する、プログラ

ミング等の試験を行う。

[ハ(オ)]

第 9 回 

〈API 1〉 

開発効率及び実行効率の改善のため、システムコール、ライブラリ（I/O、スレッド、インター

ネット等）を扱う。

[録] 

第 10 回 
〈演習〉    

前回の内容の演習を行う。 
[ハ(録)]

第 11 回 
〈API 2〉 

システム関連の操作のためのシステムコール、ライブラリを扱う。
[録] 

第 12 回 
〈演習〉《課題 3》《課題 4》 

前回の内容の演習を行う。開発環境の構築にも言及する。 
[ハ(録)]

第 13 回 
〈Open API〉 

インターネット上に公開されている Open API の概要と特徴を扱う。
[録] 

第 14 回 
〈発表〉    

課題 4 の発表及び議論あるいは課題 3 に関する演習を行う。 
[ハ(録)]

第 15 回 
〈クラウド技術〉 

Google App Engine 等のクラウド技術の概要、プログラミングを扱う。 
[録] 

試験 

〈総括、試験〉《試験 2》 

これまでの講義を振り返り、総括する。第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する試験

を行う。 

[ハ(オ)]

成績評価 
課題（レポート、演習）50%、試験（コーディング及び筆記） 50%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切

を厳守されたし。 

教科書・教材 資料は LMS 上にオンラインで配布する。 

参考図書 講義時に適宜指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 ネットワーク特論

教員名 追川 修一 
(英文表記) Computer Networks 

概要 

我々の生活において、今やコンピュータネットワークは必要不可欠なものとなっており、様々なサービスの基盤として重要

な役割を果たしている。本授業ではコンピュータネットワーク関連科目での学修に必要な基礎的知識の修得を主な目的とし 

て、コンピュータネットワークシステムの基礎について学ぶ。授業は講義と演習から構成されている。講義では、TCP/IP ネッ

トワークおよび分散システムの基礎を中心に学ぶ。演習では、ネットワークプログラミングによる課題作製などを通して基礎

的知識の定着を図る。ネットワークアプリケーションは分散システムを構成するものであるため、分散システムの観点からコ

ンピュータネットワークシステムを理解することで、知識を利用する応用力、授業終了後の継続的学修の指針の獲得を目指

す。 

目的・狙い 

本講義では、コンピュータネットワークシステムに関連する以下の事項の理解・修得を目的とする。 

・ネットワークの種類や特徴、データ通信と制御、プロトコル

・ネットワークアプリケーションのアーキテクチャモデル、および動作原理と構築方法

・分散システムの概要

ネットワークアプリケーションは分散システムを構成するものであるため、分散システムの観点からコンピュータネットワーク

およびネットワークアプリケーションを理解することで、基盤となる知識の習得を獲得することを目指す。 

修得できる知識単位: 

（システム） Web システムの基礎技術（レベル 2）

（システム） ネットワークの基礎技術（レベル 4）

（システム） ネットワークの構築技術（レベル 2）

（システム） ネットワークの利用技術（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

オペレーティングシステムが提供するコマンドラインインタフェース (CLI) を用いてコマンドを実行するため、コマンドラインイ

ンタフェースを起動し、コマンドを実行できること。

Java および Python 言語を用いてネットワークプログラミングを行うため、どちらかの言語を読むことができ、変更を加えなが

ら、実行することができること。 

上記について十分な知識が無い場合は、コマンド実行についてはシステムソフトウェア特論、プログラミングについてはオブ

ジェクト指向プログラミング特論を履修すること。 

到達目標 

上位到達目標 

・ネットワーク技術・ネットワークサービスの動向を見通すための情報収集ができる。

・ネットワークプログラミングを通して、ネットワーク技術・ネットワークサービスを理解している。

最低到達目標 

・基本的なネットワーク技術・ネットワークサービスについての知識を修得している。

・基本的なネットワークプログラミングのための知識を修得している。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 
録画授業を視聴する場合は、次の授業前に視聴すること。質問等は

確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け付ける。 

録画視聴型 ○ 質問等は確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け付ける。 

授業外の学習 
講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、レポート課題を

提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・本講義は、講義および個人で行う演習から構成される。

・講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。

・各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受けること。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
ネットワーク序論：授業選択の判断ができるように、授業の目的と全 15 回の学習内容を確

認する。また、コンピュータネットワークの歴史を整理する。 
[ハ(録)] 

第 2 回 
ネットワークの概要：OSI参照モデルやプロトコルの概念等ネットワークの基本的な背景知識

について学ぶ。 
[録] 

第 3 回 

TCP/IP の基礎：インターネットを構築するプロトコルである TCP/IP の全体像について理解

し、標準化の方法、階層モデル、通信例について学ぶ。 

演習の準備(1)：Docker を用いた演習環境について説明する。 

[ハ(録)] 

第 4 回 
データリンク層：データリンク層を構成するイーサネット、無線 LAN、PPP およびネットワーク

の構成要素について学ぶ。 
[録] 

第 5 回 

アプリケーションプロトコル：クライアント・サーバモデルについて理解し、HTTP を例として、

ネットワークアプリケーションの主な機能およびプロトコルの概要を学ぶ。 

演習の準備(2)：Docker を用いた演習環境についての動作確認を行う。 

[ハ(録)] 

第 6 回 
IP (1)：インターネット層の役割について理解し、IP の概要、IP アドレス、サブネット、プライベ

ートアドレス、NAT について学ぶ。 
[録] 

第 7 回 
演習(1)：TCP および UDP に関する理解を深めるため、動作を確認するプログラミングによる

演習を行い、演習の結果および個々の理解をレポートにまとめる。 
[ハ(録)] 

第 8 回 
IP (2)：IP によってデータがどのようにしてネットワーク上を運ばれていくか理解し、ルーティン

グの概要、IP の分割・再構成処理について学ぶ。 
[録] 

第 9 回 
演習(2)：ネットワークアプリケーションに関する理解を深めるため、動作を確認するプログラ

ミングによる演習を行い、演習の結果および個々の理解をレポートにまとめる。 
[ハ(録)] 

第 10 回 
IP 関連技術：IP による通信に必要となる技術について理解し、DNS, ARP, ICMP, DHCP の

主な機能について学ぶ。 
[録] 

第 11 回 
分散システム(1)：分散システムの基盤となるオペレーティングシステムの概要について理解

し、基礎的な技術として同期、プロセス間通信について学ぶ。 
[ハ(録)] 

第 12 回 
TCP と UDP：トランスポート層の役割について理解し、ポート番号、UDP および TCP の機能

を提供するために必要となる技術について学ぶ。 
[録] 

第 13 回 
演習(3)：分散システムに関する理解を深めるため、動作を確認するプログラミングによる演

習を行い、演習の結果および個々の理解をレポートにまとめる。 
[ハ(録)] 

第 14 回 
ルーティング：インターネットの特徴である動的な経路制御について理解し、ルーティングの

アルゴリズムとして RIP,OSPF,BGP について学ぶ。 
[録] 

第 15 回 
分散システム(2)：分散システムを構成する主要な概念について理解し、分散環境における

同期、プロセス間通信について学ぶ。 
[ハ(録)] 

試験 講義の中でレポート課題が示される。  

成績評価 
講義の中でレポート課題が示され、提出された課題の内容を中心にして、総合的に評価する。 

レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。 

教科書・教材 

講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

教科書は特に指定しないが、主に録画回で講義する TCP/IP ネットワークに関する基本的な部分では、マスタリング TCP/IP

入門編（第 6 版）に沿って講義を行う。 

参考図書 

・マスタリング TCP/IP 入門編（第 6 版）、井上 直也 ほか著、オーム社、2019 年。 

・コンピュータネットワーク（第 6 版）、アンドリュー・タネンバウム ほか著、日経 BP、2023 年。 

・Distributed Systems 4th ed., Maarten van Steen, Andrew S. Tanenbaum, distributed-systems.net, 2023. 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 オブジェクト指向プログラミング特論

教員名 沖田 慎平 
(英文表記) Software Development Using Java 

概要 

オブジェクト指向（OO: Object Oriented）は、プログラムの複雑さに対処する手段として提案された概念で、この概念は現

在では C++、Java、Python 等の多くのプログラミング言語に組み込まれている。特に、大規模ソフトウェアの設計、実装で

は、オブジェクト指向のプログラミングパラダイムによる再利用性、拡張性、保守性は不可欠である。 

当科目では、オブジェクト指向のプログラミングパラダイムに関する講義、オブジェクト指向のプログラミングに関する演習

から、オブジェクト指向のプログラミング技術を修得する。また、先人たちの優れた成果「設計の型」であるデザインパター

ン、SOLID 原則を学ぶ。

目的・狙い 

 当科目はオブジェクト指向プログラミング（OOP:Object Oriented Programming）に関連する以下の事項の理解、修得を目的

とする。 

• 各種のプログラミングパラダイム

• オブジェクト指向、抽象データ型（ADT:Abstract Data Type）の概念（情報隠蔽、継承、動的束縛）

• デザインパターン（GoF:Gang of Four）、SOLID 原則

• 再利用性、拡張性、保守性

修得できる知識単位： 

（実装） アーキテクチャ設計手法 （レベル４） 

（システム） ソフトウェアの基礎技術（レベル４）

（システム） ソフトウェアの構築技術（レベル２）

（システム） プラットフォームの基礎技術 （レベル３）

（開発） システムアーキテクティング技術（レベル４） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

• 基本情報技術者試験レベルの知識があること。特に、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、プログラミングの基礎知

識、またプログラミング言語の基本データ型、変数、演算子、制御の流れ、関数等の理解は必須である。 

• PC の基本操作ができること。

• Unix 互換 OS 操作の経験が無い学生は「システムソフトウェア特論」を履修すること、授業外で経験を補うための時間を十

分に確保することを強く推奨する。 

• 何らかのプログラミング言語を修得していることが望ましい。プログラミングの経験が無い学生は参考書[1][2]の内容を事

前に学び、経験を補うための授業外での時間を十分に確保することを強く推奨する。 

到達目標 

上位到達目標 

• オブジェクト指向のプログラミング言語の特徴を理解し、ある程度自由にプログラミングできるレベル

• 調査、開発の成果を後進の開発者の指導に活用できるレベル

• 開発環境の特徴を理解し、ある程度活用できるレベル

• クラスライブラリを調査及び活用できるレベル

最低到達目標 

• オブジェクト指向の概念を理解できるレベル

• 仕様書にしたがって数十行程度程度のオブジェクト指向のプログラムを作成できるレベル

• ほかのプログラマが作成した数十行程度程度のオブジェクト指向のプログラムを理解し、作業仕様書にしたがって改修で

きるレベル 

• 開発環境を構築し、プログラムの作成、編集、コンパイル、実行等ができるレベル

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
対面（教室）、遠隔（オンライン）での出席可。学生による授業参加を

特に期待する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
• 授業の前に、LMS 上の資料で授業の内容を確認すること。

• 授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は、講義、演習から構成される。授業計画を以下に示す。時間的制約等から、課題の内容相当を試験の際に出題す

ることがある。学生の興味等から、内容及び順序は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

〈概要〉 

学生が科目選択の判断ができるように授業の目的と内容を解説する。 

〈プログラミング基礎〉 

各種のプログラミングパラダイム、プログラミング言語、プログラムの作成及び実行、基本デ

ータ型、変数、演算子、制御の流れ、関数を扱う。 

[ハ(オ)]

第 2 回 
〈演習〉 

前回の内容の演習及びコード評価を行う。 
[ハ(オ)]

第 3 回 
〈開発環境〉 

開発環境の設計及び構築を扱う。 
[ハ(オ)]

第 4 回 
〈演習〉 《課題 1》 

前回の内容の演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 5 回 

〈オブジェクト指向の概念 1〉 

オブジェクト指向の中核概念に相当する抽象データ型、またこれをプログラミング言語上で

実現するクラス、インスタンスを扱う。 

[ハ(オ)]

第 6 回 
〈演習〉 《課題 2》 

前回の内容の演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 7 回 
〈オブジェクト指向の概念 2〉 

抽象データ型を拡張するための継承、動的束縛を扱う。 
[ハ(オ)]

第 8 回 

〈振り返り、確認〉 《試験 1》 

前半の授業を振り返り、総括する。第 1 回から第 7 回までの内容の理解に関する、プログラ

ミング等の試験を行う。

[ハ(オ)]

第 9 回 
〈クラスの活用及び設計〉 

既存のクラスの活用、新規のクラスの設計を扱う。 
[ハ(オ)]

第 10 回 
〈演習〉 《課題 3》《課題 4》 

前回の内容の演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 11 回 
〈デザインパターン〉 

各種のパターンの特徴を理解する。 
[ハ(オ)]

第 12 回 
〈演習〉 

前回の内容の演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 13 回 
〈SOLID 原則〉 

SOLID 原則を意識し、設計を行う。 
[ハ(オ)]

第 14 回 
〈演習あるいは発表〉 

課題 3 に関する演習、課題 4 の発表及び議論を行う。 
[ハ(オ)]

第 15 回 
〈最近の話題〉 

オブジェクト指向のプログラミング言語等に関する最近の話題を取り上げる。
[ハ(オ)]

試験 

〈総括、試験〉 《試験 2》 

これまでの講義を振り返り、総括する。第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する試験 

を行う。 

[ハ(オ)]

成績評価 

試験 50%、課題 50%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切を厳守されたし。 

筆記試験では、オブジェクト指向の理解度と、プログラミング技術を評価する。課題は、授業内容に関連する調査及び考察、

プログラミングを評価する。 

教科書・教材 資料は LMS 上にオンラインで配布する。 

参考図書 

授業時に適宜指示する。 

[1] 中山 清喬 著、国本 大悟 著、スッキリわかる Java 入門 第 4 版、インプレス社、2023 年

[2] 大野澄雄編、『Java プログラミングの基礎 1』、コロナ社、2015 年

[3] 大野澄雄編、『Java プログラミングの基礎 2』、コロナ社、2014 年

[4] Bertrand Meyer 著、酒匂 寛 翻訳、『オブジェクト指向入門 第 2 版 原則・コンセプト』、翔泳社、2007 年

[5] Erich Gamma 著、『デザインパターン』、SB クリエイティブ社、1999 年

[6] 結城 浩 著、『Java 言語で学ぶデザインパターン入門第 3 版』、SB クリエイティブ社、 2021 年
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 システムソフトウェア特論

教員名 柴田 淳司 
(英文表記) System Software 

概要 

近年、PC やスマートフォン、タブレットなどの端末の普及と、インターネットサービスの発展により、さまざまなビジネスシー

ンにおいて情報技術はなくてはならないものになった。その背景には、人とソフトウェア、ハードウェアの架け橋となるシステ

ムソフトウェアの存在がある。システムソフトウェアを介すことで、端末の物理的違いを緩和し、ファイルやアプリとして仮想化

した情報を提供できるようになる。こうしたシステムソフトウェアの仕組みを学び、利用法を身につけることは、情報処理技術

者としての基礎を固める上で重要である。 

本科目では、システムソフトウェアの代表として OS（Operating System）、特にその本流にあたる Unix 互換 OS の仕組み

を理解することで、コンピュータを効率的に利用できるようになることを目的とする。OS の利用場面を想定し、3 つの場面（一

般利用、管理、開発）に合わせて座学及び演習を行う。一般利用では、OS のインストールからコマンドラインによる操作、シ

ェルスクリプトによる作業の自動化について学ぶ。管理では、サーバへの通信、ユーザ・プロセスの管理、ハードウェアにつ

いて学ぶ。開発では、プログラミングの基礎、バージョン管理システムなどの共同開発ツールについて学ぶ。 

目的・狙い 

 本科目では、Unix 互換 OS の仕組みを理解することで、コンピュータを効率的に利用できるようになることを目的とする。本

科目は一般利用、管理、開発の 3 つのパートに分かれており、それぞれで以下の項目を小目的とする。 

- コンピュータの基本構造とコマンドラインインターフェースによる操作を学び、簡単な処理を自動化できるようになる

- 通信、アカウント、プロセス、データ管理の仕組みを学び、自分でサーバ上での基本操作をできるようになる

- バージョン管理や仮想化技術を利用し、共同開発環境を構築・利用できるようになる

修得できる知識単位 

・（実装） ソフトウェアエンジニアリング手法（レベル 2）

・（システム） ソフトウェアの基礎技術（レベル 2）

・（システム） ソフトウェアの利用方法（レベル 2）

・（システム） プラットフォーム基礎技術（レベル 4）

・（システム） ハードウェアの基礎技術（レベル 2）

・（システム） ネットワークの基礎技術（レベル 2）

・（システム） クラウドコンピューティングの基礎技術（レベル 2）

・（共通技術） IT 基礎（レベル 2）

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

本科目はコンピュータを扱う上での基礎科目であり、履修条件を設けない。 

ただし、扱う範囲が広く、授業内演習を多く含むため、マウス操作やタイピング、ソフトウェアの概念などコンピュータを操作す

る上での最低限の知識は有することを勧める。 

到達目標 

上位到達目標 

- 独力で開発環境を構築することができる

- 自らの業務を OS の機能を用いて効率化できる

- 持続的に Unix 互換 OS の知識、スキルを向上できる

最低到達目標 

- コマンドラインインターフェースを用いて簡単なファイル操作やサーバ操作を行える

- 周囲の補助を受けながらコンピュータの開発環境を構築できる

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

対面（教室）、遠隔及び録画での出席可。オンタイムでの遠隔視聴で

は対面同様の出欠確認を行い、録画視聴は視聴確認テストの合格

によって出席扱いとする。 

録画視聴型 ○ 

当科目は平日開講回の授業は遠隔視聴・録画のみ実施する。視聴

確認テストの合格によって出席扱いとする。偶数回の授業には、直前

の奇数回の録画を視聴 し、内容を理解した上で出席すること。 

授業外の学習 授業資料と録画をもとに、自身で操作方法の復習を行うことが望ましい。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

Unix 互換 OS（Linux）の仕組みと特性を理解するため、座学とコンピュータ上に構築した仮想の Linux 環境下で演習を行う。

演習課題を出すため、自宅でも仮想環境を整えることを強く推奨する。また、学生の興味次第で、内容の深浅、順序等は適

宜調整する可能性がある。 

全 15 回とし、下記の 3 つの項目を学ぶ。 

《一般利用》コンピュータの仕組み及びコマンドラインによる操作を学ぶ 

《管理》サーバに関する知識・技術として通信、アカウント、プロセス、データの管理について学ぶ 

《開発》チームでの共同開発時に必要となる最低限の知識・技術を学ぶ 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
《概要》 

授業概要の説明とコンピュータの成り立ちに関して学ぶ。 
[録] 

第 2 回 

《一般ユーザ：コンピュータの起動と OS のインストール》 

コンピュータの起動、OS のインストール方法について学ぶ。また、自身の PC に仮想マシン

を準備し、実際に OS のインストールを行う。 

[ハ(録)]

第 3 回 

《一般ユーザ：コンピュータの基本操作》 

コンピュータの構成、OS の基本的役割、シェルを通したコンピュータ操作、ファイルの概念に

ついて、GUI と CLI を比較しながら学ぶ。 

[録] 

第 4 回 
《一般利用：端末とシェル》 

端末を通して仮想マシンへ接続し、コマンドによる操作を行う。 
[ハ(録)]

第 5 回 

《一般利用：コマンド》 

フィルタコマンドの概念について学び、コマンドを組み合わせることで複雑な処理を行う方法

について学ぶ。 

[録] 

第 6 回 
《一般利用：シェルスクリプト》 

シェルスクリプトによる自動化を学ぶとともに、制御構文により複雑な処理の自動化を行う。
[ハ(録)]

第 7 回 
《一般利用：プログラミング》 

開発環境を整備し、実行ファイルを作成する。 
[録] 

第 8 回 

《サーバ管理者：通信》 

ネットワークの基本的仕組み、サーバの仕組み、ファイアウォールについて学ぶとともに、公

開鍵暗号方針によるサーバへ接続を行う。 

[ハ(録)]

第 9 回 

《サーバ管理者：ユーザ管理》 

仮想マシンを複数人が接続、利用するサーバとして扱い、ユーザの管理方法と任意アクセ

ス制御、強制アクセス制御について学ぶ。

[録] 

第 10 回 
《サーバ管理者：プロセス管理》 

実行中の処理とシグナル、デーモンなど特殊なプロセスについても学ぶ。 
[ハ(録)]

第 11 回 

《サーバ管理者：物理マシン上のデータ》 

データが物理的マシン上でどのように扱われているかファイルシステムを通して学ぶ。また、

デバイスファイルなどの疑似ファイルや疑似デバイスについても学ぶ。 

[録] 

第 12 回 
《開発：仮想化技術》 

仮想化技術と、その代表としてコンテナ仮想化について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 13 回 

《開発者：バージョン管理システム》 

プログラムやドキュメントのバージョン管理を手助けするソフトの代表として Git の使い方を

学ぶ。 

[録] 

第 14 回 
《開発者：クラウドサービスの利用》 

外部サービスとして GitHub を利用した共同開発と継続的インテグレーションについて学ぶ。 
[ハ(録)]

第 15 回 
《開発者：文字コード》 

その他の知識として、文字コードやオープンソース文化などの周辺知識ついて学ぶ。 
[録] 

試験 

本科目では課題と小テストにより成績評価を行い、筆記試験を行わない。 

《課題》 

授業内容をもとにしたシェルスクリプト作成などの課題を複数回出題する。 

《小テスト》 

授業の内容理解に関する小テストを毎授業出題する。 

成績評価 
課題(60 点)+小テスト(40 点)＝計 100 点 

ただし、授業への積極参加や課題の出来により加点する場合がある。 

教科書・教材 LMS で配布する資料に加え、適宜参考図書を紹介する。 

参考図書 

D. Taylor(著), 酒井 皇治(訳): "入門 Unix for OS X," O’Reilly, 2013.

木本雅彦他: "はじめて UNIX で仕事をする人が読む本," KADOKAWA, ,2014. 

B. Blinn(著), 山下哲典(訳), "入門 UNIX シェルプログラミング", ソフトバンククリエイティブ, 2003.

吉村 総一郎, "Web プログラミングが面白いほどわかる本 環境構築から Web サービスの作成まで、はじめからていねいに", 

N 高校のプログラミング教育, 2018. 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 情報アーキテクチャ特論 1 

教員名 小山 裕司 
(英文表記) Information Systems Architecture 1 

概要 

 情報アーキテクチャ領域の当カリキュラムでは、情報システム開発に関する各種の知識及びスキルを体系的に設計された

科目で学ぶことができるが、各科目は大学院レベルの講義であるため、相当の知識を前提としている。修学にあたって、知

識の土台がしっかりしていれば、高いレベルで授業の内容を理解できる。また、IT 基礎知識の定着は、実際の情報システム

開発でも不可欠である。当科目は、IT 関連の基礎知識の整理及び定着を目的に、離散数学、システム構成、戦略、アーキ

テクチャ等の情報アーキテクチャ領域の基礎にあたる内容を学ぶ。

目的・狙い 

 当科目は、当カリキュラムの履修に必要とされる基礎知識の整理及び定着のため、以下の事項の理解及び修得を目的に

する。 

・離散数学（情報の表現、論理、計数、確率、グラフ等）

・システム構成（ハードウェア、情報機器の構成要素、システムの構成、クラウド等）

・戦略（計算量、アルゴリズム、戦略等）

・アーキテクチャ（アーキテクチャ、検索技術、ソーシャルメディア等）

修得できる知識単位: 

・（実装）アーキテクチャ設計手法（レベル 4）

・（システム）ハードウェアの基礎技術（レベル 4）

・（システム）ハードウェアの構築技術（レベル 4）

・（開発）システムアーキテクティング技術（レベル 4）

・（共通技術）IT 基礎（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・基本情報技術者試験レベルの知識があること

（特に、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、プログラミング等の基礎知識）。 

到達目標 

上位到達目標 

・離散数学、システム構成、戦略、アーキテクチャを高いレベルで理解し、これらの知識を土台に当専攻の専門科目に対す

る準備ができているレベル 

最低到達目標 

・離散数学、システム構成、戦略、アーキテクチャの知識をある程度修得しているレベル

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

遠隔での出席可。グループワーク（3～4 名程度のグループによる協

働作業）、グループ討議、クラス討議、試験を行う。学生による授業参

加を特に期待する。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

遠隔及び録画での出席可。オンタイムでの遠隔視聴では対面同様の

出欠確認を行い、録画視聴は視聴確認テストの合格によって出席扱

いとする。 

録画視聴型 ○ 
時間的制約等から動画教材を設定することがある。録画視聴は視聴

確認テストの合格によって出席扱いとする。 

授業外の学習 
・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること（グループ討議、クラス討議のための事前課題あり）。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

 当科目は、講義、グループワーク、グループ討議、クラス討議から構成される。授業計画を以下に示す。時間的制約等か

ら、課題の内容相当を試験の際に出題することがある。学生の興味等から、内容及び順序は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
〈概要〉 

学生が科目選択の判断ができるように、授業の目的と内容を解説する。 
[ハ(オ)]

第 2 回 
〈アーキテクチャ 1〉 

アーキテクチャの概念を扱う。
[ハ(録)]

第 3 回 
〈アーキテクチャ 2〉《課題 1》 

アーキテクチャの事例を扱う（グループワーク）。
[ハ(オ)]

第 4 回 
〈アーキテクチャ 3〉《視聴確認》 

アーキテクチャの設計を扱う（グループワーク）。
[ハ(オ)]

第 5 回 
〈アーキテクチャ 4〉《課題 2》 

アーキテクチャ設計の演習を行う（グループワーク）。
[ハ(オ)]

第 6 回 
〈離散数学 1〉 

情報の単位、情報の表現、論理を扱う。 
[ハ(録)]

第 7 回 
〈離散数学 2〉 

カウント、確率を扱う。
[ハ(録)]

第 8 回 
〈離散数学 3〉《課題 3》 

グラフ、オートマトンを扱う。 
[ハ(録)]

第 9 回 

〈振り返り、確認〉《試験 1》 

前半の授業を振り返り、総括する。第 1 回から第 8 回までの内容の理解に関する試験を行

う。 

[ハ(オ)]

第 10 回 
〈戦略 1〉 

計算量、アルゴリズムを扱う。 
[ハ(録)]

第 11 回 
〈戦略 2〉《課題 3》 

各種の戦略（反復、再帰、総当たり、バックトラック等）を扱う。 
[ハ(録)]

第 12 回 
〈システム構成 1〉 

計算機、Web、情報システムの構成アーキテクチャを扱う。 
[ハ(録)]

第 13 回 
〈システム構成 2〉《課題 4》 

安定稼働システム、大規模システム等の構成アーキテクチャを扱う。 
[ハ(録)]

第 14 回 
〈システム構成 3〉 

クラウド等の構成アーキテクチャを扱う。
[ハ(録)]

第 15 回 
〈情報技術の活用及び展開〉《視聴確認》 

検索、ソーシャルメディアを扱う。 
[ハ(録)]

試験 

〈総括、試験〉《試験》 

これまでの講義を振り返り、総括する。第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する試験

を行う。 

[ハ(オ)]

成績評価 
課題（レポート、演習）50%、試験（筆記） 50%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切を厳守されたし。 

教科書・教材 資料は LMS 上にオンラインで配布する。 

参考図書 

・Wladston Ferreira Filho 著、小山 裕司 監訳、『みんなのコンピュータサイエンス』、翔泳社、2019/1

・Lawrence Lessig 著、山形 浩生 訳、『CODE VERSION 2.0』、翔泳社、2007/12

・Donald E.Knuth、Oren Patashnik、Ronald L.Graham 著、有澤 誠、安村 通晃、萩野 達也、石畑 清 訳、『コンピュータの数

学』、共立出版、1993/8 

また、講義時にも適宜指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 情報セキュリティ特論 

教員名 奥原 雅之 
(英文表記) Information Security 

概要 

情報セキュリティは、暗号（共通鍵、公開鍵、デジタル署名、PKI）からネットワーク（データセキュリティ、アプリケーションセ

キュリティ）、組織マネジメント（リスク分析、内部統制）、国際標準規格（ISMS、CC 認証）、法と倫理まで広範囲に渡る学際分

野に関わる。当科目は、情報セキュリティの機能である「機密性、完全性、可用性」の観点から情報セキュリティ技術の知識

体系及び情報セキュリティでの情報倫理を学ぶ。 

目的・狙い 

 情報セキュリティ技術の進展は非常に速い。この技術に対応するためには知識体系の理解が必要であり、継続学修のた

めの知識基盤を修得する必要がある。当科目の目的は以下の 2 点である。  

・情報セキュリティ技術を学ぶための基礎: 知識の修得 本学が準備している各種の情報セキュリティ関連科目を学ぶため

の基礎知識の修得及び情報セキュリティ技術関連の知識体系の理解 

・情報セキュリティ技術関連の知識体系の修得: テクニカルスペシャリスト（データベース技術者、ネットワーク技術者、ソフト

ウエア技術者等）に必要とされるセキュリティ技術関連の知識体系の修得

修得できる知識単位: 

・（支援活動） 情報セキュリティ（レベル 4）

・（非機能要件） セキュリティの基礎技術（レベル 4）

・（非機能要件） セキュリティの構築技術（レベル 4）

・（共通技術） IT 基礎（レベル 3）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特に履修条件は無いが、基本情報技術者試験レベルの IT 知識を持っていることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

IT スキル標準（レベル 3 相当） 

・ソフトウエア及び情報システム開発で、適切にセキュリティ機能を提案できるレベル

・情報セキュリティ技術によって問題解決を実践できるレベル

・情報処理技術者試験合格レベル（情報セキュリティスペシャリスト 午前問題）

最低到達目標 

IT スキル標準（レベル 2 相当） 

・情報セキュリティの要素技術（暗号、生体認証、ネットワークセキュリティ、セキュリティ評価等）を理解でき、上位の情報セ

キュリティ技術を学ぶことができるレベル

・上位技術者の指示のもと、情報セキュリティ機能構築を行うことができるレベル

・情報処理技術者試験合格レベル（IT パスポート、基本情報技術者、応用情報技術者合格レベル）

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
中間試験および最終試験を実施する回はハイフレックス型（オンタイ

ム）とする。

ハイフレックス型(録画併用) ○ 講義受講後に理解度確認の小テストを受けること。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指定されたテスト等（理解度確認テスト、アンケートなど）を受けること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目の授業計画を以下に示す。学生の興味および授業実施時のセキュリティ分野の動向次第で、内容、順序等は適宜調

整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

〈概要〉 

学生が講義選択の判断ができるように授業の目的と 15 回の授業内容を解説する。また、

合わせて講義全体を理解するために必要な基礎的な概念について解説する。 

[ハ(録)]

第 2 回 
〈暗号技術 1〉 

暗号技術の基礎、共通鍵暗号の基礎と応用、DES 暗号の原理などについて解説する。 
[ハ(録)]

第 3 回 

〈暗号技術 2〉 

公開鍵暗号の基礎と応用、RSA 暗号の基礎、ハッシュ関数、ハイブリッド暗号、電子署名の

基礎などについて解説する。 

[ハ(録)]

第 4 回 

〈暗号技術の応用 1〉 

電子署名の原理、電子署名技術と公開鍵暗号フレームワーク（PKI）の概要、PKI の信頼モ

デル、PGP 暗号の概要などについて解説する。 

[ハ(録)]

第 5 回 

〈暗号技術の応用 2〉 

セキュアプロトコルの必要性、セキュアプロトコルの例として IPsec、SSL／TLS などについて

解説する。 

[ハ(録)]

第 6 回 

〈画像技術〉 

電子透かし、ステガノグラフィ等の情報ハイディング技術と原理と応用、バイオメトリック認証

技術の基礎と応用について解説する。 

[ハ(録)]

第 7 回 

〈インシデントレスポンス〉 

セキュリティインシデント対応、デジタルフォレンジックおよび電子的証拠の収集と分析、証

拠保全の要件などについて解説する。 

[ハ(録)]

第 8 回 

〈中間試験〉 

第 1 回から第 7 回の内容の理解に関する試験を行う。また、受講者の希望によるトピック

についての講義を行う。 

[ハ(オ)]

第 9 回 

〈サイバーセキュリティ 1〉 

サイバー攻撃を理解するために必要となる概念の基礎、およびマルウェアの原理などにつ

いて解説する。 

[ハ(録)]

第 10 回 

〈サイバーセキュリティ 2〉 

マルウェアなどのサイバー攻撃に対して対策するための技術の基本、および代表的な対策

としてのファイアウォールなどの装置の原理について解説する。 

[ハ(録)]

第 11 回 

〈サイバーセキュリティ 3〉 

サイバー攻撃防御のフレームワークや事例などについて解説する。またサイバーセキュリテ

ィに関するレポート課題の発表を行う。 

[ハ(録)]

第 12 回 

〈セキュリティ評価 1〉 

セキュリティリスクマネジメント、情報セキュリティマネジメントフレームワーク（ISMS）の背景

と目的などについて解説する。 

[ハ(録)]

第 13 回 
〈セキュリティ評価 2〉 

コモンクライテリアおよび ISO/IEC 15408 の背景と目的などについて解説する。
[ハ(録)]

第 14 回 

〈プライバシー保護〉 

プライバシーの課題、個人情報保護法の概要とプライバシーとの関係、プライバシー影響評

価の概要などについて解説する。 

[ハ(録)]

第 15 回 

〈法と倫理〉 

情報セキュリティに関連する国内外の法令、および技術者が共通して持つべき倫理などに

ついて解説する。 

[ハ(録)]

試験 
〈最終試験〉 

第 1 回から第 15 回の内容の理解に関する試験を行う。 
[ハ(オ)]

成績評価 

課題（レポート）40%、試験（中間試験，最終試験） 60%を基準に総合的に評価する。課題の評価基準は授業内で説明する。

提出期限を超えて提出された課題は不受理または減点の対象となる。各講義後の理解度確認小テストの合格率が著しく低

い場合は単位の習得を認めないことがある。 

教科書・教材 教材は LMS 上にオンラインで配布する。 

参考図書 

瀬戸洋一・他『改訂版 情報セキュリティ概論』日本工業出版 

アンドリュー・スチュワート著、小林啓倫訳『情報セキュリティの敗北史 脆弱性はどこから来たのか』白揚社

アダム・ゴードン 編、 笠原 久嗣 監訳『新版 CISSP CBK 公式ガイドブック (日本語)』NTT 出版
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 OSS 特論 

教員名 小山 裕司 
(英文表記) Open Source Software 

概要 

 Linux カーネル、GNU ソフトウェア、Apache HTTP サーバに代表されるオープンソースソフトウェア（OSS）は、インターネット

基盤のサーバ類に広く普及していると同時に、2000 年ごろまでの古いソフトウェア産業を根底から変革してきた。当科目は、

（1）OSS の思想、背景、歴史、（2）OSS の定義、使用許諾契約、（3）OSS の開発体制（バザールスタイル）、（4）OSS の事例、

（5）OSS 関連の話題を扱う。

目的・狙い 

当科目は、以下の OSS 関連の各事項の修得から、OSS に関する理解を深めることを目的とする。 

・OSS の思想、背景、歴史

・OSS の定義、使用許諾契約

・OSS の開発体制

・OSS の事例

・OSS 関連の話題

修得できる知識単位: 

・（実装）ソフトウェアエンジニアリング手法（レベル 3）

・（支援活動）標準化・再利用手法（レベル 4）

・（システム）ソフトウェアの基礎技術（レベル 4）

・（システム）ソフトウェアの構築技術（レベル 4）

・（システム）ソフトウェアの利用技術（レベル 4）

・（関連知識）法規・基準・標準（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・基本情報技術者試験レベルの知識があること

（特に、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、プログラミング、経営、関連法規等の基礎知識）。 

・PC の基本操作ができること。

到達目標 

上位到達目標 

・OSS 活動に参加できる、あるいは OSS の啓蒙に貢献できる程度の深い理解レベル

最低到達目標 

・OSS を活用できるだけの、OSS の各事項（思想、使用許諾契約等）の理解レベル

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

対面（教室）、遠隔での出席可。グループワーク（3～4 名程度のグル

ープによる協働作業）、グループ討議、クラス討議、試験を行う。学生

による授業参加を特に期待する。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

対面（教室）、遠隔及び録画での出席可。オンタイムでの遠隔視聴で 

は対面同様の出欠確認を行い、録画視聴は視聴確認テストの合格 

によって出席扱いとする。 

録画視聴型 ○ 
時間的制約等から録画視聴型の授業を設定することがある。視聴確

認テストの合格によって出席扱いとする。 

授業外の学習 
・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること（グループ討議、クラス討議のための事前課題あり）。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

 当科目は、講義、グループワーク、グループ討議、クラス討議から構成される。授業計画を以下に示す。時間的制約等か

ら、課題の内容相当を試験の際に出題することがある。学生の興味、履修者数等から、内容及び順序は適宜調整する可能

性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
〈概要〉 

学生が科目選択の判断ができるように、授業の目的と内容を解説する。 
[ハ(オ)]

第 2 回 
〈OSS の思想、背景、歴史 1〉《課題 1》   

OSS の思想、背景、歴史の理解のため、Unix 等の OSS 前史を扱う。 
[ハ(録)]

第 3 回 
〈OSS の思想、背景、歴史 2〉 

ARPANET、GNU 等の OSS 前史を扱う。OSS 前史に関する調査を行う（グループワーク）。 
[ハ(オ)]

第 4 回 
〈OSS の定義、使用許諾契約 1〉《課題 2》 

OSI による OSS の定義（OSD）と、OSS の使用許諾契約、GNU GPL の特徴等を扱う。 
[ハ(録)]

第 5 回 

〈OSS の開発体制 1〉 

分散開発体制、バザールスタイル、アジャイル開発の概要と特徴を扱う。ソフトウェアの再利

用に関しても言及する。 

[録] 

第 6 回 
〈OSS の開発体制 2〉 

オープンソース現象と呼ばれる、OSS の開発体制のソフトウェア以外への応用を扱う。
[録] 

第 7 回 
〈OSS の事例 1〉 

OSS の事例として、Linux カーネルを扱う。 
[録] 

第 8 回 
〈OSS の事例 2〉     

OSS の事例として、Linux の各種配布パッケージ、言語処理系、TeX 等を扱う。 
[録] 

第 9 回 
〈使用許諾契約 2〉 

GPL 第 3 版、AGPL 等の使用許諾契約関連の話題を扱う。 
[録] 

第 10 回 
〈OSS 関連の話題〉  

企業、公的機関等での OSS の活用事例、OSS 関連の事業事例、SCO 事件等を扱う。 
[録] 

第 11 回 

〈コーディング規約〉《課題 3》 

コーディング規約、テスト、ドキュメント作成を扱う。

〈OSS コミュニティの活動〉 

OSS コミュニティの活動と参加に関する事項を扱う。 

[録] 

第 12 回 
〈演習〉《課題 4》 

課題 4 の OSS 関連の構成あるいは調査を行う（グループワーク）。 
[ハ(オ)]

第 13 回 
〈OSS 関連の各種動向〉 

デジタル、GNU FDL、Creative Commons 等の話題を扱う。 
[録] 

第 14 回 
〈発表 1〉   

課題 4 の発表及び議論を行う（グループワーク）。 
[ハ(オ)]

第 15 回 
〈発表 2〉    

課題 4 の発表及び議論を行う（グループワーク）。 
[ハ(オ)]

試験 

〈総括、試験〉《試験》 

これまでの講義を振り返り、総括する。第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する試験

を行う。 

[ハ(オ)]

成績評価 

課題（レポート、演習）60%、試験（筆記）40%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切を厳守されたし。演

習は、グループワーク等の結果及び貢献内容から各学生の評価を算出する。また、評価の際には、発表を聞いた学生の評

価も参考にする。 

教科書・教材 資料は LMS 上にオンラインで配布する。 

参考図書 

・Eric S.Raymond 著、長尾 高弘 訳、『The Art of UNIX Programming』、ASCII、2007/6

・Glyn Moody 著、小山 裕司 監訳、『ソースコードの反逆』、ASCII、2002/6

また、講義時にも適宜指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 データベース特論 

教員名 追川 修一 
(英文表記) Database Theory 

概要 

 今日の情報処理システムでは、扱うデータがより複雑かつ精密、膨大になる傾向が顕著であり、またデータ取得や更新の

即時性などのユーザ要求も高まる一方である。そのため、データベースの理解が一層重要になっている。本科目では、デー

タベース技術者が学ぶべきデータベースの基本知識の修得を目的とし、データベースの基礎としてリレーショナルデータモデ

ル、論理設計、SQL、それらの背後にあるデータ格納方式、トランザクション、同時実行制御、障害回復について体系的に説

明する。 

目的・狙い 

 当科目は、基本的にこれまで本格的にデータベース理論を学んだことのない学生を対象として、データベース及び DBMS

（データベース管理システム）の基礎から応用までの内容を体系的に修得することを目的とする。具体的には、当科目では

以下の知識・スキルを修得することを目標とする。 

・リレーショナルモデルの理解と SQL によるデータベース操作スキル

・リレーショナルデータモデルに基づいたデータベース設計の知識

・データベースのトランザクション処理の知識

・同時実行制御や障害回復処理の知識

修得できる知識単位: 

・（システム） データベースの基礎技術（レベル 4）

・（システム） データベースの構築技術（レベル 4）

・（システム） データベースの利用技術（レベル 4）

・（共通技術） IT 基礎（レベル 3）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

プログラミングに関する基礎的な知識を有していることが望ましい。 

ハッシュ、木構造等の基本的なデータ構造及びアルゴリズムの知識があることが望ましい。

到達目標 

上位到達目標 

・データベースのデータ格納方式の知識

・データベースの同時実行制御や障害回復処理の知識

・これらの知識に基づく DBMS の選択及び構成に対する判断スキル

最低到達目標 

・リレーショナルモデルに基づくデータベース設計と SQL によるデータベース検索のスキル

・データ構造とアルゴリズムに関する基礎知識

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 第 16 回の試験はオンタイムで受験すること。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 
録画授業を視聴する場合は、次の授業前に視聴すること。質問等は

確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け付ける。 

録画視聴型 ○ 質問等は確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け付ける。 

授業外の学習 
講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、レポート課題を

提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・本講義は、講義および個人で行う演習から構成される。

・講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。

・各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受けること。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
データベース序論：授業選択の判断ができるように、データベースの概要を整理し、授業の

目的と全 15 回の学習内容を確認する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
データモデリング：データと操作を規定するデータモデルの概念について理解し、リレーショ

ナルデータモデルの概要、実体関連モデルについて学ぶ。
[録] 

第 3 回 
リレーショナルデータモデル：リレーション（関係）によるモデル化の方法について理解し、デ

ータ構造、整合性制約、リレーショナル代数について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 4 回 
SQL：リレーショナルデータベースの標準データベース言語である SQL の基本概念について

理解し、データ定義、問合せ、データ更新について学ぶ。 
[録] 

第 5 回 
演習：リレーショナルデータベースおよび利用方法についての理解を深めるため、SQL プロ

グラミングについての演習を行い、演習の結果および個々の理解をレポートにまとめる。 
[ハ(録)]

第 6 回 
リレーショナルデータベース設計論 (1)：概念モデル（実態関連モデル）から論理モデル（概

念スキーマ）の導出について理解し、論理設計の手順について学ぶ。 
[録] 

第 7 回 
リレーショナルデータベース設計論 (2)：論理モデルの正規化ついて理解し、好ましい論理

モデルの設計について学ぶ。
[ハ(録)]

第 8 回 
物理的データ格納方式 (1)：データベースのデータ格納方式を理解する前提として、コンピュ

ータの記憶媒体および管理方式について学ぶ。 
[録] 

第 9 回 
同時実行制御 (1)：データベースにおける同時実行制御を理解するために、トランザクション

と直列可能性の概念について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 10 回 
物理的データ格納方式 (2)：データベースにデータを格納する際に用いられる代表的なアル

ゴリズムとして、B 木および B+木について学ぶ。 
[録] 

第 11 回 
同時実行制御(2)：データベースにおける同時実行制御として、ロックを用いた同時実行制御

法、時刻を用いた同時実行制御法について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 12 回 
物理的データ格納方式(3)：データベースにデータを格納する際に用いられる代表的なアル

ゴリズムとして、B 木および B+木について学ぶ。 
[録] 

第 13 回 
障害回復：トランザクションにおける障害の概要について理解し、障害回復の方法として、ロ

グを用いた障害回復について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 14 回 
問合せ処理(1)：SQL によるデータベースへの問合せを効率化する問合せ処理の概要につ

いて理解し、問合せ最適化および基本データ操作の実行法について学ぶ。 
[録] 

第 15 回 
問合せ処理(2)：SQL によるデータベースへの問合せを効率化する問合せ処理の概要につ

いて理解し、問合せ最適化および基本データ操作の実行法について学ぶ。 
[録] 

試験 
第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関して、筆記試験を実施する。 

[ハ(オ)]

成績評価 
レポート課題と期末の筆記試験を基準として総合的に評価する。

レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。

教科書・教材 
教科書は特に指定しないが、データベースシステム（改訂 2 版）に沿って講義を行う。 

講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 

・データベースシステム（改訂 2 版）、北川博之著、オーム社、2020 年。

・リレーショナルデータベース入門（第３版）、増永良文著、サイエンス社、2017 年。

・Database System Concepts 7th ed., Abraham Silberschatz et. al., McGraw-Hill, 2019.

・Database Design and Implementation 2nd ed., Edward Sciore, Springer, 2020.
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 データ分析特論 

教員名 浪岡 保男 
(英文表記) Data Analysis 

概要 

現在、データ分析は幅広い分野で活用されており、その重要性はさらに高まっている。本講義では、データから有用な知

識・価値を発掘するデータ分析技術として、推定統計によるデータ分析の基本となる機械学習技術について、体系的な説明

を行う。特に機械学習技術として、動作原理に加えて、データセットの処理をとおした具体的な動作および得られる結果を理

解することで、実際のデータ分析の基礎を習得することを目指す。 

目的・狙い 

データから有用な知識・価値を発掘するためには、体系的なデータ分析技術の修得が不可欠である。本講義では、データ

分析技術として、推定統計によるデータ分析の基本となる機械学習技術について体系的に学習することで動作原理に関す

る知識を身に付け、Python プログラムによるデータセットのデータセットの処理をとおして実際のデータ分析のスキルを身に

つけることを目的とする。 

修得できる知識単位： 

（実装）データマイニング手法（レベル 4） 

（システム）データベースの利用技術（レベル 4）

（共通技術）IT 基礎（レベル 4） 

（共通技術）ナレッジマネジメント技術（レベル 4） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

高校数学の基礎を理解していること。PC をコマンドラインで操作ができ、ファイルやフォルダの管理ができること。Python 

のプログラミングおよび Python のパッケージ管理ができること。 

PC の操作、ファイルやフォルダの管理について十分な知識が無い場合は「システムソフトウェア特論」、プログラミングの経

験が無い場合は「オブジェクト指向プログラミング技法」、Python のプログラミングの経験が無い場合は「システムプログラミ

ング特論」を履修することを強く推奨する。

到達目標 

上位到達目標 

・推定統計によるデータ分析の原理をアルゴリズムレベルで理解できる。

・データ分析に必要な実践的なプログラミングが Python を用いて行える。

最低到達目標 

・推定統計によるデータ分析の基本となる、予測、分類、クラスタリング、相関ルールマイニングの原理の概要が理解でき

る。 

・基本的なデータ分析が Python を用いて行える。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 第 16 回の試験はオンタイムで受験すること。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画授業を視聴する場合は、次の授業の録画を視聴する前に視聴

すること。質問等は確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け

付ける。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、2 回の課題レポ

ートを提出すること。レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

授業計画を以下に示す。講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。各講義後に内容の

まとめを含む確認テストを受けること。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
序論：科目選択の判断ができるように、授業の位置づけ、目的と全体概要、各トピックの概

要について理解する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
可視化・要約統計量・相関分析（Ⅰ）：かたちや数値でデータの特徴を捉える、データの関連

性（連動性）の定量的な分析について理解する。 
[ハ(録)]

第 3 回 
可視化・要約統計量・相関分析(Ⅱ)：かたちや数値でデータの特徴を捉える、データの関連

性(連動性)を定量的に分析する処理方法について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 4 回 
回帰分析（Ⅰ）：説明変数から目的変数を予測する線形回帰モデルの作成、モデルの評価、

最小二乗法、平均二乗誤差、決定係数について理解する。 
[ハ(録)]

第 5 回 
回帰分析（Ⅱ）：線形回帰モデルの作成、モデルの評価の処理方法について、データセット

の処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 6 回 
ロジスティック回帰（Ⅰ）：目的変数がカテゴリデータを予測するロジスティック回帰モデルの

作成、モデルの評価、最尤推定法、分類の精度、ROC 曲線、AUC について理解する。 
[ハ(録)]

第 7 回 
ロジスティック回帰（Ⅱ）：ロジスティック回帰モデルの作成、モデルの評価の処理方法につ

いて、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 8 回 
決定木分析（Ⅰ）：木構造による分類の条件分岐の表現、エントロピーによる分割条件の決

定、交差検証法による評価について理解する。 
[ハ(録)]

第 9 回 
決定木分析（Ⅱ）：木構造による分類の条件分岐の表現、交差検証法による評価の処理方

法について、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 10 回 
クラスタ分析（Ⅰ）：類似したデータのグループ化、距離、クラスタの非類似度、デンドログラ

ム、K-means 法、エルボー法について理解する。
[ハ(録)]

第 11 回 
クラスタ分析（Ⅱ）：類似したデータのグループ化、距離、クラスタの非類似度、デンドログラ

ム、K-means 法、エルボー法について、データセットの処理をとおして学ぶ。
[ハ(録)]

第 12 回 

推薦システム（Ⅰ）：よく一緒に買われる商品（相関ルール）から推薦するアソシエーション分

析（マーケットバスケット分析）について理解し、データセットの処理をとおして処理方法を学

ぶ。 

[ハ(録)]

第 13 回 
推薦システム（Ⅱ）：顧客の過去の嗜好に類似する顧客や商品から推薦する協調フィルタリ

ングについて理解し、データセットの処理をとおして処理方法を学ぶ。
[ハ(録)]

第 14 回 
前処理（Ⅰ）：データを分析に適するように変換する処理、クレンジング、スケーリング、次元

削減について理解する。 
[ハ(録)]

第 15 回 
前処理（Ⅱ）：データを分析に適するように変換する処理、クレンジング、スケーリング、次元

削減について、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

試験 第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関して、筆記試験を実施する。 [ハ(オ)]

成績評価 
課題レポート（70%）、期末試験（30%）を基準として総合的に評価する。レポートの提出は締切を厳守すること。 

教科書・教材 
教科書は特に指定しない。講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 

R による統計的学習入門，Gareth James 他著，朝倉書店，2018． 

Python 機械学習プログラミング PyTorch＆scikit-learn 編，Sebastian Raschka 他著，インプレス，2022． 

東京大学のデータサイエンティスト育成講座 Python で手を動かして学ぶデ―タ分析，塚本邦尊，山田典一，大澤文孝著， 

マイナビ出版，2019 ．

73



コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 データ分析実践特論 

教員名 浪岡 保男 
(英文表記) Practical Data Analysis 

概要 

現在、インターネットの発展にともなう経済や社会のデジタル化によりデータの生成が爆発的に増大しており、イ

ンターネットから取得できるデータ分析の重要性はさらに高まっている。本講義では、インターネットから取得でき

る様々な形態のデータを対象としたデータ分析技術について、基本となる機械学習技術に基づいた処理について解

説する。自然言語のテキストからの知識獲得技術、画像の分類や異常検知など、技術内容の提示だけでなく、データ

の収集方式とデータの処理方法について演習を交えた講義を行う。 

目的・狙い 

インターネットの発展にともなう経済や社会のデジタル化により、大量に生成されるデータを加工、分析し、デー

タから知識を獲得するためには、データ分析技術の修得が不可欠である。本講義では、大量に生成されるデータのう

ち、自然言語のテキストや画像を分析対象とするための加工技術、およびデータ解析技術について基本となる機械学

習技術についての知識を身に付け、Python プログラムによるデータの収集とデータの処理を通して具体的な動作を

理解することを目的とする。 

修得できる知識単位： 

（実装）データマイニング手法（レベル 4） 

（システム）データベースの利用技術（レベル 4）

（共通技術）IT 基礎（レベル 4） 

（共通技術）ナレッジマネジメント技術（レベル 4） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

PCをコマンドラインで操作ができ、ファイルやフォルダの管理ができること。PythonのプログラミングおよびPython

のパッケージ管理ができること。 

PC の操作、ファイルやフォルダの管理について十分な知識が無い場合は「システムソフトウェア特論」、プログラ

ミングの経験が無い場合は「オブジェクト指向プログラミング技法」、Python のプログラミングの経験が無い場合

は「システムプログラミング特論」を履修することを強く推奨する。 

到達目標 

上位到達目標 

・推定統計によるデータ分析の原理、データ分析に必要なデータの前処理を理解できる。

・インターネット社会で生成されたデータを対象として、実践的なデータ分析に必要なプログラミングが Python を

用いて行える。 

最低到達目標 

・データ分析の基本となる機械学習の概要が理解できる。

・基本的なデータ収集および分析が Python を用いて行える。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 第 16 回の試験はオンタイムで受験すること。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画授業を視聴する場合は、次の授業の録画を視聴する前に視聴

すること。質問等は確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け

付ける。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、2 回の課

題レポートを提出すること。レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

授業計画を以下に示す。講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。各講義後に内容

のまとめを含む確認テストを受けること。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
序論：科目選択の判断ができるように、授業の位置づけ、目的と全体概要、各トピッ

クの概要について理解する。
[ハ(録)]

第 2 回 
クラスタリング：テキストを特徴量化する方法として Bag of Words, TF-IDF について

理解し、収集したテキストデータの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 3 回 
分類（Ⅰ）：データを分類する方法として、ロジスティック回帰および決定木、モデ

ルの評価方法として ROC 曲線、AUC について理解する。
[ハ(録)]

第 4 回 

分類（Ⅱ）：データを分類する方法として、ナイーブベイズ分類器、ランダムフォレ

スト、SVM、モデルの検証方法として交差検証法、グリッドサーチについて理解し、デ

ータセットの処理をとおして学ぶ。 

[ハ(録)]

第 5 回 
分類の応用（Ⅰ）：日本語テキストを特徴量化する方法として形態素解析について学

び、収集したテキストデータの処理をとおして分類について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 6 回 
分類の応用（Ⅱ）：画像 (MNIST)および音楽データに対する分類の適用について理解

し、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 7 回 
分類の応用（Ⅲ）：類似データから価格を予測、k 近傍法 (kNN), スケーリングについ

て理解し、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 8 回 
インターネットからのデータ収集：インターネットからデータを収集する方法として、

Web スクレイピングについて理解し、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 9 回 
ニューラルネットワーク：データを分類する方法として、パーセプトロンおよびニュ

ーラルネットワークの学習について理解し、データセットの処理をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 10 回 
分散表現：意味を単語同士の関係としてとらえる方法である分散表現について理解す

る。 
[ハ(録)]

第 11 回 
深層学習(CNN)を用いる画像分類について概要を理解し、データセットの処理をとおし

て学ぶ。 
[ハ(録)]

第 12 回 
深層学習(RNN)を用いる時系列データ分類について概要を理解し、データセットの処理

をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 13 回 
オートエンコーダを用いる異常検知について概要を理解し、データセットの処理をと

おして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 14 回 
敵対的生成ネットワークによる画像生成について概要を理解し、データセットの処理

をとおして学ぶ。 
[ハ(録)]

第 15 回 
Transformer、大規模言語モデル(LLM)について概要を理解し、データセットの処理を

とおして学ぶ。 
[ハ(録)]

試験 第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関して、筆記試験を実施する。 [ハ(オ)]

成績評価 
課題レポート（70%）、期末試験（30%）を基準として総合的に評価する。レポートの提出は締切を厳守すること。 

教科書・教材 
教科書は特に指定しない。講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 

Python 機械学習プログラミング PyTorch＆scikit-learn 編，Sebastian Raschka 他著，インプレス，2022． 

東京大学のデータサイエンティスト育成講座 Python で手を動かして学ぶデ―タ分析，塚本邦尊，山田典一，大澤

文孝著，マイナビ出版，2019． 

実践 自然言語処理, Vajjala 他著, オライリー・ジャパン, 2022． 

物体検出と GAN、オートエンコーダー、画像処理入門 PyTorch/TensorFlow2 による発展的・実装ディープラーニン

グ, チーム・カルポ, 秀和システム, 2021. 

物体・画像認識と時系列データ処理入門 [TensorFlow2/PyTorch 対応第 2 版] NumPy/TensorFlow2(Keras)/PyTorch

による実装ディープラーニング, チーム・カルポ, 秀和システム, 2021. 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 クラウドインフラ構築特論

教員名 小宮 光三 
(英文表記) Building a Cloud Infrastructure 

概要 

本授業では、サーバー演習室に設置された複数台の物理サーバーを用い、仮想化技術を基盤としたクラウドインフラの構

築と活用について、講義および演習を通じて学ぶ。 

計算資源・ネットワーク・ストレージの抽象化、仮想マシンやコンテナの管理、可用性やセキュリティを考慮したインフラ構

成など、IaaS を支える基本的な仕組みとソフトウェアアーキテクチャの理解を主眼とする。 

演習では、仮想化基盤ソフトウェア Proxmox VE を用い、Web ベースの管理インタフェースおよび CLI を活用しながら、仮

想マシンやコンテナの作成・管理、仮想ネットワークおよびストレージ構成の設計を実践的に行う。 

さらに、授業後半では、構築したプライベートクラウド基盤上に簡単な Web サービスを設計・構築し、インフラとアプリケー

ションの関係性や、実運用を想定したシステム活用の考え方について理解を深める。

目的・狙い 

本科目では、IaaS の仕組みやソフトウェアのアーキテクチャを理解し、基礎的な設計、ならびに活用の演習を通じて、シス

テムの動作確認および応用ができるようになることを目的とする。

あわせて、仮想化技術を基盤としたクラウドインフラの構成要素や設計上の考慮点を理解し、目的や要件に応じたインフ

ラ構成を検討できる基礎的な能力を養う。

修得できる知識単位: 

・（システム）Web システムの構築技術  レベル 3

・（システム）クラウドコンピューティングの基礎技術  レベル 4

・（システム）クラウドコンピューティングの構築技術  レベル 4

・（システム）クラウドコンピューティングの利用技術  レベル 4

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

• Linux の基本的なコマンド操作（CLI）を理解していること

• TCP/IP を中心としたネットワークの基礎知識を有していること

• 何らかのプログラミング言語による開発経験があることが望ましい

• 演習では SSH クライアントとして各自の PC を使用するため、Docker 等の仮想化技術を動作させることが可能な PC を持

参することが望ましい 

到達目標 

上位到達目標 

• IaaS を構成する仮想化、ネットワーク、ストレージの仕組みを理解し、要件に応じたクラウドインフラの構成を説明できる

• 仮想マシンやコンテナを用いたシステム構成について、ソフトウェアアーキテクチャの観点から設計意図を説明し、応用的

な活用方法を検討できる 

最低到達目標 

• 仮想化基盤を用いて仮想マシンおよびコンテナを作成・管理し、基本的なネットワークおよびストレージ設定を行うことがで

きる 

• 構築したインフラ環境上で簡単な Web サービスを配置・動作させ、その動作を確認できる

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

クラウドインフラの仕組みについて講義形式で実施する。

個別にクラウドインフラの基礎を、設計、実装する。 

グループでクラウドインフラを構築する。 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

授業で扱った内容について、公式ドキュメントや関連資料を用いて復習を行うこと。 

演習課題やチームプロジェクトについて、授業時間外での作業を適宜行うこと。 

授業時間外でもサーバ室は利用可能である。利用する際は事務局へ連絡すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本授業は、サーバー演習室での講義とグループ演習が中心となるため対面での出席が望ましいが、オンタイムでのリモート

出席も可とする。 

1 回の授業は 2 コマ連続（180 分）で行い、前半に講義を集中的に行い、後半は主に演習に充てる。 

演習は個人またはチーム単位で行い、試行錯誤を重視しながら、理解を深めていく。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 ガイダンス、仮想化技術およびクラウドインフラの概要 [対] 

第 2 回 サーバー演習室環境の説明、Linux 基盤環境の準備 [対] 

第 3 回 仮想化基盤ソフトウェアの構成と基本概念 [対] 

第 4 回 仮想化基盤のインストールおよび初期設定演習 [対] 

第 5 回 複数ノードによるクラスタ構成の理解 [対] 

第 6 回 クラスタ環境の構築演習 [対] 

第 7 回 仮想マシンおよびコンテナの作成と管理 [対] 

第 8 回 仮想マシンのライフサイクル管理（テンプレート、スナップショット等） [対] 

第 9 回 仮想ネットワークの構成と設計 [対] 

第 10 回 ストレージ構成とデータ管理の基礎 [対] 

第 11 回 Web サービス構築プロジェクトの設計 [対] 

第 12 回 チームによる Web サービス構築演習（1） [対] 

第 13 回 チームによる Web サービス構築演習（2） [対] 

第 14 回 構築環境の調整、動作確認、発表準備 [対] 

第 15 回 成果発表および授業全体の振り返り [対] 

試験 プレゼンテーション試験 [対] 

成績評価 
演習課題の評価(80%) 

プレゼンテーション試験でのコードレビュー(20%) 

教科書・教材 オンライン配布

参考図書 青山 尚暉 他著『Proxmox VE サーバー仮想化導入実践ガイド』インプレス、2025 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 IT 系科目群 
科目名 データマネジメント特論 

教員名 浪岡 保男 
(英文表記) Data Management 

概要 

社会や産業のデジタル化が進む中で、データそのものの価値も重要視されるようになっている。データ定義やデータマネジメ

ントのありようは、様々な産業における企業活動や、研究機関の研究活動を写している。本講義では、様々な業界の企業や

研究機関のデータについて学ぶことで、企業活動や研究活動におけるいわばビジネスモデルに触れる。更に、ビジネスモデ

ル企画会議(グループワーク)により、データマネジメントに関する理解を深めていく。

目的・狙い 

様々な産業、研究機関のデータについて、産業毎やデータの特性毎に、データの概要、データ使用上の条件、データ使用時

に求められる管理条件などについて解説するとともに、データを用いて行われた分析の例について解説する。これを受け

て、ビジネスモデル企画会議(グループワーク)を行い各グループで(簡易的な)ビジネス企画書を作成することで、ビジネス課

題ドリブンなデータの発生(生成)、蓄積、分析を提案する。各グループの提案をプレゼンし、他のグループと質疑を行う。以

上の講義を繰り返すことで、実社会におけるビジネス課題の抽出法と、ビジネス課題を解決するためのデータ定義とデータ

マネジメントを学習する。

修得できる知識単位： 

（戦略）市場機会の評価と選定（レベル 4） 

企業活動（レベル 4） 

（システム）データベースの利用技術（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特に設けないが、データベース特論、データ分析特論、データ分析実践特論のうち 1 つ以上を履修することを推奨する。 

到達目標 

上位到達目標 

・データ定義を見ただけで、データマネジメント、ビジネスモデルを伺い知ることができるようになる。

・未経験の分野でもデータを読み取って、ビジネス課題の改善を提案できる。

最低到達目標 

・様々な業界におけるデータのありようとその理由について概要が理解できる。

・各業界で取り入れられているデータ分析の概要を理解できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画授業を視聴する場合は、次の授業の録画を視聴する前に視聴

すること。質問等は確認テスト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け

付ける。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

講義への参加および学習内容の理解を確認するため、ビジネスモデル企画会議(グループワーク)でまとめるビジネス企画

書に、各自が提案した部分を追記して、各講義後に提出すること。レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めな

い。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

授業計画を以下に示す。講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。各講義後にグルー

プワークでまとめた資料の提出をもって確認テストとする。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
序論：科目選択の判断ができるように、授業の位置づけ、目的と全体概要、各トピックの概

要、講義の進め方について理解する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
製造業における製造ビッグデータと、その構造、基本的な分析等について解説し、データマ

ネジメントに関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。
[ハ(録)]

第 3 回 
製造業における生産管理に関するデータならびに活用について解説し、データマネジメント

に関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 4 回 
製造業における品質保証に関するデータならびに活用について解説し、データマネジメント

に関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 5 回 
E コマースにおけるデータとその構、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに

関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 6 回 
献立レシピデータとその構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに関する

グループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 7 回 
アンケート調査データとその構、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに関す

るグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 8 回 
住宅賃貸に関わるデータとその構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメント

に関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 9 回 
法律関係のデータとその構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに関す

るグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 10 回 
医療系データとその構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに関するグ

ループワーク・まとめ発表により理解を深める。
[ハ(録)]

第 11 回 
知識グラフとそのデータ構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに関する

グループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 12 回 
トラベル関係のデータとそのデータ構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメ

ントに関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。
[ハ(録)]

第 13 回 
名簿管理データとそのデータ構造、基本的な分析等について解説し、データマネジメントに

関するグループワーク・まとめ発表により理解を深める。 
[ハ(録)]

第 14 回 
音声データリポジトリとそのデータ構造について解説し、グループワーク・まとめ発表により

理解を深める。 
[ハ(録)]

第 15 回 
マルチモーダル対話リポジトリとそのデータ構造について解説し、グループワーク・まとめ発

表により理解を深める。 
[ハ(録)]

試験 なし 

成績評価 

グループワークで作成したビジネス企画書に、各自が提案した部分を追記したレポート（3 回）を基準として総合的に評価す

る。レポートの提出は締切を厳守すること。また、同一グループの複数メンバ間で提案箇所が重なる場合は、各自の貢献が

判別できるように記載すること。 

教科書・教材 教科書は特に指定しない。講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 
DXを成功に導くデータマネジメント データ資産価値向上と問題解決のための実務プロセス75, データ総研, 小川 康二, 伊

藤 洋一, 翔泳社, 2021. 
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Ⅱ エンタープライズ系科目群 

コミュニケーション技術特論

情報アーキテクチャ特論 2

情報アーキテクチャ特論 3

情報システム特論 2

情報ビジネス特別講義 1

情報ビジネス特別講義 3

サービスサイエンス特論



コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 エンタープライズ系科目群
科目名 コミュニケーション技術特論

教員名 藤田 聡 
(英文表記) Communication and Presentation 

概要 

人間は関係性の生き物である。他者にわかりやすく伝え、理解してもらうことは、ビジネスパーソンは勿論、社会を構成す

る一員として極めて重要である。本講義では、様々なコミュニケーションの事例分析を踏まえ、ロジカルシンキング等のスキ

ルとしてのコミュニケーションについて演習を通して学び、広くビジネスや学修で役立てるための実践力を身につける。

目的・狙い 

本講義の目的は、実社会におけるコミュニケーションの実践的スキルの基盤習得である。そのため、 (1)コミュニケーショ

ン事例の分析、(2)コミュニケーション技法の習得、(3)グループでの演習とプレゼンテーションを通し、論理的かつコンテキスト

を考慮したコミュニケーションの知識とスキルを習得する。 

講義のはじめは個人演習からであるが、多くはグループ演習を要しており、その演習を通してもコミュニケーションスキル

の習得が図られることを狙っている。授業にあたっては積極的な参加と活発なグループコミュニケーションを期待する。 

修得できる知識単位: 

・（支援活動） 人材育成・教育・研修（レベル４）

・創造力（レベル４）

・実行・実践力（レベル４）

・コミュニケーション力（レベル４）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし。 

到達目標 

上位到達目標 

実社会、ビジネスにおける様々な組織のコミュニケーション形態を理解し、実践できる。 

ロジカルシンキングやコミュニケーションデザイン技術を使い、伝えたい相手が内容を理解し、相手に何らかの行動変容を促

すことができる。 

最低到達目標 

組織のコミュニケーション形態を理解し、他者に説明できる。 

ロジカルシンキングやコミュニケーションデザインの技法を理解し、他者に説明できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ グループの最終発表を行う。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ ビデオ学習の復習と演習を中心に行う。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

録画講義で、基本知識を習得する。 

録画講義は、事前に視聴し、その後の授業に支障がないようにして

おく。 

授業外の学習 
授業で示すトレーニング課題に取り組む。テキストや参考図書について学習する。 

次回の対面講義までに質問事項などを準備して、対面講義に臨む。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

次に示す計画に従って授業を行うが、履修者の理解度などを勘案し、授業計画を変更する場合もある。 

82



授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

ガイダンス 

・受講の狙い、全体概要、注意事項

・受講者の簡単な自己紹介

[ハ(オ)]

第 2 回 

コミュニケーションとは？

・自分自身とのコミュニケーション

・ステークホルダーマネジメント

[録] 

第 3 回 
録画講義の補足解説 

個人演習、発表、チームビルディング 
[ハ(オ)]

第 4 回 

企業によるコミュニケーション 

・コミュニケーション媒体

・統合報告書、IR、有価証券報告書

[録] 

第 5 回 

録画講義の補足解説 

グループ演習、発表 

・企業のケース分析

[ハ(オ)]

第 6 回 
顧客サービスにおけるデジタルコミュニケーション 

・コミュニケーション視点からの DX
[録] 

第 7 回 

録画講義の補足解説 

グループ演習、発表 

・顧客サービスのケース分析

[ハ(オ)]

第 8 回 

合理的技法 ロジカルシンキング 

・推論、フェルミ推定

・MECE、ロジックツリー(Why Tree)

[録] 

第 9 回 

録画講義の補足解説 

グループ演習 

・最終発表に関する課題検討

[ハ(オ)]

第 10 回 
合理的技法 ロジカルシンキング 

・ピラミッドストラクチャー(So What?/ Why so?)
[録] 

第 11 回 

録画講義の補足解説 

グループ演習 

・最終発表に関する課題の構造化

[ハ(オ)]

第 12 回 
場の設計技法 コミュニケーションデザイン 

・会議, プレゼンテーションの設計
[録] 

第 13 回 

録画講義の補足解説 

グループ演習 

・最終発表準備

[ハ(オ)]

第 14 回 
授業総括 

・最終発表準備
[録] 

第 15 回 
プレゼンテーション 

・グループ演習の成果（課題分析結果）について発表
[対] 

試験 レポート試験 その他 

成績評価 
各講義課題（レポート、演習）30%、グループによるプレゼンテーション 30%、最終課題（レポート）40%を基本とし、授業への貢

献度を勘案して総合的に評価する。なお、レポート等の提出は締め切り厳守とする。 

教科書・教材 講義資料は LMS で配布する。 

参考図書 授業内で適宜紹介する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 エンタープライズ系科目群
科目名 情報アーキテクチャ特論 2 

教員名 庄司 敏浩 
(英文表記) Business Analysis 

概要 

 企業活動には常に変化することが求められる。適切な変化を遂げられない企業は存続することはできない。環境変化及び

市場や顧客のニーズに基づいて適切な活動を持続するために必要なソリューションを導くための活動がビジネスアナリシス

である。IIBA(International Institute of Business Analysis TM)が策定した、世界で最も普及しているビジネスアナリシス体系で

ある BABOK ガイド(A Guide to the Business Analysis Body of Knowledge)に基づいたビジネスアナリスを理解するとともに、

ビジネス・アナリストとしての基本スキルを身に付ける。 

目的・狙い 

 BABOK ガイド(A Guide to the Business Analysis Body of Knowledge)に基づいたビジネスアナリスを学ぶ。また、ここに定

義されている六つの知識エリアに含まれるタスクを遂行するために必要な知識とスキルを身に付ける。 

修得できる知識単位:  

（戦略） 市場機会の評価と選定（レベル 4） 

（戦略） システム戦略立案手法（レベル 4） 

（戦略） コンサルティング手法（レベル 4） 

（企画） システム企画立案手法（レベル 3） 

（企画） 要求分析手法（レベル 4） 

（企画） セールス事務管理手法（レベル 4） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

企業でのビジネス経験を有していることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

CIO としての役割・責任を果たすことができるレベル。 

IIBA (International Institute of Business Analysis TM)が認定する専門職の資格である CBAP (Certified Business Analysis 

Professoinal)が得られるレベル。 

（90 点以上の成績） 

最低到達目標 

ビジネスアナリシスの専門性を理解し、ビジネス・アナリストのタスクのうちいくつかを実践できるレベル。 

IIBA (International Institute of Business Analysis TM)が認定する専門職の資格である ECBATM(Entry Certificate in Business 

AnalysisTM)が得られるレベル。（60 点以上の成績） 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
BABOK ガイドの内容に沿って講義する。 

ディスカッションを行う。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ BABOK ガイドの内容に沿って講義する。 

授業外の学習 
1000 字程度のレポートを何回か出す。レポートのための調査・執筆に時間をかけること。 

期日までに必ず提出すること。提出されたレポートはこの講義の履修者に公開する。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

対面型の授業では、グループでの演習やディスカッションを行う。 

15 回の講義後に筆記試験を行う。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 ビジネスアナリシスが必要な背景とビジネスアナリシスの主要コンセプト [ハ(オ)]

第 2 回 
ビジネスアナリシスの計画とモニタリング（1） 

・知識エリアとタスクの説明
[録] 

第 3 回 
ビジネスアナリシスの計画とモニタリング（2） 

・タスクの実践と主要テクニックの活用
[ハ(オ)]

第 4 回 
戦略アナリシス(1) 

・知識エリアとタスクの説明
[録] 

第 5 回 
戦略アナリシス(2) 

・タスクの実践と主要テクニックの活用
[ハ(オ)]

第 6 回 
引き出しとコラボレーション(1) 

・知識エリアとタスクの説明
[録] 

第 7 回 
引き出しとコラボレーション(2) 

・タスクの実践と主要テクニックの活用
[ハ(オ)]

第 8 回 
要求アナリシスとデザイン定義(1) 

・知識エリアとタスクの説明
[録] 

第 9 回 
要求アナリシスとデザイン定義(2) 

・タスクの実践と主要テクニックの活用
[ハ(オ)]

第 10 回 
ソリューション評価(1)

・知識エリアとタスクの説明
[録] 

第 11 回 
ソリューション評価(2)

・タスクの実践と主要テクニックの活用
[ハ(オ)]

第 12 回 
要求のライフサイクルマネジメント(1) 

・知識エリアとタスクの説明
[録] 

第 13 回 
要求のライフサイクルマネジメント(2) 

・タスクの実践と主要テクニックの活用
[ハ(オ)]

第 14 回 
基礎コンピテンシー(1) 

・ビジネス・アナリストに必要な基礎コンピテンシーの説明
[録] 

第 15 回 
基礎コンピテンシー(2) 

・ビジネス・アナリストに必要な基礎コンピテンシーの実践
[ハ(オ)]

試験 第 15 回の講義終了後に試験を行う。試験を同等のレポート提出とする場合もある。 [ハ(オ)]

成績評価 
最終試験 40%、レポート 30%、授業中の演習やディスカッションの内容 30%を基準として、ビジネスアナリシスに関する理解

度を総合的に評価する。 

教科書・教材 
ビジネスアナリシス知識体系ガイド Version3.0 書籍:9,900 円，PDF 版;7,150 円 

＜IIBA 日本支部 Bookstore（http://store.iiba-japan.org/）にて購入可能＞ 

参考図書 

ビジネスアナリシス知識体系ガイド アジャイル拡張版 V2  

書籍：4,950 円＜アマゾンにて購入可能＞ 

PDF 版：3,525 円 ＜IIBA 日本支部 Bookstore（http://store.iiba-japan.org/）にて購入可能＞ 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 エンタープライズ系科目群
科目名 情報アーキテクチャ特論 3 

教員名 髙橋 潤 
(英文表記) Information System Modeling 

概要 

本授業では、情報システムにおけるソフトウェアシステムの構造や振る舞いを視覚的に表現するためのモデリング手法に

ついて学ぶ。国際的に標準化されたモデリング言語である UML（ISO/IEC 19505）、BPMN（ISO/IEC 19510）を中心としたオブ

ジェクト指向モデリングの基本的な表記法とプロセスを体系的に解説する。 

この手法を身に付けるためには、モデル化対象領域の分析及び分析結果として得られる要素の総合、帰納的手法と演繹

的手法の組み合わせ、抽象度や粒度の調整など、高度に知的な頭脳作業としての概念操作・概念構築の能力を涵養しなく

てはならない。本授業では、まず、モデルを記述するための表記法について取り上げる。次に、具体的に情報システムのア

ーキテクチャを記述する演習を行う。これらを繰り返すことでモデリング能力の向上を図る。 

目的・狙い 

ビジネスアナリシスをベースとしたプロセスを対象としてモデリングを統合的に学ぶことで、情報システム開発だけでなく上

流工程のビジネス領域まで幅広く適用し、エンタプライズ・アーキテクトとしてモデリング手法を活用できるようになることを目

的とする。 

モデリング手法として、ビジネスレベルのモデルの定義、情報システムのアーキテクチャ記述、ソフトウェアの設計などを対

象として主に UML（ISO/IEC 19505）を取り上げる。UML のダイアグラムは、アクティビティ図、シーケンス図、ステートマシン

図、ユースケース図、クラス図などを解説する。 

修得できる知識単位:  

- （企画） 要求分析手法（レベル４） 

- （実装） アーキテクチャ設計手法（レベル４） 

- （開発） システムアーキテクティング技術（レベル４）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・情報システムの構築・運用等に関連する実務経験があることが望ましい

・論理的思考が基礎的なスキルとして必要となるため、コミュニケーション技術特論の受講経験があることが望ましい

・ビジネスプロセス分析の知識を前提とするため、情報アーキテクチャ特論２の受講経験があることが望ましい

到達目標 

上位到達目標 

・ビジネス要求からシステム要件・アーキテクチャまでを一貫して捉え、UML を用いて概念レベルのモデリングを実施できる

・モデリング手法を通じて、要求の明確化・利害調整・リスクの可視化ができ、レビューやファシリテーションの場を適切に進

行できる 

最低到達目標 

・UML によるモデルの表記法とモデリングプロセスについて理解する

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 演習 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ ガイダンス、講義 

授業外の学習 録画教材の視聴と、授業中に指定した課題に取り組む。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

次に示す計画に従って授業を行うが、履修者の理解度などを勘案し、授業計画を変更する場合もある。 

講義と個人演習を中心に、UML の表記法とモデリングプロセスを段階的に学ぶ。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

ガイダンス・モデリングの全体像 

・ガイダンス

・モデルとモデリングとは何か

・UML、BPMN、その他モデリングの概要

・論理的思考とモデリング

[ハ(オ)]

第 2 回 

UML ダイアグラムの概要 

・UML ダイアグラムの分類

・構造ダイアグラム(Structure Diagrams)

・振る舞いダイアグラム(Behavior Diagrams)

・相互作用ダイアグラム(Interaction Diagrams)

[ハ(オ)]

第 3 回 

ビジネスアナリシスと要求定義のフレームワーク 

・ビジネス分析

・UML アクティビティ図の表記法（タイムレーン、分岐/並列）

・BPMN プロセス図の表記法（イベント／タスク／ゲートウェイ／プール・レーン）

・UML と BPMN の比較と使い分け

・モデリングによる業務プロセスのケース分析

[ハ(オ)]

第 4 回 

モデリングの失敗事例分析とアジャイル開発への適用

・モデリングの失敗事例

・プロセス・方法論的失敗事例

・「人間的要因」による失敗事例

・アジャイル開発への適用

[ハ(オ)]

第 5 回 
モデルの表記法(1)：アクティビティ図

・アクティビティ図
[録] 

第 6 回 
モデリング演習(1)：アクティビティ図の演習

・アクティビティ図に関する演習
[ハ(オ)]

第 7 回 
モデルの表記法(2)：シーケンス図

・シーケンス図
[録] 

第 8 回 
モデリング演習(2)：シーケンス図の演習

・シーケンス図に関する演習
[ハ(オ)]

第 9 回 
モデルの表記法(3)：ステートマシン図

・ステートマシン図
[録] 

第 10 回 
モデリング演習(3)：ステートマシン図の演習

・ステートマシン図に関する演習
[ハ(オ)]

第 11 回 
モデリング演習(4)：ユースケース図

・ユースケース図
[録] 

第 12 回 
モデリング演習(4)：ユースケース図の演習

・ユースケース図に関する演習
[ハ(オ)]

第 13 回 
モデルの表記法(5)：ロバストネス図

・ロバストネス図
[録] 

第 14 回 
モデルの表記法(5)：ロバストネス図

・ロバストネス図に関する演習
[ハ(オ)]

第 15 回 

総括 

・レポート成果紹介

・総括、モデリングスキルの今後の伸ばし方

[ハ(オ)]

試験 レポート試験

成績評価 

次の観点から総合的に評価する。 

・授業で取り上げたモデリングに関する理解度

・UML によるモデルの記述に関する理解度

・その他、授業に対する貢献度

等。評価の対象となる成果物は、 

・UML によるモデリング課題

・個人レポート（最終試験として実施）

とする。評価基準は、評価 5 が履修者数の 10〜25%未満となるよう設定する。 

教科書・教材 特定の教科書は指定しない。講義資料を LMS にて配布する。 

参考図書 
授業内で随時紹介する。 

・Fowler, M.『UML モデリングのエッセンス 第 3 版』翔泳社
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 エンタープライズ系科目群

科目名 情報システム特論 2 

教員名 亀井 省吾 
(英文表記) 

Information Systems and Business 

Process 

概要 

 将来、CXO、マネジメントとして自社のしごとの仕方を変えていこうする人、コンサルタントとしてのお客様（企業）に

BPR(Business Process Reengineering）を提案しようとする人が必要とする思考方法、発想法、考え方スキルを学ぶことを目

的とする。 

 各分野での現状の問題に対する事業開発・事業改革の提案・設計を行う。ビジネス環境の変化に伴い、ステークホルダー

のニーズを満たすために新しい事業（仕事）のやり方が必要になる。テクノロジー(IT)の進歩が破壊的技術として今まででき

なかったことを可能にしている。それを活用した変化しつつあるビジネス環境に合った新しい事業設計を行い、現在の仕事

のやり方のどこを変えるべきかを特定する。変えるべきことをマネジメントに説得するための論理を構成する。特定のマネジ

メントを対象に説得を目的としたプレゼンテーションを行う。

与えられた事例に対して、チームで検討し、結果をプレゼンテーションする。3 つの事例を対象にする。1 チームは 3～5 名

で構成する。初回にチーム分けをするので履修者は必ず参加すること。初回のチーム分け完了以降での脱退（履修放棄） 

及び履修追加は認めない。 

目的・狙い 

 3～5 名のチームで与えられた事例（ケース）を多角的に検討する。ケースに書かれた内容を前提とするが、不足している

情報はチームで独自に収集する。仮説・検証の考え方が求められる。自分の考え方と他メンバーとの考え方に違いがあっ

た場合に、なぜ自分は他メンバーと違う発想をしたかについて自省することが教育の基本になる。他メンバーがどのように

考えているかを聞き出すケーパビリティが重要である。チームとしてひとつの結論に至る必要があるが、チームメンバー全

員がその結論に至った理由を同じように説明できることが求められる。良いチーム成果を出すことだけが教育目的ではな

い。チームメンバー全員が誰でもチーム成果を説明でき、質問に答えられることが要請される。チーム活動終了時、各メン

バーは他メンバーに対してアドバイスを行う。チーム活動はグループウェアを用い、すべてのコミュニケーションがチーム全

員にわかるようにする。 

複数のチームが同じケースに対して異なった結論を出している場合は、その違いが生じた理由についてクラス全体で議

論する。チームが検討した内容で触れるべきなのに触れていない事柄について教員が指摘し、なぜ検討しなかったかをク

ラス全体で議論する。チームとして最も良いと思われる新しい事業（仕事）のやり方を提言する。特定のマネジメントを対象

に、説得を目的としたプレゼンテーションを実施する。なぜその提案がいいかを論理的に説明し説得性があるかどうかが極

めて重要である。 

修得できる知識単位:  

（戦略） 市場機会の評価と選定（レベル 4） 

（戦略） マーケティング（レベル 4） 

（戦略） 製品・サービス戦略（レベル 4） 

（戦略） 販売戦略（レベル 4） 

（戦略） システム戦略立案手法（レベル 3） 

（戦略） コンサルティング手法（レベル 4） 

（企画） システム企画立案手法（レベル 3） 

（企画） 要求分析手法（レベル 3） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識等） 

企業での仕事の経験、ビジネス経験があるのが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

ビジネスを分析し、あるべき姿としての事業アーキテクチャを独力で設計できる。 

最低到達目標 

事業アーキテクチャを設計するタスクのチームメンバーとして、チームに貢献できる。 

授業実施形態 

（単一または複数か

ら構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

遠隔での出席可。グループワーク（3～4 名程度のグループによる協

働作業）、グループ討議、クラス討議を行う。学生による授業参加を

特に期待する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 
第 15 回の授業は録画のみ。授業で指定された視聴確認で出席扱い

とする。 

授業外の学習 

与えられたケースについて、情報収集・分析、プレゼンテーションの準備など、チーム活動を行う上で必要な事前に行うべき

個人活動を行う。1 ケースについて 8 時間以上の授業外活動が必要である。個人の活動内容と活動時間はグループウェア

上に記録を残す。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の特

徴） 

当科目はケース毎に、イントロダクション講義、チーム討議、発表・クラス討議、解題講義から構成される。授業計画を以下

に示す。学生の興味、履修者数等から、内容及び順序は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 学生が科目選択の判断ができるように、授業の目的と概要を説明する。 [ハ(オ)]

第 2 回 
ケース１の配布とイントロダクション講義（オープンイノベーション理論などケース１に関する

インプット講義）を実施した後、チームビルディングを行う。
[ハ(オ)]

第 3 回 ケース１についてチーム討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 4 回 ケース１についてゲスト講義を実施する。 [ハ(オ)]

第 5 回 ケース１について発表・クラス討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 6 回 
ケース１について解題講義を実施した後、ケース２の配布とイントロダクション講義（CSV 理

論などケース２に関するインプット講義）、チームビルディングを行う。 
[ハ(オ)]

第 7 回 ケース２についてチーム討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 8 回 ケース２についてチーム討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 9 回 ケース２について発表・クラス討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 10 回 
ケース２について解題講義を実施した後、ケース３の配布とイントロダクション講義（プラット

フォーム理論などケース３に関するインプット講義）、チームビルディングを行う。
[ハ(オ)]

第 11 回 ケース３についてチーム討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 12 回 ケース３についてチーム討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 13 回 ケース３について発表・クラス討議を実施する。 [ハ(オ)]

第 14 回 ケース３について解題講義を実施する。 [ハ(オ)]

第 15 回 総まとめ講義を実施する。 [録] 

試験 実施しない。 

成績評価 

ケース 1 のチーム報告（チームとして評価するが、個人の役割・貢献を加味することがある）（15%）

ケース 2 のチーム報告（チームとして評価するが、個人の役割・貢献を加味することがある）（15%）

ケース 3 のチーム報告（チームとして評価するが、個人の役割・貢献を加味することがある）（15%）

個人活動内容（25%） 

他メンバーへのアドバイス（15%） 

クラス議論での参画度合（15%）

教科書・教材 教科書は特に指定しない。ケース資料を配布する。 

参考図書 必要に応じて指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 エンタープライズ系科目群
科目名 情報ビジネス特別講義 1 

教員名 六川 浩明 
(英文表記) Data Business Laws 

概要 

 本授業では、情報ア―キテクトにとって特に重要な法律であると考えられる、個人データ保護、プライバシ―、情報法、著

作権法、会社法、金融商品取引法等の分野についての重要な基礎的知識について授業を行う。 

2003 年に日本で成立した個人情報保護法は、2015 年、2020 年、2021 年に大幅に改正された。2013 年に成立した番号法

には我が国で初めて PIA 条項が設けられた。 

1995 年から適用された EU デ―タ保護指令（Data Protection Directive 95）に代わり 2018 年 5 月 25 日から EU「一般デ―

タ保護規則（General Data Protection Regulation: GDPR）が適用されている。これは欧州経済領域（European Economic

Area：EEA 、EU 加盟国 28 カ国、ノルウェ―、アイスランド、リヒテンシュタイン）と個人デ―タをやり取りする日本のほとんど

の企業や機関・団体が適用対象となり、同規則への違反行為には高額の制裁金が科されるリスクもある。 

本授業では、国内外の最新の立法動向を注視しつつ、ケ―スをとりあげるなどして、参加型の授業を行い、授業参加者の

法的考え方の醸成に取り組む。 

目的・狙い 

当科目では、情報ア―キテクトにとって特に学ぶべき以下の事項・法令の理解・修得を目的とする。 

・個人データ保護

・プライバシ―

・情報法

・著作権法

・会社法

・金融商品取引法

修得できる知識単位: 

・企業活動（レベル 4）

・法規・基準・標準（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

情報セキュリティ関連の授業を受講済みあるいは併行して受講することが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

法的問題を含む具体的事例が提示されたとき、具体的な法令等を適用して事例の解決の方向性を示し得るようになること。 

最低到達目標 

法的問題を含む具体的事例が提示されたとき、それに適用され得る具体的法令等を指摘できるようになること。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 本授業は、教員と受講生の双方向的なケ―スメソッド方式で行う。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

上記概要に記載したとおり。 

90



授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
個人情報保護法制の変遷。各行政官庁の個人情報保護ガイドライン、JIS 等の説明。 

プライバシ―、名誉、個人情報、個人データの区分 
[ハ(オ)]

第 2 回 同上 [ハ(オ)]

第 3 回 著作権法、デジタル著作物の保護、AI と著作権 [ハ(オ)]

第 4 回 同上 [ハ(オ)]

第 5 回 企業情報の保護、企業秘密の保護、不正競争防止法、E 文書法 [ハ(オ)]

第 6 回 同上 [ハ(オ)]

第 7 回 独占禁止法、不公正取引方法、優越的地位の濫用、下請法から中小受託取引適正化法へ [ハ(オ)]

第 8 回 同上 [ハ(オ)]

第 9 回 
企業情報の開示制度、インサイダー取引、ネット空間での風評被害対策と裁判例の紹介

（発信情報開示請求、裁判所への投稿記事削除仮処分の申立て） 
[ハ(オ)]

第 10 回 同上 [ハ(オ)]

第 11 回 2020 年民法の大改正、契約法に関する基本制度、英文契約の基本 [ハ(オ)]

第 12 回 同上 [ハ(オ)]

第 13 回 現代社会での先端技術が適用される場面における法的制度 [ハ(オ)]

第 14 回 同上 [ハ(オ)]

第 15 回 労働法改正、労働法関連制度 [ハ(オ)]

試験 最終試験 [ハ(オ)]

成績評価 最終試験 80%、授業時の発言 20% 

教科書・教材 3Q 開始前に指定する。 

参考図書 

神田知宏著『インターネット削除請求・発信者情報開示請求の実務と書式 第 2 版』（日本加除出版、2023 年） 

小向太郎著『情報法入門 第 6 版』（NTT 出版、2022 年） 

独立行政法人情報処理推進機構(IPA)著『情報セキュリティ読本 六訂版』（実教出版、2022 年） 

瀬戸洋一他著『情報セキュリティ概論』（日本工業出版、2019 年） 

小向太郎・石井夏生利著『概説 GDPR』（NTT 出版、2019 年） 

宍戸常寿編著『新・判例ハンドブック 情報法』（日本評論社、2018 年） 

関述之・小川直人編著『インターネット関係 仮処分の実務』（金融財政事情研究会、2018 年） 

一般財団法人日本情報経済社会推進協会編『JISQ15001:2017 対応 個人情報保護マネジメントシステム導入・実践 ガイ

ドブック』（日本規格協会、2018 年） 

吹田智章著『暗号技術の教科書』（ラトルズ、2018 年） 

渡邊涼介著『企業における 個人情報・プライバシー情報の利活用と管理』（青林書院、2018 年） 

瀬戸洋一著『実践的プライバシーリスク評価技法』（近代科学社、2014 年） 

瀬戸洋一・伊瀬洋昭・六川浩明・新保史生・村上康二郎『プライバシー影響評価 PIA と個人情報保護』（中央経済社、2010

年） 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 エンタープライズ系科目群
科目名 情報ビジネス特別講義 3 

教員名 川名 周 
(英文表記) IT Strategy & Marketing 

概要 

企業活動での IT 戦略及びマーケティングを効果的に活用していくマネジメント力が強く求められている。 

当科目では、IT 戦略、マーケティング等を体系的、実践的に学び、どのようにマネジメントするかを理解する。具体的に

は、STP、4P といった基本概念から始まり、競争戦略、商品開発、マーケティングリサーチ、マーケティングコミュニケーション

等に触れていく。後半には、近年発達するデジタルマーケティングも考察する。特に実務での事例をベースに体系的に網羅

された内容と演習によって、IT 戦略、マーケティングのマネジメント（幹部）、IT 担当役員（CIO）、事業担当役員、起業家として

の役割を実践できる人材を養成する。 

目的・狙い 

マーケティングの基礎から実務、そして、最新トピックスまで学ぶ。

マーケティング実務に関わったことが無い者にも、講義と演習を通して、体得型の理解を進める。IT ストラテジスト、プロジェ

クトマネージャーとして、企業内で対面・関係するマーケターと、共通言語で話せるようになる。

修得できる知識単位:  

（戦略） 市場機会の評価と選定 レベル 4 

（戦略） マーケティング レベル 4 

（戦略） 製品・サービス戦略（システム） レベル 4 

（戦略） コンサルティング手法 レベル 4 

（戦略） 業務動向把握手法 レベル 4 

（企画） セールス事務管理手法 レベル 2 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

マーケティング実務経験の有無は問わない。

ただし、マーケティングコミュニケーションや広告に触れるので、日本語の読み書きに堪能であること。 

到達目標 

上位到達目標 

「マーケティング」とは何かの感覚やセンスが身に付く。実務でより一つ上のマーケティングにチャレンジできる。情報アーキ

テクチャを進める上で、IT ストラテジストとしてマーケティング要素を武器として加えられ、より成功確率の高い事業を行え

る。 

最低到達目標 

マーケティングの概念理解、マーケティング・マネジメントの基礎概念理解。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

遠隔での出席可。グループワーク（4～5 名程度のグループによる協

働作業）、クラス討議、試験を行う。学生による授業参加を特に期待

する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

個人ワーク宿題時には、MANABA 上にレポートや自由記述アンケートを提出。 

グループ演習時、最終週のプレゼンテーションまでの期間は MANABA-プロジェクト機能を使い、オンライン、オフライン討議

を行ない、グループ全員でプレゼンテーションを仕上げていく。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本科目は、講師（ゲスト講師）よりの講義、グループワーク、クラスディスカッション、受講生によるプレゼンテーションから構

成される。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

オリエンテーション：講義目的及び１５回講義の進行についての概略。

マーケティングとは：その歴史／マーケティングの定義／マーケティングマネジメントとは ＜

マーケティング＞

[ハ(オ)]

第 2 回 

IT ストラテジーとマーケティングの関係：「CMO と CIO」 

マーケターとは（１）：プロフェッショナルマーケターのドキュメント番組を使っての討議 ＜マ

ーケティング＞ 

[ハ(オ)]

第 3 回 
マーケティングリサーチ：その種類と実際 ＜業務動向把握手法＞ ＜市場機会の評価と選

定＞ 
[ハ(オ)]

第 4 回 

ビジネスケース（１）：商品開発と市場導入 ＜製品・サービス戦略＞ 

マーケターとは（２）：プロフェッショナルマーケターのドキュメント番組を使っての討議 ＜マ

ーケティング＞ 

[ハ(オ)]

第 5 回 
マーケティング基本戦略(1)：３C,SWOT,STP,4P ＜業務動向把握手法＞ ＜市場機会の評

価と選定＞ ＜コンサルティング手法＞ 
[ハ(オ)]

第 6 回 
マーケティング基本戦略(2)：３C,SWOT,STP,4P ＜業務動向把握手法＞ ＜市場機会の評

価と選定＞ ＜コンサルティング手法＞ 
[ハ(オ)]

第 7 回 

個人課題：オリエン ＜業務動向把握手法＞ ＜市場機会の評価と選定＞ ＜コンサルティ

ング手法＞

競争地位戦略：競争ポジションによる戦略定石 ＜コンサルティング手法＞ 

[ハ(オ)]

第 8 回 マーケティングコミュニケーション戦略（１）：競争地位によるメッセージ戦略 [ハ(オ)]

第 9 回 
個人課題：プレゼンと講評 ＜業務動向把握手法＞ ＜市場機会の評価と選定＞ ＜コン

サルティング手法＞
[ハ(オ)]

第 10 回 

エンゲージメント：その概念、エンゲージメント型マーケティング、トラッドマーケティングコミュ

ニケーションとデジタルマーケティングコミュニケーションの融合 ＜マーケティング＞

マーケティングコミュニケーション戦略（２）：エンゲージメント型メッセージ戦略 ＜マーケティ

ング＞

[ハ(オ)]

第 11 回 

グループ演習（１）：オリエンテーション ＜マーケティング＞ 

デジタルマーケティング（１）：ターゲティング広告等運用型インターネット広告の仕組み ＜

マーケティング＞

[ハ(オ)]

第 12 回 

デジタルマーケティング（２）：クッキー規制等プライバシー倫理とその方向性 ＜マーケティ

ング＞

グループ演習（２）：グループワーク 

[ハ(オ)]

第 13 回 
マーケティングミックスモデリング：科学（ビッグデータ）による４p分配。＜マーケティング＞＜

コンサルティング手法＞
[ハ(オ)]

第 14 回 グループ演習（３）：グループワーク [ハ(オ)]

第 15 回 
グループ演習（４）：プレゼンテーションと講評 ＜市場機会の評価と選定＞＜マーケティング

＞＜コンサルティング手法＞ 
[ハ(オ)]

試験 
これまでの講義を振り返り、総括する。第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する筆記

試験を行う。 
[ハ(オ)]

成績評価 毎回のワークシート（30 点）／個人レポート(10 点)／グループワーク参加貢献度（30 点）／最終試験（30 点） 

教科書・教材 教材を適宜 Manaba 上等で配布する。 

参考図書 

「コトラー&ケラーのマーケティング・マネジメント 第 12 版」 Philip Kotler /Kevin Lane Keller 丸善出版 2014 年 

「自分ごとだと人は動く」博報堂 DY グループ エンゲージメント研究会著 ダイヤモンド社 2009 年 

「本当のブランド理念について語ろう」 ジム・ステンゲル著 CCC メディアハウス 2013 年 
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Ⅲ システム開発系科目群 

ソフトウェア⼯学特論

フレームワーク開発特論

セキュアプログラミング特論

クラウドサーバ構築特論

情報セキュリティ特別講義 2

アジャイル開発⼿法特論

コラボレイティブ開発特論



コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 システム開発系科目群
科目名 ソフトウェア工学特論

教員名 追川 修一 
(英文表記) Software Engineering 

概要 

 高品質なソフトウェアを効率的に開発する手法や技法について体系的に学習する。まず主要なソフトウェア開発プロセスと

して規範的プロセスとアジャイルプロセスをとりあげる。続いて開発プロセスの理解を踏まえ、ソフトウェアライフサイクルの主 

要なアクティビティにおいて必要とされる基本的な知識について学習する。主要な項目についてグループで議論を行うこと

で、理解を深める。以上の学習を通じて、ソフトウェア工学の重要な概念を体系的に把握し、ソフトウェア開発のリーダとして

の素養を習得することを目指す。 

目的・狙い 

高品質なソフトウェアを効率的に開発するためには、開発課題に適したソフトウェアプロセスを設計し、開発の各アクティビ

ティを確実に遂行するための技術体系の修得が不可欠である。本講義では様々な種類のソフトウェア開発に適用できるソフ

トウェア工学に関する基礎知識を体系的に学習することを目的とする。ソフトウェア開発は、開発対象の特性や規模、開発組

織の影響を避けられないものの、どのような開発でも基盤となる普遍性の高い技術を獲得することを目指す。 

修得できる知識単位: 

（企画）要求分析手法（レベル４） 

（システム）ソフトウェアの構築技術（レベル４）

（開発）システムアーキテクティング技術（レベル４） 

（開発）システム開発管理技術（レベル４） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

ソフトウェアの工学的な開発方法、品質、生産性に関して関心をもっていること。

プログラミングの知識やソフトウェア開発の経験は特に必要としない。 

到達目標 

上位到達目標 

・ソフトウェア工学の考え方を主要なソフトウェア開発に適用できる。

・開発課題に適したソフトウェアプロセスを適用できる。

最低到達目標 

・主要なソフトウェアプロセスを理解できる。

・ソフトウェアプロセスを構成する各アクティビティを理解できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
第 7, 13 回の演習ではグループで議論を行うため、オンタイムでの出

席を基本とするが、オンタイム以外の出席も可とする。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 
ハイフレックス型の回の前の録画授業を視聴し、内容を理解したうえ

で受講すること。 

録画視聴型 ○ 
後に続くハイフレックス型の授業前に視聴すること。質問等は確認テ

スト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け付ける。

授業外の学習 
講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、レポート課題を

提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・本講義は、講義およびグループワーク（各グループ 5 名程度）・プレゼンテーションから構成される。

・グループワークはオンタイムでの出席を基本とするが、オンタイム以外の出席も可とする。

・講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。

・各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受けること。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
ソフトウェア工学序論：ソフトウェア工学の誕生の背景について学び、科目選択の判断がで

きるように、ソフトウェア工学の位置付けについて理解する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
ソフトウェアの開発プロセス：ソフトウェアプロセス、プロセスフレームワーク、プロセスを構成

する各アクティビティの概要を学ぶ。 
[録] 

第 3 回 
規範的なプロセスモデル:規範的なプロセスモデルとして、ウォータフォールモデル、進化型

プロセスモデル、 統一プロセスを学ぶ。 
[ハ(録)]

第 4 回 
アジャイル型プロセスモデル（Ⅰ）：アジャイルソフトウェア開発の誕生の背景を理解し、プロ

セスモデルとして、エクストリームプログラミングを学ぶ。
[録] 

第 5 回 
アジャイル型プロセスモデル（Ⅱ）：アジャイル型プロセスモデルとして最も広く用いられてい

る、スクラムについて学ぶ。 
[ハ(録)]

第 6 回 
要求分析：要求分析の概要として、要求獲得、要求分析、要求仕様化、問題解決、要求の

妥当性確認について学ぶ。 
[録] 

第 7 回 

プロセスモデル設計演習：規範的およびアジャイル型のプロセスモデルについて、グループ

による議論をオンタイムで行い、理解を深める。グループでの議論の結果について発表し、

個々の理解をレポートにまとめる。 

[ハ(オ)]

第 8 回 
構造化分析：構造化分析として、データフロー図を用いた分析、実態関連図を用いたデータ

モデリングを学ぶ。
[録] 

第 9 回 
オブジェクト指向分析：オブジェクト指向の基本概念、オブジェクト指向開発方法論、オブジェ

クト指向分析の手順について学ぶ。
[ハ(録)]

第 10 回 
アーキテクチャ設計：ソフトウェア設計の基本概念、設計モデル、データ設計、アーキテクチ

ャ設計について学ぶ。 
[録] 

第 11 回 
モジュール設計：モジュール設計とは何かを理解し、モジュール分割、モジュール分割の基

準、構造化設計について学ぶ。 
[ハ(録)]

第 12 回 
ソフトウェアテスト：ソフトウェアテストとは何かについて学び、ソフトウェアの品質と合わせて

テスト戦略を理解する。
[録] 

第 13 回 

ソフトウェアプロセス設計演習：PBL におけるソフトウェアプロセスについて、グループによる

議論をオンタイムで行い、理解を深める。グループでの議論の結果について発表し、個々の

理解をレポートにまとめる。 

[ハ(オ)]

第 14 回 
ソフトウェアテスト手法：テスト手法として、単体テスト、結合テスト、システムテスト、ホワイト

ボックステストとブラックボックステストについて学ぶ。 
[録] 

第 15 回 
ソフトウェアの進化と再利用技術：ソフトウェア進化のプロセスについて理解し、ソフトウェア

の進化におけるリファクタリングの役割、リファクタリングの方法について学ぶ。 
[ハ(録)]

試験 講義の中でレポート課題が示される。 

成績評価 
講義の中でレポート課題が示され、提出された課題の内容を中心にして、総合的に評価する。 

レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。

教科書・教材 
教科書は特に指定しない。 

講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 

・実践ソフトウェアエンジニアリング(第 9 版)、R. S. Pressman, B. R. Maxim 著、オーム社、2021 年。

・ソフトウェア工学の基礎 改訂新版、玉井 哲雄 著、岩波書店、2022 年。

・Software Engineering 10th ed., Ian Sommerville, Pearson Education, 2016.
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 システム開発系科目群
科目名 フレームワーク開発特論

教員名 安川 要平 
(英文表記) Framework Development 

概要 

実用的な Web アプリケーション開発においては、利用者が求めるシステムを探索的に学び、迅速に開発することが求められます。迅速に開発する方法
の１つにフレームワークを使った開発がありますが、本講義では日本・米国・カナダなどの上場企業で多くの経済的価値（※1）を出している Web アプリケ
ーションフレームワーク「Ruby on Rails」を用いて、SNS の設計と実装を 1 章ずつながら次項「目的・狙い」に挙げるプロダクト開発の基本を学んでいきま
す。（※1 Top Ruby Companies: https://toprubycompanies.info） 
本講義の進め方や受講者の声、使用する教材は下記の通りです。 
・進め方、演習課題、採点基準など: https://note.com/yasslab/n/nb3710ebaf686
・受講者の声、受講して学べたこと: https://bit.ly/aiit-railstutorial 
・使用教材:Ruby on Rails チュートリアル–プロダクト開発の０→１を学ぼう https://railstutorial.jp/ 
・動画教材:Ruby on Rails チュートリアル–解説動画 https://railstutorial.jp/screencast 
・参考教材:Ruby on Rails ガイド (大型リファレンス) https://railsguides.jp/ 
・補足教材:コマンドライン・テキストエディタ・HTML/CSS/JavaScript の基本など https://railstutorial.jp/path 
上記教材の一部は有償ですが受講者向けの特別なアカウントを無料で発行するので、受講者は本講義のために教材を購入する必要はありません。
受講者は、次項「目的・狙い」に挙げる内容を本講義で修得後、PBL などのプロダクト開発の実践に取り組むことができます。また時間の都合上、本講義
では紹介程度に留める発展的な内容（フロントエンド開発・モバイルアプリ制作・インフラ設計など）を学びたい受講者は、本講義で基本的な知識を学ん
だ後、「読み物ガイド (https://railstutorial.jp/reading_guide)」を参考に発展的な知識を深めることもできます。

目的・狙い 

本講義ではオブジェクト指向のプログラミング言語である「Ruby」と、その代表的なフレームワーク「Ruby on Rails」を用いて、以下に記述する Web アプ
リケーションを開発するための基本的なスキルセットと知識単位を、手を動かしながら実践的かつ体系的に学びます。
修得できるスキルセット: 
- フレームワークの特徴を活かした Web アプリケーションの開発
- クラウド IDE（GitHub Codespaces）や、仮想化技術（Docker）などを使った開発環境の構築
- テストの書き方、テストの自動化、およびテストを活用した開発手法（TDD）
- Git や GitHub を使ったソースコードのバージョン管理と、簡単な継続的インテグレーション（CI/CD）
- PaaS(Platform as a Service)や AWS(Amazon Web Services)を使った本番環境サーバーの運用
- オブジェクト指向プログラミング（OOP）の考え方と実践
- DRY(Don’t Repeat Yourself)の考え方と実践
- CSS フレームワークを使った簡単なレイアウトとデザイン
- ORM(Object-Relational Mapping)を用いたデータベース設計と実装 
- MVC(Model-View-Controller)アーキテクチャと、ユーザー登録の流れ
- Session や Cookie を使ったユーザーのログイン/ログアウトの仕組み
- 暗号化やハッシュ化の特徴と、セキュリティを意識したデータの取り扱い方
- RESTful アーキテクチャの特徴と、HTTP リクエストおよび CRUD 処理の関係性
- 他、多対多のモデル設計、簡単な JavaScript の組み込み方、SQL チューニングなど
修得できる知識単位:
- （実装） アーキテクチャ設計手法（レベル４） 
- （システム） ソフトウェアの構築技術（レベル４） 
- （システム） Web システムの構築技術（レベル４）
- （システム） データベースの利用技術（レベル４）
- （システム） プラットフォームの利用技術（レベル４）
- （システム） クラウドコンピューティングの利用技術（レベル４）

本講義では Ruby や Rails を題材としつつも、上述の通り、プログラミング言語やフレームワークを超えて汎用的なスキルおよび知識について重点
的に学んでいきます。詳細は下記の note 記事からもご確認いただけます。 https://note.com/yasslab/n/nf0d45c604186 

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

本講義では Web アプリケーション開発を学ぶため「コマンドライン」や「HTML・CSS・JavaScript」の経験を持っていると取り組みやすいですが、未経験の
方々でも無理なく受講できるよう、上記「概要」にある補足教材や参考教材、24 時間 AI 質問サポート等が豊富に用意されています。 
また本講義内で Ruby を題材としたオブジェクト指向プログラミングも説明するため、Ruby の知識は不要です。詳細: https://railstutorial.jp/path 
毎回の講義後に演習課題を出題します。演習課題にはプログラミング（実習）も含まれるため、受講前もしくは初回講義日に開発環境を整えておくとスム
ーズです。本講義では実習を通して学ぶ知識（課題解説やエラー対処など）を重視するため、受講生の主体的に学ぶ姿勢が求められます。 
皆さんの主体的な学びをサポートするため、プログラミングに苦手意識がある方や開発に自信が無い方のための補足教材や、分からない用語やエラー
文などを説明してくれる 24 時間の AI 質問サポート、答えのないトピックの質疑応答時間なども用意しているので、独学で難しかった方はぜひこの機会に
チャレンジしてみてください！

到達目標 

上位到達目標 

フレームワークを活用した Web アプリケーション開発を自分で行えるようになること。

最低到達目標 

フレームワークを活用した Web アプリケーション開発の全体像を理解すること。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
試験日などの一部の日程ではハイフレックス型となります。なお、試験日は遠隔から
も試験に臨めます。また試験日は、ビデオ録画は行われない予定です。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

本講義の期間中は、有償の Web テキストや講義動画（解説動画）、および補足教材を
受講生向けに限定公開します。初回講義日までに講義動画（解説動画）などの全教
材をお渡しするので、下記「授業の内容」のスケジュールに沿って各章を進めくださ
い。 
講義動画（解説動画）は収録済みではありますが、講義時間中はオンラインで実習
（プログラミング）に関連する質疑応答や、受講者が躓いている部分のサポート（エラ
ーの対処法や用語の解説など）、および演習課題の解説や回答例の説明などに割り
当てていきます。特にプログラミング部分で不安を感じている場合は、講義時間中の
オンライン・サポートを積極的にご活用ください。 
詳しくは下記の note 記事からご確認いただけます。
https://note.com/yasslab/n/nb3710ebaf686 

授業外の学習 

講義動画（解説動画）を使って事前に学習しておくと、当日の質疑応答の時間を効率的に使えます。各講義日に出題する演習課題は各章の内容を反映
しているので、復習としても役立ちます。講義動画（解説動画）と演習課題は事前に用意しておくので、演習課題を提出したら次章以降の内容に取り組ん
でいただくことも可能です。 
参考: これまでの受講者の声と、これから受講する人に向けたアドバイス https://bit.ly/aiit-railstutorial 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

使用教材『Ruby on Rails チュートリアル (全 14 章)』のうち、省略可能な 9 章・11 章・12 章を除いた計 11 章分を、次項「授業の計画」にあるスケジュール
に沿って本講義で取り扱います。省略した３章分は発展課題として出題するので、余裕があればぜひチャレンジしてみてください。なお、省略する章で修
得できる内容は次の通りです。 
修得できるスキルセット: 
・9 章：Cookie を用いたログイン状態の保持と、セキュリティを意識した実装 
・11 章：サーバーからメールを送る仕組みと、メール送付を使ったより安全なユーザー登録 
・12 章：サーバーからメールを送る仕組みと、メール送付を使ったパスワード再設定の実装
より詳しい授業の進め方については、右記の note 記事からご確認いただけます。 https://note.com/yasslab/n/nb3710ebaf686

98



授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

ガイダンス、第１章「ゼロからデプロイまで」 
・本授業の目的、初回講義中の目標、Git/GitHub のセットアップ、開発環境（Codespaces など）の準備
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 2 回 

第２章「Toy アプリケーション」 
・Rails の設計思想と使いどころ、Rails を使ったリソース設計と実装デモ
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 3 回 

第３章「ほぼ静的なページの作成」 
・テストの書き方、テスト駆動開発、簡単な静的ページと動的ページの作成・講義は事前にお渡しする解説動画で
進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）のサポートと、受講生が提出した演習課題
の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 4 回 

第４章「Rails 風味の Ruby」 
・Ruby の設計思想、オブジェクト指向の基本、典型的なデータ構造とクラスの実装
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 5 回 

第５章「レイアウトを作成する」 
・CSS フレームワーク『Bootstrap』を使ったデザインとレイアウト、拡張言語とアセット提供の概要
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 6 回 

第６章「ユーザーのモデルを作成する」 
・Active Record を使ったモデルの実装、バリデーション、セキュアなパスワード
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 7 回 

第７章「ユーザー登録」 
・Rails のデバッグ方法、MVC アーキテクチャをも用いたユーザー登録フォームの実装
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 8 回 

第８章「基本的なログイン機構」 
・セッションを使ったログイン/ログアウトの実装、フラッシュ、短絡評価、テスト用データの作成
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 9 回 

第１０章「ユーザーの更新・表示・削除 (前半)」 
・RESTful なリソース設計と実装（前半）、Friendly Forwarding、セキュリティモデルの構築 
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 10 回 

第１０章「ユーザーの更新・表示・削除 (後半)」 
・RESTful なリソースと実装（後半）、Rake によるサンプルデータの生成、ページネーション
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 11 回 

第１３章「ユーザーのマイクロポスト (前半)」 
・Micropost のモデリング、Micropost の MVC 設計と実装、モデル同士の関連付け
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 12 回 

第１３章「ユーザーのマイクロポスト (後半)」 
・Micropost のセキュリティモデルの構築、Active Storage や AWS を使った画像投稿の実装デモ
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 13 回 

第１４章「ユーザーをフォローする (前半)」 
・多対多のモデリングと設計と実装、Follow/Unfollow ボタンの実装とテスト、パーシャル機能の応用
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

第 14 回 

第１４章「ユーザーをフォローする (後半)」 
・JavaScript を使った Follow/Unfollow ボタンのデータ更新、ステータスフィードの実装、応用例の紹介
・講義は事前にお渡しする解説動画で進めてください。講義中は受講生が困っていること（エラーや疑問など）の
サポートと、受講生が提出した演習課題の解説を中心に進めていきます。

[録] 

試験 
これまでの授業の理解度を測る実技試験を行います。 
・試験は授業時間中の前半を使って実施し、後半は試験問題の解説に使います。
・レポート提出希望者は、第 14 回の授業終了時刻までにレポートを提出してください。

[ハ(オ)]

試験 
これまでの授業の理解度を測る実技試験を行います。 
・試験は授業時間中の前半を使って実施し、後半は試験問題の解説に使います。
・レポート提出希望者は、第 14 回の授業終了時刻までにレポートを提出してください。

[ハ(オ)]

成績評価 

毎回出題する演習課題と、最終日の実技試験で評価します。ただし、既に十分な開発経験があり、レポートでの評価を事前に（第 14 回の講義終了時点
までに）希望した受講生については、上位到達目標（フレームワークを活用した Web アプリケーション開発を自分で行えるようになること）の達成をレポー
トで示すことを認めています。レポートでの評価を希望する場合は、以下に示す拡張機能もしくは新規 Web アプリケーションを開発し、所定のフォームか
らレポートを提出してください。 

・レポート: サンプルアプリケーションの拡張機能の実装、または Rails を使った新規 Web アプリケーションの開発
（拡張機能の実装例: https://railstutorial.jp/reading_guide#exercise ） 

配点：上位到達目標に関する演習課題を 60%、実技試験を 40%として、総合的に評価します。 
演習課題のウェイトが比較的大きいので、演習課題の提出し忘れにご注意ください。 

教科書・教材 

本講義で使用する以下の教材は有償の教材ですが、受講者向けの特別なアカウントを無料で発行するので、 
受講者は本講義のために教材を購入する必要はありません。 
・使用教材: Ruby on Rails チュートリアル – プロダクト開発の０→１を学ぼう https://railstutorial.jp/ 
・動画教材: Ruby on Rails チュートリアル – 解説動画 https://railstutorial.jp/screencast 
・補足教材: コマンドライン・テキストエディタ・HTML/CSS/JavaScript の基本など https://railstutorial.jp/path 
本講義の進め方や演習課題の例、採点基準などについては下記の note 記事からご確認いただけます。
https://note.com/yasslab/n/nb3710ebaf686 

参考図書 

各章が終わった時点のサンプルコード集『Sample Apps』 https://github.com/yasslab/sample_apps 
各機能の詳細を説明する大型リファレンス『Rails ガイド』 https://railsguides.jp/ 

受講者は、本講義で学べる内容を修得後、PBL などのプロダクト開発の実践に取り組むことができます。また時間の都合上、本講義では紹介程度に留
める発展的な内容（フロントエンド開発・モバイルアプリ制作・インフラ設計など）を学びたい受講者は、本講義で基本的な知識を学んだ後、以下の「読み
物ガイド」を参考に発展的な知識を深めることができます。 

読み物ガイド: https://railstutorial.jp/reading_guide 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 未定 

科目群 システム開発系科目群
科目名 セキュアプログラミング特論

教員名 未定 
(英文表記) Secure Programming 

概要 

インターネットが日常生活や企業での業務等に欠かせない社会基盤となり、多数のソフトウェアがネットワーク経由で多く

のユーザに利用されるようになった現在では、脆弱性を持つ情報システムに対する攻撃が年々深刻化している。本講義で

は、脆弱性を含まない安全なソフトウェアを開発するための技術及びノウハウを解説する。具体的には、C 言語で開発され

たソフトウェアについて、文字列操作、動的メモリ管理、ファイル入出力等にまつわる脆弱性の具体例を示し、静的解析ツー

ル、動的解析ツール、アドレス空間配置のランダム化等を活用した脅威の緩和策を示す。

目的・狙い 

当科目では以下の項目を目的とする。 

・ バッファオーバーフローのメカニズムを理解し、緩和策を把握する

・ C 言語の文字列の取り扱い時の典型的なエラーを理解する

・ 整数型の仕様及び型変換の仕様を理解し、整数演算に関する典型的なエラーを把握する

・ 書式付き入出力の仕様を理解し、書式付き入出力関数の誤用がメモリ内容の漏洩及び改ざんに繋がることを理解する

・ メモリの動的管理のメカニズムを理解し、メモリ管理にまつわるエラーを把握する

・ ファイル入出力に関する TOCTOU 競合状態を理解し、対抗策を把握する

・ Common Weakness Enumeration（CWE）データベースを活用して脆弱性の事例を調査する能力を修得する

・ 静的解析ツールを活用して、ソースコード中の欠陥を調査する能力を身につける

・ チームメンバーとの協調作業を通じてセキュア開発についての実践スキルを磨く

修得できる知識単位： 

・（システム） ソフトウェアの基礎技術（レベル 4）

・（システム） ソフトウェアの構築技術（レベル 4）

・（システム） Web システムの基礎技術（レベル 4）

・（非機能要件） セキュリティの構築技術（レベル 4）

・（非機能要件） セキュリティの利用技術（レベル 4）

・（非機能要件） セーフティ（分析、設計）（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

以下の科目を修了しているかあるいは修了と同等の技量を持つこと。 

・ システムソフトウェア特論

・ 情報セキュリティ特論

C 言語によるプログラミング経験があることが望ましいが必須ではない（必要に応じてポインタ等の概念を復習しつつ講義を

進める）。 

到達目標 

上位到達目標 

・脆弱性を持つオープンソースソフトウェアの事例を調査し、調査結果を後進の技術者に対して自分自身の言葉で説明でき

る。 

・脆弱性を持つコードが与えられた場合に、コーディング・運用の場面において現実的な脅威の緩和策を複数提案できる。

最低到達目標 

・バッファオーバーフローとはどのようなものかを理解し、バッファオーバーフローの脆弱性が存在するソースコードが与えら

れた場合にその原因箇所を独力で調査し、指摘することができる。 

・単独で静的解析ツールを活用してソースコードのセキュリティに関する検査が実施できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

実習・演習の進捗等により予定を変更する場合がある。 

演習のプレゼンテーションや調査結果の説明等を行っていただく。 

ハンズオンを中心とした演習を各自で行っていただく。

ハンズオン、ドリル、CTF(Capture The Flag)といった形式を採り入れ、

より現実味のあるテーマの課題をグループで協力して解いていただ

く。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
・個人別課題では、静的解析ツールを活用したソースコード検査を実施し、検査結果レポートを提出すること。

・グループ別課題において、チームメンバーとして各自の分担タスクを実施すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

 本講義では、C 言語によるセキュアプログラミングの知識を習得し、チームによる課題解決活動を通じて実践経験を積む。

対象環境は Linux とする。サンプルコードの提示のために主に C 言語を利用する。一部アセンブラ言語を使用。グループワ

ークでは、５名程度のチームに分かれて、静的解析ツール又は動的解析ツール等のセキュアプログラミングに関連するツー

ル等の調査を実施する（調査対象のツール等は各チームで決定する）。授業外活動時間及び授業時間中のグループワーク

時間を利用してチーム活動を実施する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
この科目における学習内容と講義の進め方についての概説と情報セキュリティの基礎とな

る考え方の紹介を行う。 
[ハ(オ)]

第 2 回 情報システムに対する脅威の変遷と最新の傾向を学習する。 [ハ(オ)]

第 3 回 
ネットワーク、オペレーティングシステム、プログラミング、認証等の要素技術を情報セキュリ

ティの視点から再確認する。
[ハ(オ)]

第 4 回 
第 3 回に続いて要素技術の再確認を?い、情報システムの調査を題材としたハンズオンを実

施する。 
[ハ(オ)]

第 5 回 ネットワーク上のデータを解析する手法について学習する。 [ハ(オ)]

第 6 回 【グループワーク】ネットワーク解析に関する課題に対する調査を実施する。 [ハ(オ)]

第 7 回 
ネット上の公開情報をもとに調査・収集を行うオープンソースインテリジェンスについて学習

する。 
[ハ(オ)]

第 8 回 
ウィルスや攻撃ツール等の「マルウェア」の解析で使われる技術や求められる環境等につい

て学習する。 
[ハ(オ)]

第 9 回 
システムの調査・解析の手法や環境について説明することで、デジタルフォレンジックスにお

いて使われる技術について学習する。 
[ハ(オ)]

第 10 回 
第 8,9 回で学習したシステム解析やマルウェア解析において使われる手法や技術のいくつ

かを取り上げて、ハンズオンを実施する。 
[ハ(オ)]

第 11 回 
情報セキュリティに関する実際の事件や事案を取り上げ、報道のされ方や関係する法令、そ

の後の取り組み等の視点から学習する。 
[ハ(オ)]

第 12 回 
【グループワーク】これまで学習した分析手法を体感することを目的とした演習を実施する。

初回は提?された課題を解くことで教材データへの理解を深める。 
[ハ(オ)]

第 13 回 
【グループワーク】第 12 回で扱った教材データから状況を想定してとるべき対処を検討す

る。 
[ハ(オ)]

第 14 回 
【グループワーク】第 12,13 回の分析や検討の結果をもとに、原因や対策、実際の事案等に

ついて調査する。 
[ハ(オ)]

第 15 回 【グループワーク】第 12,13,14 回の内容についてプレゼンテーションを行う。 [ハ(オ)]

試験 第 15 回の講義終了後に試験を行う。試験を同等のレポート提出とする場合もある。 [ハ(オ)]

成績評価 
筆記試験 40%、課題 60%で評価する。課題は個人別課題（静的解析ツールを活用したソースコード検査）及びグループ別課

題（チームが選定したツールについての調査及び発表）の 2 件である。 

教科書・教材 講義資料は LMS で提供する。 

参考図書 

[1] Robert C. Seacord 著、『C/C++セキュアコーディング 第 2 版』（KADOKAWA/アスキー・メディアワークス、2014 年）

[2] Robert C. Seacord 著、JPCERT コーディネーションセンター久保正樹、戸田洋三訳『CERT C セキュアコーディングスタ

ンダード』（株式会社アスキー・メディアワークス、2009 年）
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 システム開発系科目群
科目名 クラウドサーバ構築特論

教員名 飛田 博章 
(英文表記) Cloud Server Construction 

概要 

 本授業では、Amazon Web Services (AWS) を活用し、クラウドサーバ構築のための知識及びスキルを修得することを目的

とする。クラウドを使ったシステム設計の典型的な問題とそれに対応する解決策・設計方法について、AWS サービスを使った

ハンスオン形式の演習を通して学習する。

授業の進め方として、まずクラウドに関する一般的な知識や基本的な AWS サービスを修得し、クラウド環境の設計・構築

方法についての概要を講義する。また、負荷分散や耐障害性の対策などクラウドの特徴を活かしたサーバ/インフラの構築

方法の演習も行う。後半では、グループに分かれグループごとにテーマを設定し AWS サービスによる解決を目指す。 

目的・狙い 

本授業の狙いは以下のとおりである。 

・クラウド環境の構築に関する基礎知識と実践スキルの獲得

・アプリケーションをクラウド環境に配備するスキルの獲得

・クラウド環境における運用保守についてのスキルの獲得

・クラウドデザインパターンについての知識の獲得と実践経験

修得できる知識単位:

（システム）Web システムの構築技術（レベル 4）

（システム）Web システムの利用技術（レベル 4）

（システム）プラットフォームの構築技術（レベル 4）

（システム）ハードウェアの利用技術（レベル 4）

（システム）クラウドコンピューティングの基礎技術（レベル 4）

（システム）クラウドコンピューティングの構築技術（レベル 4）

（システム）クラウドコンピューティングの利用技術（レベル 4）

（非機能要件）非機能要件(可用性、性能・拡張性)（レベル 4） 

（非機能要件）セーフティ(分析、設計)（レベル 4） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・Linux を使うので、SSH 等、コマンドラインを使ってサーバを操作できる。

・授業ではネットワークの基本的なことは説明しないので、ネットワーク特論を受講した、若しくは同等の知識を持っている。

・プログラミングの基本的なスキルを持っている。

・グループワークを行うので、メンバーを尊重しながら、チームに貢献できること。

到達目標 

上位到達目標 

・クラウドデザインパターンを適用することで効率よくクラウドサーバを設計・構築できる。

・クラウド環境上で発生する諸課題についてクラウドの特徴を活かした方策で解決できる。

最低到達目標 

・クラウドの特徴を活かしたシステムを独力で構築することができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

グループワークをハイフレックス型(オンタイム)で行う。質問はハイフ

レックス型の授業中に受け付け、授業時間外では LMS やメールで受

け付ける。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画授業を視聴する場合は、提出物等の締め切りに注意する。質問

はハイフレックス型の授業中に受け付け、授業時間外では LMS やメ

ールで受け付ける。 

録画視聴型 ○ 

動画は次のハイフレックス型の授業までに視聴する。質問はハイフレ

ックス型の授業中に受け付け、授業時間外では LMS やメールで受け

付ける。 

授業外の学習 
授業外でも演習の続きができるように環境を整えるため、演習時間内に終わらなければ自宅等で続きを行うこと。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・アカウントを発行するので、ログインして AWS を利用する。

・第 2 回～第 8 回までの授業で AWS の基本の理解を深めるために個人で演習を実施し、第 4 回、第 6 回、第 8 回にレポー

トを提出する。

・第 9 回～第 14 回までの授業で応用するスキルを身につけるために、グループ演習を実施する。グループに分かれてテー

マを設定し AWS サービスによる解決を目指す。また、進捗報告を行いながら、グループ間で情報を共有する。

・第 15 回はグループワークのプレゼンテーションを行う。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
授業のガイダンスを行う。授業の目的と授業内容に関して説明する。また、授業の進め方に 

ついて説明する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
クラウド環境の構築と基本機能の説明を行う。主に、EC2 関連の内容を扱い、クラウド上に

簡単なサーバを構築する。 
[録] 

第 3 回 
引き続き基本機能の説明を行う。主に、DNS、S3、Route53、CloudFrontなどに関する内容を

扱い、動作を確認する。 
[ハ(録)]

第 4 回 
第 3 回の授業で扱った内容をもとに、基本機能の演習を行う。演習内容をもとにレポートを

課す。 
[録] 

第 5 回 
SDK（Software Development Kit）および CLI（Command Line Interface）を介した AWS サービ

スの利用方法を学ぶ。
[ハ(録)]

第 6 回 
第 5 回の授業で扱った内容をもとに、SDK や CLI の演習を行う。演習内容をもとにレポート

を課す。 
[録] 

第 7 回 
サーバーレスに関して概要と実装方法を説明する。Lambda の使い方について具体例を通し

て学ぶ。 
[ハ(録)]

第 8 回 
第 7 回の授業で扱った内容をもとに、Lambda の演習を行う。演習内容をもとにレポートを課

す。 
[録] 

第 9 回 
グループワークの進め方について説明する。また、アイデアを話し合い、グループワークの

目標を設定する。 
[ハ(オ)]

第 10 回 
グループに分かれ、グループワークを進める。また、授業後半で進捗を発表し、参加者全員

で共有する。 
[録] 

第 11 回 過去のグループワークについて、内容を紹介する。 [ハ(オ)]

第 12 回 
グループに分かれ、グループワークを進める。また、授業後半で進捗を発表し、参加者全員

で共有する。 
[録] 

第 13 回 グループワークのまとめ方と、発表方法について説明する。 [ハ(オ)]

第 14 回 
グループに分かれ、グループワークを進める。また、授業後半で進捗を発表し、参加者全員

で共有する。 
[録] 

第 15 回 発表に向けての準備で、グループワークをまとめる。 [ハ(オ)]

成績評価 

次の 4 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・第 4 回、第 6 回、第 8 回の演習成果：30 点（各 10 点）

・第 10 回、第 12 回、第 14 回の進捗発表：15 点（各 5 点）

・演習成果及び最終プレゼンテーション：55 点

教科書・教材 LMS で配布する。 

参考図書 AWS 公式ドキュメントなど、授業中に随時紹介する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 システム開発系科目群
科目名 情報セキュリティ特別講義 2 

教員名 奥原 雅之 
(英文表記) Secure Design Methodology 

概要 

 当科目は、セキュリティ機能を考慮したソフトウェア及びシステム開発を行うための国際標準規格 ISO/IEC15408 を基本と

した情報セキュリティ機能の実装及び保証（セキュアシステムの設計手法）に関する実践技術を修得する。また、ISO/IEC 

15408 の歴史的背景及びフレームワーク（制度）、IT セキュリティ評価及び認証制度も理解する。セキュアシステムの設計は

形式言語の構造を持ち、国際標準規格 ISO/IEC15408 は専門用語を多用するため、専門用語の理解をし、実践技術を修得

するため、ケーススタディ型の授業とする。 

目的・狙い 

当科目は、情報セキュリティ保証及び機能実装に関する実践技術の修得を目指す。ベンダー側の開発者としてはセキュア

システムの設計手法を、調達者側の技術者としてはセキュアシステムの調達基準を設定できるスキルを修得することが当科

目の目的である。具体的には、セキュアシステムの構築を目的としたセキュリティ設計仕様書（ST: Security Target）とセキュ

リティ機能の保証に関する技術を獲得する。

・情報セキュリティ保証の必要性を理解する。

・国際標準規格 ISO/IEC 15408 の歴史、認証フレームワークを理解する。

・セキュリティ設計仕様の ST の開発スキルを修得する。

修得できる知識単位:

・（非機能要件） セキュリティの構築技術（レベル 4）

・（非機能要件）セキュリティの利用技術（レベル 4）

・（法規・基準・標準） 法規・基準・標準（レベル 4）

・（企画） 非機能要件設計手法（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

情報セキュリティ特論の単位を取得しているか、同等の知識・スキルを有すること。 

到達目標 

上位到達目標 

IT スキル標準（レベル 4＋相当） 

・上位技術者の指示のもと、評価保証レベル（EAL）3 相当の ST を設計できるレベル

・情報処理技術者試験合格レベル（情報セキュリティスペシャリスト）

最低到達目標 

IT スキル標準（レベル 2＋相当） 

・上位技術者の指示のもとに、脅威、脆弱性を考慮したセキュリティ設計ができるレベル

・ST、プロテクションプロファイルが読み取れるレベル

・EAL2 相当の ST を設計できるレベル

・情報処理技術者試験合格レベル（応用情報技術者）

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 演習がある回はハイフレックス型（オンタイム）とする。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 
講義のみの回は録画併用ハイフレックスとする。受講後に理解度確

認テストを受けること。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指定されたテスト等（理解度確認テスト，アンケートなど）に回答すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は講義及びケーススタディから構成される。授業計画を以下に示す。学生の興味次第で、内容の深浅、順序等は

適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

〈概要〉 

学生が講義選択の判断ができるように授業の目的と 15 回の授業内容を解説する。また、合

わせて講義全体を理解するために必要な基礎的な概念について解説する。 

[ハ(録)]

第 2 回 
〈ISO/IEC 15408 1〉 

セキュリティ評価基準である ISO/IEC 15408 の概要と意義について解説する。
[ハ(録)]

第 3 回 
〈ISO/IEC 15408 2〉 

ISO/IEC 15408 の機能要件の読み方を学ぶ。個人演習あり。 
[ハ(オ)]

第 4 回 
〈ISO/IEC 15408 3〉 

ISO/IEC 15408 に基づくセキュリティ評価認証制度について解説する。 
[ハ(録)]

第 5 回 
〈課題発表〉 

個人演習の課題発表とディスカッションを行う。 
[ハ(オ)]

第 6 回 
〈ST 設計 1〉 

ST の構成、ST の作成手順、TOE 定義について扱う。 
[ハ(録)]

第 7 回 
〈ST 設計演習 1〉 

ST の 1 章（ST 概説）、2 章（適合主張）について作成演習を行う。（グループ演習） 
[ハ(オ)]

第 8 回 
〈ST 設計 2〉 

セキュリティ課題定義、セキュリティ対策方針について解説する。
[ハ(録)]

第 9 回 

〈ST 設計演習 2〉 

ST の 3 章（セキュリティ課題定義）、4 章（セキュリティ対策方針）について作成演習を行う。

（グループ演習） 

[ハ(オ)]

第 10 回 
〈ST 設計 3〉 

拡張コンポーネント定義、セキュリティ機能要件について解説する。 
[ハ(録)]

第 11 回 

〈ST 設計演習 3〉 

ST の 5 章（拡張コンポーネント定義）、6 章（セキュリティ機能要件）について作成演習を行

う。（グループ演習） 

[ハ(オ)]

第 12 回 
〈ST 設計 4〉 

TOE 要約仕様について解説する。 
[ハ(録)]

第 13 回 
〈ST 設計演習 4〉 

ST の 7 章（TOE 要約仕様）について作成演習を行う。（グループ演習） 
[ハ(オ)]

第 14 回 
〈ST の評価・確認〉 

ST の評価・確認について解説する。 
[ハ(録)]

第 15 回 
〈総括〉 

各グループで作成した ST の発表、ディスカッションを行う。 
[ハ(オ)]

試験 第 1 回から第 15 回の内容の理解に関する試験を行う。 [ハ(オ)]

成績評価 
課題（演習）50%、試験（筆記） 50%を基準として総合的に評価する。演習課題の提出は締切を厳守すること。理解度確認テ

ストの合格率が著しく低い場合は単位の修得を認めない場合がある。

教科書・教材 
教材は LMS 上にオンラインで配布する。また，必要に応じてインターネットに公開されている副教材を利用する。副教材の

入手方法は授業において案内する。 

参考図書 
情報技術セキュリティ評価のためのコモンクライテリア（独立行政法人情報処理推進機構の Web サイトから入手できる。） 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 システム開発系科目群
科目名 アジャイル開発手法特論

教員名 大内 孝明 
(英文表記) Agile Software Development 

概要 

 近年のビジネス環境の変化の早さは、重厚長大な長期計画を陳腐化させ、ビジネスモデルやプロジェクト計画の有効期間

を縮める一方である。このような状況に対応する必要から、変化する要求に対応しながらビジネスに柔軟に沿うことで価値を

生み出す、アジャイルソフトウェア開発手法が脚光を浴びている。 

また集合知や実践知という考え方から、学習し成長する自己組織的なチームによる効果的なソフトウェア開発が求められ

ている。 

 この授業では、アジャイル開発のコアとなるアジャイルなチーム、価値の高いソフトウェアプロダクト、継続的に価値を提供

する手法について、アジャイル開発手法の一つであるスクラムを中心に学ぶ。 

目的・狙い 

この授業では、講義及び演習を通して以下のことについて学び、現実的で詳細な短期予測に基づいたソフトウェア開発手

法を学ぶことを目的とする。 

1.アジャイルソフトウェア開発の概要とその背景

2.スクラムとエクストリームプログラミング

3.アジャイルなチームとマインドセット

4.アジャイルなプロジェクトの立ち上げ・見積もり・遂行

修得できる知識単位: 

- （企画） 要求分析手法（レベル４） 

- （実装） ソフトウェアエンジニアリング手法（レベル４） 

- （開発） システム開発管理技術（レベル４）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

前提として何かしらのソフトウェア開発プロジェクトに参画した経験があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

アジャイルソフトウェア開発の背景や用語、スクラムの概要と全体像を理解し、アジャイル開発の実践を始めることができる。

最低到達目標 

アジャイルソフトウェア開発やスクラムの用語や仕組みを知ることができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

水曜日は対面とオンラインのハイブリッド、 

土曜日はオンラインのみで実施する。 

演習ではオンラインホワイトボードツール『miro』を利用する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

演習に必要となる知識について、あらかじめインターネットや書籍等で調査しておくこと。 

また、演習中にわからなかったことについても調べておくこと。 

ほぼ毎回、授業の終わりに課題を提示するため、決められた期限内に提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

この授業は講義及び講義を踏まえた個人及びグループでの演習やディスカッションも行う。 

授業計画は以下の通り。授業の構成は理解度や演習の進捗により変更する可能性もある。変更がある場合は授業中に説

明する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

【アジャイルソフトウェア開発概要】  

授業の全体像と進め方の説明を行う。アジャイル開発手法の概要とチーム開発について学

習する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 
【アジャイルソフトウェア開発概要】 

つづき 
[ハ(オ)]

第 3 回 

【スクラムのコアコンセプトと定義】 

アジャイルソフトウェア開発手法の 1 つであるスクラムについて学習する。スクラムのコアコ

ンセプト及び定義について学習する。

[ハ(オ)]

第 4 回 
【スクラムのコアコンセプトと定義】 

つづき 
[ハ(オ)]

第 5 回 

【デザイン思考によるプロダクトの検討】 

デザイン思考を用いて利用者の視点でプロダクトのアイデアを検討する手法について学習

する。 

[ハ(オ)]

第 6 回 
【チームの立ち上げ、プロダクトバックログの作り方】 

プロダクトのアイデアからどのようにスクラムによる開発につなげるかについて学習する。 
[ハ(オ)]

第 7 回 
【チームの立ち上げ、プロダクトバックログの作り方】 

つづき 
[ハ(オ)]

第 8 回 
【計画づくりと見積もり】 

スクラムの計画づくりと見積もりの仕方について学習する。
[ハ(オ)]

第 9 回 
【計画づくりと見積もり】 

つづき 
[ハ(オ)]

第 10 回 

【スプリントの実施】 

アジャイル開発全般でいうところの反復(イテレーション)、スクラムでいうところのスプリントに

ついて、どのように計画し実施するかについて学習する。 

[ハ(オ)]

第 11 回 
【技術的プラクティスやツール】 

アジャイル開発を促進するための技術プラクティスや様々なツールについて学習する。
[ハ(オ)]

第 12 回 

【スプリントレビューとレトロスペクティブ】 

スクラムのイベントであるスプリントレビュー及びレトロスペクティブの仕組みと継続的な改善

について学習する。 

[ハ(オ)]

第 13 回 
【スプリントレビューとレトロスペクティブ】 

つづき 
[ハ(オ)]

第 14 回 
【大規模スクラム概要】 

スクラムを複数チームや組織へスケールすることについて学習する。
[ハ(オ)]

第 15 回 
【アジャイルソフトウェア開発まとめ】  

全体像を再度見直し、これまでに学習した事項について振り返り学習する。 
[ハ(オ)]

試験 第 1 回から第 15 回までの授業の内容について試験を行う。 [ハ(オ)]

成績評価 

次のポイントで評価する（合計 100 点満点）。 

・定性評価（授業の中での発言から読み取れる理解度）： 50 点

・定量評価（テスト）： 50 点

なお、出席が全体の 2/3 以上（最終試験を除く全 15 回のうち 10 回以上）を満たさない場合、または最終試験を受験し

なかった場合は、例外なく評価対象としない。 

教科書・教材 
Ken Schwaber、Jeff Sutherland『スクラムガイド』(2020 年 11 月) 

西村直人、永瀬美穂、吉羽龍太郎 (著)、『SCRUM BOOT CAMP THE BOOK』(翔泳社、2013 年) 

参考図書 

ジェフ・サザーランド『スクラム 仕事が４倍速くなる“世界標準”のチーム戦術』（早川書房、2015 年）  

Jonathan Rasmusson『アジャイルサムライ』（オーム社、2013 年） 

Mike Cohn『アジャイルな見積りと計画づくり』（毎日コミュニケーションズ、2009 年） 

Jeff Patton『ユーザーストーリーマッピング』（オライリージャパン、2015 年） 

Zuzana Sochova『SCRUM MASTER THE BOOK』（翔泳社、2020 年） 

Kent Beck, Cynthia Andres『エクストリーム・プログラミング』（オーム社、2015 年） 

Mitch Lacey 『スクラム現場ガイド』 （マイナビ出版、2016 年） 

Craig Larman & Bas Vodde 『大規模スクラム Large-Scale Scrum(LeSS) アジャイルとスクラムを大規模に実装する方法』 

（丸善出版、2019 年） 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 システム開発系科目群
科目名 コラボレイティブ開発特論

教員名 荒川 巧也 
(英文表記) Collaborative Development 

概要 

本授業では、チームでのソフトウェア開発を円滑に進めるための協働スキルに重点を置く。演習では「mini-PBL（小規模プ

ロジェクト型学習）」を行い、チームでの役割分担、意思決定、タスク管理など、共同作業を効率的に進めるための実践的な

方法を学習する。また、アジャイル開発に代表される反復的な開発手法を取り入れ、短いサイクルで改善を重ねながらプロ

ジェクトを推進する体験を通じて、柔軟な開発プロセスの理解を深める。加えて、協調的かつ自律的に行動できる開発チー

ムのあり方についても学ぶ。特に、近年一般化しているリモート環境での共同作業を取り入れ、対面に依存しない分散チー

ムでの開発プロセスを体験的に理解する。

本授業の特徴として、ソフトウェア開発にゲームエンジン Unity を活用する点が挙げられる。Unity はマルチプラットフォー

ム対応の統合開発環境であり、直感的な UI 操作と豊富な標準ライブラリ、3D/2D 表現やインタラクション開発のしやすさを

備える。これにより、初心者から経験者まで多様な背景を持つ学生が、効率的かつ創造的に開発に取り組むことができる。 

目的・狙い 

 本授業では、チームによるソフトウェア開発を円滑に進めるための技法やプロセスを体系的に学ぶ。ソフトウェア開発プロ

ジェクトにおいて必須となる各種ツールの利用方法を理解し、実際のチーム開発の場面で応用できる実践的スキルを身につ

けることを目的とする。具体的には、Git/GitHub を用いたソースコード管理、Unity と C#によるリアルタイム 3D インタラクティ

ブアプリケーションの開発を中心に扱う。授業では Unity の基本操作に加え、チームで Unity プロジェクトを推進する際に必

要となる設定、開発フロー、ベストプラクティスについても解説する。 

さらに、本授業では Unity を用いた開発演習を通じて、ソフトウェアの設計・実装・テスト・改善・リリースといった一連の工

程を、アジャイル的な反復プロセスの中で体系的かつ実践的に学ぶことを狙いとする。 

修得できる知識単位: 

- （実装） アーキテクチャ設計手法（レベル３） 

- （実装） ソフトウェアエンジニアリング手法（レベル４） 

- （実装） プロジェクトマネジメント手法（レベル３） 

- （システム） プラットフォームの利用技術（レベル３） 

- （システム） クラウドコンピューティングの利用技術（レベル３）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・プログラミング経験があることが望ましい。

・端末操作（CUI）による OS のオペレーション（shell コマンド）に関する知識があることが望ましい。

・Unity や Blender などの 3DCG 関連ソフトウェアの使用経験があると良い。

到達目標 

上位到達目標 

・チーム開発における協働スキルを高度に発揮し、役割分担・意思決定・タスク管理を主体的にリードできる。

・小規模プロジェクトを、企画から実装・改善まで反復的に推進し、完成度の高い成果物としてまとめられる。

最低到達目標 

・チーム開発に必要な基本的なコミュニケーションとタスク管理を理解し、割り当てられた役割を遂行できる。

・コンテンツを共同で作成し、反復的な開発プロセスを体験的に理解できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
ガイダンス、各種ツールの解説・利用方法についてハンズオンを行

う。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 遠隔によるチーム開発を行う。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ ビデオ視聴のみで受講になる。別途資料も配布する。 

授業外の学習 
プログラミングや Shell による OS 操作、Unity の使い方などに不得手の者は授業外に学習を要する。授業時間外での Unity

の開発環境のインストールやグループワークも必要である。詳しくは初回の授業で説明する。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

次に示す計画に従って授業を行うが、履修者の理解度などを勘案し、授業計画を変更する場合もある。リモート環境での協

同開発を学ぶため、 グループワークは全て遠隔で実施する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 授業のガイダンスを行う。 [ハ(オ)]

第 2 回 Git/GitHub 演習の資料を用い、個人演習編を行う。 [録] 

第 3 回 Git/GitHub 演習の資料を用い、チーム演習を行う。 [ハ(オ)]

第 4 回 Unity の基本用語、基本操作を学習する。 [録] 

第 5 回 Unity を使ってコンテンツ制作の流れを学習する。 [ハ(オ)]

第 6 回 PLATEAU SDK-Toolkits for Unity の使用方法を学習する。 [録] 

第 7 回 Unity プロジェクトを Git/GitHub で管理する方法を学習する。 [ハ(オ)]

第 8 回 遠隔にて mini PBL のSprint 1 を行う。デモができるプロダクトを開発する。 [録] 

第 9 回 
遠隔にて mini PBL の Sprint 1 におけるプロダクトのレビューを行う。実際に動作するプ

ロダクトのデモを行う。
[ハ(オ)]

第 10 回 遠隔にて mini PBL のSprint 1 を行う。デモができるプロダクトを開発する。 [録] 

第 11 回 
mini PBL の Sprint 1 におけるプロダクトのレビューを行う。実際に動作するプロダクトの

デモを行う。 
[ハ(オ)]

第 12 回 遠隔にて mini PBL のSprint 2 を行う。デモができるプロダクトを開発する。 [録] 

第 13 回 
mini PBL の Sprint 2 におけるプロダクトのレビューを行う。実際に動作するプロダクトの

デモを行う。 
[ハ(オ)]

第 14 回 遠隔にて mini PBL のSprint 3 を行う。デモができるプロダクトを開発する。 [録] 

第 15 回 
mini PBL の Sprint 3 におけるプロダクトのレビューを行う。実際に動作するプロダクトの

デモを行う。 
[ハ(オ)]

試験 

【プレゼンテーション試験】 

学習成果をチームで振り返り、プレゼンテーションを行う。 

【レポート試験】 

個人によるレポートを提出する。 

[ハ(オ)]

成績評価 

次の観点から総合的に評価する。 

・チームが設定した学習目標の達成度

・個人による学びの振り返り

・その他、授業に対する貢献度

評価の対象となる成果物等は、 

・プレゼンテーション（授業内で実施）

・個人レポート（最終課題として実施） とする。

教科書・教材 ・教員が作成したものを用いる（LMS にて公開）

参考図書 授業中に随時紹介する。 
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Ⅳ マネジメント系科目群 

プロジェクトマネジメント特論 1 

プロジェクトマネジメント特論 2 

プロジェクトマネジメント特論 3 

プロジェクトマネジメント特別講義 

情報システム特論 1 

情報ビジネス特別講義 2  

情報セキュリティ特別講義 1 



コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 マネジメント系科目群
科目名 プロジェクトマネジメント特論 1 

教員名 三好 きよみ 
(英文表記) Project Management 1 

概要 

当科目では、プロジェクトマネジメントの国際標準 ISO21500、PMBOK ガイド (第 6 版まで） に基づいて、プロジェクトマネジ

メントの基本を学ぶ。関連する演習によって、プロジェクトマネジメントの基本知識や手法等を習得する。

目的・狙い 

 当科目は、プロジェクトマネジメントの知識体系、プロジェクトマネジメント標準を修得することを目的とする。具体的には、

学習者は当科目から以下の知識・スキルを修得できる。 

・プロジェクトマネジメント標準

・プロジェクトマネジメントの知識体系

・プロジェクト活動に必要とされるヒューマンスキル

修得できる知識単位: 

・（実装） 見積り手法（レベル 3）

・（実装） プロジェクトマネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） 品質マネジメント手法（レベル 3）

・（支援活動） リスクマネジメント手法（レベル 3）

・（支援活動） 資産管理手法（レベル 3）

・（支援活動） 人材育成・教育・研修（レベル 4）

・（保守・運用） システム保守・運用・評価（レベル 3）

・（保守・運用） ファシリティ設計技術（レベル 2）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特に履修条件は無いが、プロジェクトの経験（社会人は実際に経験したプロジェクト、学生は学生時代のイベント等）があ

るとよりよい。 

到達目標 

上位到達目標 

IT スキル標準（レベル 4 相当） 

・小規模プロジェクト（10 人月程度）をプロジェクト・マネジャーとして実行できるレベル

・大規模プロジェクトのプロジェクト・マネジャー補佐、あるいはサブプロジェクトのリーダを担当できるレベル

・PMP（プロジェクトマネジメントプロフェッショナル）試験合格レベル

最低到達目標 

IT スキル標準（レベル 3 相当） 

・プロジェクトでのプロジェクト・マネジャー補佐、あるいはサブプロジェクトのリーダを担当できるレベル

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
＜グループ演習＞ 

個人演習を行い、その後グループ演習を行う 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

録画コンテンツで、基本知識を習得する。 

録画コンテンツは、事前に視聴し、その後の授業での個人演習、およ

びグループ演習に支障がないようにしておく。 

授業外の学習 

・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

・グループ演習の取り組みでは、授業時間外にグループメンバーが集まって、まとめていくことも重要である。この活動自体

がプロジェクト活動であり、授業で得た知識を実践の場で活用する機会でもある。グループ演習において、課題をまとめてい

く活動によって、プロジェクトマネジメントを体感し、実践に結び付けるためのポイントを習得する。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は、プロジェクトマネジメントの基本的な知識や手法に関する講義、及び演習を行う。受講生の興味次第で、内容

の深浅、順序等は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

・授業の目的と 15 回の授業内容の解説、テキストの紹介

・次回以降の講義のために、プロジェクト経験、資格の状況調査

１．序論 

[ハ(オ)]

第 2 回 
＜グループ演習＞ 

2. プロジェクトマネジメントとは
[ハ(オ)]

第 3 回 3. プロジェクトを取り巻く環境 [録] 

第 4 回 

＜グループ演習＞ 

・プロジェクト・マネジャーの役割

・プロジェクト・マネジャーのヒューマンスキル

・プロジェクトで仕事をするということ

[ハ(オ)]

第 5 回 
4. プロジェクトの立上げ

5．プロジェクトの計画 
[録] 

第 6 回 

＜グループ演習＞ 

4. プロジェクトの立上げ

5．プロジェクトの計画 

[ハ(オ)]

第 7 回 5．プロジェクトの計画 [録] 

第 8 回 
＜グループ演習＞ 

スケジュール作成
[ハ(オ)]

第 9 回 

5．プロジェクトの計画 

・リスクマネジメント

・品質、コミュニケーション、資源、調達

[録] 

第 10 回 
＜グループ演習＞ 

リスクマネジメント
[ハ(オ)]

第 11 回 

6.プロジェクトの実施と監視

・スコープ、スケジュール、コスト

・スコープ管理～変更管理

[録] 

第 12 回 
＜グループ演習＞ 

変更要求への対応 
[ハ(オ)]

第 13 回 

6.プロジェクトの実施と監視

・課題管理～調達管理

7.プロジェクトの終結

[録] 

第 14 回 
＜グループ演習＞ 

シミュレータ演習で学んだ内容をグループで発表する
[ハ(オ)]

第 15 回 
＜グループ演習＞ 

グループ発表 
[ハ(オ)]

試験 第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する筆記試験を行う [ハ(オ)]

成績評価 課題（レポート、演習）60%、試験（筆記） 40%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切厳守。 

教科書・教材 資料は LMS 上で配布する。 

参考図書 

・PMI 著、『プロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK ガイド）第 6 版』、PMI、2018/1

・PMI 著、『プロジェクト・マネジャー・コンピテンシー開発フレームワーク 第 3 版』、PMI、2019

また、講義時にも適宜指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 マネジメント系科目群
科目名 プロジェクトマネジメント特論 2 

教員名 上條 英樹 
(英文表記) Project Management 2 

概要 
当科目では、大規模アジャイルのマネジメントについて、Scaled Agile 分野で最も利用されている SAFe® (Scaled Agile 

Framework)の事例をもとに具体的な手法について習得する。AI 対応への取組についても紹介する。 

目的・狙い 

当科目は、大規模アジャイル開発のマネジメントの知識体系を修得することを目的とする。 

具体的には、学習者は当科目から以下の知識・スキルを修得できる。 

・大規模アジャイル開発の実状

・大規模アジャイル開発フレームワークの知識体系

・大規模アジャイル開発プロジェクトの活動に必要とされるマインドセット

修得できる知識単位: 

・（実装） カスタマーサービス手法（レベル 4）

・（実装） 見積り手法（レベル 4）

・（実装） プロジェクトマネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） 品質マネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） リスクマネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） 資産管理手法（レベル 4）

・（開発） システム開発管理技術（レベル 2）

・（保守・運用） IT サービスマネジメント業務管理技術（レベル 2）

・（保守・運用） IT サービスオペレーション技術（レベル 2）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

情報システムの開発の経験があり、またプロジェクト管理について十分な知識があること。 

アジャイル開発に関する一般的な知識があること。

SCRUM などのアジャイル開発フレームワークの知識があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

（ITSS レベル 4 相当） 

・中規模アジャイルプロジェクト（アジャイルチーム 4 チーム～７チーム程度）のプロジェクトの立上げができプロジェクト全体

を調整する役割となる CoE(センターオブエクセレンス)機能を実行できるレベル 

・中規模アジャイルプロジェクト（アジャイルチーム 4 チーム～７チーム程度）で複数アジャイルチームをシシンクロさせなが

ら PO(Product Owner)や SM(Scrum Master) を実行できるレベル。 

最低到達目標 

（ITSS レベル 3 相当） 

・中規模アジャイルプロジェクト（アジャイルチーム4チーム～７チーム程度）のプロジェクト全体を調整する役割となるCoE(セ

ンターオブエクセレンス)機能の補佐ができるレベル

・小規模アジャイルプロジェクト（アジャイルチーム 2 チーム～3 チーム程度）のプロジェクトの立上げができるレベル。

・小規模アジャイルプロジェクト（アジャイルチーム 2 チーム～3 チーム程度）で複数アジャイルチームをシシンクロさせながら

PO や SM を実行できるレベル。 

・大規模アジャイルフレームワーク の概要が理解できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ ビデオ学習の復習と演習を中心に行う。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

録画講義で、基本知識を習得する。 

録画講義は、事前に視聴し、その後の授業に支障がないようにして

おく。 

授業外の学習 

本講義は、事前に LMS に UP した講義資料と録画講義を使って、自分のペースで学習し充分理解しておくことが重要であ

る。学習レベルの確認のために講義受講後 LMS で理解度テストを受講する。また、次回の対面講義までに質問事項などを

準備して、対面講義に臨む。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は、大規模アジャイルのマネジメントの基本的な知識や手法に関する講義、及び演習を行う。受講生の理解度や講

義の進捗状況で、内容の見直し、深浅、順序等は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
「ガイダンス及び DX とアジャイルについて」：ガイダンス及びアジャイル普及の背景について

解説する。 
[ハ(オ)]

第 2 回 
「アジャイル概要と大規模アジャイルフレームワークについて」：アジャイルの概要及び複数

の大規模アジャイルフレームワークの違いと特徴について解説する。 
[録] 

第 3 回 
「大規模アジャイルフレームワーク SAFe® (Scaled Agile Framework)について」：SAFe®の概

要を解説する。 
[ハ(オ)]

第 4 回 
「経営と連動した開発」：経営による意思決定から開発と連動したリリース及び評価の仕組

みについて解説する。 
[録] 

第 5 回 
「バックログと見積について」：大規模アジャイル開発時のバックログの種類とその設計方法

とポイントについて解説する。 
[ハ(オ)]

第 6 回 
「プロジェクトからプロダクトへ」：プロジェクト型開発から継続開発のプロダクト型開発へのト

レンドをビジネス面と DevOps などの仕組面から解説する。
[録] 

第 7 回 「組織設計について」：大規模アジャイル開発時の組織設計について解説する。 [ハ(オ)]

第 8 回 
「品質管理・プロジェクト評価方法について」：アジャイル開発時の品質管理の考え方やプロ

ジェクトの評価方法について解説する。 
[録] 

第 9 回 「アジャイル契約について」：アジャイル開発時の契約方法について解説する。 [ハ(オ)]

第 10 回 

「大規模アジャイル開発での要員教育について」：大規模アジャイル開発のステークホルダ

ーへのトレーニングについて解説する。 

「リリース計画と見積り」：リリース計画の考え方と見積りについて解説する。 

[録] 

第 11 回 
「複数チームをシンクロさせる仕組みについて①」：複数チーム間でリズムを合わせながら開

発する仕組みについて解説する。１回目（導入事例編） 
[ハ(オ)]

第 12 回 
「複数チームをシンクロさせる仕組みについて②」：複数チーム間でリズムを合わせながら開

発する仕組みについて解説する。２回目（PI プランニング解説編） 
[録] 

第 13 回 
「複数チームをシンクロさせる仕組みについて③」：複数チーム間でリズムを合わせながら開

発する仕組みについて解説する。３回目（PI プラン作成編） 
[ハ(オ)]

第 14 回 

「複数チームをシンクロさせる仕組みについて④」：複数チーム間でリズムを合わせながら開

発する仕組みについて解説する。４回目（ケイデンス編） 

「PO（Product Owner）、SM（Scrum Muster）の役割」：PO/SM の役割について SCRUM との

違いから解説する。 

「エンタープライズと AI」AI への対応の取組を解説する。 

[録] 

第 15 回 総括（まとめと試験） [ハ(オ)]

試験 
選択及び記述形式の筆記試験を実施する。最終試験を同等のレポート試験とする場合もあ

る。 

成績評価 各回の講義課題（レポート、演習）28%、最終試験 72%を評価基準として総合的に評価する。課題等の提出物は締切り厳守 

教科書・教材 資料は LMS 上で配布する。 

参考図書 「PROJECT TO PRODUCT」Parade Books 社 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 マネジメント系科目群
科目名 プロジェクトマネジメント特論 3 

教員名 三好 きよみ 
(英文表記) Project Management 3 

概要 

当科目では、プロジェクトマネジメントに適用できるコンフリクトマネジメント、リーダーシップ、動機づけ、コミュニケーション

等の人間関係スキル、及びワークブレークダウンストラクチャ（WBS）、品質管理、見積もり手法等について、講義と演習を通

して学習する。 

目的・狙い 

 当科目では、プロジェクトマネジメントに適用できるコンフリクトマネジメント、リーダーシップ、動機づけ、コミュニケーション

等の人間関係スキルに、及びワークブレークダウンストラクチャ（WBS）、品質管理、見積もり手法等について、習得すること

を目的とする。 

修得できる知識単位: 

・（実装） プロジェクトマネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） 資産管理手法（レベル 4）

・（支援活動） システム監査手法（レベル 4）

・（支援活動） 人材育成・教育・研修（レベル 4）

・（システム） ソフトウェアの利用技術（レベル 2）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

プロジェクトマネジメント特論１を履修している、あるいは相当のプロジェクトマネジメントに関する基本的な知識・スキルを有

すること。 

Excel（あるいは相当のソフトウェア）を使用できること。 

到達目標 

上位到達目標 

IT スキル標準（レベル 4 相当） 

プロジェクトマネジメントに適用できる人間関係スキル、ワークブレークダウンストラクチャ（WBS）等を指導できるレベル 

最低到達目標 

IT スキル標準（レベル 3 相当） 

プロジェクトマネジメントに適用できる人間関係スキル、ワークブレークダウンストラクチャ（WBS）等を理解し、実務に活かせ

るレベル 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
＜グループディスカッション＞ 

個人演習を行い、その後グループディスカッションを行う 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

録画コンテンツで、基本知識を習得する。 

録画コンテンツは、事前に視聴し、その後の授業での個人演習、およ

びグループディスカッションに支障がないようにしておく。 

授業外の学習 
・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は、プロジェクトマネジメントの主に人間関係スキルに関わる講義、及び演習を行う。受講生の興味次第で、内容の

深浅、順序等は適宜調整する可能性がある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
概要 

・科目選択の判断ができるように、授業の目的と 15 回の授業内容を解説する。 
[ハ(オ)] 

第 2 回 

・チーム・パフォーマンス 

PMBOK 第 7 版のチーム・パフォーマンス領域と関連するモデルについての基礎的な知識の

講義を視聴し、各自で振り返りを行う。 

[録] 

第 3 回 

・チーム・パフォーマンス 

前の回で学んだチーム・パフォーマンス関連について、グループでディスカッションを行って、

理解を深める。 

[ハ(オ)] 

第 4 回 

・ワークブレークダウンストラクチャ（WBS） 

WBS についての基礎的な知識の講義を視聴し、WBS の基本を理解する。 

各自で演習問題を実施する。 

[録] 

第 5 回 
・ワークブレークダウンストラクチャ（WBS）作成演習 

各自の演習問題の結果をグループでディスカッションを行って、理解を深める。 
[ハ(オ)] 

第 6 回 

・ステークホルダー・エンゲージメント、コンフリクトマネジメント 

PMBOK 第 7 版のステークホルダー・パフォーマンス領域と関連するモデルについての基礎

的な知識の講義を視聴し、各自で振り返りを行う。 

[録] 

第 7 回 

・コンフリクトマネジメント 

前の回で学んだコンフリクトマネジメント関連について、グループでディスカッションを行っ

て、理解を深める。 

[ハ(オ)] 

第 8 回 
・コンフリクトマネジメント 

グループ発表を行う。 
[ハ(オ)] 

第 9 回 

・対人コミュニケーション 

人間関係の心理学、対人コミュニケーションに関連する理論についての基礎的な知識の講

義を視聴し、各自で振り返りを行う。 

[録] 

第 10 回 

・対人コミュニケーション 

前の回で学んだ人間関係の心理学、対人コミュニケーション関連について、グループでディ

スカッションを行い、理解を深める。 

[ハ(オ)] 

第 11 回 
・情報システム・ソフトウェア取引トラブル事例 

情報システム取引の基本を理解する。各自のトラブル経験を振り返る。 
[録] 

第 12 回 ・プロジェクト経験におけるトラブル事例等の発表 前半 [ハ(オ)] 

第 13 回 ・プロジェクト経験におけるトラブル事例等の発表 後半 [ハ(オ)] 

第 14 回 
・品質管理 

品質管理についての基礎的な知識の講義を視聴し、各自で演習問題を実施する。 
[録] 

第 15 回 
・見積もり基礎知識 

見積もりについての基礎的な知識の講義を視聴し、各自で練習問題を実施する。 
[録] 

試験 ・第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する筆記試験を行う [ハ(オ)] 

成績評価 
成績評価 

課題（レポート、演習）60%、試験（筆記） 40%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切厳守。 

教科書・教材 資料は LMS 上で配布する。 

参考図書 

・PMI 著、『プロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK ガイド）第 6 版』、PMI、2018/1 

・PMI 著、『プロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK ガイド）第 7 版』、PMI、2021/11 

また、講義時にも適宜指示する。 

・経産省「情報システム・ソフトウェア取引トラブル事例集」 

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/softseibi/ 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 マネジメント系科目群
科目名 プロジェクトマネジメント特別講義 

教員名 三好 きよみ 
(英文表記) Project Management Practice 

概要 

 当科目では、シミュレータを使って、実際のプロジェクトに近い臨場感で、プロジェクト計画から実践までをプロジェクト・マネ

ジャーの立場で疑似体験する。それによって、プロジェクトマネジメントの重要性、プロジェクト・マネジャーの役割、問題発生

時の判断のポイントについて学習する。 

目的・狙い 

 プロジェクトマネジメントの重要性、プロジェクト・マネジャーの役割、問題発生時の判断のポイントについて習得すること、

および、グループでの演習を通して、コミュニケーション能力を養うことを目的とする。 

修得できる知識単位: 

・（実装） 見積り手法（レベル 3）

・（実装） プロジェクトマネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） 品質マネジメント手法（レベル 3）

・（支援活動） リスクマネジメント手法（レベル 3）

・（支援活動） 資産管理手法（レベル 3）

・（支援活動） 人材育成・教育・研修（レベル 3）

・（支援活動） ファシリティマネジメント手法（レベル 4）

・（保守・運用） ファシリティ設計技術（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特に履修条件は無いが、プロジェクトマネジメントに興味を持って、自ら実践しようという意欲があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

プロジェクトに潜んでいる制約・リスク等への対処に正解は無い。個々のプロジェクトや場面によって様々であることを理解

し、自ら適切に対処・判断できるレベル 

最低到達目標 

シミュレータによって、プロジェクト・マネジャーの立場で、プロジェクトを疑似体験することで、プロジェクトマネジメントの重要

性、プロジェクト・マネジャーの役割、問題発生時の判断のポイントを理解したレベル 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
グループ演習を教室で実施、遠隔受講も可能 

【シミュレータ演習】シミュレータを使って計画等を登録する 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

録画コンテンツで、基本知識を習得する。 

録画コンテンツは、事前に視聴し、その後の授業でのグループ演習に

支障がないようにしておく。 

授業外の学習 

・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

・グループ演習の取り組みでは、授業時間外にグループメンバーが集まって、まとめていくことが重要である。この活動自体

がプロジェクト活動であり、授業で得た知識を実践の場で活用する機会でもある。グループをまとめ、結論をまとめていく活

動によって、プロジェクトマネジメントを体感し、実践に結び付けるためのポイントを習得する。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目では、シミュレータを使ってグループ演習を行う。演習では、スケジュールの作成、要員のアサイン、コスト管理、課

題対応、リスク対応等のプロジェクトマネジメントが疑似的に実践できる。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

・授業の目的と 15 回の授業内容を解説する。

・シミュレータの概要を示す。

・次回以降のために、プロジェクト経験等の調査。

[ハ(オ)]

第 2 回 
〈プロジェクトの基礎知識〉 

シミュレータ実行のためのプロジェクトの基礎知識
[録] 

第 3 回 
【シミュレータ演習（個人）】 

各自でシミュレータのデモ版を実施し、操作を学ぶ 
[ハ(オ)]

第 4 回 
〈スケジュール作成〉 

・スケジュール調整、クリティカルパス
[録] 

第 5 回 

【シミュレータ演習 準備 1（グループ）】 

シミュレータの目的と制約を示し、操作を学ぶ。

シミュレータ上でプロジェクト計画を作成する。

[ハ(オ)]

第 6 回 
・プロジェクト・マネジャーの役割

・人間関係とチームに関するスキル
[録] 

第 7 回 
【シミュレータ演習 準備 2（グループ）】 

シミュレータ上でプロジェクト計画を作成する。
[ハ(オ)]

第 8 回 
【シミュレータ演習 前半実施（グループ）】 

シミュレータの設定を確認し、シミュレータ演習の前半を行う。
[ハ(オ)]

第 9 回 

〈前半の振り返り（グループ）〉 

シミュレータ演習前半の結果のまとめを行い、各種指標を分析する。

前半の結果についてグループごとに発表する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 
〈コスト、品質の考え方〉 

コストマネジメント、品質マネジメント
[録] 

第 11 回 

【シミュレータ演習 後半準備（グループ）】 

前半の結果についてグループごとに発表する。 

要員計画、品質管理、要員、コミュニケーション等の見直しを行い、後半の戦略策定を行う。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

【シミュレータ演習 後半実施（グループ）】 

シミュレータ演習の後半を行う。

実行結果を分析するための資料を収集する。 

[ハ(オ)]

第 13 回 

〈後半の振り返り（グループ）〉 

シミュレータ演習後半を振り返り、全体の分析を行う。

シミュレータ演習分析結果の発表準備を行う。

[ハ(オ)]

第 14 回 

〈発表準備（グループ）〉 

シミュレータ演習分析結果の発表準備を行う。

個人レポートの準備を行う。 

[ハ(オ)]

第 15 回 
〈グループ発表〉 

シミュレータ演習で学んだ内容をグループで発表する
[ハ(オ)]

試験 第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関する筆記試験を行う。 [ハ(オ)]

成績評価 課題（レポート、演習）60%、試験（筆記） 40%を基準として総合的に評価する。レポート等の提出物は締切厳守。 

教科書・教材 資料は LMS 上で配布する。 

参考図書 
・PMI 著、『プロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK ガイド）第 6 版』、PMI、2018/1

また、講義時にも適宜指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q

科目群 マネジメント系科目群
科目名 情報システム特論 1 

教員名 木下 修司 
(英文表記) IT Service Management 

概要 

IT サービスマネジメントは、ビジネス部門が必要とする適切な IT サービスを安定的に提供するための管理活動全般を指

すものである。ビジネスが多様化する中で、IT 部門には、従来のシステムの開発・構築・運用という役割だけではなく、IT 部

門の視点からビジネスを理解しそのビジネスの発展に貢献することが求められている。この背景を受け、IT サービスマネジ

メントの視点が欠かせなくなっている。これを実現する方法として、ITIL や DevOps が注目されている。

本講義では、ITIL などのサービスマネジメント手法や、DevOps のような考え方をシステムエンジニアリングの国際的な標

準をもとに解説するとともに、システムの総合信頼性や安全性といったサービス継続に不可欠な性質及び、その確認手法

についての近年の動向を学修する。 

目的・狙い 

本講義の受講を通して、IT サービスマネジメントの基本的な考え方を理解することと、実践的な基本対応スキルを併せて

習得する。ITIL や DevOps を体系的に学修したことの無い履修生を対象としており、すでに資格等を有しているものにとって

は、本講義の内容のほとんどが既知の知識と経験となる可能性が高い。 

修得できる知識単位: 

（戦略） システム戦略立案手法 レベル４ 

（戦略） コンサルティング手法 レベル４ 

（戦略） 市場機会の評価と選定 レベル３ 

（企画） 要求分析手法 レベル４ 

（企画） システム企画立案手法 レベル４ 

（企画） 非機能要件設計手法 レベル４ 

（実装） アーキテクチャ設計手法 レベル４ 

（利活用） サービスの運用 レベル４ 

（支援活動） 品質マネジメント手法 レベル４ 

（支援活動） リスクマネジメント手法 レベル４ 

（保守・運用） システム保守・運用・評価 レベル４ 

（非機能要件） 非機能要件（可用性、性能・拡張性） レベル４ 法規・基準・標準 レベル４ 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識等） 

システムのサービスマネジメントに関心をもっていること。

プログラミングの知識やソフトウェア開発の経験は特に必要としない。 

到達目標 

上位到達目標 

・サービスマネジメントの視点を持ってビジネスに取り組むことができる。

・ITIL を活用して IT 部門の IT サ―ビスマネージャを務めることができる。

最低到達目標 

・サービスマネジメントの基本的な内容を理解する。

・ITIL と DevOps の基本的な内容を理解する。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 第 16 回の試験はオンタイムで受験すること。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 
ハイフレックス型の回の前の録画授業を視聴し、内容を理解したうえ

で受講すること。 

録画視聴型 ○ 
後に続くハイフレックス型の授業前に視聴すること。質問等は確認テ

スト、LMS、ハイフレックス型の授業で受け付ける。

授業外の学習 
講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、2 回のレポート

課題を提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

授業計画を以下に示す。講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は事前に LMS にて配布する。各講義後に内容の

まとめを含む確認テストを受けること。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
IT サービスマネジメント序論：科目選択の判断ができるように、IT サービスマネジメントをは

じめとした本講義に登場する概念の説明とそれらの位置づけを述べる。
[ハ(録)]

第 2 回 
ITIL とサービスマネジメント：ITIL (Information Technology Infrastructure Library)の構成とそ

の利用法について学ぶ。
[録] 

第 3 回 前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッションを行う。 [ハ(録)]

第 4 回 
アジャイルと DevOps：ITIL 実践のための方法論と位置づけられる DevOps について、最新

の国際標準 ISO/IEC/IEEE 32675 を中心に学ぶ。
[録] 

第 5 回 前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッションを行う。 [ハ(録)]

第 6 回 

システムライフサイクル標準：ISO/IEC JTC 1/SC 7 Software and systems engineering が所

掌する国際標準群の概要を説明するとともに、その中心であるシステムライフサイクル標準

ISO/IEC/IEEE 15288 について学ぶ。

[録] 

第 7 回 前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッションを行う。 [ハ(録)]

第 8 回 
システム・サービスとその品質評価：システムの品質評価のための国際標準開発は日本が

主導してきた。その成果である ISO/IEC 25000 SQuaRE series について学ぶ。
[録] 

第 9 回 前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッションを行う。 [ハ(録)]

第 10 回 

システム・サービスの総合信頼性序論：総合信頼性（ディペンダビリティ）についての研究・国

際標準開発の歴史を概観したうえで、IEC 62853 Open Systems Dependability など新しい総

合信頼性の考え方を学ぶ。

[録] 

第 11 回 前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッションを行う。 [ハ(録)]

第 12 回 

安全性とアシュアランスケース：システムアシュアランス（Systems Assurance）の基本的な考

え方を学ぶとともに、Safety Case から始まったアシュアランスケースの歴史や、ISO/IEC 

15026 シリーズによる標準化、GSN などの記法について学ぶ。

[録] 

第 13 回 前回の講義課題の解説・ディスカッション及び発展的演習を行う。 [ハ(録)]

第 14 回 
総合信頼性とアシュアランスケース：サービス・システムのアシュアランスケース記述にまつ

わる近年の最新動向（自動運転システムのアシュアランス等）を学ぶ。
[録] 

第 15 回 前回の講義課題の解説・ディスカッション及び発展的演習を行う。 [ハ(録)]

試験 
第 1 回から第 15 回までの内容の理解に関して、筆記試験を実施する。 

[ハ(オ)]

成績評価 
レポート課題（30%）、期末の筆記試験（70%）を基準として総合的に評価する。

レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。

教科書・教材 
教科書は特に指定しない。 

講義資料を LMS で配布するので、各自授業前にダウンロードすること。 

参考図書 必要に応じて講義中に指示する。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 マネジメント系科目群
科目名 情報ビジネス特別講義 2 

教員名 小酒井 正和 
(英文表記) Financial Account and Orrganization 

概要 

 現在の企業環境を考えると、IT 従事者こそ、組織の戦略マネジメントと関連づけて、会計情報をどう活用するか、組織制度

をどのように構築するかといったセンスを身につけておく必要がある。そうすることによって、IT 従事者自らがビジネス戦略

へ大きな影響力を持つべきである。本講義では、組織の戦略をマネジメントする手法として、管理会計の手法を概観するこ

とによって、経営戦略の実行システムの構築やインタンジブルズ（無形の資産）のマネジメントについて学ぶ。 

目的・狙い 

 本講義の目的は、管理会計の側面から、IT 従事者に必要となる会計、人的資源、組織の管理に関する知識を修得し、活

用するための具体的な手法を理解することである。本講義では、マネジャーとして IT に関わる人材を想定した会計データの

取り扱うスキルを習得するとともに、会計データによる意思決定と業績評価の二側面からの知識習得を目指す。最終的に

は、BSC（バランスト・スコアカード）と結びつけた IT 投資マネジメント能力の習得を目指す。 

 IT 従事者に普段の業務では慣れない会計・財務というジャンルについて、マネジメントのための情報として捉えた活用方

法について総論として学習することを方針とする。具体的に、学習者はこの講義を通じて以下の知識や能力を習得できる。 

修得できる知識単位:  

- （戦略） 市場機会の評価と選定

- （戦略） マーケティング

- （戦略） システム戦略立案手法

- （企画） システム企画立案手法

- 企業活動

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特に履修のための条件はないが、シニアマネジャーとして IT をマネジメントする視座を得たいと考える人が履修することが

望ましい。あくまで簿記の授業ではなく、会計データの読み方を含めた組織づくりの知識を習得する授業であると心得ておく

こと。 

到達目標 

上位到達目標 

BSC の構築に必要な戦略マップ及びスコアカードの作成ができる。 

BSC に関連づけた戦略的な IT 投資のポートフォリオを構築できる。 

最低到達目標 

組織に対する業績評価の仕組みを説明でき、適切な業績評価指標の設定ができる。 

会計データを用いた意思決定支援情報の作成と判断ができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

遠隔および録画での出席可。遠隔での出席の場合、授業で指定され

た受講確認で出席扱いとする。Excel などの表計算ソフトを使った演

習を行う。学習効果・効率の観点から、できるだけ録画での出席では

ないほうがよいと思います。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 積み重ねが必要な授業内容でもあるため、授業外での学習として、授業前に予習を行うことを前提とします。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義では、まず基礎的な会計的、コスト的な考え方を習得し、そのあとで所定の課題については、授業ごとに提出する。な

お、会計に関わる基礎部分から学習を始めることを前提としているので、それを納得の上、学習プランを立てていただきた

い。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

管理会計の現代的意義（第 1 章）・経営戦略とマネジメント・コントロール（第 2 章） 

経営戦略と組織の設計との関係について学び、管理会計の手法がどのように役立てられる

ことになるかの仕組みを理解する。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

中期経営計画と利益計画（第 3 章） 

戦略と一貫性のある中期経営計画の立案の方法と、そこから単年度の予算編成に繋げる

ための利益計画の方法について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 3 回 
予算管理（第 4 章） 

予算の意義や役割について学び、戦略を反映した予算のあり方について理解する。 
[ハ(オ)] 

第 4 回 

経営意思決定支援の管理会計（第 5 章） 

資本予算の編成などで用いられる経済性評価の方法について学び、投資評価のための経

済性計算のための技能を修得する。 

[ハ(オ)] 

第 5 回 

コストマネジメント（第 6 章） 

生産管理、品質管理の側面から、原価維持、原価改善などの原価管理の手法について学

び、コストデータや業務データの活用方法について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 6 回 

原価企画（第 7 章） 

製造業およびサービス業で活用されるコストダウンのための活動である原価企画について

学び、低コストかつ高品質の製品・サービスの実現方法について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 7 回 

経営分析Ⅰ（第 9 章） 

経営分析の方法として、主に収益性指標の計算方法について学び、指標の読み方について

理解する。 

[ハ(オ)] 

第 8 回 

経営分析Ⅱ（第 9 章） 

経営分析の方法として、収益性指標だけでなく、資本効率性、財務の安全性などに関連す

る指標の計算方法について学び、指標の読み方について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 9 回 

事業部制管理会計（第 8 章） 

ROI や EVE などの業績評価指標の意義について学び、指標の読み方や活用方法について

理解する。 

[ハ(オ)] 

第 10 回 

バランスト・スコアカード（第 12 章） 

戦略実行のためのマネジメントシステムである BSC（バランスト・スコアカード）の本質的な意

義を学び、マネジメントコントロールについて深く理解する。 

[ハ(オ)] 

第 11 回 

統合報告と管理会計（第 15 章） 

近年、注目されている統合報告書（IR）の意義について学び、インタンジブルズ（無形の資

産）のマネジメントの重要性について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 12 回 

インタンジブルズマネジメント（第 14 章） 

企業価値を向上させる源泉であるインタンジブルズ（無形の資産）の意義について学び、イ

ンタンジブルズの複合的活用の方法について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 13 回 

レピュテーション・マネジメント（第 13 章）・ABC による製品戦略、原価低減、予算管理（第 11

章） 

インタンジブルズの 1 つであるコーポレート・レピュテーション（企業の評判）とブランドの違い

について学び、レピュテーションマネジメントのための BSC の活用方法について理解する。

ABC を活用した製品戦略の立案の考え方を理解する。 

[ハ(オ)] 

第 14 回 

顧客管理会計（第 17 章）・人的管理会計（第 18 章） 

インタンジブルズである顧客資産および人的資産の意義について学び、顧客資産の管理お

よび人的資産の管理のための BSC の活用方法について理解する。 

[ハ(オ)] 

第 15 回 

IT 管理会計（第 19 章） 

インタンジブルズの 1 つである情報資産の意義を学び、戦略志向の IT 投資マネジメントにつ

いて理解する。 

[ハ(オ)] 

試験 
範囲は講義全体として、①計算問題、②意思決定問題、③論述問題のいずれか 2 つを課

す。 
[ハ(オ)] 

成績評価 

課題：75 点 授業内にて行う演習の内容によって評価を行う（演習 15 回×最高 5 点）。 

知識習得：25 点 最終的に行う試験は 25 点満点とする。なお、時間的制約などから試験を同等のレポート提出とする場合

もある。 

教科書・教材 

櫻井通晴、伊藤和憲編著（2017）『ケース管理会計』中央経済社（全章を網羅することはできませんのであらかじめご了承く

ださい） 

授業で使用するデータ教材については、授業ごとにダウンロードできるようにしておく。 

参考図書 なし 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 マネジメント系科目群
科目名 情報セキュリティ特別講義 1 

教員名 奥原 雅之 
(英文表記) Risk Management 

概要 

当科目は、国際標準規格 ISO/IEC 27001 を基本に、リスクマネジメント技法の修得、組織での情報セキュリティマネジメン

トシステム（ISMS: Information Security Management System）体制を確立する手法、ISMS 適合性評価制度を講義とケース

スタディから実践的に学ぶ。ケーススタディでは、会社組織でのセキュリティポリシーの設定から、リスク分析、管理策の適

用等の手順を実際に行う。また、マネジメント規格の中核アプローチである PDCA モデル、ISMS を構築する上で中核作業で

あるリスクマネジメント手法を学ぶ。  

目的・狙い 

 当科目は、組織での内部統制を確立するため ISMS を構築するための基本と実践スキルの取得を目的とする。具体的に

は、以下の知識・スキルを修得する。 

・情報セキュリティポリシーの必要性、重要性を理解し、ポリシーの作成スキルを修得する。

・リスク分析・管理を理解し、リスクマネジメントスキルを修得する。

・ISO/IEC 27001 による ISMS 適合性制度を理解する。

修得できる知識単位: 

・（戦略） コンサルティング手法（レベル 4）

・（支援活動） リスクマネジメント手法（レベル 4）

・（支援活動） IT ガバナンス（レベル 4）

・（支援活動） 資産管理手法（レベル 4）

・（支援活動） 事業継続計画（レベル 4）

・（支援活動） システム監査手法（レベル 4）

・（支援活動） 情報セキュリティ（レベル 4）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

情報セキュリティ特論の単位を取得しているか、同等の知識・スキルを有すること。 

到達目標 

上位到達目標 

IT スキル標準（レベル 4 相当） 

・情報資産、脅威等が複雑で、ある程度の適用範囲が広い組織の ISMS 構築プロジェクトのプロジェクトマネジャが担当でき

るレベル 

・ISMS 審査員資格合格レベル

最低到達目標 

IT スキル標準（レベル 3 相当） 

・適用範囲の限定された組織での ISMS 構築プロジェクトの一員として活動できるレベル

・情報処理技術者試験合格レベル（情報セキュリティスペシャリスト、応用情報技術者）、セキュリティプロフェッショナル認定

資格制度（CISSP）認定資格合格レベル 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
演習および試験を実施する回はハイフレックス型（オンタイム）とす

る。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 講義のみの回は録画併用ハイフレックス型とする。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

・授業の前に、配布資料で授業の内容を確認すること。 特にケーススタディは事前の理解が必要であり、理解が不足すると

グループ作業に影響が及ぶ。 

・授業で指示された課題に取り組み、期限までに提出すること。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

当科目は講義及びケーススタディから構成される。指定されたアンケート調査等に回答しない場合はグループ演習への参

加を認めないことがある。 

授業計画を以下に示す。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

〈概要〉 

学生が講義選択の判断ができるように授業の目的と 15 回の授業内容を解説する。また、合

わせて講義全体を理解するために必要な基礎的な概念について解説する。 

[ハ(録)]

第 2 回 

〈ISMS の必要性〉 

ISMS の構築の有効性を理解する。情報漏洩が発生した場合の損失額の算出等も学ぶ。個

人演習あり。 

[ハ(オ)]

第 3 回 
〈適用範囲〉 

セキュリティポリシーと適用範囲などの概念の基礎知識を学ぶ。個人演習あり。
[ハ(オ)]

第 4 回 
〈ポリシー〉 

ISMS での情報セキュリティポリシーの必要性、ポリシー文書の構成を扱う。個人演習あり。 
[ハ(オ)]

第 5 回 
〈資産の洗い出し〉 

情報資産の資産の特定プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 6 回 
〈資産価値の算定〉 

情報資産価値の算定プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 7 回 
〈脅威と脆弱性の識別〉 

脅威と脆弱性の識別プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 8 回 
〈リスク値の算出〉 

リスク値の算出プロセスについて、解説とグループ演習を行う。
[ハ(オ)]

第 9 回 
〈リスク評価〉 

リスクの評価プロセスについて、解説とグループ演習を行う。
[ハ(オ)]

第 10 回 
〈管理策選定〉 

管理策の選定プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 11 回 
〈管理策実装〉 

管理策の実装プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 12 回 
〈監査計画〉 

内部監査計画の策定プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 13 回 
〈監査実施〉 

内部監査計画の実施プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 14 回 
〈監査報告〉 

内部監査計画の報告プロセスについて、解説とグループ演習を行う。 
[ハ(オ)]

第 15 回 
〈総括〉 

模擬監査の社内報告ロールプレイング、ディスカッションを行う。 
[ハ(オ)]

試験 第 1 回から第 15 回の内容の理解に関する試験を行う。 [ハ(オ)]

成績評価 
課題（個人・グループ課題の評価の合計）50%、試験（筆記） 50%を基準に総合的に評価する。提出期限を超えて提出された

課題は不受理または減点の対象となる。演習の評価方法の詳細は授業内で説明する。 

教科書・教材 
授業教材は LMS 上にオンラインで配布する。 

また、副教材としてインターネットで入手する外部の資料を使用する。入手方法は授業内で説明する。 

参考図書 

1.JIS Q 27001:2023 情報セキュリティ、サイバーセキュリティ及びプライバシー保護-情報セキュリティマネジメントシステム-

要求事項 

2.JIS Q 27002:2024 情報セキュリティ、サイバーセキュリティ及びプライバシー保護-情報セキュリティ管理策

上記 JIS 規格は日本産業標準調査会の Web サイトで閲覧することができる。 
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Ⅴ 情報システム学特別演習 

情報システム学特別演習 1 

情報システム学特別演習 2 



コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 必修 単位 6 学期 1Q、2Q 

科目群 情報システム学特別演習 
科目名 情報システム学特別演習 1 

教員名 コース全教員 
（英文表記） Advanced Exercises: Information Systems 1 

 

概 要 

・PBL（Project Based Learning）は、数名の学生がチームとなり、１年かけてプロジェクトに取り組む中で、実社会で真に役立

つコンピテンシー（業務遂行能力）を獲得するプログラムです。イノベーションに重要な問題発見力や問題提起力、問題解決  

力などを身につけた人材を育成するために有効な教育手法です。 

・PBL 型教育とは、実社会で即戦力として活躍できる人材を育成するために有効な教育手法であり、数名の学生が、明確

な目標を掲げ、できるだけ実際の業務の内容に近い 1 つのプロジェクトを完成させていくプロセスの中で、実社会で真に役

立つスキルやノウハウを修得していくというものです。 

・情報システム学特別演習 1 は教員指導によるプロジェクトを実行する。各プロジェクトは PBL 型であり、学生が主体的に活

動することで、コンピテンシー（業務遂行能力）を修得する。各プロジェクトの内容は、別途配布する「PBL プロジェクト説明

書」を参照のこと。 

目的・狙い 

・あらかじめ持っていた知識・スキル及び 1 年次に修得した知識・スキルを応用し、企業・組織での実際の業務を遂行できる

高度 IT 専門職人材を育成する。プロジェクト活動によって、高度 IT 専門職人材に期待されるコンピテンシーを獲得する。 

・修得できるコンピテンシー: 

（B1）コミュニケーション力（レベル 4）システム提案・ネゴシエーション・説得、ドキュメンテーション 

（B2）継続的学修と研究の能力(レベル 4)革新的概念・発想、ニーズ・社会的・マーケット的視点、問題解決 

（B3）チーム活動（レベル 4）リーダーシップ・マネジメント、ファシリテーション・調整 

履修条件 

（履修数の上限、

要求する前提知

識等） 

・22 単位以上（前年度の 10 月入学者は 12 単位以上）を修得していること。 

・プロジェクト配属ルール及び履修条件の詳細は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。 

到達目標 

上位到達目標 

・「PBL プロジェクト説明書」に記載されたプロジェクトごとの評価基準で評価を受ける。 

・これは指導的立場で業務を遂行できるレベルである（高度情報処理技術者試験に合格するレベルであり、ITSS レベル 4 に

該当する）。 

最低到達目標 

・「PBL プロジェクト説明書」に記載されたプロジェクトごとの評価基準で評価を受ける。 

・これは単独で業務を遂行できるレベルである（応用情報処理技術者試験に合格するレベルであり、ITSS レベル 3 に該当す

る）。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業外の学習 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業の進め方 

（グループワーク

方式など、進め方

の特徴） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

成績評価 

・PBL の成績評価は、成果、セルフアセスメント、コンピテンシースコアシート、週報、活動実績、年間活動報告書等を参照

し、PBL の活動及び成果に対する量及び質による評価と、コンピテンシー獲得度の評価から総合的に評価する。前者は

PBL 活動を評価するもので、後者は獲得したコンピテンシーという汎用能力の評価を行うものである。 

・前者 PBL 活動の評価は、活動の質と量、及び成果の質と量の 4 つの視点で評価項目を定め、評価する。また獲得したコン

ピテンシー評価は 7 項目のコンピテンシーごとに、基準の達成度により点数を付ける。活動の評価とメタピテンシーの評価項

目や評価基準は PBL ごとに作成する。 

・評価は 3 名の担当教員で成績案を作成し、すべての教員による PBL 成績判定会議で審議し、確定する。 

・評価基準は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。プロジェクトは 1 年間通して行うが、成績・単位は半

期（前期・後期）ごとに付ける。 

・成績は合否で評価する。 

教科書・教材 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

参考図書 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 
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コース名 情報アーキテクチャコース 必修・選択 必修 単位 6 学期 3Q、4Q 

科目群 情報システム学特別演習 
科目名 情報システム学特別演習 2 

教員名 コース全教員
（英文表記） Advanced Exercises: Information Systems 2 

概 要 

・PBL（Project Based Learning）は、数名の学生がチームとなり、１年かけてプロジェクトに取り組む中で、実社会で真に役立

つコンピテンシー（業務遂行能力）を獲得するプログラムです。イノベーションに重要な問題発見力や問題提起力、問題解決

力などを身につけた人材を育成するために有効な教育手法です。 

・PBL 型教育とは、実社会で即戦力として活躍できる人材を育成するために有効な教育手法であり、数名の学生が、明確な

目標を掲げ、できるだけ実際の業務の内容に近い 1 つのプロジェクトを完成させていくプロセスの中で、実社会で真に役立

つスキルやノウハウを修得していくというものです。 

・情報システム学特別演習 2 は情報システム学特別演習 1 と同様に教員指導によるプロジェクトを実行する。各プロジェクト

は PBL 型であり、学生が主体的に活動することで、コンピテンシー（業務遂行能力）を修得する。各プロジェクトの内容は、

別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照のこと。 

目的・狙い 

あらかじめ持っていた知識・スキル及び 1 年次に修得した知識・スキルを応用し、企業・組織での実際の業務を遂行でき

る高度 IT 専門職人材を育成する。プロジェクト活動によって、高度 IT 専門職人材に期待されるコンピテンシーを獲得する。

また、前期の PBL 活動で得たコンピテンシーをさらに活用し、次のステップを目指す。 

修得できるコンピテンシー:  

（B1）コミュニケーション力（レベル 4） システム提案・ネゴシエーション・説得、ドキュメンテーション 

（B2）継続的学修と研究の能力(レベル 4)  革新的概念・発想、ニーズ・社会的・マーケット的視点、問題解決 

（B3）チーム活動（レベル 4） リーダーシップ・マネジメント、ファシリテーション・調整 

履修条件 

（履修数の上限、

要求する前提知

識等） 

・情報システム学特別演習 1 の単位を取得していること。

・原則として前期に所属したプロジェクトを継続すること。

・プロジェクト配属ルール及び履修条件の詳細は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照すること。

到達目標 

上位到達目標 

・「PBL プロジェクト説明書」に記載されたプロジェクトごとの評価基準で評価を受ける。

・これは指導的立場で業務を遂行できるレベルである（高度情報処理技術者試験に合格するレベルであり、ITSS レベル 4 に

該当する）。 

最低到達目標 

・「PBL プロジェクト説明書」に記載されたプロジェクトごとの評価基準で評価を受ける。

・これは単独で業務を遂行できるレベルである（応用情報処理技術者試験に合格するレベルであり、ITSS レベル 3 に該当す

る）。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業外の学習 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業の進め方 

（グループワーク

方式など、進め方

の特徴） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

成績評価 

・PBLの成績評価は、成果、セルフアセスメント、コンピテンシースコアシート、週報、活動実績、年間活動報告書

等を参照し、PBLの活動及び成果に対する量及び質による評価と、コンピテンシー獲得度の評価から総合的に評価す

る。前者はPBL活動を評価するもので、後者は獲得したコンピテンシーという汎用能力の評価を行うものである。 

・前者 PBL 活動の評価は、活動の質と量、及び成果の質と量の4つの視点で評価項目を定め、評価する。また獲得

したコンピテンシー評価は7項目のコンピテンシーごとに、基準の達成度により点数を付ける。活動の評価とメタピ

テンシーの評価項目や評価基準は PBL ごとに作成する。

・評価は3名の担当教員で成績案を作成し、すべての教員によるPBL成績判定会議で審議し、確定する。

・評価基準は、別途配布する「PBLプロジェクト説明書」を参照すること。プロジェクトは1年間通して行うが、成

績・単位は半期（前期・後期）ごとに付ける。 

・成績は合否で評価する。

教科書・教材 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

参考図書 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 
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創 造 技 術 コース





Ⅰ  創 造 技 術 基 礎 科 目 群 

デザインマネジメント特論 

インテリジェントシステム特論



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 創造技術基礎科目群 
科目名 デザインマネジメント特論 

教員名 上田 太郎 
(英文表記) Design Management 

概要 

デザインは今、かつてないほど大きな変化の中にあります。 

AI やデジタル技術の進化によって、デザインの対象も方法も広がり続けています。私たちは「デザインとは何か」という問

いそのものを、改めて考える時代に生きています。 

この授業では、まずインダストリアルデザインの歴史に目を向け、過去の革新的なデザインがどのように生まれ、社会や

人々の暮らしをどう変えてきたのかを学びます。 

同時に、情報技術や AI などの新しい環境の中で、これからのデザインやデザイナーの役割がどのように変わっていくの

かを考えます。 

これらを通じて、デザインの本質とマネジメントの関係を理解し、変化の時代にデザインを活かすための考え方と視点を身

につけることを目指します。 

目的・狙い 

本講義は、デザインマネジメントを理解するために、大きく 4 つのパートで構成されます。 

1. デザインの基礎と役割の理解

デザインとは何か、どのような役割を果たしてきたのかを学ぶ。過去の革新的デザイン事例を通じて、デザインが人々

の生活や社会をどのように変えてきたかを考察します。 

2. 創造力を最大化する方法論の学習

継続的に革新的デザインを生み出すための個人のスキルや成長の過程、さらに企業が実践してきた組織やプロセスを

学びます。 

3. デザインの歴史的歩みと現代の組織的意義

デザイン論の歴史的変遷、企業におけるデザイン組織の役割の変化、最新ツールや協業の在り方など、現代のデザイ

ン環境のダイナミックな変化を理解し、将来の方向性を考察します。

4. 実演習による実践的学習

テーマを選び、自らの考えを表現することで、知識の理解と創造活動の違いを体感します。

これらの講義・演習を通じて、学生はデザインに関する基本的な知識と考え方を構築するとともに、創造力を活かした実

践的なデザイン・マネジメントを推進する力を養うことを目的とします。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・前提条件はありませんが、デザイン全般に興味や関心を持ち、デザインを社会的な観点で意義付けようとする学習意欲を

持っていることが望ましい。 

・グループワーク・ゲストによる特別講義は対面を基本とするが、諸事情により難しい学生は相談に応じる。

到達目標 

上位到達目標 

自ら社会や企業との関連で将来のデザインの方向性を考察し、デザイン業務全般に関する有効なマネジメント提案ができ

る知識と能力の獲得すること。 

最低到達目標 

デザインに関する全般的な基礎知識を持ち、デザイン関連のマネジメントのサポートができる能力があること。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ スライドによる講義と双方向での質疑

ハイフレックス型(オンタイム) ○ スライドによる講義と双方向での質疑 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 課題レポート提出によって出席となります 

授業外の学習 

様々な企業及びその製品デザインなどを強い興味と関心を持って学習しておくことが求められます。 

各回に授業に関連したレポート課題が出題されます。 

グループ演習においては、共同・各自で演習課題に関する調査やまとめを行うことが求められます。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は毎回配布する資料を利用して行う。  

個人発表は各自で事前の考察、資料の準備、発表、資料の提出となる。 

グループワークは授業中も含め事前にメンバー共同で考察、資料の準備、発表、資料の提出となる。 

最終回はデザインマネジメントの講義内容に関する小論文試験を行う。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
インロトダクション

講義全体の構成の概説 
[対] 

第 2 回 
デスカッション：何故デザインマネジメントを学ぶのか 

各個人のデザインの理解・概念の認識・本授業への期待値等のディスカッション 
[ハ(録)]

第 3 回 
歴史を変えたデザインプロダクト 

プロダクトデザインでイノベーションを起こしてきた企業とそのデザインを学ぶ 
[ハ(録)]

第 4 回 
デザイナーの役割、スキル 

デザイナーの思考の背景にある知識と考え方、企業での役割を学ぶ 
[ハ(録)]

第 5 回 
あなたの生活を変えたプロダクトデザインは？ 

自身の生活に影響を与えたデザインを取り上げその背景をデスカッションする 
[対] 

第 6 回 
デザインプロセス、マネジメント 

デザイン開発プロセスとそのためのマネジメントを学ぶ 
[ハ(録)]

第 7 回 
チームワーク、組織

創造性を高めるチーム体系、組織のあり方ついて学ぶ 
[ハ(録)]

第 8 回 
グループ演習：模擬デザイン評価会（ゲスト評価者） 

自らがデザイナーとして、デザインの説明を行いデザインの現場を疑似体験する 
[対] 

第 9 回 
デザインの歩み、歴史 

現在のデザイン概念を構築してきたデザインの流れを振り返る 
[ハ(録)]

第 10 回 
日本のデザイン 

日本におけるデザインの歩みを、文化的歴史的特徴から学ぶ 
[ハ(録)]

第 11 回 
グループ討議：日本デザインのすごいところ、足りないところ 

各自の視点で、日本のデザインを考察し、事例を挙げてデスカッションする 
[対] 

第 12 回 
デザインの広がり、役割の拡張 

時代の変化をと共に、広がっていくこれからのデザインの方向性について学ぶ 
[ハ(録)]

第 13 回 
デザインの未来 

テクノロジーの革新が及ぼす今後のデザインの可能性について学ぶ
[ハ(録)]

第 14 回 
グループ演習：これからデザインがすべき重要な役割は何か・質疑応答 

これまでの学びを通してデザインが何をなすべきか、グループで論議発表する 
[対] 

第 15 回 
デザインの実務紹介（ゲストスピーカー） 

現役のデザイナーによる特別講義、リアルな現場のプロセスと考え方を学ぶ[ 
[対] 

試験 
試験 

講義内容を踏まえ、デザインマネジメントに関する小論文テストを行う 
[対] 

成績評価 

３つのポイントで評価します(合計 100 点)。評価は 12 回以上の授業出席が前提です。 

・各回講義の課題レポート：30 点

・ディスカッション演習レポート：20 点

・小論文試験：50 点

教科書・教材 教員が授業の際に準備、配布する講義資料を使用する。 

参考図書 必要に応じ、授業の際に適宜紹介する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 創造技術基礎科目群 
科目名 インテリジェントシステム特論

教員名 林 久志 
(英文表記) Intelligent systems 

概要 

インテリジェントシステムを実装上ためのコアとなる技術として、人工知能（AI）が注目されている。特に実世界で動作する

インテリジェントシステム（≒エージェント≒AI）の知能は、「認識」、「思考」、「行動」に３つに分けることができる。本講義で

は、これらの３つの知能のうち最も基礎的であり、かつ、中核にある「思考」に関連するトピックを紹介する。特に、現在の状

況をセンサなどで認識した後に、どのように行動したらよいのか考えるための「推論」や、ネットワークで接続された複数のイ

ンテリジェントシステム（≒エージェント）間の「協調」に関するトピックを紹介する。

目的・狙い 

 人工知能分野の基礎を中心に学ぶ。本講義により、 

１．論理学 

２．探索 

３．論理プログラミング 

４．プランニング 

５．エージェントアーキテクチャ 

の基礎を学ぶことができる。 

なお、本講義で扱う推論は主に「探索」と「記号推論」であるが、推論のうち、ニューラルネットワーク、強化学習、深層学

習、深層強化学習、ゲーム木探索に関しては、「機械学習特論」で取り扱う。また、「協調」（分散人工知能）のうち、生物をヒ

ントに考案された遺伝的アルゴリズムや群知能を用いた最適化や環境への適応技術については、「AI デザイン特論」で取り

扱う。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

コンピュータの基本的な操作ができること。特定のプログラミング言語の知識は前提としないが、基本的な手続き型言語の

プログラムは理解できること。基本的な高校数学を理解できること。 

到達目標 

上位到達目標 

「探索」や「記号推論」や「エージェントモデル」の技術を用いてインテリジェントシステムをモデリング・デザインできるようにな

ること。 

最低到達目標 

「探索」や「記号推論」や「エージェントモデル」の各技術の概要を理解できるようになること。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 初回と演習日はリアルタイムで実施する。 

ハイフレックス型(録画併用) ○

録画視聴型 ○ 
座学は、原則、動画配信とする。 

質疑応答は Manaba の掲示板上で行う。 

授業外の学習 レポート作成と配布資料の復習

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義を基本とし、適宜、演習を行う。また、グループワークによるモデリングを体験する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
イントロダクション：

人工知能の概論を学ぶ。 
[ハ(録)]

第 2 回 
論理学： 

命題論理と述語論理を学ぶ。 
[録] 

第 3 回 
探索１： 

深さ優先探索、幅優先探索などの探索アルゴリズムを学ぶ。 
[録] 

第 4 回 
論理型プログラミング１： 

論理型プログラミング言語 Prolog を学ぶ。 
[録] 

第 5 回 
論理型プログラミング２： 

論理型プログラミング言語 Prolog を学ぶ 。 
[録] 

第 6 回 
論理型プログラミング３： 

演習： 論理型プログラミング言語 Prolog の演習を行う 。 
[ハ(録)]

第 7 回 
論理型プログラミング４： 

演習： 論理型プログラミング言語 Prolog の演習を行う。 
[ハ(録)]

第 8 回 
探索２： 

ヒューリスティクス探索（山登り法、最良優先探索、A*など）を学ぶ。
[録] 

第 9 回 
プランニング１： 

古典的プランニングを学ぶ。 
[録] 

第 10 回 
プランニング２： 

階層タスクネットワーク（HTN）プランニングを学ぶ。 
[録] 

第 11 回 
プランニング３：  

演習： プランニングのモデリングをグループワークで行う。 
[ハ(オ)]

第 12 回 
プランニング４： 

近代的プランニングを学ぶ 
[録] 

第 13 回 
実世界で動作するロボットアーキテクチャと推論： 

階層アーキテクチャ、反射と熟考の両立について学ぶ。 
[録] 

第 14 回 
プランニング５： 

演習： グループワークの発表会を実施する 
[ハ(オ)]

第 15 回 

総括： 

本講義を総括し、その他のトピック（黒板モデル、契約ネットプロトコル、集中型と分散型など

のマルチエージェントモデルなど）を紹介する。 

[ハ(録)]

試験 グループワークおよびレポート課題を試験とみなす。 その他 

成績評価 
・レポート課題（プログラミング）： 50 点

・レポート課題（グループワーク）： 50 点

教科書・教材 講義で利用するスライドを配布する。 

参考図書 

Stuart Russell, Peter Norvig 著『Artificial Intelligence: A Modern Approach, Fourth Edition』 （PEARSON、2020 年） 

（注）上記書籍の第 2 版までは日本語訳あり 

Patrik Haslum, Nir Lipovetzky, Daniele Magazzeni 著『An Introduction to the Planning Domain Definition Language』 （Morgan 

& Claypool Publishers、2019 年） 

三宅陽一郎 著 『人工知能の作り方』（技術評論社、2017 年） 

Malik Ghallab, Dana Nau, Paolo Traverso 著『Automated Planning and Acting』（Cambridge University Press、2016 年） 

William F. Clocksin, Christopher S. Mellish 著『Programming in Prolog: Using the ISO Standard』（Springer、2013 年） 

Malik Ghallab, Dana Nau, Paolo Traverso 著『Automated Planning: Theory and Practice』 （Morgan Kaufmann、2004 年） 
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Ⅱ プロダクト・イノベーション科目群 

プロトタイピング⼯学特論 

システムインテグレーション特論

品質⼯学特論

信頼性⼯学特論

創造設計特論



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 プロダクト・イノベーション科目群 
科目名 プロトタイピング工学特論 

教員名 
近藤 嘉男 

内山 純 (英文表記) Prototyping 

 

概要 

 創造技術におけるプロトタイピングは、計画されたプロダクトの性質を早期に表現する手法およびその過程であり、機能だ

けでなく感性的な要素までを含む。 

本講義では、“ものづくりアーキテクト”として求められるプロトタイピングの知識とその運用力を修得することを目的とす

る。講義、グループワークおよび個人ワークを組み合わせて学修し、3DCAD スキルの修得およびラピッドプロトタイピング

の活用を通じて、イノベーティブなアイデアや商品・サービス創出におけるプロトタイピングの意義と役割を学び、その活用力

を養う。 

目的・狙い 

“ものづくりアーキテクト”は、プロトタイピングを十分に理解した上で運用・活用することが求められ、デザインエンジニア

やプロダクトデザイナーを目指す者にとって必須の知識・スキルである。 

前半では、基礎となる 3DCAD モデリングと設計手法を学修し、設計課題に取り組むことで理解を深め、3DCAD の運用力

を身につける。 

後半では、プロトタイピングのプロセスと制作手法を学修し、課題におけるプロトタイプ制作を通じて、その有効性を実践

的に把握する。また、パラメトリックモデリングやトップダウン／ボトムアップを意識したプロトタイピングの活用が、イノベーテ

ィブなアイデアや商品・サービス創出に有意義であることを理解し、3DCAD を活用した意匠‐メカ設計連携の有効性につい

てさらに理解を深める。 

課題制作および発表を通じて、以下の能力の向上を目指す。 

・ プロトタイピングの意義、プロセスと制作手法 

・ 3DCAD モデリングと設計手法 

・ ラピッドプロトタイピング 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・ 3DCAD 未経験者も受講可能だが、自宅などでの自習時間を意欲的に確保すること。 

・ 3DCAD 経験者は、使用環境が整っていれば使用ソフトは問わない。 

ただし、教室端末では Fusion360、Inventor、Creo、SolidWorks、Rhinoceros などが使用可能 

到達目標 

上位到達目標 

3DCAD を活用したプロトタイピングのプロセスとその有効性を理解した上で運用ができる。 

最低到達目標 

3DCAD による基本的なモデリング技術を修得し、それを活用したプロトタイピングのプロセスとその有効性を理解できる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 講義およびワークショップ、プレゼンテーション 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
CAD 操作の視認性や理解度の向上のため、教室での受講を推奨す

る。 

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ―  

授業外の学習 

課題制作にあたっては、予習・復習を含む授業外の学習時間を確保することが求められる。特に 3DCAD の操作や設計手

法の習得については、参考書やチュートリアルを活用した自習を基本とする。 

各回の課題に対しては、授業内での説明をもとに、個別に取り組むこと。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義は、第 1 回から第 15 回まで連続した構成で実施し、プロトタイピングの基礎から応用までを体系的に学修する。 

各回では、LMS 上の教材や講義資料を活用しながら、個人ワークおよびグループワークを通して設計・モデリング技術を修

得し、その応用力を高める。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
オリエンテーション：授業計画および学修内容の解説

3DCAD の基本操作（ファイル操作・画面操作など） 
[対] 

第 2 回 

3DCAD モデリング 1（課題①）： 

スケッチ（スケッチ面、基準、拘束）の基本操作

押し出し・回転によるモデリング 

[対] 

第 3 回 

設計演習 1： 

基本的なモデリング手法の修得 

パラメータ修正、履歴操作 

[ハ(オ)]

第 4 回 

3DCAD モデリング 2（課題②）： 

形状編集操作（結合、修正） 

スケッチ変更、履歴変更

[対] 

第 5 回 

設計演習 2： 

モデリング手法の応用

履歴管理と設計データの修正 

[ハ(オ)]

第 6 回 

3DCAD モデリング 3（課題③）： 

サーフェスモデリング手法の理解

ソリッド化、意匠－メカ設計連携

[対] 

第 7 回 

設計演習 3： 

サーフェスモデリングの修得

意匠と構造の統合設計 

[ハ(オ)]

第 8 回 

3DCAD モデリング 4（課題④）： 

フォームモデリング手法の理解

フォーム編集・ソリッド化・ソリッドモデリングとの連携

[対] 

第 9 回 

設計演習 4： 

フォームモデリングの修得

多様な修正操作の習得 

[ハ(オ)]

第 10 回 

ラピッドプロトタイピング：

意義・手法 

3D プリントの造形原理・造形材料 

[対] 

第 11 回 

課題制作 1（課題⑤）： 

プロトタイプ制作手法の理解 

各自レベルに応じた課題および成果物の設定 

[ハ(オ)]

第 12 回 
課題制作 2： 

各自課題の進行および個別対応 
[対] 

第 13 回 
課題制作 3（課題⑥）： 

中間報告（課題進捗の共有と確認） 
[対] 

第 14 回 
課題制作 4： 

課題成果発表の準備 
[対] 

第 15 回 
デザインレビュー： 

課題成果発表 
[対] 

試験 
レポート試験：課題発表資料について相互評価を踏まえて再構成し、活動内容を記録した

資料を含めて提出する。PDF 形式（A4 横長）の資料にまとめる。 
その他 

成績評価 

課題・最終発表・レポートの内容および完成度による総合評価（合計 100 点満点） 

課題 1～6（各 10 点、計 60 点）：全て提出が条件 

最終課題発表およびレポート試験（40 点）：発表内容・口頭発表・発表資料の完成度 

教科書・教材 講義資料は LMS に掲載し、必要に応じて配布 ただし、取り扱いに制限のある資料を除く。 

参考図書 

三谷 大暁 ほか著, Fusion 360 操作ガイド 次世代クラウドベース 3DCAD ベーシック編, カットシステム, 2021 

三谷 大暁 ほか著, Fusion 360 操作ガイド 次世代クラウドベース 3DCAD アドバンス編, カットシステム, 2021 

三谷 大暁 ほか著, Fusion 360 操作ガイド 次世代クラウドベース 3DCAD スーパーアドバンス編, カットシステム, 2021 

株式会社アドライズ, よく分かる 3 次元 CAD システム SOLIDWORKS 入門, 日刊工業新聞社, 2019 

株式会社マインズ, はじめての 3DCAD SOLIDWORKS 入門, 電気書院, 2020 

村木 正芳 ほか著, Inventor による 3D CAD 入門, 東京電機大学出版局, 2023 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 プロダクト・イノベーション科目群 
科目名 システムインテグレーション特論 

教員名 大久保 友幸 
(英文表記) System Integration in Engineering 

 

概要 

システムインテグレーション(SI; System Integration)特論は、元来の意味であるシステムを実現するため、要素技術が賢く

インテグレーション(統合)され、システム全体を構築する方法を学ぶ。そのために、SI の各種要素技術、実際例、特徴に関す

る知識とスキルを身につけることにより、SI 設計に関する体系の理解を実践的に学ぶ。 

目的・狙い 

 システムを構築する際には、要素を構成する技術要素を知り、その上で全体を構成する必要がある。本講義では、サンプ

ルプログラムを用いながら、理論と実装を繰り返すことで、システム全体を構築する手法を習得する。 

習得できる知識 

・システム構成に関する知識 

・システム要素技術に関する理論と知識 

・画像処理に関する知識 

・ロボットに関する知識 

・プログラミングスキル 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

コンピューターの基本的な知識や操作ができること 

数式を理解しようと興味を持っていること 

基本的なプログラミングについて理解できること 

到達目標 

上位到達目標 

要素技術である画像処理、位置情報処理、ロボット技術などを用いて、システムを構成すること 

最低到達目標 

基本的なシステムの構成を理解する。 

画像処理や位置情報処理などの構成要素の特徴を理解する。 

Python により例題のプログラミングができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型(オンタイム) ○ プレゼンテーションを行う。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ スライドを利用して講義を行い、PC を用いた演習を行う。 

録画視聴型 ―  

授業外の学習 
プログラミング演習を実施すること。 

毎回、講義内容に則した演習課題を課すので、レポートとして期日までに提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義は、毎回配布する講義資料に基づき実施する。 

各講義は、理論学習・知識学習と、演習で組み合わされている。毎回、演習レポートの提出を求め、レポートは LMS への提

出を想定している。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
ガイダンス、システムとは 

システムに関する用語や、概念などを学ぶ。
[ハ(録)]

第 2 回 

センサ/IoT

システムの入力に使用されるセンサについて代表的な物を紹介する。さらにセンサとネット

ワークで構成される IoT に関して紹介し、構築上のポイントを紹介する。

[ハ(録)]

第 3 回 

周波数 

センサにより取得されたデータを解析する際に必要となる周波数に関する知識を学ぶ。基本

事項の連続時間信号と離散時間信号を踏まえた上で、周波数・位相および、周波数解析の

方法について学ぶ。 

[ハ(録)]

第 4 回 

音情報処理 

音に関する情報処理に関する知識を学ぶ。信号の標本化について振り返った上で、可視化

の方法、周波数解析の方法を、演習問題を解くことでプログラムを学ぶ。また応用例を紹介

する。 

[ハ(録)]

第 5 回 

画像処理 1 

画像に関する基本的な知識を学ぶ。画像処理の代表的な問題について学び、システムの例

を紹介する。その上で画像処理の基本的手法について概観していく。プログラムを自ら実装

することで手法がどのような結果を生むか理解していく。 

[ハ(録)]

第 6 回 

画像処理 2 

画像処理の代表的な手法を学ぶ。その際プログラムを実装していくことで、理解を深めてい

く。 

[ハ(録)]

第 7 回 

画像処理 3 

画像処理の応用例を学ぶ。前回までの基本的手法を応用し、さらに高度な画像処理の手法

を学んでいく。またプログラミングを実際に行うことで、理解を深める。 

[ハ(録)]

第 8 回 
産業における SI 技術(演習) 1 

プレゼンテーション演習を通して、更に深い知識の修得を図る。 
[ハ(オ)]

第 9 回 
産業における SI 技術(演習) 2 

プレゼンテーション演習を通して、更に深い知識の修得を図る。 
[ハ(オ)]

第 10 回 

深層学習 

深層学習を用いた画像処理に関する基本的用語と仕組みについて概観していく。また深層

学習を使った画像処理の応用例を紹介し、その手法を用いたプログラムを動かしていく。 

[ハ(録)]

第 11 回 

位置情報処理 

GNSS/GPS おとび位置情報処理に関する知識を学ぶ。位置情報のシステムについての例

を紹介し、GNSS/GPS に関する基本的知識を学ぶ。加えてハードウェアや地図サービスな

どについても学んでいく。 

[ハ(録)]

第 12 回 

制御 

メカトロニクスの制御法に関して学ぶ。フィードバック制御、ブロック線図、PID 制御に関する

基本的な知識を理解する。 

[ハ(録)]

第 13 回 

ロボット

SI の集大成とも言われるロボットを取り上げ、構成要素、制御方法、応用方法を学ぶ。代表

的な種類分類、構成部品、アクチュエータについて理解した上で、無人搬送システムの例を

紹介していく。 

[ハ(録)]

第 14 回 
SI デザイン(演習) 1 

背景、特徴、問題点を分析し、改善案のプレゼンテーションを行う。 
[ハ(オ)]

第 15 回 
SI デザイン(演習) 2 

背景、特徴、問題点を分析し、改善案のプレゼンテーションを行う。 
[ハ(オ)]

試験 プレゼンテーション資料を LMS を通じて提出することで、最終レポートとする その他 

成績評価 

以下の通り評価を行う(合計 100 点)。 

講義内演習の評価 40 点 

プレゼンテーション演習 30 点 

最終レポート 30 点 

教科書・教材 教員が授業の際に準備、配布する講義資料を使用する。 

参考図書 必要に応じ、授業の際に適宜紹介する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 プロダクト・イノベーション科目群 
科目名 品質工学特論 

教員名 越水 重臣 
(英文表記) Quality Engineering 

 

概要 

 本講義では、品質工学の中核的手法である「パラメータ設計法」「機能性評価」「MT システム」について学習する。パラメー

タ設計は、開発者の名前をとって「タグチメソッド」と呼ばれたり、その目的から「ロバストデザインメソッド」と呼ばれたりもす

る。その内容は、市場での品質トラブルを未然防止するための設計手法である。機能性評価は、品質ではなく機能を評価す

るための手法であり、開発設計を効率化することを目的とする。そして、MT（マハラノビス・タグチ）システムは、予測や診断、

判別のためのパターン認識の手法であり、現在、様々な分野において実用化が進んでいる。 

目的・狙い 

 本講義では、品質工学の手法に関する知識を習得するとともに、その手法を実務に応用できるようになることを目的とす

る。学習者はこの講義を通じて以下の知識や能力を習得できる。 

 1.パラメータ設計を理解し、実務課題に対して実験計画の立案ができる。 

 2.機能性評価の方法を理解し、実験データの解析ができる。 

 3.MT システムを使ったパターン認識のプロセスを理解し、応用事例を考えることができる。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

統計に関する知識があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

機能性評価によるデータ解析ができる。 

機能性評価とパラメータ設計を組み合わせた動特性のパラメータ設計について実験計画が立案できる。 

MT システムを使った応用事例が作れる。 

最低到達目標 

品質工学には独特の用語がある。「信号因子」「計測特性」「制御因子」「ノイズ因子」の内容を説明できる。 

実験データから「SN 比」と「感度」が計算できる。直交表を使った最適化のためのデータ解析ができる。 

ロバストデザインと従来の設計法の違いを説明できる。 

マハラノビス距離による判別のしくみが説明できる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

個人ワークやグループワークなど演習を中心とする講義はハイフレッ

クス型で実施する。ただし、Web 会議システムを利用した遠隔授業の

みとなることもある。 

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ○ 
知識の伝達を主目的とする講義はビデオに録画されている。講義ビ

デオを視聴して、クイズに回答したりレポートを提出したりする。 

授業外の学習 
LMS にアップロードされた講義資料をダウンロードして予習すること。 

前回の講義内容をよく復習してから講義に臨むこと。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は毎回配布する資料を使用して行う。毎回の授業内で演習を実施する。重要ポイントに関する演習はその提出を求め

る。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義概要、パラメータ設計の概要 

講義の目的と全 15 回の学習内容の概説する。また、第 1 回目の内容として、品質工学の体

系とパラメータ設計の目指すところを解説する。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

品質工学におけるシステムのとらえ方 

品質工学では、システムに関するパラメータを｢信号因子｣「計測特性」「制御因子」「ノイズ因

子」の４つに分類し、システムダイアグラムを完成させる。ここでは、システムダイアグラムに

ついて理解する。 

[ハ(オ)] 

第 3 回 

SN 比と感度による評価 

品質工学のパラメータ設計では、得られた実験データを「SN 比」と「感度」と呼ばれる指標に

変換して評価を行う。ここでは、SN 比と感度の意味とその計算方法について理解する。 

[録] 

第 4 回 

実験計画法入門（直交表を用いた最適化実験） 

品質工学のパラメータ設計では、パラメータの水準を最適化するのに「直交表」を利用する。

ここでは、統計手法である直交表を用いたデータ解析法を学ぶ。 

[録] 
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第 5 回 

パラメータ設計の事例 

静特性のパラメータ設計の事例を紹介する。事例を通じて、実験計画とデータ解析、最適条

件の決定と確認実験のやり方といったパラメータ設計の一連の流れを学ぶ。 

[ハ(オ)]

第 6 回 

MT（マハラノビス・タグチ）システム（１） 

診断、予測、判定の手法である MT（マハラノビス・タグチ）システムについて学ぶ。ここでは、

MT 法による判別の方法を理解する。MT 法におけるデータ解析を中心に解説する。 

[ハ(オ)]

第 7 回 

MT（マハラノビス・タグチ）システム（２） 

MT 法の応用事例を解説する。MT 法の演習課題（個人演習）についても説明する。演習の

成果については、第 14 回と第 15 回の講義内で発表してもらう。 

[ハ(オ)]

第 8 回 

MT（マハラノビス・タグチ）システム（３） 

MT システムのうち、予測の手法である T 法を学ぶ。T 法におけるデータ解析を解説した後、

適用事例について解説する。T 法の応用事例を考える演習も行う。 

[録] 

第 9 回 

動特性の SN 比による機能性評価 

品質と機能の違いを解説する。次に品質工学の機能性評価の方法を学ぶ。動特性のＳＮ比

と感度の計算方法について学ぶ。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

機能性評価の演習 

実際の製品について、信号因子、ノイズ因子、計測特性を決めて機能性評価を行うための

実験計画を立案する。演習を通じて機能性評価についての理解を深める。 

[ハ(オ)]

第 11 回 

動特性のパラメータ設計 

機能性評価から動特性のパラメータ設計への展開を解説する。さらに動特性のパラメータ設

計の事例を紹介する。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

品質工学と他手法との連携 

QFD（品質機能展開）ーTRIZ（発明的問題解決の理論）ーQE（品質工学）といった 3 つの手

法を連携させた開発設計プロセスについて解説する。 

[録] 

第 13 回 

許容差設計 

パラメータ設計でパラメータの設計値を決めたら、次の活動はパラメータの許容差を決定す

ることである。直交表を使った応答解析により設計パラメータの許容差を決定する方法（許

容差設計）について解説する。 

[録] 

第 14 回 

MT 法の演習課題に関する成果発表（１） 

第 7 回の講義内で提示された演習課題に対して、受講生各人が実施した成果について発表

して質疑応答を行う。 

[ハ(オ)]

第 15 回 

MT 法の演習課題に関する成果発表（２） 

第 7 回の講義内で提示された演習課題に対して、受講生各人が実施した成果について発表

して質疑応答を行う。 

[ハ(オ)]

試験 
最終試験を行う。 

最終試験を同等のレポート試験とする場合もある。 
その他 

成績評価 

以下の通り評価を行う（合計 100 点）。 

 講義内演習の評価 30 点 

レポート課題 30 点

 最終試験 40 点、最終試験を同等のレポート試験とする場合もある。 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 

越水重臣、鈴木真人著、実践・品質工学（日刊工業新聞社） 

田口玄一著、実験計画法（丸善） 

立林和夫編著、入門 MT システム（日科技連） 

田村希志臣著、よくわかる MT システム（日本規格協会） 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 プロダクト・イノベーション科目群 
科目名 信頼性工学特論 

教員名 越水 重臣 
(英文表記) Reliability Engineering 

 

概要 

 製品や設備が与えられた使用環境や使用法で、決められた期間にわたり要求された機能を果たすかといった信頼性はリ

ライアビリティと呼ばれ狭義の信頼性を指す。機能性だけではなく安全性も損なわないというのが広義の信頼性である。最

近では製品の安全性に対する顧客や社会の目がますます厳しくなってきており、製品安全の確保は企業にとって最重要の

課題である。信頼性・安全性は企業のブランド構築に大きく寄与するものである。そこで本講義では、信頼性工学の基礎を

学んだ後、実務に役立つ信頼性と安全性の設計手法を学ぶ。 

目的・狙い 

 本講義では、信頼性設計と安全性設計の手法を習得することを目標とする。またグループ演習では、メンバーと協力して

成果物を作成することを学ぶ。具体的には、学習者はこの講義を通じて以下の知識や手法を習得できる。 

 1.信頼性・安全性設計の方法（冗長設計、フールプルーフ、フェイルセーフ、フェイルソフトなど） 

 2.信頼性解析手法 FMEA 

 3.安全性解析手法 FTA 

 4.リスクアセスメント手法 R-Map 

 5.デザインレビュー DRBFM 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

数学の知識（指数・対数の計算に関する知識）を有していること。 

到達目標 

上位到達目標 

製品について FMEA、FTA、リスクアセスメント R-map を実施したうえで信頼性と安全性の向上ための設計対策が考案でき

る。 

最低到達目標 

冗長設計、フールプルーフ、フェイルセーフ、フェイルソフトといった信頼性設計の違いを具体事例で説明できる。 

簡単な製品について信頼性解析手法 FMEA および安全性解析手法 FTA を実施することができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

個人ワークやグループワークなど演習を中心とする講義はハイフレッ

クス型で実施する。ただし、Web 会議システムを利用した遠隔授業の

みとなることもある。 

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ○ 
知識の伝達を主目的とする講義はビデオに録画されている。講義ビ

デオを視聴して、クイズに回答したりレポートを提出したりする。 

授業外の学習 
LMS にアップロードされた講義資料をダウンロードして予習すること。 

前回の講義内容をよく復習してから講義に臨むこと。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は毎回配布する資料を使用して行う。毎回の授業内で演習を実施する。重要ポイントに関する演習はその提出を求め

る。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義ガイダンス、製品安全と信頼性・安全性設計 

講義の目的と 15 回の学習内容を解説する。初回は、近年ますます重要になる製品安全を

強調し、それを確保するための信頼性・安全性設計の重要性について解説する。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

信頼性とバスタブ曲線 

信頼性の評価指標である信頼度、MTTF、MTBF、故障率などを解説した後、故障率曲線

（バスタブ曲線）を学ぶ。 

[録] 

第 3 回 

保全性とアベイラビリティ 

保全性の評価指標である保全度、アベイラビリティについて解説する。昨今、メンテナンスの

重要性が増していることを理解した上で状態監視保全に関する調査を行う。 

[録] 

第 4 回 

信頼性データの解析（１） 

信頼性工学で重要となる故障曲線（バスタブ曲線）を復習した後、ワイブル確率紙を用いた

信頼性データの解析により故障タイプを判定するワイブル解析の方法を学ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 5 回 

信頼性データの解析（２） 

製品が出荷されて客先で稼働している期間は偶発故障期に該当する。ここでは、偶発故障

期の信頼性データの特徴と信頼性試験による故障率および信頼度の推定方法を学ぶ。 

[録] 
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第 6 回 

信頼性データの解析（３） 

信頼性試験には、時間と数の壁が存在する。試験アイテム数を少なくし、試験時間を短縮す

るための方策として、中途打ち切り試験と加速試験を解説する。 

[録] 

第 7 回 

信頼性モデルと信頼性設計 

製品システムを直列システムと並列システムからなる信頼性モデルとしてとらえる。そして、

信頼性モデルにおける信頼度の計算方法と信頼性設計（冗長設計、フールプルーフ、フェイ

ルセーフ、フェイルソフトなど）の設計思想を学ぶ。

[ハ(オ)]

第 8 回 

信頼性解析手法 FMEA 

FMEA(Failure Mode and Effects Analysis)と呼ばれる信頼性解析手法について、その実施方

法を解説する。 

[録] 

第 9 回 

FMEA 演習（１） 

実際の製品について FMEA を適用し、その結果を FMEA ワークシートにまとめるグループワ

ークを行う。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

FMEA 演習（２） 

FMEA の演習結果について、グループごとに発表を行い、結果および考察をクラス全体で共

有する。さらにデザインレビュー手法である DRBFM（Design Review Based on Failure Mode）

を解説する。 

[ハ(オ)]

第 11 回 

安全性解析手法 FTA 

FTA(Fault Tree Analysis) と呼ばれる安全性解析手法を解説する。フォールトツリー解析図

（FT 図）の作成方法を中心に学ぶ。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

FTA 演習 

実際に製品について、フォールトツリー解析図（FT 図）を作成し、トップ事象の発生確率を計

算する定量的解析を実施する。また、トップ事象を引き起こすことに最も寄与しているクリテ

ィカルな要素・部品を特定する。 

[録] 

第 13 回 

製品のリスクアセスメント 

国際安全規格における安全の定義を紹介した後、R-Map（リスクマップ）による製品のリスク

アセスメント手法を解説する。R-Map によるリスク評価と 3 ステップメソッドによるリスク低減

の方法を学ぶ。 

[ハ(オ)]

第 14 回 

リスクマネジメント

製品事故のリスクにとどまらず、企業活動全般のリスクマネジメントに視野を広げる。職場や

業務に潜むリスクの洗い出しと評価についてグループ演習を通じて学ぶ。 

[ハ(オ)]

第 15 回 

安全性設計（本質安全設計） 

製品事故を起こさないための安全性設計について考える。制御安全と本質安全の違いを理

解する。ハザード（危険源）に対するリスク低減方法について考える。さらに、ハザードを除

去することによって創造されるイノベーティブな製品について考える。 

[録] 

試験 
最終試験を行う。 

最終試験を同等のレポート試験とする場合もある。 
その他 

成績評価 

以下の通り評価を行う（合計 100 点）。 

 講義内演習の評価 30 点 

レポート課題 30 点

 最終試験 40 点 

尚、最終試験を同等のレポート試験とする場合もある。 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 

鈴木和幸編著：信頼性データ解析（日科技連） 

益田昭彦ほか著：新 FMEA 技法（日科技連） 

益田昭彦ほか著：新 FTA 技法（日科技連） 

松本浩二著：R-Map とリスクアセスメント基本編（日科技連） 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 プロダクト・イノベーション科目群 
科目名 創造設計特論 

教員名 越水 重臣 
(英文表記) Conceptual Design Engineering 

 

概要 

 製品やサービスの設計は、企画→仕様の決定→概念設計→詳細設計の流れで行われる。本講義では、上流工程である

概念設計で使える発想法や思考法を解説する。具体的には、技術コンセプトの創出に役立つ TRIZ（創造的問題解決の理

論）、複雑なシステムの設計に役立つシステムシンキングといった思考法や発想支援技法を学ぶ。さらに、製品・サービスを

普及させるためには、ビジネスモデルも必要となるため、ビジネスモデル構築のためのフレームワークも解説する。個人ワ

ークやグループワークによる演習を通じてその理解を深める。 

目的・狙い 

 本講義では、思考法や発想法に関する知識を習得するとともに、その手法を用いて、問題解決に応用できるようになるこ

とを目的とする。学習者はこの講義を通じて以下の知識や能力を習得できる。 

 1.自由連想、垂直思考、水平思考、類比思考、強制思考といった発想法の特徴を理解し、使い分けることができる。 

 2.創造的問題解決の理論 TRIZ の中核的な創造技法である①矛盾マトリクス（技術的矛盾）と発明原理 40、②物理的矛盾

と分離原理、③技術進化のパターンを理解する。 

 3.コンテンポラリ TRIZ による問題記述の図式化（プロブレムフォーミュレーション）を理解する。 

 4.システムシンキングにおける因果ループ図の作成方法を理解する。  

５．ビジネスモデルを構築するためのフレームワークについて、その使い方を理解する。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

発想法・思考法に興味を持ち、日常業務の改善にそれらを活用したいという意欲を持つこと。 

到達目標 

上位到達目標 

問題定義において、根本原因あるいは根本矛盾の推定ができる。 

PF（Problem Formulation）図、因果ループ図、ビジネスモデルキャンバスにより問題を多面的に把握でき、解決策のアイデア

発想に結び付けることができる。 

問題解決のアイデアを評価し、技術コンセプトの生成とその評価ができる。 

最低到達目標 

自由連想、垂直思考、水平思考、類比思考、強制思考といった発想法の特徴を理解している。 

創造的問題解決の理論 TRIZ の中核的な創造技法である矛盾マトリクス（技術的矛盾）と発明原理の利用方法を理解してい

る。 

PF（Problem Formulation）図、因果ループ図、ビジネスモデルキャンバスの作成方法を理解している。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

個人ワークやグループワークなど演習を中心とする講義はハイフレッ

クス型で実施する。ただし、Web 会議システムを利用した遠隔授業の

みとなることもある。 

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ○ 
知識の伝達を主目的とする講義はビデオに録画されている。講義ビ

デオを視聴して、クイズに回答したりレポートを提出したりする。 

授業外の学習 
LMS にアップロードされた講義資料をダウンロードして予習すること。 

前回の講義内容をよく復習してから講義に臨むこと。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は毎回配布する資料を使用して行う。毎回の授業内で演習を実施する。重要ポイントに関する演習はその提出を求め

る。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義ガイダンス、発想法の基本（１） 自由連想、類比発想、強制発想 

発想法には３つのタイプ（自由連想、類比発想、強制発想）があることを解説する。特に、自

由連想（Brainstorming）と強制発想（Guided Brainstorming）について、演習をまじえながら学

ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

発想法の基本（２） 垂直思考と水平思考 

ロジカルシンキングとも呼ばれる垂直思考法とラテラルシンキングあるいはイノベーションシ

ンキングと呼ばれる水平思考について学ぶ。水平思考の代表である類比発想を使った演習

に取り組む。 

[ハ(オ)] 

第 3 回 

創造的問題解決の理論 TRIZ（１） 

創造的問題解決の理論である TRIZ の全体像を概説したあとで、技術的矛盾を解消するた

めの創造技法である矛盾マトリクスと発明原理 40 を解説する。さらに、物理的矛盾を解消す

るための４つの分離原理についても解説する。 

[録] 
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第 4 回 

創造的問題解決の理論 TRIZ（２） 

技術システムの進化パターンは分野を超えて繰り返されるという技術システムの進化法則

を解説する。さらに、TRIZ における理想性の向上と究極の理想解の考え方を紹介して次回

の演習につなげる。 

[録] 

第 5 回 

【演習】TRIZ 理論を応用したイノベーション発想法 

技術システムの進化法則に基づいた Forecasting 発想と究極の理想解からの Backcasting

発想を組み合わせることでイノベーション領域を見出し、次世代製品を考案する演習を行

う。 

[ハ(オ)]

第 6 回 

創造的問題解決の理論 TRIZ（３） 

TRIZ 自体もクラシカル TRIZ からコンテンポラリ TRIZ へと進化している。ここではコンテンポ

ラリ TRIZ による問題解決プロセスを解説する。

[録] 

第 7 回 

創造的問題解決の理論 TRIZ（4） 

コンテンポラリ TRIZ における問題状況の記述方法である PF(Problem Formulation)を解説す

る。多くの演習問題に取り組むことで PF というテクニックを習得する。 

[録] 

第 8 回 

【演習】コンテンポラリ TRIZ 演習（１） 

①システムアプローチ：演習課題の状況を様々な視点から観察する。

②プロブレムフォーミュレーション（PF）：問題状況を図式化し、タスクを生成する。

[ハ(オ)]

第 9 回 

【演習】コンテンポラリ TRIZ 演習（２） 

③アイディエーション式ブレスト：タスクに取り組み、解決アイデアを発想する。

④コンセプトの評価：実現可能な解決策コンセプトを策定し、その評価を行う。

[ハ(オ)]

第 10 回 

【演習】コンテンポラリ TRIZ 演習（３） 

⑤ドキュメント化：所定の書式で演習の報告書を作成する。

⑥演習成果の発表：グループに分かれて解決索コンセプトを発表しあう。

[ハ(オ)]

第 11 回 

システムシンキング（１）

問題の全体構造や要素間の関係性に着目する思考法であるシステムシンキングについて

解説する。システムの全体像を因果ループ図により表現する方法を学ぶ。 

[録] 

第 12 回 

システムシンキング（２）

因果ループ図から問題解決するためのアイデア発想法を学ぶ。システムの典型的なパター

ンであるシステム原型についても解説する。

[録] 

第 13 回 

ビジネスモデル発想法（１） 

ビジネスモデルを構築するためのフレームワーク（ビジネスモデルキャンバス）について、そ

の使い方を演習を交えながら学ぶ。システムシンキングで学んだ自己強化型ループをビジ

ネスモデルキャンバスに組み込む方法を解説する。

[録] 

第 14 回 

ビジネスモデル発想法（２） 

ビジネスモデルキャンバスを補完するためのフレームワークとして、価値の交換を描画する

ピクト図解を解説する。演習を交えて学ぶ。 

[録] 

第 15 回 

ビジネスモデル発想法（３） 

自分自身が作成したビジネスモデルキャンバスを用いて、他者にビジネスモデルを説明す

る、ビジネスモデルを進化させるといった演習を行う。 

[ハ(オ)]

試験 
最終試験を行う。 

最終試験を同等のレポート試験とする場合もある。 
その他 

成績評価 

以下の通り評価を行う（合計 100 点）。 

 講義内演習の評価 30 点 

レポート課題 30 点

 最終試験 40 点、最終試験を同等のレポート試験とする場合もある。 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 特に指定しない。講義内で適宜紹介する。 
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Ⅲ インダストリアル・デザイン科目群 

プロダクトデザイン特論 

価値デザイン特論  

コミュニケーションデザイン特論

⼯業デザイン材料特論

デジタルデザイン実習

デザイン表現実習

造形デザイン特別演習

プロダクトデザイン特別演習



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 プロダクトデザイン特論 

教員名 内山 純 
(英文表記) Product Design 

概要 

プロダクトデザインは、機能と感性を統合し、社会やビジネスの要請に応える価値を創出する創造的プロセスである。 

本講義では、“ものづくりアーキテクト”として求められるデザイン思考と運用力を基盤に、調査・分析・構想・視覚化・評価

に至るプロダクトデザインの理論と方法を体系的に学修する。 

講義、チームワーク、個人ワークを組み合わせ、アイデアを具体化するための多様な視覚化手法を通じて、課題発見力と

創造的提案力を養う。 

目的・狙い 

本講義は、造形・材料・プロセスなど関連演習科目の基礎となる理論と手法を理解し、プロダクトデザインの設計思考と提

案能力を身につけることを目的とする。 

前半では、背景・社会・ビジネスおよびデザインプロセスを学修し、持続可能な社会に資するエコデザインを中心に議論・

理解を深める。 

後半では、ユーザ調査、コンセプト構築、視覚化、評価、プレゼンテーションを実践し、グループ討議を通じて各自の提案

を具体化する。 

課題および発表を通して、以下の能力を高める。 

・ 企画提案力

・ プレゼンテーション力

・ 非言語的視覚化力

・ 機能と感性の統合力

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・ プロダクトデザイン、デザインエンジニアリング、または関連分野に関心をもつ者。

・ デザインの基礎知識を有することが望ましいが、未経験者も受講可能。

・ 関連科目（「造形デザイン特別演習」「プロダクトデザイン特別演習」「工業デザイン材料特論」「プロトタイピング工学特

論」）とあわせて履修することで、デザイン理論と実践を総合的に学ぶことができる。 

・ 授業外での調査・資料整理・視覚化作業など、自主学修時間を十分に確保すること。

到達目標 

上位到達目標 

社会やビジネスの背景を踏まえ、課題を発見し、デザイン思考に基づいて創造的なプロダクト提案ができる。 

調査・構想・視覚化・発表のプロセスを通じて、機能と感性を統合したデザインを構築できる。 

最低到達目標 

プロダクトデザインの基本的なプロセス（調査・構想・視覚化・発表）を理解し、課題に基づいた提案ができる。 

視覚化を通じてアイデアを共有し、他者の意見を踏まえて改善を行うことができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
講義、グループワークを中心に実施。受講者間の意見共有や相互理

解を促進する。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
講義、発表を中心に一部グループワークを併用。教室または遠隔の

いずれからも受講可能とし、受講環境に応じて柔軟に対応する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

プロダクト提案の糸口を見出すために、講義後に調査や探求を行い、次回のグループ討議に備える。 

課題発表資料の作成は予習・復習時間を主とし、必要に応じて情報整理や視覚化のためのデジタルツールを活用する。 

プロダクトデザイン未経験者は、担当教員の助言を参考に、表現力を高めながら課題に取り組む。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義は、講義と討議を組み合わせて進行する。 

第 1 回から第 15 回まで連続した構成とし、各回の内容を基に課題を設定する。 

課題は、教員の助言を踏まえ、各自のスキルレベルや関心に応じて設定する。 

設定した課題に沿って調査・探求を行い、討議や発表を通して理解を深める。 

グループワークでは、専門知識やスキルの異なるメンバーの特性を活かし、相互学修による能力向上を目指す。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

オリエンテーション：授業計画および学修内容の解説

プロダクトデザインとは：対象、目的、専門性、役割、能力 

課題①：「豊かな暮らし」イメージを収集 

[ハ(オ)]

第 2 回 

デザインコンセプト作成： 

プロセスと手法、提案型、問題解決型 

課題①発表：「豊かな暮らし」のイメージを共有（多様な価値観の共有） 

[対] 

第 3 回 
プロダクトデザインの背景：領域、歴史他 

各自のスキルレベルに応じた課題の設定（個別確認） 
[ハ(オ)]

第 4 回 
社会とプロダクトデザイン：デザイン思考ほか 

課題②：取組む課題の「プロダクトカテゴリー」の背景調査 
[対] 

第 5 回 
コンセプト作成のための手法：コンセプト起案法、ペルソナ・シナリオ手法ほか

課題②発表：取組む課題とプロダクトカテゴリーの共有 
[ハ(オ)]

第 6 回 
デザインプロセス：デザインプロセス概要、ユーザセンタードデザインほか 

課題③：中間発表資料作成 
[対] 

第 7 回 
中間発表：討議、意見交換による理解の深化 

課題③発表：各自テーマのコンセプトを共有 
[ハ(オ)]

第 8 回 
ユーザ調査のための手法：アンケート調査、観察法、フィールド調査ほか

課題④：各自課題・提案資料の再構成（1） 
[対] 

第 9 回 
視覚化のための手法：スケッチ、レンダリング、モデル試作ほか 

課題④発表：各自課題・提案の共有（1） 
[ハ(オ)]

第 10 回 
プロダクトデザインとビジネス：デザイン組織と活動、ブランド戦略ほか 

課題⑤：各自課題・提案資料の再構成（2） 
[対] 

第 11 回 
デザイン評価と科学的研究：専門家評価、ユーザ評価、デザインレビューほか 

課題⑤発表：各自課題・提案の共有 
[ハ(オ)]

第 12 回 
マーケティングとデザイン：マーケティングミックス、商品企画プロセスほか

課題⑥：発表資料の作成 
[対] 

第 13 回 
各自課題の探求・検討： 

各自課題・提案内容の共有と検討 
[ハ(オ)]

第 14 回 
発表の準備： 

資料の整理、表現方法の確認 
[対] 

第 15 回 
課題発表（課題⑥発表）： 

全体討議、相互評価 
[ハ(オ)]

試験 
レポート試験：課題発表資料について相互評価を踏まえて再構成し、活動内容を記録した

資料を含めて提出する。PDF 形式（A4 横長）の資料にまとめる。 
その他 

成績評価 

次の３つのポイントで評価する（合計 100 点満点） 

中間発表内容（50 点）＋最終発表内容（30 点）＋レポート課題（20 点） 

・ 中間発表内容の評価：成果物作成へ向けた役割や貢献度、相互評価を含む。

・ 最終発表内容の評価：口頭発表＋発表資料の完成度

・ レポート試験の評価：発想力+表現力+中間及び最終発表内容までの総合的な改善意識と編集力

原則として LMS 出題課題をすべて期限内に提出していることが単位取得の条件 

教科書・教材 
日本インダストリアルデザイン協会編, プロダクトデザイン（改訂版）, ビー・エヌ・エヌ, 2021 

その他、講義資料は LMS に掲載し、必要に応じて配布 ただし、取り扱いに制限のある資料を除く。 

参考図書 
佐宗 邦威 著, 21 世紀のビジネスにデザイン思考が必要な理由, クロスメディア・パブリッシング, 2015 

フレッド・アシュフォード 著, 高梨 隆雄 訳, 設計美学, ダヴィッド社、1991
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 価値デザイン特論 

教員名 蓮池 公威 
(英文表記) Kansei Value Design 

 

概要 

 デザインの価値は、しばしば非言語（かたちや色といった視覚言語など）の操作（かたちの操作）による美的・感性的形式

のありようとして議論されるが、本来的にはデザインされたシステムやプロダクトを通じてユーザーにどのような意味が提示

できたか、というコミュニケーションや関係性の問題として議論することが重要である。 

 本科目で扱う「価値デザイン」は、このデザインの価値を優先する意味の設計手法である。 

 講義の前半では、「価値デザイン」を理解する前提として、デザインの歴史的解釈や記号的解釈、さらにデザイン思考につ

いて学ぶ。 

 後半では、デザイン価値に基づく設計手法について、そのプロセスを具体的な事例とともに学ぶとともに、ユーザーに提示

すべき意味をいかに非言語操作で表現するかというコミュニケーションや関係性の設計について、イメージボードを用いた

手法で実践的に学んでいく。 

目的・狙い 

 ここではデザインを、非言語操作によりコミュニケーションや関係性を設計し、ユーザーへ新たな意味を提示すること（意味

の設計手法）と捉えている。当然ながら、ユーザーに提示する意味は、非言語で表現することが求められ、ユーザーが解読

できるものでなければならない。 

 そこで、ユーザーのコミュニケーションコードに沿って提示すべき意味を非言語に変換するための、ユーザー像、ユーザー

のデザインニーズ、さらにはデザイントレンドなどを、言語、非言語（写真、イメージなど）で表現する手法（イメージボード）を

学んでいく。これは、デザイン開発において、デザインコンセプトを視覚的に表現できるツールであり、デザイナーへの的確

なブリーフィングに有効なものである。 

 ・具体的には学修者はこの講義を通じて以下の知識やスキルを習得できる。 

 ・デザイン価値の理解 

 ・デザイナー価値の理解 

 ・価値デザイン（デザイン価値を優先して意味を設計する）の理解 

 ・デザイン思考の理解 

 ・イメージボードを活用して意味（主に感性的な形式）を視覚的に定義する手法 

 ・デザイントレンドについて 

 ・デザインの意味論的分類について 

 ・視覚表現技術：デザインのための意味を設計しそれを視覚的に表現するスキル 

 ・デザイン分析技術：デザインをテーストチャートや記号分類を用いて分析するスキル 

 ・イメージボード作成：ユーザー像を視覚的に表現する、またその非言語記号を翻訳するスキル 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

学修の前提知識として、「誰のためのデザイン（D.A.ノーマン）」を読んでおくことが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

デザイナー：デザインコンセプトに基づいてデザインパラメータをコントロールできる。 

それ以外：イメージボードを駆使しデザイナーに的確なデザインブリーフィングができる。 

総合点: 80 点 

最低到達目標 

デザイナー：デザインコンセプトを視覚的に表現できる。 

それ以外：イメージボードを用いてデザインイメージを提出できる。 

総合点: 60 点 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
議論やグループワークのうち、集合することが必須であるものは対面

で実施する。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
議論やグループワークのうち、オンラインで可能なものはハイフレック

スで実施する。 

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ○ 概念の説明や知識的な内容は録画ビデオ等により実施する。 

授業外の学習 
1) 授業内で指定する、個人またはグループによる事前調査、事後検討の実施。 

2) 授業後に講義に関連するテーマをレポートにまとめ提出。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

 本科目で扱う「価値デザイン」は、デザイン思考に基づくデザインの価値を優先する意味の設計手法である。 

 講義の前半では、「価値デザイン」を理解する前提として、デザインの歴史的解釈や記号的解釈を学ぶ。 

 後半では、デザイン価値に基づく設計手法について、そのプロセスを具体的な事例とともに学ぶとともに、ユーザーに提示

すべき意味をいかに非言語操作で表現するかというコミュニケーションや関係性の設計について、イメージボードを用いた

手法で実践的に学んでいく。 

 授業／グループ活動の進捗に合わせて、対面／ハイブリッドの回と録画視聴の回を柔軟に設定し、組み合わせにより実

施する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義概要とデザイン基礎 

・講義の目的と学習内容の解説

・これまでのデザイン、今日のデザイン

[対] 

第 2 回 
今日的デザイン議論＜グループ討議 1＞ 

デザインドリブンという意味の急進的なイノベーション 
[対] 

第 3 回 

デザインの歴史的解釈 

・デザインの３大機能

・製品意味論、意味論的転回

[録] 

第 4 回 
無用のデザイン＜グループ討議 2＞ 

「無用の用」を原点とするデザイン 
[対] 

第 5 回 
デザインの記号的解釈 1 

記号論の基礎的理解とデザインのコミュニケーションモデルについて 
[録] 

第 6 回 
デザインの記号的解釈 2 

C.Ｓ.パースの推論と三項理論、デザインの記号的表現と意味の分類
[ハ(オ)]

第 7 回 

デザイン価値 

・デザインの状況

・デザイン実践の事例

[録] 

第 8 回 
デザインテースト 

デザインテーストによるデザイン分類 
[ハ(オ)]

第 9 回 
デザイン思考 

デザイン思考の要素 
[録] 

第 10 回 
ユーザーイメージボード 1

・言語操作によるコミュニケーションのためのイメージボードの作成
[対] 

第 11 回 
デザインの評価軸 

・デザインテーストによるデザイン分類、デザインの印象評価
[録] 

第 12 回 
ユーザーイメージボード 2

・ユーザーイメージボードの作成と発表
[対] 

第 13 回 
事例研究 

・デザイン事例
[録] 

第 14 回 
デザインイメージボード 3 

・デザインイメージボードの作成と発表
[対] 

第 15 回 
総括 

・価値デザインの課題と総括
[ハ(オ)]

試験 レポート試験（イメージボードに関するレポート） その他 

成績評価 

次の 3 つの項目で評価する（合計 100 点満点）。 

・グループ活動とグループ発表内容：30 点

・授業の際に重要ポイントを記述する講義レポート：30 点

・レポート試験：40 点

教科書・教材 
開講時にオリジナルテキストをプリントし配布 

また、各回授業の前に講義で使用するスライドや関連資料をプリントし配布 

参考図書 

意味論的転回（クラウス・クリッペンドルフ） 

誰のためのデザイン、エモーショナルデザイン、未来のモノのデザイン、複雑さと共に暮らす（D.A.ノーマン） 

デザイン・ドリブン・イノベーション（ロベルト・ベルガンティ） 

スペキュラティブ・デザイン（アンソニー・ダン、フィオナ・レイビー）

姿勢としてのデザイン 「デザイン」が変革の主体となるとき（アリス・ローソーン） 

デザイン思考が世界を変える（ティム・ブラウン） 

イノベーションの達人！発想する会社をつくる 10 の人材（トム・ケリー）

世界を変える「デザイン」の誕生 シリコンバレーと工業デザインの歴史（バリー・M・カッツ） 

エスノグラフィー入門 <現場>を質的研究する（小田博志 ）

記号論への招待（池上嘉彦） 

美の構成学（三井秀樹） 

レトリック感覚（佐藤信夫）

エンジニアリングデザイン（ナイジェル・クロス）

生きのびるためのデザイン（ヴィクター・パパネック） 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 コミュニケーションデザイン特論

教員名 上田 太郎 
(英文表記) Communication Design 

概要 

「コミュニケーションデザイン」は、情報や感情、人と人・人と社会をつなぐデザインです。 

コミュニケーションは「目で見る言葉のデザイン」から始まり、ポスターやサインなどのビジュアル表現、そして近年では

GUI や HMI、UX/UI に代表されるインタラクションの世界へと拡張してきました。 

本講義では、この「コミュニケーションデザイン」という広がりのある領域を、①理論と概念の理解、②事例研究、③スモー

ルプロジェクトによる実践、④振り返りと考察というプロセスを通して体系的に学びます。

特に、情報の可視化（インフォグラフィク・ビジュアライゼーション）を重要なテーマとして扱い、複雑な情報をわかりやすく、

魅力的に伝える力を育成します。 

学びを通じて、創造的に考え、体系的に整理し、実践を通じて形にする力を高め、デザインの現場で生きた知識として活

かせる思考力と表現力の獲得を目指します。 

目的・狙い 

本講義は、大きく 4 つのパートで構成されます。 

まず、コミュニケーションの基本的な概念や、インタラクションに至るまでの思想・手法の変遷を学びます。 

次に、情報を効果的に伝えるためのプロセス設計と可視化の基本スキルを習得します。 

さらに、企業や社会における多様なデザイン事例（HMI、UX/UI を含む）を通して実践的な理解を深め、最後にスモールプ

ロジェクトを通して自らの考えを可視化・表現する演習を行います（インフォグラフィクス）

これらの学習・体験を通じて、「学び → 体系化 → 実践 → 振り返り」というプロセスを自ら体験し、創造的に考え、行

動に移せるデザイン的思考力を養うことを目指します。 

具体的には、学習者は次の知識と能力を獲得します。： 

1. 基礎的知識：コミュニケーションデザインの基本概念と枠組みの理解

2. 理論と手法：情報伝達とデザインプロセスに関する基本理論の習得

3. 専門的知識：HMI や UX/UI など、企業や社会における事例の理解

4. 実践的スキル：グループ演習を通じた可視化・表現・振り返りの体得

これらを通して、学びを体系化し、創造的に考え実践できる人材の育成を目指します。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

• コミュニケーションデザインに関心を持ち、知識を旺盛に吸収する意欲と、社会におけるデザインの関連事項に敏感に反

応して知識として身に付けておくことが望ましい。 

• グループワーク・実習・ゲストによる特別講義は対面を基本とするが、諸事情により難しい学生は相談に応じる。

到達目標 

上位到達目標 

社会や企業において自ら課題に対してコミュニケーションデザインの方向性を意義付けし、企画及び計画ができる専門的知

識を習得する。 

最低到達目標 

コミュニケーションデザインの基本的知識を獲得し、簡単な問題に対して解決の方向性を提案できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ スライドによる講義と双方向での質疑

ハイフレックス型(オンタイム) ○ スライドによる講義と双方向での質疑

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 課題レポート提出によって出席となります 

授業外の学習 

様々なコミュニケーションに関して関心と問題意識を常に持っていること。 

グループ演習回を除く各回には、授業に関連した課題レポートが課せられる。グループ演習回では各自の調査や資料まと

めなどを行う必要がある。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は毎回配布する資料を利用して行います。 

個人発表は各自で事前に考察、資料の準備、発表、資料の提出となります。 

グループワークは授業中も含め事前にメンバー共同で考察、資料の準備、発表、資料の提出となります。 

最終回はデザインマネジメントの講義内容に関する小論文試験を行います。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
インロトダクション

講義全体の構成の概説 
[対] 

第 2 回 
コミュニケーションの歴史

コミュニケーションデザインにおける歴史的視点について学ぶ
[ハ(録)]

第 3 回 
ピクトグラム・書体 

ピクトグラムの果たした役割・フォントデザインの発展について学ぶ 
[ハ(録)]

第 4 回 
サイン計画

サイン計画の実践とその効果、考え方を実例を通して学ぶ
[ハ(録)]

第 5 回 
サイン計画実態調査発表

サイン計画実地調査（グループワーク）を行い現状の課題をデスカッションする
[対] 

第 6 回 
インフォグラフック

グラフ、チャート図、レイアウトなど、インフォグラフィックの基本を学ぶ 
[ハ(録)]

第 7 回 
デザイントレーニング（資料を作る） 

各自が情報の可視化を行い、スキルやその効果をトレーニングによって習得する 
[ハ(録)]

第 8 回 
ゲストスピーカー特別講義 

情報デザインに携わる現役デザイナーによる講義、現場のダイナミズムを学ぶ 
[対] 

第 9 回 
人の認知特性・アフォーダンス 

人間の認知や、フォーダンスの基本概念を解説、人と環境の関係を学ぶ[ 
[ハ(録)]

第 10 回 
HMI フィジカルインターフェイス 

ハードウエアを中心としたインタラクションのあり方について学ぶ
[ハ(録)]

第 11 回 
GUI デジタルインターフェイス 

情報デザインの基本となるデジタルインターフェイスの重要性と進化を学ぶ 
[ハ(録)]

第 12 回 
UXUI・APP 

WEB やソフトウエアサービスになどから発展した UXUI デザインを学ぶ 
[ハ(録)]

第 13 回 
デザイン演習 1 （課題制作） 

与えられたテーマに沿って、各個人がインフォグラフックの企画制作を行う 
[対] 

第 14 回 
デザイン演習 2 （評価修正） 

お互いに、その出来高や情報の有効性を評価し、デザインを修正する 
[対] 

第 15 回 
デザイン演習 3 （成果発表） 

各個人が演習の成果を発表し、アウトプットに関するデスカッションを行う 
[対] 

試験 
試験 

講義内容を踏まえ、デザインマネジメントに関する小論文テストを行う 
[対] 

成績評価 

３つのポイントで評価します(合計 100 点)。評価は 12 回以上の授業出席が前提。 

・各回講義の課題レポート：30 点

・実地調査・演習成果：30 点

・小論文試験：40 点

教科書・教材 教員が授業の際に準備、配布する講義資料を使用する。 

参考図書 必要に応じ、授業の際に適宜紹介する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 工業デザイン材料特論 

教員名 内山 純 
(英文表記) Product Design Materials 

 

概要 

 プロダクトデザイナーやデザインエンジニアは、使用する材料の物質的な特性だけでなく、その背景にある製造加工法、環

境性、経済性などを理解した上で、製品設計に運用・活用することが求められる。 

 基礎的なプロダクトデザインの知識・スキルを有することを前提とし、講義とグループワークおよび個人ワークを組み合わ

せて学修する。 

 材料視点でのプロダクト提案や、プロダクトデザイン視点での材料開発提案を通じて、デザイン価値を見出す手段として工

業デザイン材料を捉える力を養う。 

目的・狙い 

 本講義では、プロダクトデザイナーやデザインエンジニアに求められる工業デザイン材料の知識とその運用力を修得する

ことを目的とする。 

前半では、工業デザイン材料（金属、プラスチック、セラミックス、木材など）の種類、性質、製造加工方法を学び、調査・探

求や相互意見交換を通じて理解を深める。 

後半では、最先端素材やエコ素材の現状を学び、いくつかのプロダクト事例を通じて材料の運用、活用、開発を探る。 

各自が着目した材料についてさらに調査・探求を行い、材料視点でその特徴を生かしたプロダクトを考察し、材料開発を

示唆するデザイン提案を行うことで、材料運用・活用力を高める。 

課題への取り組みと発表を通じて、以下の能力の向上を目指す。 

・ 企画提案力 

・ 要求定義力 

・ 機能と感性の統合力 

・ 開発計画力 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・ プロダクトデザイン、デザインエンジニアリング、または関連分野に関心をもつ者。 

・ デザインの基礎知識を有することが望ましいが、未経験者も受講可能。 

・ 関連科目（「プロダクトデザイン特論」「造形デザイン特別演習」「プロダクトデザイン特別演習」「プロトタイピング工学特

論」）とあわせて履修することで、デザイン理論と実践を総合的に学ぶことができる。 

・ 授業外での調査・資料整理・視覚化作業など、自主学修時間を十分に確保すること。 

到達目標 

上位到達目標 

適切な材料と加工法を考慮し、審美性の高いプロダクトデザイン提案を行うことができる。 

工業デザイン材料を、新たなデザイン価値を生み出す手段として活用できる。 

必要とされる工業デザイン材料開発の方向性を示すことができる。 

最低到達目標 

プロダクトデザイン提案において、最適な材料を選定することができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
講義、グループワークを中心に実施。受講者間の意見共有や相互理

解を促進する。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
講義、発表を中心に一部グループワークを併用。教室または遠隔の

いずれからも受講可能とし、受講環境に応じて柔軟に対応する。 

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ―  

授業外の学習 
材料視点でのプロダクト提案の糸口を見出すために、各テーマについての講義後に調査・探求を行い、次回のグループ討

議に備える。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義およびワークショップは、第 1 回から第 15 回まで連続した構成で実施する。 

プロダクトデザイン提案課題は、教員の助言を踏まえ、各自のデザインスキルレベルに応じて個別に設定する。 

設定した課題に基づき、調査・探求を行い、ワークショップおよびプレゼンテーションで成果を共有する。 

専門知識やスキルが異なるメンバーの特性を活かし、相互学修によって能力の向上を目指す。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

オリエンテーション：授業計画および学修内容の解説

工業デザイン材料とは： 

課題内容の説明、アンケート 

[ハ(オ)]

第 2 回 
金属材料：種類・性質の理解 

課題①：金属材料の調査・探求 
[対] 

第 3 回 
金属材料：応用と展開 

課題①発表：調査・探求の共有 
[ハ(オ)]

第 4 回 
金属材料の加工技術：除去・変形・付加加工の基礎理解 

課題②：金属材料の加工技術に関する調査・探求 
[対] 

第 5 回 
金属材料の加工技術：応用と展開 

課題②発表：調査、探求の共有 
[ハ(オ)]

第 6 回 
プラスチック材料：種類・性質の理解 

課題③：プラスチック材料の調査・探求 
[対] 

第 7 回 
プラスチック材料：応用と展開 

課題③発表：調査・探求の共有 
[ハ(オ)]

第 8 回 
プラスチックの成形技術：成形技術の種類と特徴の理解 

課題④：プラスチック成形技術の調査・探求 
[対] 

第 9 回 
プラスチックの成形技術：応用と展開 

課題④発表：調査・探求の発表と共有 
[ハ(オ)]

第 10 回 
セラミック材料・木材ほか：各素材の特性と活用事例の理解

課題⑤：各自の調査・探求を基に課題を設定 
[対] 

第 11 回 
材料視点またはプロダクト視点による提案Ⅰ 

課題⑤討議：各自課題・提案の共有 
[ハ(オ)]

第 12 回 

最先端素材・エコ素材： 

材料視点またはプロダクト視点による提案Ⅱ 

課題⑥：発表資料の作成 

[対] 

第 13 回 
各自課題の探求・検討： 

各自の課題・提案内容の共有と意見交換 
[ハ(オ)]

第 14 回 
発表の準備： 

資料の整理、表現方法の確認 
[対] 

第 15 回 
課課題発表（課題⑥発表）： 

全体討議、相互評価 
[ハ(オ)]

試験 
レポート試験：課題発表資料について相互評価を踏まえて再構成し、活動内容を記録した

資料を含めて提出する。PDF 形式（A4 横長）の資料にまとめる。 
その他 

成績評価 

次の３つのポイントで評価する（合計 100 点満点） 

中間発表内容（50 点）＋最終発表内容（30 点）＋レポート課題（20 点） 

・ 中間発表内容の評価：成果物作成へ向けた役割や貢献度、相互評価を含む。

・ 最終発表内容の評価：口頭発表＋発表資料の完成度

・ レポート試験の評価：発想力+表現力+中間及び最終発表内容までの総合的な改善意識と編集力

原則として LMS 出題課題をすべて期限内に提出していることが単位取得の条件 

教科書・教材 
日本インダストリアルデザイン協会編, プロダクトデザイン（改訂版）, ビー・エヌ・エヌ, 2021 

その他、講義資料は LMS に掲載し、必要に応じて配布 ただし、取り扱いに制限のある資料を除く。 

参考図書 

日経デザイン 編, 素材とデザインの教科書 第 3 版, 日経 BP 社, 2016 

岩井正二・青木弘行 著, 工業デザインのための材料知識, 日刊工業新聞社, 2008 

Chris Lefteri 著 田中 浩也 (監修) 水原 文 (翻訳), 「もの」はどのようにつくられているのか？ ―プロダクトデザインのプ

ロセス事典, Make: Japan Books, 2014

井口 信洋 著, 機械材料の特性と選び方, 昭晃堂、1978 年 

ほか便宜紹介する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 1 学期 3Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 デジタルデザイン実習 

教員名 村上 和 
(英文表記) Digital Design Practice 

 

概要 

デジタル技術の進歩が著しい今日、デジタルデータによるカタチの操作は、インダストリアル・デザインを専門的な職能と

するものだけではなく、ものづくりに携わる人材にとって不可欠なコミュニケーションツールとなりつつある。本実習では、これ

から異分野として、もの作りやインダストリアル・デザイン領域を学ぼうとする学生を想定し、柔軟で多彩な表現を可能とする

技能として、CAD の基礎技能の修得と、デジタルデータを活用したビジュアル表現やデジタルファブリケーションによる出力

などの活用方法を学ぶ。 

目的・狙い 

 2D CAD の基礎的なスキルやテクニックを習得するとともに、デジタルデータを活用したビジュアル表現の考え方を理解し、

目的に沿って視覚的なカタチを平面上につくり出す表現力を身につけることを目的とする。さらに、学習を通じてプレゼンテ

ーション技術への応用・展開につなげることを狙いとする。 

具体的には講義と実習を通じて、以下の知識や能力を習得することを目的とする。 

・デジタルデザインやビジュアル表現の考え方の理解 

・2D CAD ソフトの基本操作の習得（Adobe Illustrator） 

・2D 画像編集ソフトの基本操作の習得（Adobe Photoshop） 

・要素を統合したレイアウトの考え方の理解、プレゼンテーション技術の習得（PowerPoint） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

インダストリアル・デザイン領域における経験は求めない。グラフィックデザインや美術に関心があり、ビジュアル表現の

考え方や技術を身につける意欲を持っていることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

2D CAD や画像編集ソフトの基本的な操作ができる。ビジュアル表現の考え方を理解し、適切に加工した図形や写真などの

要素を、余白やバランスなどを考慮して、画面や紙面に目的に合わせて配置できる。 

最低到達目標 

2D CAD や画像編集ソフトの基本的な操作ができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ デスクトップ PC を使った演習（個人ワークを重視する。） 

ハイフレックス型(オンタイム) ―  

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ―  

授業外の学習 
授業時間内に完成しなかった実習課題の制作、2D CAD や画像編集ソフトの習熟に努めること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

前半は 2D CAD の仕組みを理解し、実習課題を通じて Adobe Illustrator の基本操作を学ぶ。後半は画像編集ソフト Adobe 

Photoshop の基本操作を学び、PowerPoint を用いたレイアウトやプレゼンテーションの課題に応用・展開する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
デジタルデザインとは：実習の目的、学習内容の解説 

2D CAD の理解：2D CAD の仕組みや基本操作を理解する（Adobe Illustrator） 
[対] 

第 2 回 
2D CAD の理解：2D CAD のオブジェクトの種類やその変形・配置などを理解する 

［実習 1］単純な線や面を使ったデザイン作品の制作 
[対] 

第 3 回 
2D 作図：2D CAD の複数の図形を使って平面を構成する 

［実習 2］単純な線や面を使ったデザイン作品の制作 
[対] 

第 4 回 
2D 作図：2D CAD の複数の図形を使って平面を構成する 

［実習 2］単純な線や面を使ったデザイン作品の制作 
[対] 

第 5 回 

プレゼンテーション：実習課題のプレゼンテーションを行なう 

2D 作図：2D CAD の複数の直線、曲線、図形を正確な位置に配置して作図する 

［実習 3］複雑な線や面を使ったデザイン図面の制作 

[対] 

第 6 回 
2D 作図：2D CAD の複数の直線、曲線、図形を正確な位置に配置して作図する 

［実習 3］複雑な線や面を使ったデザイン図面の制作 
[対] 

第 7 回 

プレゼンテーション：実習課題のプレゼンテーションを行なう 

2D 作図：2D CAD の複数の直線、曲線、図形を正確な位置に配置して作図する 

［実習 4］図形、画像、文字を用いたフライヤーまたはポスターの制作 

[対] 

第 8 回 
2D 作図：2D CAD の複数の直線、曲線、図形を正確な位置に配置して作図する 

［実習 4］図形、画像、文字を用いたフライヤーまたはポスターの制作 
[対] 

第 9 回 
プレゼンテーション：実習課題のプレゼンテーションを行なう 

2D 画像編集の理解：2D 画像編集の仕組みや基本操作を理解する（Adobe Photoshop） 
[対] 

第 10 回 
2D 画像編集の理解：2D 画像の形態や色彩などの構造を理解する 

［実習 5］画像のトリミング、切り抜き、色調補正などの練習 
[対] 

第 11 回 
2D 画像編集：2D 画像の形態や色彩などを目的に合わせて編集する 

［実習 6］画像を加工・合成した作品制作 
[対] 

第 12 回 
2D 画像編集：2D 画像の形態や色彩などを目的に合わせて編集する 

［実習 6］画像を加工・合成した作品制作 
[対] 

第 13 回 

プレゼンテーション：実習課題のプレゼンテーションを行なう 

レイアウト：画像や文字などの要素を適切に配置する（PowerPoint）

［実習 7］プレゼンテーション用スライドの制作 

[対] 

第 14 回 
レイアウト：画像や文字などの要素を適切に配置する（PowerPoint）

［実習 7］プレゼンテーション用スライドの制作 
[対] 

第 15 回 プレゼンテーション：実習課題のプレゼンテーションを行なう [対] 

試験 
プレゼンテーション：実習課題の講評を行なう 

授業の総括 
[対] 

成績評価 

以下の 2 つの方式で評価する。（合計 100 点満点） 

・実習課題：全 7 回（実習 1・5・6 各 5 点、それ以外 各 15 点）

・プレゼンテーション：全 4 回（第 15 回 10 点、それ以外 各 5 点）

教科書・教材 講義資料は教員が適宜配布する。 

参考図書 

黒野明子『これからはじめる Illustrator＆Photoshop の本』技術評論社、2021 

高野雅弘『Illustrator しっかり入門』SB クリエイティブ、2018 

まきのゆみ『Photoshop しっかり入門』SB クリエイティブ、2018 

森重湧太『見やすい資料のデザイン図鑑』インプレス、2021 

馬場雄二『ベーシック・デザイン』(デザイン技法シリーズ 1)、ダヴィッド社、1967／1990 

佐藤直樹『レイアウト、基本の「き」』グラフィック社、2017 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 1 学期 4Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 デザイン表現実習 

教員名 
上田 太郎 

和泉 秀明 (英文表記) Design Technics for Idea 

概要 

インダストリアルデザインでは、デザイナーはアイデアを 2 次元のスケッチや 3 次元のモデルに可視化することで、発

想を拡げ、チームやクライアントに新たな価値や行為の可能性を提示します。本科目では、デザイナーに不可欠な「思考の

可視化」の基本スキルを実践的に体得し学びます。このプロセスを身に付けることで、抽象的な概念と具体的な対象を結び

つけ、「かたちで考える」というデザイン思考を身体化し、答えが一つではない多様なデザインの在り方を理解します。 

インダストリアルデザイン特別演習への継続履修を見据え、「かたちの操作」を行う基礎的スキルの習得を目的とします。

目的・狙い 

本実習は、デザインに必要な「思考の可視化」の基本的なテクニックを身につけ、カタチで考えるスキルとプロセスを体得

することを目的とします。 

特に、デザイン経験のない学生が、図法理解やスケッチ、モデル製作を通してデザイン表現の基礎を理解し、デザインプ

ロジェクトのみならず、一般的なものづくりやプレゼンテーションなどにも応用できる基本技術を習得することを狙いとしま

す。 

• 基礎的な表現スキル（スケッチ、構成、造形、モデル表現など）を実践的に身につける

• 造形操作を通して「かたちで考える」感覚を体得し、発想の多様性を理解する

• チームやクライアントに伝わる形でアイデアを提示できるコミュニケーション力を育む

これらを通じて、抽象的な概念を具体的な形に展開し、デザイン的思考と表現力を総合的に養います。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

デザイン・スケッチに関する参考書を読みデザイン開発への知識を身に付けておくこと。 

開講前もしくは開講期間中の早い段階で必ず夢工房の設備講習を受講すること。 

初回にデザイン経験やスケッチ力などに関する簡単な調査を行う。（成績には関係ない） 

日常的に手書きのスケッチやイラストを描いている（描き始める）ことが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

・デザイン実務を行う上での必要な表現技術を身に付け、アイデアの展開とかたちの操作が可能になる。

・イメージ、思考などを自由に 2D（スケッチ等）と 3D（モデル等）に変換、可視化する能力を修得する。

・デザイン意図を的確に伝えるデザインプレゼンテーション力の獲得する。

・抽象的な概念を形として構築するプロセスを理解し、独自の視点から新たな提案を行うことができる。

最低到達目標 

・デザインを行う上で必要な最低限の表現技術とアイデア展開力を身に付ける。

・２D 表現（スケッチ等）と３D 表現（モデル等）との関連の理解と展開ができる。

・デザインプレゼンテーション力の必要性の理解する。

・与えられたテーマを形として表現し、アイデアを視覚的に伝えることができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

自然の中の形、色彩、素材、時間、空間と人工物との関係性を良く観察・理解しておく事が望ましい。 

各回毎に積み上げが必要となるので、確実な各回課題の完了が求められる。スケッチトレーニング動画の視聴による自習/

復習を推奨する。（継続的に手を動かし、描くことでスキルの向上が可能になる） 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義 6 回目までは教員の技術解説（必要性、スキルなど）と講義後に各自による実習で技術を習得する。 

7 回目以降は、初歩的なデザイン課題が設定され、それを解決するプロセスを段階的に具現化しながらデザイン解決の基

本プロセスを習得する。 

各自のアイデア展開や技術に関しては個人別の指導を行なっていく。 制作されたスケッチやモデルとそのプレゼンテーショ

ン、および最終提出のポートフォリオで評価される。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
ガイダンス・デザイン表現とは何か： 

デザイン表現の意義と広がりを理解する 印象に残った「デザイン」の共有 
[対] 

第 2 回 
観察とスケッチの基本①：形をとらえる: 

見たままを正確に捉える視点を養う 静物（身近な道具）をペン鉛筆でスケッチ 
[対] 

第 3 回 
観察とスケッチの基本②：陰影・質感表現 

明暗とマテリアルの描写を体験 スケッチにトーンを加え、素材感を表現 
[対] 

第 4 回 
デザインドローイング①：構造とプロポーション 

立体物の構造的理解を深める 家電や日用品のスケッチを分解図的に描く 
[対] 

第 5 回 
デザインドローイング②：透視図の基礎 

パースの理解による立体表現 一点・二点透視の簡易演習 
[対] 

第 6 回 
マーカー・彩色表現の基礎：素材感を描き分ける

配色とトーンコントロールの基礎を学ぶ マーカー・色鉛筆で素材感を描く 
[対] 

第 7 回 
デザインドローイング③：構想スケッチ 

アイデアを絵で伝える方法を体験 自分のアイデアを 3 案スケッチで提示
[対] 

第 8 回 
デジタルスケッチ体験：（iPad など） 

デジタルツールによる表現の可能性を体験 Procreate 等で簡単なレンダリング 
[対] 

第 9 回 
造形演習①：紙・粘土・発泡スチロールによる立体表現 

手を使って形の構成感覚を養う “やわらかい形”をテーマに立体造形（例） 
[対] 

第 10 回 
造形演習②：構成とバランス 

ボリューム・重心・リズムを考える “動きのある形”をテーマに制作（例） 
[対] 

第 11 回 
中間発表：プレゼンテーションを行う 

モデル、三面スケッチ、アイデアスケッチなどでデザインの意図を発表する
[対] 

第 12 回 
コンセプト設定と表現計画：

作品テーマを決め、プレゼン準備を始める コンセプトスケッチ＋タイトル決定 
[対] 

第 13 回 
制作・ブラッシュアップ①： 

個別指導・中間チェック コンセプトに基づき造形・描画を進める 
[対] 

第 14 回 
制作・ブラッシュアップ②： 

作品の完成度を高める 最終仕上げとプレゼン資料作成 
[対] 

第 15 回 
プレゼンテーション準備 ： 

作品のまとめ方・伝え方を学ぶ プレゼン練習・レイアウト確認 
[対] 

試験 
最終プレゼンテーション：ポートフォリオ 

表現の意図と成果を発表し、共有する作 品発表＋相互講評会 
[対] 

成績評価 

実習科目であるので試験は行わない。第 10 回目中間発表、第 16 回目プレゼンテーション、第 16 回目終了後に提出のポ

ートフォリオで評価する(合計 100 点満点)。 

・10 回目中間発表:20 点(アイデア、展開、スケッチ、モデル等)

・16 回目 プレゼンテーション:30 点(最終デザイン、プレゼンテーション等)

・最終提出ポートフォリオ:50 点(最終デザインおよびその表現)

なお成績評価には 10 回以上の出席が求められる。 

教科書・教材 
課題制作のために、各自でスケッチのための筆記用具(鉛筆、サインペン、黒ボールペン等)、20-30cm の三角定規セット、コ

ンパス(随時)等を準備すること。そのほかスケッチの用紙、マーカー、色鉛筆などの教材は学校で用意する。

参考図書 

・James Gibson,小林茂、鈴木宣也、赤羽享『アイデアスケッチ』(ビー・エヌ・エヌ新社)

・清水吉治著『デザインの発想から表現 プロダクトデザインスケッチ』(日本出版サービス 2011 年)

・増成和敏著『プロダクトデザインのためのスケッチワーク』(オーム社 2013 年)
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 

科目名 造形デザイン特別演習 

教員名 
内山 純 

和泉 秀明 (英文表記) 
Advanced Exercises: Compositional 

Design 

概要 

“ものづくりアーキテクト”の中でも、プロダクトデザイナーやデザインエンジニアは、スケッチやモデルによって構想を可視

化・具現化し、対象の新たな価値や行為の可能性を提示する。 

本演習では、基礎的なプロダクトデザインの知識とスキルを前提とし、具体的なプロダクトのデザイン提案を通じて、「かた

ちの操作」や「コンセプトの可視化」に関する実践的能力を高める。 

目的・狙い 

本演習では、プロダクトデザイナーやデザインエンジニアを目指す者が、デザイン開発の手法を理解し、デザイン展開の

技術とプロセスを学修することを目的とする。 

課題は、各自のデザインスキルレベルや目標に応じて設定するが、デザイン経験者を中心としたグループを編成し、グル

ープ内での課題共有や相互学修によりメンバーの能力を引き出し、質の高いプロダクトデザイン提案を目指す。 

課題への取り組みおよび発表を通して、主に以下の能力の向上を目指す。 

・ 企画提案力

・ プレゼンテーション力

・ 非言語的可視化力

・ 機能と感性の統合力

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・ プロダクトデザイン、デザインエンジニアリング、または関連分野に関心をもつ者。

・ デザインの基礎知識を有することが望ましいが、未経験者も受講可能。

・ 関連科目（「プロダクトデザイン特論」「プロダクトデザイン特別演習」「工業デザイン材料特論」「プロトタイピング工学特

論」）とあわせて履修することで、デザイン理論と実践を総合的に学ぶことができる。 

・ 授業外での調査・資料整理・視覚化作業など、自主学修時間を十分に確保すること。

到達目標 

上位到達目標 

・プロダクトデザインのスキルを活かし、課題を抽出してコンセプトを立案し、具体的なデザイン提案ができる。

・プロダクトデザイン未経験者を指導し、デザイナーとしてプロジェクトを推進することができる。

最低到達目標 

・プロダクトデザインのプロセスを理解し、基本的なコンセプトの可視化ができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
講義、ワークショップを中心に実施。受講者間の意見共有や相互理

解を促進する。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
講義、発表を中心に一部グループワークを併用。教室または遠隔の

いずれからも受講可能とし、受講環境に応じて柔軟に対応する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

東京夢工房での制作は授業時間内に限り可能なため、限られた制作時間を有効に活用する。 

次回の指導に備えて、調査・資料整理・視覚化作業など、個人で進められる準備を行う。 

プロダクトデザイン未経験者は、基本的なデザイン表現力を習得しながら課題に取り組む必要がある。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

演習はデザイン実務に基づき、第 1 回から第 15 回まで連続した構成で実施する。 

プロダクトデザイン提案課題は、各自のデザインスキルレベルに応じて担当教員と相談しながら個別に設定する。 

チームメンバーとの共有や相互学修を通して、専門知識やスキルの異なるメンバーの特性を活かし、能力向上を図る。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

オリエンテーション：授業計画および学修内容の解説

演習課題の説明 

事前課題・スキルチェック・アンケートの提出 

[ハ(オ)]

第 2 回 
課題の抽出：ブレインストーミング、調査、イメージマッピング 

課題①：取り組む課題の設定 
[ハ(オ)]

第 3 回 
課題の共有：各自のスキルレベルに応じた課題の再設定（個別相談） 

課題①発表：調査、イメージマップの共有 
[対] 

第 4 回 

計画書の立案：各自課題の討議、課題制作スケジュールの立案 

調査、イメージマッピング、アイデア展開 

課題②：課題制作の計画書 

[対] 

第 5 回 
アイデア展開：各自のスキルレベルに応じた展開（個別確認）

課題②発表：取組む課題とプロダクトカテゴリーを共有 
[対] 

第 6 回 

コンセプト立案：コンセプトについての討議および個別確認

アイデア展開、コンセプト作成、プロトタイピング

課題③：中間発表資料作成 

[対] 

第 7 回 
中間発表（課題③発表）：取組む課題のコンセプトを共有 

イメージマップ、アイデア展開、プロトタイピングによるコンセプトの可視化
[対] 

第 8 回 
中間発表についての意見交換 

各自課題計画の見直し（個別確認） 
[対] 

第 9 回 
プロトタイピングⅠ：プロトタイピング手法の検討 

各自のスキルレベルに応じた対応 
[対] 

第 10 回 

プロトタイピングⅡ：プロトタイピング作業 

各自のスキルレベルに応じた対応 

課題④：発表資料 

[対] 

第 11 回 
プロトタイピングⅢ: 

最終発表に向けた計画の見直し 
[対] 

第 12 回 
プロトタイピングⅣ： 

各自のスキルレベルに応じた対応 
[対] 

第 13 回 
発表の準備Ⅰ: 

最終仕上げ、ブラッシュアップ（個別確認） 
[対] 

第 14 回 
発表の準備Ⅱ: 

グループ共有、プレゼンテーションの練習 
[対] 

第 15 回 
課題発表（課題④発表） 

全体討議、相互評価 
[ハ(オ)]

試験 
レポート試験：課題発表資料について相互評価を踏まえて再構成し、活動内容を記

録した資料を含めて提出する。PDF 形式（A4 横長）の資料にまとめる。 
その他 

成績評価 

次の３つのポイントで評価する（合計 100 点満点） 

中間発表内容（50 点）＋最終発表内容（30 点）＋レポート課題（20 点） 

・ 中間発表内容の評価：成果物作成へ向けた役割や貢献度、相互評価を含む。

・ 最終発表内容の評価：口頭発表＋発表資料の完成度

・ レポート試験の評価：発想力+表現力+中間及び最終発表内容までの総合的な改善意識と編集力

原則として LMS 出題課題をすべて期限内に提出していることが単位取得の条件 

教科書・教材 
日本インダストリアルデザイン協会編, プロダクトデザイン（改訂版）, ビー・エヌ・エヌ, 2021 

その他、講義資料は LMS に掲載し、必要に応じて配布 ただし、取り扱いに制限のある資料を除く。 

参考図書 

ゲイル・グリート・ハナ著, 今竹翠翻訳監修, エレメンツ・オブ・デザイン, 美術出版社, 2006 

三井 秀樹 著, 新構成学, 六耀社, 2006 

佐宗 邦威 著, 21 世紀のビジネスにデザイン思考が必要な理由, クロスメディア・パブリッシング, 2015 

フレッド・アシュフォード 著, 高梨 隆雄 訳, 設計美学, ダヴィッド社、1991

その他、適宜紹介する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 インダストリアル・デザイン科目群 
科目名 プロダクトデザイン特別演習 

教員名 
茂木 龍太 

内山 純 (英文表記) Advanced Exercises: Product Design 

 

概要 

インダストリアル・デザインは、“ものづくりアーキテクト”として求められるデザイン思考を基盤に、民生機器、産業機器、

公共機器などの幅広い工業製品とそのシステムを対象とする。 

機能と感性を統合し、社会やビジネスの要請に応える価値を創出する創造的プロセスであり、多様な可能性を比較・検討

しながら最適な解を導くことを目的とする。 

本演習では、“ものづくりアーキテクト”の中でも、プロダクトデザイナーやデザインエンジニアに求められるデザイン開発

手法を実践的に応用し、身近な製品を題材にプロダクトデザインのプロセスを体験することで、創造的提案力とデザイン展

開力を養う。 

目的・狙い 

本演習は、プロダクトデザインにおける理論と方法を基礎に、実際の製品開発を想定したデザイン展開力と提案能力を身

につけることを目的とする。 

前半では、リサーチやリファレンスの収集・分析を通じて課題を明確化し、後半では、コンセプト立案・試作・評価・プレゼン

テーションを通してデザイン提案を具体化する。 

グループ討議や発表を通じて、専門知識やスキルの異なるメンバーとの協働を体験し、デザインプロジェクトを推進するた

めの実践的能力を高める。 

課題および発表を通して、以下の能力の向上を目指す。 

・ 企画提案力 

・ 要求定義力 

・ プレゼンテーション力 

・ 独創力 

・ 非言語的可視化力 

・ 感性デザイン力 

・ 機能と感性の統合力 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・ プロダクトデザイン、デザインエンジニアリング、または関連分野に関心をもつ者。 

・ デザインの基礎知識を有することが望ましいが、未経験者も受講可能。 

・ 関連科目（「プロダクトデザイン特論」「造形デザイン特別演習」「工業デザイン材料特論」「プロトタイピング工学特論」）と

あわせて履修することで、デザイン理論と実践を総合的に学ぶことができる。 

・ 授業外での調査・資料整理・視覚化作業など、自主学修時間を十分に確保すること。 

到達目標 

上位到達目標 

・ 社会やビジネスの背景を踏まえ、リサーチ・構想・試作・評価を通して課題を解決し、創造的かつ実践的なプロダクトデザ

イン提案ができる。 

・ 提案したデザインの意図を的確に伝え、共感を得られるプレゼンテーション能力を身につける。 

最低到達目標 

・ プロダクトデザインの基本的なプロセス（調査・構想・試作・評価・発表）を理解し、課題に基づいて具体的な提案を行うこ

とができる。 

・ 試作や視覚化を通じてアイデアを共有し、他者の意見を踏まえて改善・発展を図ることができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
講義、ワークショップを中心に実施。受講者間の意見共有や相互理

解を促進する。 

ハイフレックス型(オンタイム) ―  

ハイフレックス型(録画併用) ―  

録画視聴型 ―  

授業外の学習 

東京夢工房での制作は授業時間内に限り可能なため、限られた制作時間を有効に活用する。 

次回の指導に備えて、調査・資料整理・視覚化作業など、個人で進められる準備を行う。 

プロダクトデザイン未経験者は、基本的なデザイン表現力を習得しながら課題に取り組む必要がある。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

演習はデザイン実務に基づき、第 1 回から第 15 回まで連続した構成で実施する。 

リサーチから最終提案までを段階的に進め、プロトタイピングやプレゼンテーションを通して成果をまとめる。 

グループ討議や相互評価を行い、協働的な学びを深める。 

課題は各自のスキルレベルに応じて担当教員と相談しながら設定し、制作は授業時間内における教員指導下での東京

夢工房作業を基本とする。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
オリエンテーション：

授業計画および学修内容の解説、演習課題の説明、デスクリサーチの実施 
[対] 

第 2 回 
リサーチ結果の共有：

課題設定の確認 
[対] 

第 3 回 

プロダクトデザイン手法による試行： 

デザインリファレンスの収集・分析、リファレンスマッピング作成、デザインコンセプト作成、ア

イデアスケッチ展開、モックアップ作成

[対] 

第 4 回 
提案の方向性を明確化： 

デザインリファレンスの分析とスケッチ展開ほか 
[対] 

第 5 回 
提案の方向性を具体化： 

アイデア展開とモックアップ作成ほか
[対] 

第 6 回 
デザインコンセプト作成： 

中間発表準備 
[対] 

第 7 回 
中間発表： 

デザインコンセプト、スケッチ、モックアップなどを提示し、全体で共有・討議 
[対] 

第 8 回 
計画見直し： 

中間発表を踏まえ、課題計画を見直す。スキル強化点を個別に確認 
[対] 

第 9 回 
コンセプト再構築：

コンセプトシートの作成、アイデアスケッチの展開を通じて方向性を決定
[対] 

第 10 回 
デザインの具体化： 

コンセプトをもとにアイデアスケッチとモックアップを展開
[対] 

第 11 回 
プロトタイプ制作Ⅰ： 

使い勝手やスケール感を検討（３D データ、プロトタイピングなどによる視覚化） 
[対] 

第 12 回 
プロトタイプ制作Ⅱ： 

コンセプトの検証（３D データ、プロトタイピングなどによる視覚化）
[対] 

第 13 回 
プレゼンテーション準備Ⅰ： 

発表資料作成 
[対] 

第 14 回 
プレゼンテーション準備Ⅱ： 

資料整理と発表内容の確認 
[対] 

第 15 回 
最終プレゼンテーション： 

成果発表、相互評価、意見交換 
[対] 

試験 
レポート試験：課題発表資料について相互評価を踏まえて再構成し、活動内容を記

録した資料を含めて提出する。PDF 形式（A4 横長）の資料にまとめる。 
その他 

成績評価 

次の３つのポイントで評価する（合計 100 点満点） 

中間発表内容（50 点）＋最終発表内容（30 点）＋レポート課題（20 点） 

・ 中間発表内容の評価：成果物作成へ向けた役割や貢献度、相互評価を含む。

・ 最終発表内容の評価：口頭発表＋発表資料の完成度

・ レポート試験の評価：発想力+表現力+中間及び最終発表内容までの総合的な改善意識と編集力原則として LMS 出題課

題をすべて期限内に提出していることが単位取得の条件 

教科書・教材 
日本インダストリアルデザイン協会編, プロダクトデザイン（改訂版）, ビー・エヌ・エヌ, 2021 

その他、講義資料は LMS に掲載し、必要に応じて配布 ただし、取り扱いに制限のある資料を除く。 

参考図書 

ゲイル・グリート・ハナ著, 今竹翠翻訳監修, エレメンツ・オブ・デザイン, 美術出版社, 2006 

三井 秀樹 著, 新構成学, 六耀社, 2006 

佐宗 邦威 著, 21 世紀のビジネスにデザイン思考が必要な理由, クロスメディア・パブリッシング, 2015 

フレッド・アシュフォード 著, 高梨 隆雄 訳, 設計美学, ダヴィッド社、1991

その他、適宜紹介する。 
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Ⅳ デジタル技術科目群 

組込みシステム特論 

システムモデリング特論

ET（Embedded Technology)特別演習

機械学習特論

AI デザイン特論

データサイエンス特論

データサイエンス特別演習



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 デジタル技術科目群 
科目名 組込みシステム特論 

教員名 村越 英樹 
(英文表記) Embedded Systems 

概要 

 組込みシステムとは、様々な装置に組み込まれ、装置の機能を実現するコンピュータシステムである。そして、これらの装

置で動作し、装置の機能を実現するするソフトウェアが組込みソフトウェアである。本講義では、組込みシステムのハードウ

ェアからソフトウェア開発までを網羅的に解説する。 

目的・狙い 

 組込みシステムのハードウェアからソフトウェア開発までを概観する。具体的には、組込みシステムの基本構成、コンピュ

ータシステムの基本構成、MPU 等各種ハードウェア構成要素、組込みソフトウェアの特徴、クロス開発環境、ソフトウェア構

成要素、及び開発手法について学習する。学習者はこの講義を通じて以下の知識や能力を習得できる。 

1.組込みシステムの基本構成(ハードウェア、ソフトウェア)とその動作原理を理解する。

2.組込みシステムの基本的なハードウェア要素とその特徴を理解する。

3.組込みソフトウェアの特徴と役割を理解する。

4.組込みソフトウェアの開発手法を理解する。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

パーソナルコンピュータの基本的な操作ができること。 

組込みシステムに興味を持っていること。 

プログラミング経験があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

組込みシステムの基本的なハードウェア要素とその特徴を理解し、説明できる。 

組込みソフトウェアの特徴と役割を理解し、説明できる。 

組込みソフトウェアの開発手法を理解し、説明できる。 

最低到達目標 

組込みシステムの基本構成(ハードウェア、ソフトウェア)とその動作原理を理解し、説明できる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

パワーポイントを利用して講義し、双方向、多方向に行われる討論や

質疑応答を行う。 

各講義ごとに課題出題するので、レポートとして次回講義前までに提

出を求める。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
講義資料を事前に入手し、講義に備えること。 

各講義ごとの課題は、次回講義までに提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

 組込みシステムのハードウェアからソフトウェア開発までを網羅的に解説する。前半がハードウェア、後半がソフトウェアで

ある。毎回の講義では、講義内容に関する課題等について討論を行い、その課題についてレポートの提出を求める。レポー

トは LMS への提出を想定している。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義ガイダンス 

講義の目的と 15 回の構成を説明する。組込みシステムを概観し、PC などの汎用コンピュ

ータシステムとの比較など講義する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

コンピュータシステムの基礎 1

コンピュータシステムで扱うデータについて解説する。具体的には、2 進数、16 進数などの

数値表現について講義する。 

[ハ(オ)]

第 3 回 
コンピュータシステムの基礎 2

コンピュータ内部で実行される数値演算や論理演算について解説する。
[ハ(オ)]

第 4 回 

ハードウェアの技術 1

MUP の動作原理及び MPU の種類について解説するとともに、演算のしくみについて解説

する。 

[ハ(オ)]

第 5 回 

ハードウェアの技術 2

データを記憶する回路および記憶装置の種類について解説する。また、キャッシュメモリや

仮想記憶などについても触れる。 

[ハ(オ)]

第 6 回 
ハードウェア技術 3

パラレル I/O、シリアル I/O、アナログ I/O と割込み処理について解説する。 
[ハ(オ)]

第 7 回 
ハードウェア技術 4

SoC によるハードウェア実装について解説する。 
[ハ(オ)]

第 8 回 
ソフトウェア技術 1

組込みソフトウェアの特徴、開発環境、実行環境等について解説する。 
[ハ(オ)]

第 9 回 

ソフトウェア技術 2

割込みの利用、コンテキストスイッチ、排他制御など、マルチプログラミングの基本概念につ

いて解説する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 
ソフトウェア技術 3

リアルタイムカーネルの機能について概観し、タスクの概念とタスク管理について解説する。
[ハ(オ)]

第 11 回 
ソフトウェア技術 4

リアルタイムカーネルのシステムコールやタスク間通信の利用について解説する。
[ハ(オ)]

第 12 回 
ソフトウェア技術 5

デバイスドライバとミドルウェアについて解説する。 
[ハ(オ)]

第 13 回 

システム開発技術 1

組込みシステム開発プロセスモデルとして V 字モデルを紹介するとともに、開発技術につい

て解説する。 

[ハ(オ)]

第 14 回 
システム開発技術 2

開発プロセス改善手法について解説する。 
[ハ(オ)]

第 15 回 まとめ [ハ(オ)]

試験 組込みシステムに関する筆記試験 [ハ(オ)]

成績評価 

次の 2 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

各講義ごとに提出されたレポート 45 点 

最終試験 55 点 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 

社団法人組込みシステム技術協会/エンベデッド技術者育成委員会 編著、『改訂 組込みシステム開発のための 改訂 エ

ンベデッド技術』（電波新聞社、2009 年）2,300 円＋税

社団法人組込みシステム技術協会/エンベデッド技術者育成委員会 編著、『エンベデッドシステム開発のための組込みソフ

ト技術』（電波新聞社、2005 年）3,200 円＋税

組込みシステム技術協会/人材育成事業本部 著、『よくわかる組込みシステム開発入門――要素技術から開発プロセス 

まで』（技術評論社、2021 年)2,480 円＋税 

株式会社 富士通ラーニングメディア 編著、『標準テキスト 組込みプログラミング ハードウェア基礎』（技術評論社、2008

年）2,580 円＋税 

坂巻佳壽美 著、『組込みシステムのハードウェア設計入門講座』（電波新聞社、2008 年）2,400 円＋税 

情報処理学会 組込みシステム研究会 監修、戸川望 編著、『組込みシステム概論』（CQ 出版社、2008 年） 2,400 円＋税 

永井正武 監修、西野誠 杉本英樹 著、『わかりやすい 組込みシステム構築技法 ハードウェア編』（共立出版、2007 年）

6,300 円＋税 

永井正武 監修、澤田勉 著、『わかりやすい 組込みシステム構築技法 ソフトウェア編』（共立出版、2006 年）5,500 円＋税 

独立行政法人 情報処理推進機構ソフトウェア・エンジニアリング・センター 編著、『改訂版 組込みソフトウェア向け開発プ

ロセスガイド』（翔泳社、2007 年）2,286 円＋税
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 デジタル技術科目群 
科目名 システムモデリング特論

教員名 村越 英樹 
(英文表記) System Modeling 

概要 

 組込みシステムやロボットの設計では、プロダクトの形状とともに機能や動作を実現するための制御を実現することが重

要である。本講義では、まず組込みシステムの開発プロセスである V 字モデルを紹介する。次に、プロダクトに要求される機

能や動作のモデリング手法とモデルを用いたシステム分析・設計を学習する。オブジェクト指向モデリング、機能要求と非機

能要求(性能、保守など)の仕様化などの話題を取り上げて解説する。また、ソフトウェア要求仕様書、ソフトウェア・アーキテ

クチャ設計書の作成演習をグループで行い、理解を深める。

目的・狙い 

組込ソフトウェア開発において、システムの要求から分析、設計までに用いるモデリング手法について学習する。ソフトウェ

ア要求仕様書、ソフトウェア・アーキテクチャ設計書の作成演習によって、適切なモデリング手法を利用した記載内容につい

て学ぶ。グループ演習では、メンバと協力して成果物を作成することを学ぶ。具体的には、学習者はこの講義を通じて以下

の知識や・能力を習得できる。 

1.V 字開発モデルの各工程で用いる、適切なモデルを理解する。

2.ソフトウェア要求仕様書、ソフトウェア・アーキテクチャ設計書に記載する内容を理解する。

3.設計品質を保つため、レビューの重要性を理解する。

4.グループのメンバと協力して、成果物を作成するスキルを学ぶ。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

パーソナルコンピュータの基本的な操作ができること。 

グループワークが多い講義なので、授業時間帯に出席できること。 

プログラミング経験があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

適切にレビューを行い、設計品質を考慮した組込みソフトウェアの設計ができる。 

最低到達目標 

V 字開発モデルの各工程で、適切なモデルを用いて、分析、設計ができる。 

ソフトウェア要求仕様書、ソフトウェア・アーキテクチャ設計書の記述ができる。

グループのメンバと協力して、成果物を作成できる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

パワーポイントを利用して講義し、双方向、多方向に行われる討論や 

質疑応答を行う。 

グループワークが多いので、授業時間帯に出席し、Google Meet 等で

のグループワークへの参加となる。 

印刷物による資料の配布がある。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
グループワークの実施では、講義時間中に共同作業に伴うグループメンバとの意見交換が主に行われることが想定され、

個人に分担された作業は、講義時間外の活動になると考えられる。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義では講義資料に沿って、組込みシステム開発工程で利用するオブジェクト指向モデリングについて解説する。また、

ソフトウェア要求仕様書、ソフトウェア・アーキテクチャ設計書の作成演習をとおして、各モデリング手法の理解を深める。昨

年までは、扇風機のマイコン制御化を題材に演習を行った。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義ガイダンス： 

講義の目的と 15 回の構成を説明する。V 字開発モデルの概要と各工程でのインプットとア

ウトプット、各種モデリングツール、オブジェクト指向モデリングと構造化モデリングなどにつ

いて概説する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

モジュール 1(第 2 回～第 8 回)：要求モデリング＋ソフトウェア要求仕様書＋インスペクショ

ン 

グループ演習準備：1 グループ 5 名程度。要求分析で利用するオブジェクト指向モデルやツ

ール(ユースケース図、ユースケース記述、イベントリスト、コンテキストダイアグラム、データ

ディクショナリ、タイミング仕様書、非機能要件リスト)について解説して、ソフトウェア要求仕

様書の作成演習を開始する。 

[ハ(オ)]

第 3 回 

グループ演習 1-1：要求モデリング演習(1) 

提示された要求をモデリングして、あいまいな部分を洗い出して、質疑によってあいまいさを

無くしていく。 

[ハ(オ)]
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第 4 回 
グループ演習 1-2：要求モデリング演習(2) 

適切なモデルを作成し、ソフトウェア要求仕様書を記述する。 
[ハ(オ)]

第 5 回 

グループ演習 1-3：インスペクション演習(1) 

品質向上のためのレビュー手法について解説する。その後、グループごとにインスペクショ

ン演習を開始する。

[ハ(オ)]

第 6 回 

グループ演習 1-4：インスペクション演習(2) 

インスペクションのミーティングを実施し、ソフトウェア要求仕様書の欠陥を洗い出す。その

後、ソフトウェア要求仕様書を修正して完成させる。 

[ハ(オ)]

第 7 回 

グループ演習 1-5：プレゼンテーション準備 

ソフトウェア要求仕様書、インスペクション報告書等の最終チェックを行い、プレゼンテーショ

ンに備える。

[ハ(オ)]

第 8 回 

グループ演習 1-6：プレゼンテーション(ソフトウェア要求仕様書、インスペクション報告書) 

グループごとにプレゼンテーションを行い、モデリング法について討論する。グループごとに

成果物(ソフトウェア要求仕様書、インスペクション報告書)、個人別にレポート(演習実施報告

書)の提出を求める。 

[ハ(オ)]

第 9 回 

モジュール 2(第 9 回～第 15 回)：分析モデリング＋ソフトウェア・アーキテクチャ設計書＋イ

ンスペクション

グループ演習準備 1：分析モデリングで利用するオブジェクト指向モデリングツール(分析クラ

ス図、分析クラス仕様書、分析コミュニケーション図、状態遷移図、コンテキストダイアグラ

ム)を解説する。

[ハ(オ)]

第 10 回 

グループ演習準備 2 

オブジェクト指向モデルの理解、オブジェクト指向という考え方を理解するために、オブジェク

トを擬人化し、オブジェクトの役割をロールプレイで体験する。また、ロールプレイで体験した

ことをクラス図やシーケンス図と対応づけることにより、オブジェクト指向モデリングの理解を

深める。 

[ハ(オ)]

第 11 回 

グループ演習 2-1 

グループごとにソフトウェア・アーキテクチャ設計書の作成演習を開始する。要求仕様を満た

すソフトウェアの構成を決定し、ソフトウェア・アーキテクチャ設計書にまとめる。クラス図を作

成し、静的構造を設計する。コミュニケーション図やシーケンス図を作成し、動的構造を設計

する。 

[ハ(オ)]

第 12 回 
グループ演習 2-2 

ソフトウェア・アーキテクチャ設計書を作成する。
[ハ(オ)]

第 13 回 
グループ演習 2-3：インスペクション演習(1) 

インスペクションの役割分担などを行い、レビューを開始する。
[ハ(オ)]

第 14 回 
グループ演習 2-4：インスペクション演習(2) 

インスペクションのミーティングを実施し、ソフトウェア・アーキテクチャ設計書を完成させる。
[ハ(オ)]

第 15 回 

グループ演習 2-5:プレゼンテーション(2) (ソフトウェア･アーキテクチャ設計書、インスペクシ

ョン報告書) 

グループごとにプレゼンテーションを行い、モデリング法について討論する。グループごとに

成果物(ソフトウェア･アーキテクチャ設計書、インスペクション報告書)、個人別にレポート(演

習実施報告書)の提出を求める。 

[ハ(オ)]

試験 
オブジェクト指向モデリング、ソフトウェア要求仕様書、及びソフトウェア・アーキテクチャ設計

書に関する筆記試験。 
[ハ(オ)]

成績評価 

次の 4 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

課題 1 グループ成果物及び個人別レポート 30 点 

課題 2 グループ成果物及び個人別レポート 30 点 

プレゼンテーション 10 点(5 点×2 回) 

試験 30 点 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 

・SESSAME WG2 著、『組込みソフトウェア開発のための オブジェクト指向モデリング』（翔泳社、2006 年）2,600 円＋税

・独立行政法人 情報処理推進機構ソフトウェア・エンジニアリング・センター 編著、『改訂版 組込みソフトウェア向け開発プ

ロセスガイド』（翔泳社、2007 年）2,286 円＋税 (https://www.ipa.go.jp/sec/publish/index.html)

・Watts S. Humphrey 著、秋山義博 監訳、JASPIC TSP 研究会 訳、『TSPi ガイドブック』 (翔泳社、2008 年) 5,400 円＋税

・SESSAME WG2 著、『組込みソフトウェア開発のための構造化モデリング』（翔泳社、2006 年）2,200 円＋税
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 デジタル技術科目群 

科目名 ET(Embedded Technology)特別演習 

教員名 村越 英樹 
(英文表記) 

Advanced Exercises: Embedded 

Technology 

概要 

動作や機能を実現する組込み技術は、近年のものづくりにおける価値創造において重要な役割を果たしている。本講義

では、ラピッドプロトタイピング用の CUP ボードを利用して、動作や機能の実現方法を演習形 式で学習する。具体的には、

各種センサ、モーターやドライバ IC などをブレッドボード上で配線し、目的とする動作に適合するようにプログラムの作成を

行うことで、組込み技術の基礎を身に付け、ラピッドプロトタイピングのスキルを修得する。 

2026 年度より、STM32F303K8 および STM32CubeIDE を使用した演習を実施する予定である。 

目的・狙い 

 試作実験等では形状だけでなく、動作や機能を素早く実装することが求められる。本講義では、動作や機能を素早く実現

する手法を修得する。 

修得できる知識・スキル 

・組込み技術の基本的構成に関する知識

・センサやモーターなどの周辺デバイスに関する知識

・C/C++によるプログラミングスキル

・動作や機能を実現するための基礎的スキル(ハードウェア、ソフトウェア)

・動作や機能の実現に適したシステム設計スキル

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

パーソナルコンピュータの基本的な操作ができること。 

動作や機能の実現方法に興味を持っていること。 

組込みシステムの開発、組込みソフトウェアの開発、C/C++言語によるプログラミング等に興味を持っていること。 

プログラミング経験があることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

動作や機能の実現に適したシステム設計できる。 

最低到達目標 

組込み技術の基本的構成を理解する。 

センサやモーターなどの周辺デバイスの特徴を理解する。

C/C++により、目的の動作を実現するプログラミングができる。 

動作や機能を実現するための基礎的スキル(ハードウェア、ソフトウェア)を修得する。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

パワーポイントを利用して講義し、双方向、多方向に行われる討論や

質疑応答を行う。 

回路実装及びプログラミング演習を実施する。 

講義時間内にマイコンボードや電子部品の貸し出しをする。 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
マイコンボード等を貸与するので、必要に応じて、プログラミング演習を実施すること。

隔回(偶数回)、講義内容に即した演習課題を課す。レポートとして、次回講義前までに提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本講義は、毎回配布する講義資料に基づいて実施する。 

各講義の前半は、ハードウェア、プログラミング等の説明、後半は演習である。 

隔回(偶数回)に演習レポートの提出を求める。 

レポートは LMS への提出を想定している。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
講義ガイダンス 

15 回の講義の進め方、マイコンボードの使い方(PC との接続、コンパイル、実行) 
[対] 

第 2 回 
PC との通信 

UART を利用した文字列の出力 
[対] 

第 3 回 
ブレッドボードと外部 LED：デジタル出力 

ブレッドボードの使い方、LED の接続及びプログラムミング 
[対] 

第 4 回 スイッチ入力：デジタル入力 [対] 

第 5 回 
ステッピングモーター：デジタル出力の応用

ステッピングモーター、ドライバ IC の接続、ステッピングモーターの回転制御
[対] 

第 6 回 
DC モーター：アナログ出力の応用 

DC モーター、ドライバ IC の接続 
[対] 

第 7 回 
サーボモーター：アナログ出力の応用

サーボモーターの接続、PWM 制御による位置制御
[対] 

第 8 回 温度センサ：アナログ入力 [対] 

第 9 回 
各種アナログ入出力の応用 1 

照度センサ、距離センサ、フォトインタラプタ、ブザーなど 
[対] 

第 10 回 
各種アナログ入出力の応用 2 

照度センサ、距離センサ、フォトインタラプタ、ブザーなど 
[対] 

第 11 回 
シリアルインタフェース 1

I2C シリアルインタフェースを利用した加速度センサの接続 
[対] 

第 12 回 
シリアルインタフェース 2

SPI シリアルインタフェースを利用したジャイロセンサの接続 
[対] 

第 13 回 
リアルタイム OS の利用 1

並行処理、排他制御など 
[対] 

第 14 回 
リアルタイム OS の利用 2

並行処理、排他制御など 
[対] 

第 15 回 
試験前半 

仕様書で指定された動作、機能を実現したプログラムに関する試験 
[対] 

試験 
試験後半 

仕様書で指定された動作、機能を実現したプログラムに関する試験 
[対] 

成績評価 

次の 2 つのポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

隔回(偶数回)の講義で課す課題に対するレポート 42 点 (6 点×7 回) 

最終試験 58 点 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 
授業の際に適宜紹介する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 デジタル技術科目群 
科目名 機械学習特論 

教員名 
(英文表記) Machine Learning 

概要 

 近年、人工知能（AI）がブームになっているが、そのブームの中心となっている技術は深層学習である。また、深層学習と

強化学習を組み合わせた DQN（Deep Q Network）により、多くの反射的なゲームにおいて、AI がプロゲーマ以上の能力を

発揮し、その成果が 2015 年に Nature に掲載されたことは記憶に新しい。その後に登場した Alpha Go では、深層学習と強

化学習だけでなく、さらに探索を組み合わせることにより、AI が囲碁の世界王者に勝利することができた。本講座では、強化

学習、ニューラルネットワーク、深層学習、深層強化学習、探索と深層強化学習の組み合わせ方法などを学ぶ。 

目的・狙い 

 人工知能分野の中の一分野である機械学習を中心に学ぶ。本講座により、 

１．強化学習 

２．ニューラルネットワーク 

３．１と２の発展的内容である深層強化学習 

を学ぶことができる。 

強化学習や深層学習（ニューラルネットワーク）により学習した知識は、反射的な推論を短時間で行うことができ、実時間

で動作しなければならない多くのシステムに搭載することが期待される。また、探索技術と組み合わせることにより、より熟

考的な AI を作成することも期待できる。本講座では、これらの技術の詳細を学ぶのではなく、技術の本質を理解し、応用方

法を学ぶことを目指す。なお、機械学習分野のうち、遺伝的アルゴリズムや群知能を用いた最適化や環境への適応技術に

ついては、「AI デザイン特論」で取り扱う。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

コンピュータの基本的な操作ができること。特定のプログラミング言語の知識は前提としないが、基本的な手続き型言語の

プログラムは理解できること。基本的な数学を理解できること。 

到達目標 

上位到達目標 

深層強化学習の技術を用いてシステムをモデリング・デザインできるようになること。 

最低到達目標 

機械学習の概念と深層強化学習の概要を理解できるようになること。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 初回と演習日はリアルタイム講義を基本とする。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画視聴型 ○ 
座学は録画講義を基本とする。 

質疑応答は Manaba の掲示板を活用する。 

授業外の学習 レポート作成と配布資料の復習

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義を基本とし、適宜、コンピュータを用いた演習を行う。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
イントロダクション： 

機械学習の概論を学ぶ。 
[ハ(録)] 

第 2 回 
強化学習 1： 

強化学習の概念とバンディットアルゴリズムを学ぶ。 
[録] 

第 3 回 
強化学習２： 

ＭＤＰと価値関数と Q 学習を学ぶ。 
[録] 

第 4 回 
強化学習３： 

演習： グループワークによる演習を行う。 
[ハ(オ)] 

第 5 回 
ニューラルネットワーク１： 

単純パーセプトロンとロジスティック回帰を学ぶ。 
[録] 

第 6 回 
ニューラルネットワーク２： 

多層ニューラルネットを学ぶ。 
[録] 

第 7 回 
強化学習４： 

演習： グループワークの発表を行う。 
[ハ(オ)] 

第 8 回 
ニューラルネットワーク３： 

誤差逆伝搬法を学ぶ。 
[録] 

第 9 回 
ニューラルネットワーク４： 

演習： ニューラルネットの演習を行う。 
[ハ(録)] 

第 10 回 
深層学習１： 

畳み込みニューラルネットワーク（CNN）を学ぶ。 
[録] 

第 11 回 
深層学習２： 

演習： 深層学習の演習を行う。 
[ハ(録)] 

第 12 回 
深層強化学習１： 

強化学習における関数近似と深層 Q ネットワーク（DQN）を学ぶ。 
[録] 

第 13 回 
探索： 

ゲーム木探索について学ぶ。 
[録] 

第 14 回 
深層強化学習２： 

Alpha Go におけるモンテカルロ木探索と深層強化学習の組み合わせ方法を学ぶ。 
[録] 

第 15 回 
総括： 

本講義を総括し、その他のトピック（方策勾配法など）を紹介する。 
[ハ(録)] 

試験 ２回のレポート課題を試験とみなす。 その他 

成績評価 ・レポート課題： 50 点×2 

教科書・教材 講義で利用するスライドを配布する。 

参考図書 

Richard S. Sutton、Andrew G. Barto 著『強化学習 第２版』（森北出版 2022 年, 英語版原著 2018 年） 

岡谷貴之 著『深層学習 第２版』（講談社、2022 年） 

S. Ravichandrian. Deep Reinforcement Learning with Python, second edition, 2020. 

大槻知史 著『最強囲碁 AI アルファ碁 解体新書 増補改訂版 アルファ碁ゼロ対応 深層学習、モンテカルロ木探索、強化

学習から見たその仕組み』（翔泳社、2018 年） 

中井悦治 著『IT エンジニアのための強化学習理論入門』（技術評論社、2020 年） 

中井悦司 著『TensorFlow と Keras で動かしながら学ぶディープラーニングの仕組み』（マイナビ出版、2019 年） 

伊藤多一、今津義充、須藤広大、仁ノ平将人、川﨑悠介、酒井裕企、魏崇哲 著『現場で使える！Python 深層強化学習入

門 強化学習と深層学習による探索と制御』（翔泳社、2019 年） 

久保隆宏 著『Python で学ぶ強化学習 改訂第二版』（講談社、2019 年） 

谷岡広樹、康鑫 著『いちばんやさしい-ディープラーニング-入門教室』（ソーテック社、2018 年） 

太田満久、須藤広大、黒澤匠雅、小田大輔 著『現場で使える! TensorFlow 開発入門 Keras による深層学習モデル構築手

法』（翔泳社、2018 年） 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 デジタル技術科目群 
科目名 AI デザイン特論 

教員名 林 久志 
(英文表記) Artificial Intelligence Driven Design 

概要 

 社会システムをデザインする上で重要なこととしては、社会を構成する各個人にどのようなメリットがあり、各個人あるいは

分散配置された各人工知能（AI）あるいは各サービス提供者などが自分の意思で自分のメリットを追求して行動した結果、

社会全体としてどのような現象が創発され、どのような影響があるのかを評価する必要がある。従来の社会科学・工学の分

野では、このような巨視的な秩序と個人行動との関連性について評価することが難しかったが、コンピュータと AI 技術の発

展により、ミクロレベルのシミュレーション、モデルの修正、パラメタの最適化を繰り返して、仮説、制度、社会インフラ等を評

価し、改良することができるようになってきた。本講義では、これらの技術のうち、特に、文系の社会科学者も利用しているマ

ルチエージェントシミュレーションと、パラメタの最適化技術である進化計算・群知能に注目して、社会システムのモデリング

方法の基礎を学ぶ。 

目的・狙い 

AI 技術のうち、特に社会システムのデザインに役に立つマルチエージェントシミュレーションや進化計算・群知能の概念や

モデリング方法を学ぶ。既存のライブラリやシミュレータを利用する場合があるが、それらのツールや特定のプログラミング

言語を使いこなすことが目的ではなく、基本的な概念やモデリング方法の本質を理解することが目的である。マルチエージ

ェントシミュレーションや進化計算・群知能を学習することにより、以下のスキルが習得できる。 

１.各個人（エージェント）の行動パターンのモデリング

２.各個人やインフラ・環境・制度等の各種パラメタの最適化や適応的学習のためのモデリング

これらのスキルを駆使して、多様性のある社会におけるシステムをミクロレベルからデザイン・最適化することを目指す。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

コンピュータの基本的な操作ができること。基本的な数学および手続き型プログラミング言語の基礎を理解できること。

到達目標 

上位到達目標 

マルチエージェントシミュレーションや進化計算・群知能の技術を用いて社会システムをデザインするために、社会システム

の構成要素をミクロレベルからモデリングできるようになること。 

最低到達目標 

マルチエージェントシミュレーションや進化計算・群知能の概念を理解できるようになること。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 初回と演習日はリアルタイム講義を基本とする。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

録画視聴型 ○ 
座学は録画講義を基本とする。 

質疑応答は Manaba の掲示板を活用する。 

授業外の学習 レポート作成（2 回）と配布資料の復習

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義を基本とし、既存のシミュレータ等を用いた実習とグループワークによるモデリングを体験する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
イントロダクション： 

社会システム設計に向けた社会シミュレーションと最適化の概論を学ぶ。 
[ハ(録)] 

第 2 回 
マルチエージェントシミュレーション 1： 

エージェントの意思決定方法とマルチエージェントシミュレーションの概要を学ぶ。 
[録] 

第 3 回 
マルチエージェントシミュレーション 2： 

マルチエージェントシミュレータのしくみとセルオートマトンを学ぶ。 
[録] 

第 4 回 
マルチエージェントシミュレーション 3： 

演習： マルチエージェントシミュレータ（NetLogo）を学ぶ。 
[ハ(録)] 

第 5 回 
マルチエージェントシミュレーション 4： 

演習： マルチエージェントシミュレータ（NetLogo）を学ぶ。 
[ハ(録)] 

第 6 回 
マルチエージェントシミュレーション 5： 

演習： 社会システムのモデリングをグループワークで行う。 
[ハ(オ)] 

第 7 回 
マルチエージェントシミュレーション 6： 

待ち行列モデル、渋滞モデル、交通・歩行者シミュレーションモデルを学ぶ。 
[録] 

第 8 回 

進化計算・群知能 1： 

局所最適解を探すための山登り法や勾配法、広域最適解を探すための焼きなまし法（SA）、

多数のエージェントが解を探すマルチスタート、などの最適化アルゴリズムを学ぶ。 

[録] 

第 9 回 
マルチエージェントシミュレーション 7： 

演習： 社会システムモデリングのグループワークの発表会を行う。 
[ハ(オ)] 

第 10 回 
進化計算・群知能 2：  

進化計算の代表的な最適化アルゴリズムである遺伝的アルゴリズム（GA）を学ぶ。 
[録] 

第 11 回 
進化計算・群知能 3：  

進化計算の代表的な最適化アルゴリズムである遺伝的アルゴリズム（GA）を学ぶ。 
[録] 

第 12 回 
進化計算・群知能 4： 

演習： 進化計算のモデリングをグループワークで行う。 
[ハ(オ)] 

第 13 回 

進化計算・群知能 5： 

生物（鳥、蜂、蛍、蟻、カッコーなど）の群知能や音楽などを模倣した最適化アルゴリズム

（PSO, ABC, FA, ACO, CS, HS など）を学ぶ。 

[録] 

第 14 回 

進化計算・群知能 6： 

生物（鳥、蜂、蛍、蟻、カッコーなど）の群知能や音楽などを模倣した最適化アルゴリズム

（PSO, ABC, FA, ACO, CS, HS など）を学ぶ 

[録] 

第 15 回 
進化計算・群知能 7： 

演習： 進化計算モデリングのグループワークの発表会を行う。 
[ハ(オ)] 

試験 
グループワークおよび終了後のレポート課題により評価する。 

15 回目の発表会の続きを試験の時間を使って実施する場合もある。 
その他 

成績評価 グループワークおよび終了後のレポート課題：50 点×2 

教科書・教材 講義で利用するスライドを配布する。 

参考図書 

高橋慎吾、後藤祐介、大堀耕太郎著『社会システムモデリング』（共立出版、2022） 

Uri Wilensky, William Rand 著『An Introduction to Agent-Based Modeling: Modeling Natural, Social, and Engineered Complex 

Systems with NetLogo』（The MIT Press、2015 年） 

山影進 著『人工社会構築指南』（書籍工房早山、2008 年） 

大谷紀子 著『進化計算アルゴリズム入門 生物の行動科学から導く最適解』（オーム社、2018 年） 

伊庭斉志 著『人工知能の創発』（オーム社、2017 年） 

伊庭斉志 著『人工知能と人工生命の基礎』（オーム社、2013 年） 

柳浦睦憲、茨木俊秀 著『組合せ最適化』（朝倉書店、2001 年） 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 1Q 

科目群 デジタル技術科目群 
科目名 データサイエンス特論 

教員名 岩政 幹人 
(英文表記) Data Science 

概要 

データサイエンスは、「データを科学的に扱う」学問分野である。本講義では、様々なデータの収集、可視化、解析、マイニ

ング、評価等の手法に関する知識とスキルを学ぶ。この際、統計学、コンピュータ科学、システム工学論、信号処理論など

の観点から、データに対して仮説発見、仮説検証が行えるよう、客観的・定量的評価を行う資質を身に付ける。さらに、デー

タサイエンスの実習を通じて、この体系を理解し、実践を学ぶ。大規模言語モデル(LLM)の活用についても触れる。

目的・狙い 

 データ（自然現象、社会システム、物理システム、経済システム等）が持つ有用な特徴を見出し、課題解決に結びつけるた

めの仮説を立てる能力、およびそれを検証するスキルを適切に使いこなせる能力を取得することを目的とする。スキルを実

践するためのツールは、Python スクリプト言語とその代表的なパッケージ(SciPy, scikit-learn, OpenCV 等)を用いる。ただし

プログラミングはほとんど行わず、それらを使いこなし、得られる結果を適切に評価できる能力を身に付けることを主眼とす

る。 

この目的のもとで、本講義の狙いは、次にある。 

1. データが有する特徴や意味を、その背景から体系的に推定し、意味のある仮説を立てられる能力を習得する。

2. 他者に分かるようなデータの可視化技法を習得する。

3. データの分析手法を習得する。

4. 分析結果の評価に関して、その表現法と説明スキルを習得する。

5. 他者のデータ分析結果に対し、バイアスの混入や誤差等について検討できる能力を取得する。

6. 大規模言語モデル(LLM)を用いたデータ分析において、データサイエンスで学んだ基礎事項を活用できるようになる。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

自立した学習が必要である。このためプログラム解説は原則行わないので（プログラムは提供する）。プログラミングの経験

は必須と考える。コンピュータ操作について基礎的なスキル（ファイル操作、全角・半角の区別、Excel と Word の操作等）が

あること。基本的な数式は幾つか出現する。数式を用いた解析は行わないが、数式記号や変数を読めること、統計の基礎

的な知識を有することが望ましい。Python の実行は、Google Colaboratory を用いる。大学 PC での利用を想定するので、個

人所有の Python 実行環境の設定は個人の責任で行うこと。LLM を用いた実習では ChatGPT, Gemini, Copilot などをのサ

ービスを主に用いる。 

到達目標 

上位到達目標 

・データ解析から、仮説を立てて、仮説の検証を行える。

・データ解析結果から、科学的、社会的、経済的に意味のある説明ができるようになる。

最低到達目標 

・与えられたデータに対して、適切な解析手法を適用、実行できるようになる。

・データの可視化が行えるようになる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 授業参加が原則。仕事の都合上の欠席は個別対応。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

授業外の学習 

・第 1 回目講義に臨む以前に参考図書などでデータサイエンス分野の概要をつかむこと。

・データを社会でどのように利活用し、どのような価値があるかの背景調査、文献調査を行うこと

・データサイエンススキルを獲得するための反復練習を自習で行うこと

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

manaba(LMS)に掲載の「授業の進め方」の説明文に従い、講義の予習と準備を行っておくこと。授業の実施方法が変わる場

合には、manaba に変更の内容を掲示する。授業コンテンツの配市、およびレポートなどの提出は、manaba を利用する。

manaba を用いた視聴テストや小テストを授業中に行う。やむをえない事由で授業参加できない場合には、事前申請としてメ

ールで相談すること。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

・講義ガイダンスーソフトウェアの使い方とレポート作成作法 

データサイエンスを概観する。データサイエンスの試行、データの収集、入出力変換などに

関する基本操作を習得する。さらにレポート作成方法について説明する。 

[ハ(オ)] 

第 2 回 

・Python の導入と、基本的な統計の復習 

実習では Python を用いる。Python の基本的的な文法を導入する。統計の基本をおさらいし

ながら、Python で確認する。 

[ハ(オ)] 

第 3 回 

・データの取得と操作 

様々なデータの取得の仕方、加工の仕方を学ぶ。さらに Python の pandas パッケージを

用いたデータフレームの操作やクロス集計について学ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 4 回 

・データの視覚化 

様々なデータに適した可視化技法を学ぶ。視覚化の実践を通じ、視覚化の意義について考

察する。 

[ハ(オ)] 

第 5 回 

・統計分析の基礎 

初めに確率論の基礎としての基本統計量を学ぶ。次に、区間推定、仮説検定などについて

学ぶ。 

[録] 

第 6 回 
・回帰分析１ 

単回帰分析、多項式モデルなどについて学ぶ。 
[録] 

第 7 回 

・回帰分析２ 

前回の回帰分析では表現しきれない、データに対する回帰分析手法として、重回帰分析や

一般化線形モデルを用いた分析を学ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 8 回 
・パターン認識１ 

データの識別方法として、線形判別法などについて学ぶ。 
[ハ(オ)] 

第 9 回 
・パターン認識２ 

データの識別方法として、クラスタリングの手法、その表現方法について学ぶ。 
[ハ(オ)] 

第 10 回 

・動的システムの表現 

微分方程式で振る舞いが表されるような動的システムについて、1 次応答、2 次応答の見方

を説明し、その分析に関する知識とスキルを学ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 11 回 
・時系列データの推定と予測 

時系列データの特徴を知ったうえで、統計的な推定を通じた予測モデルの求め方を学ぶ。 
[ハ(オ)] 

第 12 回 

・周波数分析 

データが有する特徴量が周波数成分やパワースペクトルで表される（周波数領域）ことを学

んだ後に、周波数領域でのデータ分析について学ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 13 回 
・画像処理 

画像処理の基礎（２値化、エッジ処理）、動画の取得・処理などについて学ぶ。 
[ハ(オ)] 

第 14 回 

・LLM 時代のデータサイエンスとは 

大規模言語モデル(LLM)が当たり前になってきた中で、データサイエンスはどのように変わ

るのか、変わらないものは何かを、最新動向の座学と実習を通じて学ぶ。 

[ハ(オ)] 

第 15 回 

・振り返りと発展的な話題（品質保証、応用） 

講義を振り返るとともに、品質保証の観点から、分析や予測において留意すべきポイントを

学ぶ。様々な産業分野でのデータサイエンスの応用場面について学ぶ。 

[ハ(オ)] 

試験 レポート（中間 2 回＋最終１回）で代替する [ハ(オ)] 

成績評価 

次のポイントで評価する(合計１００点満点) 

・中間レポート評価２０点×３回＝６０点 

・最終レポート４０点、講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価 

教科書・教材 授業の進め方・教材コンテンツとも、manaba 上にアップしたコンテンツとして提供する。 

参考図書 

・橋本・牧野: データサイエンス教本、オーム社 

・東京大学教養学部統計学教室:統計学人門(基礎統計学 I)、東京大学出版会 

・松井他: 統計モデルと推測 (データサイエンス入門シリーズ)、講談社 

・阿部: データ分析に必須の知識・考え方 統計学入門、ソシム 

・Wes McKinney: Python によるデータ分析入門 NumPy、pandas を使ったデータ処理、オライリージャパン 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 デジタル技術科目群 

科目名 データサイエンス特別演習 

教員名 

浅野 浩美 

小畑 孝弘 

宮津 和弘 
(英文表記) Data Science Practice 

概要 

 データを分析し、分析から得られた結果や知見を活用する「データサイエンス」の実践能力を身に付けるためには、統計解

析に関する知識だけでなく、1．現状把握に基づき課題を設定するための能力、2．分析を行うツールを使いこなしてデータ分

析を推進するための能力、3．データ分析を通じて得られた内容を周囲に伝えるコミュニケーション能力など、さまざまな能力

について学び、トレーニングをする必要がある。 

本授業では、現場の問題解決に役立てることにつながるデータの活用方法、データサイエンスについて、事例と演習を通

して実践的な知識とスキルを修得する。 

目的・狙い 

本講義では、各種応用分野でデータサイエンスを活用し、社会で活躍されている 3 人の講師を招待し、各種応用分野を念

頭にデータサイエンス技術の実践方法を学び、コンピュータを用いた演習を行う。特に、以下の内容を学ぶ。 

（各 5 回）： 

A: マーケティングにおけるデータ分析 

B: 幅広い分野で利用されている AI 手法 

C: テキストマイニング 

以下の 3 つの目的・狙いで講義を進める： 

A: 現代マーケティングでは、データにもとづく消費者の理解が不可欠であり、マーケティング戦略やキャンペーンが策定

される。本分析では、さまざまな市場データから消費者を理解するための代表的な分析手法について学び、マーケティン

グへの応用を議論する。 

B: 幅広い分野で利用されている AI 手法（深層学習による時系列データ分析、最適化に用いる実数値 GA 等進化計算手

法など）を中心に紹介し、演習を通して内容の理解と応用力を高める。 

C: テキストマイニングの手法について学び、KH Coder を用いて演習を行うとともに、事例を通じて、どのようにテキストデ

ータやその分析結果を活用しているかについて理解する。 

なお、3 人の講師のスケジュール調整により、A と B と C の講義の順番は変更する場合がある。 

また、一部の講義を録画講義に変更する場合がある。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

初歩的なプログラミングの知識を有すること 

高校数学の基礎を理解していること 

到達目標 

上位到達目標 

各応用分野にデータサイエンス技術を適用できるようになること。 

最低到達目標 

各応用分野におけるデータサイエンス技術の適用方法を理解すること。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 演習はリアルタイムで行うことを基本とする。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 一部の座学は録画講義にする。 

授業外の学習 

授業中に扱った演習問題を解けるようになること。 

レポート課題を 3 回提出すること。

各非常勤講師への質問は講義中・講義後にお願いします。（メールでの質問はご遠慮ください。） 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

R、Python、Tensorflow、Keras、KH Coder を用いて演習を行います。 

授業で使用する一部のソフトウエア（KH-CODER）を個人の PC にインストールする場合、Windows 版は無料のものを使用

可能ですが、Mac 版は有償の設定ソフトウエアが必要です。 

学内では、受講時には教室で、自習時には夢工房自習スペースにて本ソフトウェア搭載の PC(Windows)があります。レポー

ト課題では、KH－CODER がなくても取り組める課題もご用意します。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 A1: マーケティングにおける調査とデータ収集の概要について学ぶ。 [録] 

第 2 回 A2: ブランド選択モデル（ロジット分析）について学び、演習を行う。 [ハ(オ)]

第 3 回 A3: 市場発見と知覚マップ（因子分析）について学び、演習を行う。 [ハ(オ)]

第 4 回 A4: 消費者の来店間隔（生存時間分析）について学び、演習を行う。 [ハ(オ)]

第 5 回 
A5: マーケットバスケットとクロスセリング（アソシエーション分析）について学び、演習を行

う。 
[ハ(オ)]

第 6 回 B1: 実数値遺伝的アルゴリズム等進化計算について学ぶ。 [ハ(オ)]

第 7 回 B2: 実数値遺伝的アルゴリズム等進化計算について演習を行う。 [ハ(オ)]

第 8 回 B3: 深層学習の基本的なモデルについて学び、演習を行う。 [ハ(オ)]

第 9 回 B4: 深層学習の 再帰的モデル（RNN や LSTM など） について学ぶ。 [ハ(オ)]

第 10 回 B5: 深層学習の 再帰的モデル（RNN や LSTM など） について学び、演習を行う。 [ハ(オ)]

第 11 回 C1: テキストマイニングとは何かについて学ぶ。 [ハ(オ)]

第 12 回 C2: 分析のしくみについて学び、テキストデータを用いて演習を行う。 [ハ(オ)]

第 13 回 C3: コーディングについて学び、テキストデータを用いて演習を行う。 [ハ(オ)]

第 14 回 C4: テキストマイニング手法の活用事例を紹介し、データを用いて演習を行う。 [ハ(オ)]

第 15 回 C5: 演習課題の分析結果をもとに、分析結果の解釈のしかたについて検討する。 [ハ(オ)]

試験 試験の代わりに各 A,B,C に関するレポート課題を計 3 回出題する。 その他 

成績評価 

100 点満点のレポート課題を 3 回出題し、平均点により評価する。 

成績の異議申し立ては事務を通して書面で行ってください。 

（非常勤講師へのメールによる成績の異議申し立てはご遠慮ください。） 

教科書・教材 教材は適宜配布する。 

参考図書 参考書は適宜紹介する。 
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Ⅴ ヘルスケア・デザイン科目群 

ヘルスケアデザイン特論

認知科学特論

⼈間情報学特論



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 ヘルスケア・デザイン科目群 
科目名 ヘルスケアデザイン特論

教員名 田部井 賢一 
(英文表記) Health Care Design 

概要 

「ヘルスケアデザイン」とは、私たちがより健康で豊かな生活を送るために、製品、サービス、環境、そして体験をデザイン

する新しい学問分野です。その根底には、ユーザー（患者さんや医療従事者など）への深い共感に基づき、課題を解決して

いく「デザイン思考」があります。このアプローチは、単に病気を治療するだけでなく、一人ひとりの「ウェルビーイング（より良

く生きる状態）」の向上を目指します。多様な人々の視点を取り入れ、既成概念にとらわれない創造的な解決策を探求する、

その柔軟な思考プロセスこそがヘルスケアデザインの核心です。本科目では、まずデザイン思考の基礎理論と具体的な手

法（ユーザー調査、プロトタイピングなど）を体系的に学びます。その上で、国内外の先進的な企業や研究機関が、デザイン

思考を用いて生み出した革新的な医療機器、ヘルスケアサービス、患者体験向上のためのソリューションなどを豊富な事例

と共に紹介・分析します。これにより、理論と実践を結びつけ、複雑な健康課題に対する新しい視点を養います。 

目的・狙い 

本科目では、ヘルスケアデザインを体系的に修得し、修得した知識を実際に適用して問題の解決を試みていく。さらに問

題の解決にヘルスケアデザインを適用する中で、限界を見つけ再構築する能力、妥当性と有効性を批判的に評価する能力

を修得することを目的とする。 

また各講義のテーマにおいて、顧客のベネフィットを最大化する製品やサービスを創造的､合理的に開発していく場面を

各自で考案し、その内容の可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。 

修得できる主な知識・スキルは次である。 

1. 健康に関わる分野の特徴、利用用途、利用ノウハウ

2. ヘルスケアデザインシンキングの原則

3. ヘルスケアデザインのメソッド

4. ヘルスケアデザインを社会で応用検証する実用的なスキル

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

前提知識は特に必要ないが、顧客のベネフィットを最大化する製品やサービスを創造的､合理的に開発していく場面でヘル

スケアデザインを応用検証していこうと探求する姿勢を持つこと。

オフィスソフトの基本を扱えること。 授業の議論には、積極的な取り組みが求められる。

グループの議論には、積極的な取り組みが求められる。 

到達目標 

上位到達目標 

ヘルスケアデザインについて、体系的に理解し人に説明できる。

ヘルスケアデザインを問題の解決に適用する中で、限界を見つけ再構築し、妥当性と有効性を批判的に評価できる。

最低到達目標 

ヘルスケアデザインについて、体系的に理解できる。

ヘルスケアデザインの利用価値の評価ができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

スライドを利用して講義し、manaba にて双方向、多方向に行われる

討論や質疑応答を行う。 

各講義ごとに、講義内容に対する簡単な課題の提出を求める。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
配布資料の予習復習 

課題が指示された場合は、その課題に取り組み、報告すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義を基本とし、適宜、グループワークや演習を行う。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本科目のオリエンテーションを実施する。概要とその狙い、実施方法、評価方法を説明す

る。これらの説明に加え、科目の選択判断が可能となるように、全 15 回の講義テーマの紹

介を行う。 

オリエンテーションに加えて、ヘルスケアデザイン全般に関する講義も実施する。

[ハ(録)]

第 2 回 

健康とは何か 

病いの経験、患者の生活の質、社会によりもたらされる健康と病気、ワーク・ライフ・バランス

と健康などをキーワードに、健康に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 3 回 

医療消費者 

患者の権利と医療の質、医療倫理、医療と情報提供、医療システム、スティグマ、セクシュア

リティ、格差などをキーワードに、医療消費者に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 4 回 

健康と研究 

研究の意義と必要性、ＷＨＯによる国際生活機能分類、地域の健康水準、健康規定要因、

障害調整健康余命、調査研究、食生活と健康研究、質的な調査研究、混合研究方法などを

キーワードに、健康と研究に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 5 回 

ストレス

ストレス対処と健康生成論、健康生成論的アプローチ、自己効力感などをキーワードに、ス

トレスに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 6 回 
ヘルスリテラシー

ヘルスリテラシーの評価と教育などをキーワードに、ヘルスリテラシーに関して学ぶ。
[ハ(録)]

第 7 回 

ソーシャルサポート

意思決定支援、患者・当事者同士のサポートグループ、専門家によるセラピー、家庭医・総

合診療医によるアプローチ、医療者・市民の協働による学びなどをキーワードに、ソーシャ

ルサポートに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 8 回 

ヘルスケアデザインシンキングの原則 1

人間中心、共感、コ・デザイン、社会的決定要因、クリエイティブ・マインドセットなどをキーワ

ードに、ヘルスケアデザインシンキングの原則に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 9 回 
ヘルスケアデザインシンキングの原則 2

問いかけ、可視化などをキーワードに、ヘルスケアデザインシンキングの原則に関して学ぶ。
[ハ(録)]

第 10 回 

ヘルスケアデザインシンキングの原則 3

プロトタイピング、ストーリーテリングなどをキーワードに、ヘルスケアデザインシンキングの

原則に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 11 回 

ヘルスケアデザインシンキングのメソッド 1

デザインワークショップ、ブレーンストーミング、インタビューなどをキーワードに、ヘルスケア

デザインシンキングのメソッドに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 12 回 

ヘルスケアデザインシンキングのメソッド 2

フォトジャーナル、ペルソナなどをキーワードに、ヘルスケアデザインシンキングのメソッドに

関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 13 回 

ヘルスケアデザインシンキングのメソッド 3

ロールプレイング、役割カード、ストーリーボードなどをキーワードに、ヘルスケアデザインシ

ンキングのメソッドに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 14 回 

ヘルスケアデザインシンキングのメソッド 4

ジャーニーマップ、プロジェクトボードなどをキーワードに、ヘルスケアデザインシンキングの

メソッドに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 15 回 

ヘルスケアデザインシンキングのメソッド 5

データ・ビジュアライゼーション、利用実態調査、空間データのマッピングなどをキーワード

に、ヘルスケアデザインシンキングのメソッドに関して学ぶ。 

[ハ(録)]

試験 
最終試験：本授業の理解度を評価するために最終試験を実施する。（試験の方法は、別途

説明する。） 
[ハ(録)]

成績評価 

次のポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・講義への参画度 30 点：授業中に提出を求める演習、よい議論に関しても評価

・レポート 40 点：数回のレポート内容を評価

・最終試験 30 点：講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 

江口ら 編. ヘルスリテラシー: 健康教育の新しいキーワード. (2016). 大修館書店. 

NHK スペシャル取材班 著. 健康格差: あなたの寿命は社会が決める. (2017). 講談社. 

ボン・クら 著. ヘルスデザインシンキング: デジタルヘルス/ヘルステックに向けて:医療・ヘルスケアのためのデザイン思考

実践ガイド. (2020). 日本: ビー・エヌ・エヌ. 

一般社団法人 日本健康食品・サプリメント情報センター 編. 健康食品・サプリ[成分]のすべて〈第 7 版〉 ナチュラルメディ

シン・データベース日本対応版. (2022). 同文書院.
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 ヘルスケア・デザイン科目群 
科目名 認知科学特論 

教員名 田部井 賢一 
(英文表記) Cognitive Science 

 

概要 

認知科学は、人間の「知」のメカニズム、すなわち物事を認識し、考え、理解する心の働きを科学的に解明する学問分野

です。そのアプローチは、人間の知的活動を一種の情報処理システムとして分析し、時にはコンピュータをモデルとして用い

る点に特徴があります。研究対象は、記憶や学習といった脳の基本的な機能から、感情・文化・社会性が心にどう影響する

かといった複雑なテーマ、さらには「心とは何か」という根源的な問いにまで及びます。本科目では、こうした基礎研究の成果

が、私たちの生活をどう豊かにしているのかを学びます。具体的には、直感的に操作できるユーザーインターフェイスのデ

ザイン、学習効果を高める教育環境、利用者の心に寄り添う医療・福祉サービスの開発など、実社会で価値を生み出してい

る応用事例を豊富に取り上げ、認知科学の実践的な側面を深く掘り下げていきます。 

目的・狙い 

本科目では、認知科学を体系的に修得し、修得した知識を実際に適用して問題の解決を試みていく。さらに問題の解決

に認知科学を適用する中で、限界を見つけ再構築する能力、妥当性と有効性を批判的に評価する能力を修得することを目

的とする。 

また各講義のテーマにおいて、顧客のベネフィットを最大化する製品やサービスを創造的､合理的に開発していく場面を

各自で考案し、その内容の可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。 

修得できる主な知識・スキルは次である。 

1. ヒトの知覚・認知システム 

2. ヒトの脳内処理メカニズム 

3. 各テーマに関わる発達過程 

4. 各テーマに関わる疾患 

5. 認知科学を社会で応用検証する実用的なスキル 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

前提知識は特に必要ないが、顧客のベネフィットを最大化する製品やサービスを創造的､合理的に開発していく場面で認知

科学を応用検証していこうと探求する姿勢を持つこと。 

オフィスソフトの基本を扱えること。 授業の議論には、積極的な取り組みが求められる。 

グループの議論には、積極的な取り組みが求められる。 

到達目標 

上位到達目標 

認知科学について、体系的に理解し人に説明できる。 

認知科学を問題の解決に適用する中で、限界を見つけ再構築し、妥当性と有効性を批判的に評価できる。 

最低到達目標 

認知科学について、体系的に理解できる。 

認知科学の利用価値の評価ができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型(オンタイム) ―  

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

スライドを利用して講義し、manaba 等にて双方向、多方向に行われ

る討論や質疑応答を行う。 

各講義ごとに、講義内容に対する簡単な課題の提出を求める。 

録画視聴型 ―  

授業外の学習 
配布資料の予習復習 

課題が指示された場合は、その課題に取り組み、報告すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義を基本とし、適宜、グループワークや演習を行う。 

 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本科目のオリエンテーションを実施する。概要とその狙い、実施方法、評価方法を説明す

る。これらの説明に加え、科目の選択判断が可能となるように、全 15 回のテーマの紹介を

行う。 

オリエンテーションに加えて、認知科学全般に関する講義も実施する。 

[ハ(録)] 

第 2 回 

脳 

脳の機能と構造、信号伝達、脳神経活動計測、人工知能、ニューロテック（ブレインテック）、

発達、疾患などをキーワードに、脳に関して学ぶ。 

[ハ(録)] 

第 3 回 

感覚 

感覚の種類（視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚）、機能と特性、脳内処理、発達、疾患などをキ

ーワードに、感覚に関して学ぶ。 

[ハ(録)] 
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第 4 回 

知覚・認知 

トップダウン処理、ゲシュタルト、形状、音声、空間、認知、時間、脳内処理、発達、疾患など

をキーワードに、知覚・認知に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 5 回 

記憶 

記憶の構造、短期記憶、長期記憶、宣言的記憶、手続き記憶、脳内処理、発達、疾患などを

キーワードに、記憶に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 6 回 

注意 

選択的注意、焦点的、視覚注意、聴覚注意、意識、脳内処理、発達、疾患などをキーワード

に、注意に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 7 回 

知識・言語理解 

知識の表現と構造、意味、概念、カテゴリー化、脳内処理、発達、疾患、そして自然言語と人

工言語、言語の多層構造、単語認知、統語的言語産出・理解モデル、意味論的言語産出・

理解モデル、脳内処理、発達、疾患などをキーワードに、知識・言語理解に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 8 回 

情動 

情動と認知、情動による身体的変化と測定指標、情動のモデル、表情の認知、情動規則、

情動の理解、脳内処理、発達、疾患などをキーワードに、情動に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 9 回 

社会的認知 

対人認知、顔の記憶と認知、社会的推論、態度の変容、集団の影響、個人特性、個人間・

社会的状況の相互作用、脳内処理、発達、疾患などをキーワードに、社会的認知に関して

学ぶ。 

[ハ(録)]

第 10 回 

コミュニケーション

非言語チャンネル、説得的コミュニケーション、行動変容、脳内処理、発達、疾患などをキー

ワードに、コミュニケーションに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 11 回 

学習 1 

古典的条件付け、オペラント条件付け、技能学習、社会的学習などをキーワードに、学習に

関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 12 回 

学習 2 

熟達化、報酬、学習プロセス、動機づけ、強化学習、脳内処理、発達、疾患などをキーワー

ドに、学習に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 13 回 

問題解決 

問題空間と方略、良定義問題の解決プロセス、推論、選択課題、ゲーム戦略、脳内処理、

発達、疾患などをキーワードに、問題解決に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 14 回 

創造 

デザインと創造、芸術と創造の関係、再生的思考と生産的思考、洞察、アナロジーを用いた

発想、発想支援手法、脳内処理、発達、疾患などをキーワードに、創造に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 15 回 

神経美学 

視る美と聴く美、視えない美、うつろう美の価値、変わらない価値、快感と美観、ネガティブと

美、醜さの力、創造性の源泉、認知の枠組みと美、美の認知神経科学などをキーワードに、

神経美学に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

試験 
最終試験：本授業の理解度を評価するために最終試験を実施する。（試験の方法は、別途

説明する。） 
[ハ(録)]

成績評価 

次のポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・講義への参画度 30 点：授業中に提出を求める演習、よい議論に関しても評価

・レポート 40 点：数回のレポート内容を評価

・最終試験 30 点：講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 

日本認知科学会監修. 認知科学のススメシリーズ全 10 巻. (2016-2019). 新曜 

社日本認知科学会編. 越境する認知科学全 13 巻. (2019-2021). 共立出版 

横澤ら編. 認知科学講座全 4 巻. (2022). 東京大学出版会 

189



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 ヘルスケア・デザイン科目群 
科目名 人間情報学特論 

教員名 田部井 賢一 
(英文表記) Human Information Science  

 

概要 

人間情報学は、人と人、あるいは人とテクノロジーとの間で生じる情報のやり取りを科学する学問です。その研究領域

は、コミュニケーションの分析から、より良い関係性を築くためのシステムデザインまでを包括します。近年、心拍数や血圧と

いった生体情報から自律神経の活動を計測する技術が身近になりました。今後はさらに、感情の動きがビッグデータとして

収集されたり、体内に埋め込まれた人工臓器やナノロボットが健康状態を常時モニタリングしたりする時代が到来すると予

測されています。こうした技術によって蓄積される膨大なパーソナルデータは、次世代の医療やウェルネスサービスを生み

出すための貴重な資源となります。本科目では、このような人間と情報が高度に融合する未来を見据え、その核心となる技

術やデザイン、そして社会にもたらす価値について学んでいきます。 

目的・狙い 

本科目では、人間情報学を体系的に修得し、修得した知識を実際に適用して問題の解決を試みていく。さらに問題の解

決に人間情報学を適用する中で、限界を見つけ再構築すること、妥当性と有効性を批判的に評価する能力を修得すること

を目的とする。 

また各講義のテーマにおいて、顧客のベネフィットを最大化する製品やサービスを創造的､合理的に開発していく場面を

各自で考案し、その内容の可能性についてグループ討議を行い、講義内容の理解を深める。 

修得できる主な知識・スキルは次である。 

1. 人を対象とした心理測定手法 

2. 人を対象とした生理測定手法 

3. 技能のデジタル計測・分析 

4. 人間情報学を社会で応用検証する実用的なスキル 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

前提知識は特に必要ないが、顧客のベネフィットを最大化する製品やサービスを創造的､合理的に開発していく場面で人間

情報学を応用検証していこうと探求する姿勢を持つこと。 

オフィスソフトの基本を扱えること。 授業の議論には、積極的な取り組みが求められる。 

グループの議論には、積極的な取り組みが求められる。 

到達目標 

上位到達目標 

人間情報学について、体系的に理解し人に説明できる。 

人間情報学を問題の解決に適用する中で、限界を見つけ再構築し、妥当性と有効性を批判的に評価できる。 

最低到達目標 

人間情報学について、体系的に理解できる。 

人間情報学の利用価値の評価ができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ―  

ハイフレックス型(オンタイム) ―  

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

スライドを利用して講義し、manaba 等にて双方向、多方向に行われ

る討論や質疑応答を行う。 

各講義ごとに、講義内容に対する簡単な課題の提出を求める。 

録画視聴型 ―  

授業外の学習 
配布資料の予習復習 

課題が指示された場合は、その課題に取り組み、報告すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義を基本とし、適宜、グループワークや演習を行う。 

 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

本科目のオリエンテーションを実施する。概要とその狙い、実施方法、評価方法を説明す

る。これらの説明に加え、科目の選択判断が可能となるように、全 15 回の講義テーマの紹

介を行う。 

オリエンテーションに加えて、人間情報学全般に関する講義も実施する。 

[ハ(録)] 

第 2 回 

人間を対象とする測定における諸問題 

心の測定、記述統計、推測統計、研究倫理、研究成果の公表などをキーワードに、人間を

対象とする測定における諸問題に関して学ぶ。 

[ハ(録)] 

第 3 回 

実験法 

感覚、知覚、認知、学習、記憶、生理、脳波、事象関連電位などをキーワードに、実験法に

関して学ぶ。 

[ハ(録)] 
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第 4 回 

調査法 

心理尺度、測定概念の明確化と質的データの収集、質問項目の作成と内容的妥当性の検

討、調査票の作成と調査の実施方法、項目の選定とその手法、信頼性、妥当性の検討、オ

ンライン調査などをキーワードに、調査法に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 5 回 

観察法 

行動の観察と記録、産物記録法、時間見本法、連続記録法と事象見本法、観察データの解

析などをキーワードに、観察法に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 6 回 

面接法 

構造化面接法、半構造化面接法、非構造化面接法、面接データの解析、量的解析、質的解

析、混合研究法などをキーワードに、面接法に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 7 回 

技能のデジタル計測・分析 1 

技能の様子や動作を撮影するためのカメラ技術の初歩を学んだ上で、技能に関する動画と

そのデジタルデータの編集・加工技術を学び、このデータを基にした分析を経ることで、技能

のデジタル計測・分析方法を学ぶ。 

[ハ(録)]

第 8 回 

技能のデジタル計測・分析 2 

技能のデジタル計測・分析 1 に続いて、技能レベルを動画で確認できるようにすることで、自

身で技能動作の客観的評価が行えるようにする。さらに、他者に技能を伝承するときの伝承

の効率化を図れるようにする。 

[ハ(録)]

第 9 回 

生体と情報 

生体情報システムと社会との関わり、時系列信号の観測法、画像計測法、生化学的指標な

どをキーワードに、生体と情報に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 10 回 

生体情報の解析手法 

パワースペクトル、スペクトログラム、コヒーレント、情報の流れの解析手法などをキーワード

に、生体情報の解析手法に関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 11 回 

生体信号の生成と運動制御 

リズムの発生メカニズム、行動の発現、運動制御の神経系、モーションキャプチャーなど時

系列計測法、functional MRI などの画像計測法、脳活動や心の状態と脳の関係などをキー

ワードに、生体信号の生成と運動制御に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 12 回 

睡眠・体温 

睡眠段階評価方法、徐波睡眠と REM 睡眠、睡眠周期、高齢者の睡眠の特徴、運動や生活

習慣と睡眠の関係、人間の体温調節機能の基礎、高齢者や乳幼児の体温調節などをキー

ワードに、睡眠・体温に関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 13 回 

感性とデザイン 

⼀対⽐較とその分析、印象評価とその分析、ME 法、SD 法、官能評価法、商品デザインと感

性価値、コンジョイント分析どをキーワードに、感性とデザインに関して学ぶ。 

[ハ(録)]

第 14 回 

インタフェース

拡張現実・複合現実、人間拡張、ヒューマンロボットインタラクションの⼊力インタフェースと

出力インタフェース、要素技術などをキーワードに、インタフェースに関して学ぶ。

[ハ(録)]

第 15 回 

ヘルスリサーチと方法論

健康関連の概念・理論・モデルと研究への適用、健康や病い・障害の研究デザイン、グラウ

ンデッド・セオリー・アプローチ、量的研究：質問紙調査、介入研究ヘルス分野におけるソー

シャルマーケティング、ヘルスリサーチの成果の還元などをキーワードに、ヘルスリサーチに

関して学ぶ。 

[ハ(録)]

試験 
最終試験：本授業の理解度を評価するために最終試験を実施する。（試験の方法は、別途

説明する。） 
[ハ(録)]

成績評価 

次のポイントで評価する(合計 100 点満点)。 

・講義への参画度 30 点：授業中に提出を求める演習、よい議論に関しても評価

・レポート 40 点：数回のレポート内容を評価

・最終試験 30 点：講義終了後に、これまで獲得した知識・スキルを総合的に評価

教科書・教材 適宜 LMS で配布する。 

参考図書 

行場ら著. 新・知性と感性の心理: 認知心理学最前線. (2014). 福村出版. 

Dieter Schmalstieg ら著. Schmalstieg, D., Hollerer, T. (2018). AR の教科書. マイナビ出版.  

北原著. イラストで学ぶヒューマンインタフェース改訂第２版. (2019). 講談社. 

小松原著. 人にやさしいモノづくりの技術: 人間生活工学の考え方と方法. (2022). 丸善出版. 
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Ⅳ デジタル創生・デザイン科目群 

⽣成系デザイン特論 

デジタル空間デザイン特論 

社会実装デザイン特論 



コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 デジタル創生・デザイン科目群 
科目名 生成系デザイン特論 

教員名 河西 大介 
(英文表記) Generative Design 

概要 

日常生活において PC やスマートフォンなどのデジタルデバイスが普及する中で、以前は専門的な知識が求められたグ

ラフィックデザインや CAD などのソフトウェアも手軽に利用可能となった。これにより、多くの人々がデジタルデバイスを通じ

て情報を取得・発信する過程で、単なるテキスト情報だけでなく、視覚的にインパクトのあるイラスト、写真、アニメーション、

映像などのデザイン表現を取り入れることで、独自性や差別化を図っている。さらに、昨今ではこれらのソフトウェアに生成

AI が統合され始め、イラストや写真加工だけでなく、動画や音楽なども生成系デザインを活用したアプローチが新しいトレン

ドとして台頭してきている。 

本授業では、デジタルツールだけでなくアナログ技法も取り入れ、これから多くの可能性が秘められている生成系デザイ

ンを実際に活用し、グラフィックデザインの領域を学びながら、今後の新しい生成系デザインの活用方法やアイデアの創出

方法についても探求する。 

目的・狙い 

本授業は、受講生が生成系デザインに関する基本的な知識やスキルを体系的に習得することを目的とし、以下のプロセ

スで構成する。

1. 自身の感性の把握とアナログ技法の演習

アナログ技法として、カラーチップや画像素材を用いた切り貼りによるイメージコラージュ制作を行う。このプロセスを通じ

て、他者と比較しながら一般的なデザイン傾向を理解するとともに、自身の感性やデザインの特徴を深く把握し、新たな

デザイン発想を養う。 

2. 基礎的な知識

生成系デザインの概念や技術的背景を学び、その仕組みや特徴を体系的に理解する。また、Adobe Photoshop や

Illustrator などのグラフィックツールの基本操作を習得し、生成系デザインの活用可能性を探求する。 

3. 先進的な活用事例の研究

国内外における生成系デザインの先進事例や活用事例を学び、各業界での応用方法や新しい価値創出の可能性につ

いてインスピレーションを得る。 

4. 生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作

実際に新商品のポスターやパッケージデザインなどのビジュアルコンテンツを制作する。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・生成系デザインやグラフィックツール（Adobe Photoshop、Illustrator など）に関心を持ち、これらを活用して新しい価値や

デザイン表現を探求する意欲があること。

・アナログ技法（カラーチップや画像素材の切り貼りなど）とデジタル技術を組み合わせた学びに興味を持ち、他者との比

較を通じた感性の探求に積極的であること。

・グループワークや課題解決に積極的に取り組む姿勢を持つこと。

到達目標 

上位到達目標 

・生成系デザインやグラフィックツールの基本操作を理解し、それらを用いて簡単なビジュアルコンテンツを制作できる。

・生成系デザインの可能性と限界を深く理解し、適切な活用方法やアイデアを提案できる。

最低到達目標 

・生成系デザインやグラフィックツールの基本操作を理解している。

・アナログ技法や生成系デザインを活用して、自身の感性を把握しデザインプロセスの参考にすることができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

スライドを中心とした授業やアナログ技法で制作した課題の比較、PC を

活用したビジュアルコンテンツの制作作業のうち、集合することが必須

であるものは対面で実施する。なお、受講学生の事情を考慮し、オンラ

インでの受講を希望する場合は、事前に担当教員へ相談すること。 

ハイフレックス型(オンタイム) △ 

基本的には対面形式とするが、生成系デザインに使用するソフトウェ

アは技術的変化が早いため、開講時期に合わせて使用ソフトを選定

し、その内容に応じてハイフレックス型での実施についても検討する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 出題課題の進捗報告レポートの提出をもって出席とみなす。 

授業外の学習 
1） 授業内で指定する、個人による事前調査、事後検討の実施。

2） 授業後に各授業で出題されるレポートや課題を制作し提出。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本授業は、各回の授業で配布する資料およびグラフィックツールやアナログ技法に関する説明資料を活用して進行する。 

授業は大きく 3 つのフェーズで構成され、段階的にスキルと理解を深める。 

1.基礎知識と感性の把握 (第 1 回～第 6 回)

生成系デザインやグラフィックデザインに関する基礎知識を学びながら、アナログ技法を活用した演習を通じて受講生が

自身の感性を把握・理解する。このフェーズでは、カラーイメージやイメージコラージュを題材に基礎力を養う。

2.実践的なビジュアルコンテンツ制作 (第 7 回～第 10 回)

生成系デザインを活用し、テーマに基づいたデザイン構想の立案からポスターやパッケージなどのビジュアルコンテンツ

制作までを実践的に学ぶ。

3.プレゼンテーションと発展的な活動 (第 11 回～第 15 回)

制作したコンテンツを基に、音楽や動画の生成系デザインを活用して表現の幅を広げる方法を探求する。その後、プレゼ

ンテーション資料を準備し、最終回に成果を発表・講評する。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

授業全体イントロダクション・ビジュアルコンテンツにおける生成系デザインに関する基礎知

識・活用事例の習得 

授業の目的と全 15 回の授業構成を説明する。 

ビジュアルコンテンツにおける生成系デザインの基礎知識や活用方法、事例について学ぶ。 

[対]/ [ハ(オ)] 

第 2 回 

感性の把握とアナログ技法の演習：カラーイメージ① 

色彩学におけるカラーイメージに関する基本知識を理解し、カラーチップを活用した演習を

行う。 

[対] 

第 3 回 
感性の把握とアナログ技法の演習：カラーイメージ② 

第 2 回の課題について分析と講評を行い、色彩表現の理解を深める。 
[対] 

第 4 回 

感性の把握とアナログ技法の演習：イメージコラージュ① 

イメージコラージュの基本知識を理解し、画像素材を用いた切り貼りによるイメージコラージ

ュ制作演習を行う。 

[対] 

第 5 回 

感性の把握とアナログ技法の演習：イメージコラージュ② 

生成系デザインを活用してデジタル（Adobe Photoshop・Illustrator など）でのイメージコラー

ジュ制作方法を学ぶ。 

[対] 

第 6 回 
感性の把握とアナログ技法の演習：イメージコラージュ③ 

第 4・5 回で制作したイメージコラージュについて分析と講評を行う。 
[対] 

第 7 回 

生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作①：基礎デザインの構築 

ビジュアルコンテンツ制作の基礎を学び、ポスターやパッケージなどのデザイン構想を立案

する。テーマに基づき、初期デザイン案を制作する。 

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 8 回 

生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作②：ビジュアルコンテンツの制作 

第 7 回で立案した初期デザイン案をもとに、生成系デザインを活用して具体的なビジュアル

コンテンツを制作する。

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 9 回 
生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作③：ビジュアルコンテンツの制作 

生成系デザインを活用してビジュアルコンテンツのブラッシュアップを行う。 

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 10 回 
生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作④：デザインの仕上げ 

ビジュアルコンテンツを完成させ、細部の調整や修正を行う。 

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 11 回 

特別講義： 

ゲストスピーカーを招聘し、生成系デザインを活用した音楽や動画の活用方法を具体的な

事例とともに学ぶ。さらに、デザインプロセスやそのポイントを理解し、表現の可能性を広げ

る。 

講義を通じて質疑応答やディスカッションを行い、実践的な知見を深める。 

[対]/ [ハ(オ)] 

第 12 回 

生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作⑤：コンテンツの展開 

制作したビジュアルコンテンツを基に、音楽や動画の生成系デザインを活用し、表現の幅を

広げる方法を探求する。 

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 13 回 
生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作⑥：プレゼンテーション準備 

プレゼンテーション資料を作成し、発表に向けて内容を整理する。 

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 14 回 
生成系デザインを活用したビジュアルコンテンツ制作⑦：プレゼンテーション準備 

制作したビジュアルコンテンツを大型プリンターで出力し、パネルを制作する。 

[対] 

※[ハ(オ)] 

第 15 回 
最終発表： 

最終プレゼンテーションの実施と講評を行う。 
[対] 

試験 授業内容に関連した小論文テストを実施する。 [対] 

成績評価 

・制作物

カラーチップ制作演習(5 点)・イメージコラージュ制作演習（10 点）・ポスター（5 点）・動画（10 点）

：合計 30 点

・講義レポート（第 7 回・第 8 回）：10 点（各 5 点）

・特別講義レポート（第 11 回）：10 点

・最終プレゼンテーション評価：30 点

・最終試験：20 点

教科書・教材 教員が準備し、配布する授業資料を使用する。 

参考図書 授業内で教員が適時案内する。 

※基本的には対面形式とするが、生成系デザインに使用するソフトウェアは技術的変化が早いため、開講時期に合わせて使用ソフトを選定し、その

内容に応じてハイフレックス型での実施についても検討する。
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 デジタル創生・デザイン科目群 
科目名 デジタル空間デザイン特論 

教員名 
河西 大介 

藤原 宏樹 (英文表記) Digital Space Design 

概要 

デジタル技術の急速な進化に伴い、デジタル空間デザインの領域は単なるビジュアル表現を超え、HMI（Human Machine 

Interface）やインタラクションデザインを中心に、メタバースやデジタルツイン、リバースエンジニアリングといった仮想空間技

術を活用した新しい社会的関係性の構築へと広がりを見せている。 

本授業では、3D スキャナ、3D プリンター、360 度カメラ、VR デバイス、ドローンなどのデジタル機器を活用し、データ取得、

加工、活用のプロセスを学ぶ。さらに、カラー、マテリアル、フィニッシュ（CMF）の視点を取り入れ、デジタル技術を用いたデ

ザインの質感や視覚的表現の可能性を探究する。 

目的・狙い 

本授業は、受講生がデジタル空間デザインの基本的な知識やスキルを体系的に習得することを目的とし、以下のプロセ

スで構成する。

1. 基礎的な知識

3D スキャナ、3D プリンター、360 度カメラ、VR デバイス、ドローンなど、デジタル空間デザインに関わる機器の基本的な仕

組みや特徴を理解する。さらに、CMF の概念を理解する。

2. デジタル技術の操作と活用方法

各機器の操作方法を習得し、データ取得・加工・活用の一連のプロセスについて、実習を通じて理解を深める。

3. 実務的な事例研究

デジタル空間デザインに関連する国内外の先行研究や理論を学び、HMI やインタラクションデザインの基本的な枠組みを

理解する。また、企業や社会における実務的な事例を通じて、現代のデザインプロセスや CMF を深く学び、実務での応

用力を高める。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・デジタル機器（3D スキャナ、3D プリンター、360 度カメラ、VR デバイス、ドローン）に関心を持ち、それらの活用方法を学

ぶ姿勢があること。

・デザイン表現の重要な要素である CMF に関心を持ち、学ぶ姿勢があること。

・デジタル技術が社会や実務でどのように活用されているかに関心を持ち、積極的に情報を収集・学習する姿勢があるこ

と。

・新しい技術やアイデアを活用し、デザイン表現や課題解決に応用する意欲があること。

到達目標 

上位到達目標 

各デジタル機器（3D スキャナ、3D プリンター、360 度カメラ、VR デバイス、ドローン）を活用し、社会や身近な環境での課題

に対して効果的なデザインの方向性を見出し、デジタル技術と CMF の融合を考慮した具体的な企画や計画を立案できる知

識とスキルを習得する。 

最低到達目標 

各デジタル機器の基本的な概念や操作方法と、CMF の基本的な概念を理解し、それらを用いて簡単な課題に対して適切な

解決策を提案できる能力を身につける。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 
スライドを中心とした授業とデジタル機器を活用した実習、グループ

ワークのうち、集合することが必須であるものは対面で実施する。

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
授業やグループワークのうち、オンラインで可能なものはハイフレック

スで実施する。

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 
課題レポートの提出により出席とみなす。 

※実習を伴わない授業に限る。

授業外の学習 
1） 授業内で指定する、個人またはグループによる事前調査、事後検討の実施。

2） 授業後に各授業に関連するテーマをレポートにまとめ提出。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本授業は、各回の授業で配布する資料およびデジタル機器の使用方法に関する説明資料を活用して進行する。まず、ハ

イフレックス型の授業で、各デジタル機器（3D スキャナ、3D プリンター、360 度カメラ、VR デバイス、ドローン）の仕組みや特

徴などの基礎知識、関連事例を学び、その後の授業で実際に各デジタル機器を用いた実習を行う。加えて、CMF の基本的

な考え方を学び、デジタル技術と組み合わせたデザインの表現力を高める。具体的な現場の事例を通じて、CMF が製品の

質感やユーザー体験に与える影響を理解し、デザインの実践に活かす視点を養う。授業の進行は、以降の「授業の計画」に

基づいて進める。試験は、授業内容に関連した小論文テストを実施する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

授業全体イントロダクション・3D スキャナの基礎知識・活用事例の習得 

授業の目的と全 15 回の授業構成を説明する。 

各デジタル機器の概要を説明する。 

[対]/ [ハ(オ)] 

第 2 回 
3D スキャナの基礎知識・実習 

実際に 3D スキャナを活用したスキャニングとデータ取得などを体験する。 
[対] 

第 3 回 
3D スキャナの基礎知識・活用事例 

3D スキャナの基本的な仕組みや特徴、事例研究などについて学ぶ。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 4 回 
3D スキャナの実習 

実際に 3D スキャナを活用したスキャニングとデータ取得などを体験する。 
[対] 

第 5 回 
3D プリンターの基礎知識・活用事例 

3D プリンターの基本的な仕組みや特徴、事例研究などについて学ぶ。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 6 回 

3D プリンターの実習 

3D プリンターを用いた実習を通じて、基本的な操作方法や素材の選択、データの出力プロ

セスを体験する。

[対] 

第 7 回 
360°カメラの基礎知識・活用事例 

VR デバイスの基本的な仕組みや特徴、事例研究などについて学ぶ。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 8 回 
360°カメラの実習 

360°カメラを用いた実習を通じて、撮影方法や空間記録の活用方法を体験する。 
[対] 

第 9 回 
VR デバイスの基礎知識・活用事例 

VR デバイスの基本的な仕組みや特徴、事例研究などについて学ぶ。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 10 回 
VR デバイスの実習① 

VR デバイスを用いた実習を通じて、操作方法や仮想空間でのインタラクションを体験する。 
[対] 

第 11 回 
VR デバイスの実習② 

VR デバイスを用いた実習を通じて、操作方法や仮想空間でのインタラクションを体験する。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 12 回 
ドローンの実習 

ドローンを用いた実習を通して、操作方法を学び、空撮やデータ取得の基礎を体験する。 
[対] 

第 13 回 
ドローンの基礎知識・活用事例 

ドローンの基本的な仕組みや特徴、事例研究などについて学ぶ。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 14 回 
ドローンの実習 

ドローンを用いた実習を通して、操作方法を学び、空撮やデータ取得の基礎を体験する。 
[対] 

第 15 回 

特別講義： 

ゲストスピーカーを招聘し、講義を通じて質疑応答やディスカッションを行い、実践的な知見

を深める。 

[対]/ [ハ(オ)] 

試験 授業内容に関連した小論文テストを実施する。 [対] 

成績評価 

・各授業レポート（全 4 回：3・5・7・9・12）：50 点（10 点×5 回）

・実習課題レポート（全 2 回：4・8）：10 点（5 点×2 回）

・特別講義レポート（第 15 回）：10 点

・最終試験：30 点

教科書・教材 教員が準備し、配布する授業資料を使用する。 

参考図書 授業内で教員が適時案内する。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 デジタル創生・デザイン科目群 
科目名 社会実装デザイン特論 

教員名 河西 大介 
(英文表記) Social Implementation Design 

概要 

本授業は、未来の社会をデザインすることである。 

デジタル技術や生成 AI、IoT を含む最新のテクノロジーの進展により、リモートワーク、オンライン教育、デジタルヘルスケ

アといった新しい生活様式が社会に浸透している。しかし、単なる技術の導入だけでは社会に受け入れられる商品やサービ

スを創造するには不十分である。社会実装を成功させるためには、技術の特性だけでなく、社会のニーズ、ライフスタイル、

文化的背景を理解し、受け入れられやすい形でのデザインが求められる。 

授業では、既存の社会実装の具体的な事例とそれに伴う課題をデザインの観点から読み解きながら、これまでの固定概

念にとらわれない創造的なデザインの視点を検討し、どのような社会実装が効果的なのかを探求する。 

目的・狙い 

本授業は、受講生が社会実装に必要な知識と実践的なデザインスキルを体系的に習得することを目的とし、以下のプロ

セスで構成される。

1.社会実装の基本概念と事例の分析

社会実装の基本的な理論や意義を学び、国内外の成功および失敗事例を分析する。これにより、技術やデザインが社会

に与える影響を多角的に理解し、課題解決のプロセスを把握する。

2.未来社会を見据えたデザインアプローチの構築

既存の固定概念にとらわれない創造的なアプローチを検討し、社会のニーズや課題に即した新しいデザインプロセスを構

築する。

3. グループワークの実施

少人数のグループワークを通じて、社会的課題の解決を目指したスモールプロジェクトを実施する。リサーチからプロトタイ

プの制作、提案までの一連のプロセスを体験し、チームでの協働力を養う。 

4.発表とフィードバック

各グループの成果を授業内で共有し、受講生同士や教員からのフィードバックを受けることで、提案内容を改善する。ま

た、他者の視点を取り入れることで、デザインの幅を広げ、洞察を深める。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・社会実装に関する基本的な概念やデザインの役割について関心があること。

・企業や行政、地域社会などの多様なステークホルダーと関わるデザインプロジェクトに関心を持ち、課題解決に向けた実

践的なアプローチを学ぶ意欲があること。

・コミュニケーションデザイン特論、デザインマネジメント特論、生成系デザイン特論、デジタル空間デザイン特論、デザイン

表現実習などの授業科目を受講していることが望ましい。

到達目標 

上位到達目標 

・社会のニーズを的確に捉え、デザインの観点から課題解決の方法を提案できる。

・積極的にグループワークに参加し、チーム内の意思疎通を円滑に行うことができる。

・社会実装に関するデザイン提案論理的に説明し、プレゼンテーションを通じて理解を得ることができる。

・成果物の価値を伝えるためのレポートおよびビジュアル資料を適切に作成できる。

最低到達目標 

・社会実装に関する基礎的な理論や概念を理解し、具体的な事例を分析できる。

・他のメンバーと協力しながら、課題解決に向けた議論や実践を行うことができる。

・プロジェクトの成果を簡潔に説明し発表できる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

講義は原則として対面で実施するが、受講学生の事情を考慮し、オ

ンラインでの受講を希望する場合は、事前に担当教員へ相談するこ

と。 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 ・各グループの進捗に応じて適時、情報収集や調査などを進める。

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

本授業は、座学とグループワークを組み合わせながら行う。「基礎概念と事例分析」「プロジェクト計画書の作成」「リサー

チとアイデア創出」「プロトタイピング」「ビジネスモデル構築」の 5 段階で進行し、社会実装のプロセスを学ぶ。課題を探求し

つつ、アイデアを洗練し、社会実装のスキルを習得することを目指す。また、授業は基本的に対面で行い、PBL 形式で実施

を行う。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

授業全体イントロダクション・社会実装に関する基礎知識と国内外の事例の学修 

授業の目的と全 15 回の授業構成を説明する。 

社会実装に関する基礎知識と国内外の事例について学ぶ。 

[対]/ [ハ(オ)] 

第 2 回 
グループワークに向けた準備① 

グループ編成をするために、自己紹介資料を制作する。 
[対]/ [ハ(オ)] 

第 3 回 

グループワークに向けた準備② 

自己紹介資料を基にプレゼンテーションを実施した後、グループ編成を行う。加えて、今後

のプロジェクトの進め方や役割分担について話し合い、円滑なグループワークの基盤を整え

る。 

[対] 

第 4 回 
プロジェクト計画書の作成①（課題設定） 

社会課題を特定しターゲットなどを設定する。 
[対] 

第 5 回 

プロジェクト計画書の作成②（リサーチ・市場調査） 

既存研究やフィールドリサーチなど調査方法の基礎を学び、プロジェクト計画書を作成す

る。 

[対] 

第 6 回 
プロジェクト計画書の作成③（リサーチ・市場調査） 

プロジェクト計画書のブラッシュアップを行い、プレゼンテーション資料を作成する。 
[対] 

第 7 回 
中間プレゼンテーション 

グループごとにプロジェクト計画書を発表し、ディスカッションを通じて方向性の整理を行う。 
[対] 

第 8 回 
リサーチとアイデア創出①

フィールドリサーチの実施と市場分析（社会課題の特定と社会的価値の創出）
[対] 

第 9 回 
リサーチとアイデア創出②

ユーザーニーズ調査とコンセプト設計（ターゲットユーザーの特定と課題設定）
[対] 

第 10 回 
プロトタイピング①（アイデアの具体化） 

アイデアスケッチとデザインスプリント（社会課題解決型の製品・サービス設計）
[対] 

第 11 回 
プロトタイピング②（初期試作と実証実験） 

プロトタイピングと実証実験を実施。 
[対] 

第 12 回 
プロトタイピング③ 

プロトタイピングと実証実験（フィードバックと改良） 
[対] 

第 13 回 
プロトタイピング④ 

プロトタイピングと実証実験（技術の実現可能性・市場適応性・コスト評価） 
[対] 

第 14 回 
最終プレゼンテーション準備 

プレゼンテーション資料を作成し、発表に向けて内容を整理する。 
[対] 

第 15 回 
最終プレゼンテーション準備 

プレゼンテーション資料を作成し、発表に向けて内容を整理する。 
[対] 

試験 グループによるプレゼンテーション試験を行う。 [対] 

成績評価 

・週報：16 点 毎週のチーム活動を週報として作成・提出する（8 週分，グループ）

・中間プレゼンテーション：30 点（グループ）

・最終プレゼンテーション：30 点（グループ）

・最終レポート：24 点 最終プレゼンテーション後の振り返りレポート（個人）

教科書・教材 教員が準備し、配布する授業資料を使用する。 

参考図書 授業内で教員が適時案内する。 
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Ⅵ イノベーションデザイン特別演習 

イノベーションデザイン特別演習 1

イノベーションデザイン特別演習 2



コース名 創造技術コース 必修・選択 必修 単位 6 学期 1Q、2Q 

科目群 イノベーションデザイン特別演習 

科目名 イノベーションデザイン特別演習 1

教員名 コース担当教員（英文表記） Advanced Exercises: Innovation for 

Design and Engineering 1 

概 要 

PBL(Project Based Learning)を実施する。 

PBL プロジェクトは 1 年を通して設計するが、単位は前期、後期に分けて成績をつける。 

イノベーションデザイン特別演習 1 は前期（1Q、2Q）に実施する。

内容は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照のこと 

目的・狙い 

入学時に有している知識に加え、1 年次に修得した知識を応用して、企業や組織での実業務を実施できる「ものづくり人

材」（商品企画責任者と開発責任者の職能を兼ね備え､商品企画の提案から製品設計､製造にいたるプロダクトサイクルを

統括してマネージメントできる人材）を育成する。ものづくり人材に期待されるコンピテンシーを、プロジェクト活動を通じて身

に付ける。 

専門職大学院大学にふさわしいスキル・コンピテンシーを修得する。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

修了要件として認められる単位を 22 単位以上（前年度の 10 月入学者は 12 単位以上）修得していること。 

到達目標 

上位到達目標 

レベル 5

商品企画の提案から製品設計､製造にいたる様々な業務を単独で行うことができ、かつ関係者を指導できる。

最低到達目標 

レベル 3

商品企画の提案から製品設計､製造にいたる業務を自身の専門領域を中心に単独で行うことができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業外の学習 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

成績評価 

Self Assessment の記載をベースに、週報、成果物、活動実績を参照して、総合判断する。 

プロジェクトごとの評価尺度は「PBL プロジェクト説明書」の記述に基づく。 

主担当教員と、2 人の副担当教員で成績案を作成し、全教員による PBL 成績判定会議で審議し確定する。 

成績は合否で評価する。 

教科書・教材 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

参考図書 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 
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コース名 創造技術コース 必修・選択 必修 単位 6 学期 3Q、4Q 

科目群 イノベーションデザイン特別演習 

科目名 イノベーションデザイン特別演習 2

教員名 コース担当教員（英文表記） Advanced Exercises: Innovation for 

Design and Engineering 2 

概 要 

PBL(Project Based Learning)を実施する。 

PBL プロジェクトは 1 年を通して設計するが、単位は前期、後期に分けて成績をつける。 

イノベーションデザイン特別演習 2 は（3Q、4Q）に実施する。

内容は、別途配布する「PBL プロジェクト説明書」を参照のこと。 

目的・狙い 

入学時に有している知識に加え、1 年次に修得した知識を応用して、企業や組織での実業務を実施できる「ものづくり人

材」（商品企画責任者と開発責任者の職能を兼ね備え､商品企画の提案から製品設計､製造にいたるプロダクトサイクルを

統括してマネージメントできる人材）を育成する。ものづくり人材に期待されるコンピテンシーを、プロジェクト活動を通じて身

に付ける。 

専門職大学院大学にふさわしいスキル・コンピテンシーを修得する。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

イノベーションデザイン特別演習 1 を履修していること。

到達目標 

上位到達目標 

レベル 5

商品企画の提案から製品設計､製造にいたる様々な業務を単独で行うことができ、かつ関係者を指導できる。

最低到達目標 

レベル 3

商品企画の提案から製品設計､製造にいたる業務を自身の専門領域を中心に単独で行うことができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業外の学習 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

成績評価 

Self Assessment の記載をベースに、週報、成果物、活動実績を参照して、総合判断する。 

プロジェクトごとの評価尺度は「PBL プロジェクト説明書」の記述に基づく。 

主担当教員と、2 人の副担当教員で成績案を作成し、全教員による PBL 成績判定会議で審議し確定する。 

成績は合否で評価する。 

教科書・教材 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 

参考図書 「PBL プロジェクト説明書」を参照。 
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専攻名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 国際経営特論 

教員名 前田 充浩 
(英文表記) International Entrepreneurship Studies 

概要 

本講義の目的は、受講学生に、グローバル・サウス地域での起業、ビジネス運用に関する知見と能力を付与することである。

そのために講義では、第１に講義によって、今日のグローバル・サウスにおける起業、ビジネスに必要な最先端の知見を紹介

し、第２に、受講学生に実際にグローバル・サウスにおける起業、ビジネス案を策定していただき、演習を進める。 

日本国内ではなく、グローバル・サウス地域である。何故か。それは、経済成長率の問題である。目下グローバル・サウス、

特にアフリカは、途轍もない高度成長を進めている。経済成長しないところ（その典型は、日本！）で起業、ビジネスを成功させ

るのは至難の業である。誰かを踏み台にしなければならない。一方、経済が年率 7％超で成長しているところでは、普通にやっ

ていれば失敗はない。 

一方で、グローバル・サウスにおける起業、ビジネスを成功させるためには、受講者は発展途上国の経済成長に関する考

え方を根底から変更しなければならない。今日のグローバル・サウス、特にアフリカでは、これまで人類が経験したことがな

い、全く新しい発展戦略による経済成長が進められているからである。受講者の多くは、ASEAN 等東アジアにおける起業、

ビジネスに携わる機会は多かったであろう。東アジアの発展戦略は、基本的には単系的文明進化モデル（地球上では、近代

化の推進経路は、かつてヨーロッパが、20 世紀には東アジアが実践した単一のものしか存在せず、新たに近代化に着手す

る地域（アフリカ）は、必ずそれと同一のものを踏襲しなければならない、という考え方）に立つものであったため、その方向性

を理解することは、地球上の過去の成功例を参照することによって、比較的安易なものであった。一方今日のアフリカは、「リ

ープフロッグ型」と呼ばれる、全く新しい発展戦略を鮮明にしつつある。その内容と、それが示す将来の方向性を理解するた

めには、手垢の付いた古い理論、モデルをこねくり回しても、百害、である。新しい世界の動きを理解するためには、新しい理

論、モデルに依拠することが必ず必要である。 

本講義では、その新しい理論、モデルを紹介し、受講者のグローバル・サウスにおける起業、ビジネス案構築演習に役立

てていただくことになる。 

本講義の受講者におかれては、「古いマインド・セット」を捨てていただきたい。「古いマインド・セット」とは、近代化に関して

は、ヨーロッパが最先端で、アジアがそれに次ぎ、アフリカは世界の最下位に位置する、という考え方であり、単系的文明進

化モデルである。これに対して現下のアフリカを含むグローバル・サウスで進められているのが、近代文明が漸く最近手にす

ることが出来た DX の成果を最大限に活用することにより、従来では、近代化の推進において必ず通過しなければならない

とされていた多くの前提段階を全てすっ飛ばして、いきなり最先端の DX 社会を構築する、という発展戦略であり、「リープフ 

ロッグ型」と呼ばれる。この、全く新しい発想に基づいて、世界で最初に DX 社会を構築したところが爾後は世界をリードす

るのであり、古い時代に世界のトップにいた事実は全く何の関係もない。アセンブリー系製造業の時代（第１産業化の中の第

2 次産業革命）に世界の首位に居た想いでに未だに酔いしれて社会の DX 化をしない日本は、国際社会の階層の下位に落

ちかねない。一方、グローバル・サウスでは、このように、世界の最先端を狙った戦いが日々繰り広げられているのである。ま

ずは、この迫力を共有しよう。 

目的・狙い 

 この講義は、学習者が、現下のグローバル・サウスが進める「リープフロッグ型」という人類史上初の発展戦略の内容と、そ

れが指し示す今後の方向性を正確に理解するために必要な新しい理論、モデルを紹介するとともに、実際に受講生がそれら

の理論、モデルに依拠したグローバル・サウスにおける起業、ビジネス案構築の演習を行うことにより、適切な実務能力を獲

得することを目的とする。 

具体的には、講義により特に以下の点に関する知見を獲得することができる。 

１．地域機構及び FTA（Free Trade Agreement）／EPA（Economic Partnership Agreement）等、日々ニュースを賑わす現下の

世界経済の重要な動きに関する適切な理解 

２ ．本学が誇るグローバル・ネットワーク（例えば、ASEAN＋日中韓印の大学のネットワークである APEN（Asia Professional 

Education Network）、AIIT 経営倫理研究所（ERISE)が毎年世界数十か国以上で開催している共催セミナー等）を全面的に

活用したアジア／アフリカの現状と発展戦略に関する適切な理解 

３．現下のビジネス（プロジェクト）に適用な最先端のファイナンス手法、特に開発ファイナンス及び PPP（Public Private 

Partnership）に関する他を先んじた理解 

さらに演習により、 

４．アジア／アフリカにおけるビジネス（プロジェクト）遂行のための基礎的企画立案能力 

を獲得することができる。 

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

アジア／アフリカを中心とする発展途上国の経済発展への貢献に関心があること。

（将来、アジア／アフリカにおけるビジネスに携わる希望があれば、更に望ましい。起業の予定があれば、更に更に望まし

い。）

到達目標 

上位到達目標 

アジア／アフリカを中心とする海外（発展途上国）における企業設立、運営に関する十分な実務能力を獲得し、実現性のある

経営計画を策定できるようになる。

上記企業の経営の中核を担うことができるようになる。

最低到達目標 

アジア／アフリカを中心とする海外（発展途上国）における企業設立、運営に関する基礎知識を理解し、経営計画の必要項

目を記述できるようになる。

上記企業の経営の補佐ができるようになる。
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授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 毎回、講義の内容を基にした小レポートを課すので、次回講義までに提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

第 1 部は講義であり、現下のグローバル・サウスにおける発展戦略の本質を理解するための幾つかの理論的な方法論を提

示する。具体的には、地域機構及び FTA（Free Trade Agreement）／EPA（Economic Partnership Agreement）、情報社会学

近代化モデルに依拠する発展戦略（Developmental Strategies）分析、本学の誇るグローバル・ネットワークを駆使したアジア

／アフリカの現状、グローバル生産ネットワークに関する分析等である。 

第 2 部も講義であり、学習者がビジネス、起業を行う際に用いることのできる開発ファイナンス等最先端の様々な形態のファ

イナンス手法を提示する。

第 3 部は演習であり、学習者が、具体的なアジア／アフリカのビジネス・プロジェクトの企画立案を行い、指導を受ける。

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
FTA（自由貿易協定）（EPA（経済連携協定））という制度の概要を理解する。ここ数年、最もホ

ットなイシューであり、日々のニュースを理解するのに不可欠である。（講義） [ハ(オ)]

第 2 回 

講義の時点における FTA（EPA)の最新の動きを理解する（シラバス執筆時には確定できな

い。2024 年度はトランプ政権の動きと拡大 BRICS、2023 年度は中国の FOCAC イニシアティ

ブ、2022 年度は拡大 BRICS、2021 年度は RCEP、2020 年度は CPTPP であった。今回も、講

義の時点では日本の国を挙げての熱いイシューとなっているものと思われる。）（講義） 

[ハ(オ)]

第 3 回 
地域機構の代表例として ASEAN を取り上げ、1967 年の ASEAN 設立から 1992 年の AFTA- 

CEPT を経て 1997 年のアジア通貨危機に至る経緯を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 4 回 
ASEAN の、アジア通貨危機から 2015 年の AEC（ASEAN Economic Community）2015 に至る

経緯を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 5 回 

発展戦略の基本的な構造を理解する。人民がどんなに汗水たらして労働に励んでも、国家

の発展戦略が間違っていれば、経済成長はない、のである。国家は正しい発展戦略を採用

しなければならない。（講義） 

[ハ(オ)]

第 6 回 

発展戦略の成否を決定する「世界の動向」を見極める枠組みとして、国際経済学のグローバ

ル生産ネットワーク理論を取り上げ、それに基づく世界経済の変化と発展戦略の関係を理解

する。（講義）

[ハ(オ)]

第 7 回 
発展戦略の成否を決定する「世界の動向」を見極める枠組みとして、情報社会学近代化モデ

ルを取り上げ、それに基づく近代文明の変化と発展戦略の関係を理解する。（講義）
[ハ(オ)]

第 8 回 

現下のファイナンス面におけるイノベーションが期待される分野として開発ファイナンスを取り

上げ、その基本的な仕組みを理解する。開発ファイナンスとは、赤字になるため通常ではビ

ジネスが成立しないプロジェクトに対するファイナンスである。あなたのライバルは、まだこれ

をビジネス化するという発想に気づいていないであろう。（講義） 

[ハ(オ)]

第 9 回 
開発ファイナンスの典型として、中小企業ファイナンスとインフラ・ファイナンスを取り上げ、そ

の構造を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 10 回 

開発ファイナンスの分野における世界最先端の動きについて、（何と！日本ではなく！）アフ

リカ等の実例を理解する。アフリカで世界最先端の取り組みがなされているのである。視野を

広く持って、かつ「先入観に囚われないで」ビジネス・チャンスを探すことが必要である。（講

義）

[ハ(オ)]

第 11 回 
金融システムとは独立した資本システム、という考え方（教科書参照のこと）を理解し、それに

基づく近代の金融システム＋資本システムの経緯を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 12 回 
アジア／アフリカにおける金融システム＋資本システム構築をビジネスの対象として捉える

視座を獲得し、先行する幾つかの動きを理解する。（講義）
[ハ(オ)]

第 13 回 アジア／アフリカのビジネス・プロジェクト企画案の発表予行（成績評価に反映しない） [ハ(オ)]

第 14 回 アジア／アフリカのビジネス・プロジェクト企画案の発表予行（成績評価に反映しない） [ハ(オ)]

第 15 回 アジア／アフリカのビジネス・プロジェクト企画案の発表（成績評価の対象） [ハ(オ)]

試験 筆記試験を行う [ハ(オ)]

成績評価 
筆記試験 50％、アジア／アフリカのビジネス・プロジェクト企画案の発表 50％ 

教科書・教材 

公文俊平＋前田充浩『応用情報社会学』、世界応用情報社会学会出版局、2021 

前田充浩『金融植民地を奪取せよ』、プレジデント社、2010 

倉都康行『金融史の真実―資本システムの 1000 年』、ちくま新書、2014 

倉都康行『危機の資本システム』、岩波書店、2018 

西村英俊『アセアン・ライジング』、勁草書房、2018 

リチャード・ボールドウィン『世界経済大いなる収斂』、日本経済新聞出版社、2018

参考図書 

A.ネグリ、M.ハート『帝国－グローバル化の世界秩序とマルチチュードの可能性』水嶋一憲訳、以文社、2003

アンドレ・グンダー・フランク『リオリエント－アジア時代のグローバル・エコノミー』山下範久訳、藤原書店、2000

ジョヴァンニ・アリギ『北京のアダム・スミス』中山智香子訳、作品社、2011

209



専攻名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 国際開発特論 

教員名 前田 充浩 
(英文表記) International Development Studies 

概要 

国際開発、とは、一番広く言うと、先進国（一人当たり GNI が概ね 14,000 ドル以上の国）が、発展途上国（同概ね 14,000 ドル未満で、OECD-

DAC リストに「援助受取国」として記載がある国）に対して行う、経済発展支援のための各種の政策である。そのための理論を提供するものが開

発経済学である。国際開発論及び開発経済学は、世界中の大学で広く講義されているものである。これを、オーセンティックな国際開発論及び開

発経済学、と呼ぶことが出来る。本講義では、まずはこれを講義する。具体的には、第２次世界大戦以降現在の SDGs（Sustainable Development 

Goals）に至る世界の開発援助の歴史、新古典派成長会計（開発経済学）等であり、将来開発援助関係の仕事（政府関係機関、国際機関、世界銀

行・アジア開発銀行等の MDBs（Multilateral Development Banks：多国籍開発金融機関、NPO 等）を目指す学生に、必須の知識と能力を付与する

ものである。 

一方、それに留まらないのが、AIIT ならでは、の心胆寒からしめるところである。「一粒で３度．．．」である。 

オーセンティックな開発援助論の考え方は、単系的文明進化モデルに立脚している。即ち、近代化を推進して豊かになる方法は、地球上ではヨ

ーロッパ（先進国）がかつて経験した方法しかない、とする考え方である。グローバル・サウス等ヨーロッパ（先進国）以外の地域では内生的に近

代化を推進することは不可能であり、必ずヨーロッパ（先進国）の指導と支援を受けなければならない、とする考え方であ。「上から目線」の極み、

である。 

一方21 世紀の世界の現実は、多系的文明進化モデル、即ちそれぞれの地域が誰からも教わることなく、自力で、独自の発展経路に基づく近代

化を進めている。現下は、帝国主義時代のように、ヨーロッパ人だけが近代化できると考えられていた時代（第１近代）、ヨーロッパ人ではなく有色

人種でも近代化できるものの、それはヨーロッパ人の指導と支援を存分に受けた、所謂「優等生」だけであると考えられた時代（第２近代）とは異な

り、民族、宗教、文化、歴史的背景等に一切関係なく、地球上の全ての国は猛然と近代化を推進する時代（第３新近代）なのである。 

第３新近代においては、経済成長のために、ヨーロッパ（先進国）を崇めて、その指導と支援を頂く、という方法は引き続き有効ではあるものの、

今日のグローバル・サウスの多くは、そのような卑屈な「精神的奴隷」を「アホクサ！」と放棄して、自らの創意工夫に基づく全く新しい発展戦略を

希求しているのである。 

この新しい時代においては、オーセンティックな開発援助論は、まともに分析できる対象を劇的に減らしてきており、新しい視点に基づく開発援

助論が必要になってきている。本講義で教授するのは、そのような新しい開発援助論の幾つかの取り組みである。 

オーセンティックな開発援助論と新しい開発援助論を分かつのが、「リープフロッグ型」発展戦略を認めるかどうか、である。オーセンティックな

開発援助論では、近代化とは、決められた段階を１つ１つ、着実にこなしていくことが必須であると考える。前の段階をクリアしなければ、次の段階

へ行くことはできない。これゆえに、決められた多くの段階を世界で最初にクリアしたヨーロッパ（先進国）がいつまで経っても偉いのであり、遅れ

て近代化に取り組んだグローバル・サウスは、未来永劫、ヨーロッパ（先進国）を崇め、その指導と支援を請い続けなければならない、ということに

なる。 

これに対して新しい開発援助論は、「リープフロッグ型」発展戦略を前提にする。即ち、新しく近代化に取り組む地域は、その時点で活用可能な

最先端の技術を活用して、最先端の社会システムを構築すれば良い、ということになる。ヨーロッパ（先進国）は、16 世紀半ば以降の長い時間と

膨大なコストを費やして、１つずつ段階をクリアして、その結果、漸く 21 世紀にＤＸの時代を招来した。では、今後近代化に取り組むグローバル・サ

ウスは、ＤＸを実現するために、ヨーロッパ（先進国）が経験したものと同じ過程を、長い時間と膨大なコストを費やして辿らなければならないのか、

と言うと、そうではない。グローバル・サウスは、最先端のＤＸ技術を全面的に導入して、ヨーロッパ（先進国）に先駆けて最高峰のＤＸ社会システム

を構築すれば良く、新しい開発援助論に基づくと、それは可能なのである。 

この新しい開発援助論について、本講義ではゆっくりと考えて行くことになる。これが、「1 粒で 2 度」目である。 

本講義では、それらに加えて、第３の内容がある。それは、何と！開発援助を用いたビジネスの作り方である。開発援助とは、突き詰めればカ

ネの流れ（国際金融）である。そのカネは、講義で説明するように開発ファイナンスという特殊な（譲許的な）ものではあるとしても、カネであること

には変わりはない。 

「カネの流れあるところに、必ずビジネスあり！」（金言） 

この金言の通りに、開発援助を用いたビジネスを考えるのである。「1 粒で 3 度」目である。 

「ええっ、でもそんな話、聞いたことがありませんけれど」、とおっしゃることであろう。それは、開発ファイナンスのカネの内容を知っている人が、

各国とも政府関係者に限定されており、秘伝になっているためである。本講義では、この分野で「政府関係者」の中枢にいた経験を基に、その知

見を披露する。勿論、普通のカネを扱うビジネスに比べて、いろいろと難しい。一方で、マスターしてしまえば、世界の中で競争相手は極めて少な

いのである。 

「そんなに良いことならば、どうして AIIT 以外ではそのことを教えないのか。」という疑問はごもっともである。答えは簡単で、開発援助に関する

カネの流れはあまりに特殊であるため、その世界にいた人でなければ分かりにくい上に、その世界にいたとしても、それをビジネスの「宝の山」と

して鋭敏に神経を張り巡らせてきた、という人は大変に少ないためである。 

15 回のうち、12 回は講義を行う。最後の 3 回では、受講者に、実際の開発援助プロジェクトを構想していただく。開発援助 プロジェクトなんて、

考えたことがない、とおっしゃるだろう。御心配なく。中間発表会を設け、指導の時間を十分に設けている。 

目的・狙い 

この講義は、学習者が、今日の発展途上国の発展問題についての理解を深め、開発援助の手法についての実務的な能力を身に付け、さら

には具体的な開発援助プロジェクトを企画立案できる能力を獲得することを目的とする。具体的には、学習者はこの授業を通じて以下の知識

や・能力を習得できる。 

1. 開発援助の基礎的概念と、新古典派経済成長理論に基づく通常の開発経済学上の基礎を理解する（第１の内容）。

2. 「リープフロッグ型」発展戦略を前提とする新しい開発援助の捉え方を理解し、具体的な開発援助プロジェクトに関する実務的な企画立案

能力を獲得する。（第２の内容）

3. さらに、開発援助のファイナンス面についての実務的知識を獲得し、開発援助を開発ファイナンスという特殊な「カネの流れ」として理解

し、ビジネス機会を捉える能力を獲得する（第３の内容）。

履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

発展途上国の開発問題、開発援助に関心を有すること。平たく言えば、世界全体をより望ましい状態にするために、たとえ微力であっても何か

しらの貢献をすることに使命を感じること。特に、発展途上国の現状に強い関心を持ち、「何かをしたい。」という気持ちを持つこと。 
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到達目標 

上位到達目標 

開発援助の基礎概念の理解の上に、最先端の手法を用いて今日的な課題に対応できる開発援助プロジェクトを企画立案することができるよう

になる。 

（第１の内容の場合） 

開発援助関連の機関（国際機関、NPO、政府等）における政策提案（アドボカシー）ができるようになる。 

（第２の内容の場合） 

ODA を用いた開発援助案件と連携して、適切なビジネスの企画、実施ができるようになる。 

最低到達目標 

開発援助の基礎概念について理解し、従来型の開発経済学の枠組みで自らの関心ターゲットに対する開発援助プロジェクトを企画立案するこ

とができるようになる。 

（第１の内容の場合） 

開発援助関連の機関（国際機関、NPO、政府等）における政策立案の補佐ができるようになる。 

（第２の内容の場合） 

ODA を用いた開発援助案件と連携したビジネスの補佐ができるようになる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 毎回、その回の授業に関連する課題を指示するので、その課題に関する考えをレポートにまとめ、次回授業までに提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

開発援助（経済協力、国際開発）を通じた発展途上国の発展への貢献を行うための実務能力の習得を、講義と演習の組み合わせによって

実施する。 

内容の第 1 の柱は、開発援助の基礎概念、開発援助政策史、新古典派経済成長理論等の講義を行う（一般的な開発援助論の講義と共通

する内容である）。 

第 2 の柱は、国際関係論の視点等にも立脚し、開発援助を「カネの流れ」として捉える視座を獲得し、それに基づくビジネス機会に関する内

容の講義を行う（AIIT 独自の内容である）。 

第 3 の柱は、演習で、学習者が具体的な開発援助プロジェクトの企画案を策定し、指導を得る。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
世界の開発援助関連の基本的なレジーム（先進国＝OECD v.s. 発展途上国）を理解する。

（講義） 
[ハ(オ)]

第 2 回 ODA、譲許性等開発援助の基本的な概念を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 3 回 
第２次世界大戦後から西側の開発援助体制が固まった 1970 年代までの世界の開発援助の

経緯を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 4 回 1980 年代から 20 世紀中の世界の開発援助の経緯を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 5 回 
21 世紀における世界の開発援助の経緯、特に MDGｓ（ミレニアム開発目標）と SDGs の内容

と背景を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 6 回 
21 世紀における中国の台頭の経緯、中国の実施している開発援助の構造等を理解する。

（講義） 
[ハ(オ)]

第 7 回 
20 世紀中における日本の開発援助の基本思想（Japan ODA Model）とその経緯について理

解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 8 回 21 世紀における日本の開発援助の経緯について理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 9 回 
金融地政学（Financial Geopolitics）の考え方と、それに基づく 20 世紀の国際開発金融の歴

史を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 10 回 
金融地政学の考え方に基づき、今日の中国の開発援助攻勢を読み解き、将来を展望する。

（講義） 
[ハ(オ)]

第 11 回 
正統派開発援助論（新古典派成長会計）を理解する。 

（内生的経済成長論まで）（講義） 
[ハ(オ)]

第 12 回 
20 世紀末から 21 世紀にかけての正統派開発経済学における研究の進展を理解する。 

（貿易・投資、グッド・ガバナンス等）（講義） 
[ハ(オ)]

第 13 回 開発援助プロジェクト案のアイディア提示（成績に反映されない）。 [ハ(オ)]

第 14 回 開発援助プロジェクト案のアイディアの提示（成績に反映されない）。 [ハ(オ)]

第 15 回 開発援助プロジェクト案の発表（成績に反映）。 [ハ(オ)]

試験 筆記試験を実施。 [ハ(オ)]

成績評価 最終筆記試験 50％、開発援助プロジェクト企画案の発表 50％ 

教科書・教材 

公文俊平＋前田充浩『応用情報社会学』、世界応用情報社会学会出版局、2021 

前田充浩『国益奪還』、アスキー新書、2007 

前田充浩『金融植民地を奪取せよ』、プレジデント社、2010 

白井早百合『マクロ開発経済学』、有斐閣、2005 

村上泰亮『反古典の政治経済学・下巻』、中央公論新社、1992 

参考図書 

アントニオ・ネグリ、マイケル・ハート『帝国』水嶋一憲他訳、以文社、2003

William Easterly ”The White Man's Burden" The Penguin Press、 2006 

アンドレ・グンター・フランク『リオリエントーアジア時代のグローバル・エコノミー』山下範久訳、藤原書店、2000
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専攻名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 グローバルコミュニケーション特論 

教員名 前田 充浩 
(英文表記) Global Communications 

概要 

本講義の目的は明確である。受講者に、国際場裡でこれから世界を相手に闘って、勝てるようになって欲しい。ビジネスでも、外交でも、政治で

も、国際場裡で自国民が外国人に負けまくっている状態では国家の発展はない。そのため、国際場裡での闘いにおいて「勝てる」ようになるため

に必要な能力として、第１に、現下の国際情勢に関する鋭敏な理解力、第２に、今後の世界の動向を俯瞰する文明史的視座の理解力、第３にディ

ベート能力、すなわち世界で外国のライバルを相手に議論で「勝つ」能力を付与する。 

第１の内容（国際情勢）について。 

世界は目下、大変な激動の只中にあり、今後の展望を正確に見通せる人は少ない。このような激動期には、現在国際社会で発生している事象

の奥の奥の奥に関する正しい見通しを持った人間が、ビジネスにおいても圧倒的に勝利する。本講義では、国際関係論のリアリズムの見解（国際

社会には政府も警察もいないので、全ての大国は、自分の国さえよければ他の国はどうでもよい、と考え、日々ライバル国を陥れる権謀術数を展

開している、と考えるもの。）に立脚して国際情勢を見通す訓練を行う。徹底したリアリズムの見解は、受講者には馴染みの薄いものかもしれな

い。しかしながら現下の人類は、「自国さえよければ他の国、世界はどうなってもよい」という大国の横暴に翻弄されている。 

言うまでもなく、今日見られるトランプの「米国さえよければ他国はどうなっても良い。」という発想、習近平の外交政策、プーチンの対外政策は、

リアリズムの真骨頂である。米国による数々の中国包囲網と中国側の対抗は、苛烈を極め、台湾有事、も現実味を帯びてきている。加えてロシア

によるウクライナ侵攻、イスラエル・パレスチナ対立である。米国と西欧中枢国が対ロシア制裁「のみ」に明け暮れるのを良いことに、世界の反米

勢力は結束を強め、特に中国はグローバル・サウス取り込みに成果をうみ、覇権国並みの影響力を行使するに至った。1989 年の東西冷戦終結

後、世界の中で覇権国は米国だけであり、世界は米国「だけ」のものであった。しかしながら、対ロシア制裁を契機に、中国のイニシアティブによ

り、拡大 BRICS、上海協力機構等を中心に反米勢力が結束を強めることから、世界は再び冷戦構造で捉えることが適切な状況になって来た。 

このような中で日本は、国家の存立を、特に経済を、どうするのか。日本の進むべき道を正確に見通すためには、明確な視座を持つことが必要

である。その明確な視座が、（国際関係に関する）リアリズムの視座である。今日の世界はまさにリアリズムのぶつかり合いなのであり、この基本

的な構造に変化はない。このような中で、「みんな仲良しがいいんだもの」、「人を悪くおもっちゃだめだよ」とか言っていると、自国だけ餌食になっ

て、周りの国々は「馬鹿なやつもいたもんだ。」、「頂きます！」、と言って喜び、それで終わりである。 

第２の内容（文明史的視座）について。 

今日は、言うまでもなく AI、ビッグデータ、ブロックチェイン、ロボティクス等に代表される IT の発達（DX）により社会のあらゆる面が劇的に変

化する等による文明史的な大きな変化の時代である。この変化を捉える枠組みについては、Industrie4.0（Cyber Physical System)（ドイツ政府）、

Society5.0（超スマート社会）（日本政府）等、いくつかのモデルが提示されている。本講義では、2000 年に開始された日本独自の社会科学である

情報社会学（Infosocionomics）の中核モデルである情報社会学近代化モデルに基づき分析を進める。なお講義は、日本を代表する社会学者であ

り情報社会学の創始者である公文俊平本人の許可、指導の下に、公文俊平作成 

の資料を用いて行う。 

第３の内容（ディベート）について。 

国際社会は、日々戦争（喧嘩）を行う場である。その戦争（喧嘩）では、物理的な兵器が用いられることは稀であり（物理的な兵器を使うと、人が

死ぬのでコストが高い）、日々用いられるのは議論の力（ディベート）である。ディベートとは、兵器なのである。ディベートが強い、ということは、兵

器が強力だ、ということで、それによって国益、個人的な利益を大きく増大させることができる一方、弱いとボロボロ、他国のいいようにやられまく

るのである。国際場裡で仕事をする以上、強いディベート力は必須である。警察のいない国際社会では、真実、とは、「ディベートの勝者の言って

いること」なのである。繰り返す。国際社会では、真実、とは、「ディベートの勝者の言っていること」なのである。 

ディベートの敗者の言うことは「負け犬の遠吠え」であり、何を言おうと、それは真実とは認められない。これが国際社会の実態なのである。この

冷徹な現実を前に、ディベートで負けたために国を挙げての辛酸を舐め続けてきたのが日本の近代史である。 

講義では、AIIT フォーミュラの『競技ディベート』、すなわちスポーツとしてのディベートを通じて、強いディベート力を獲得していただく。フィギュ

アスケートがルールにより厳密な採点ができるように、『競技ディベート』もスポーツである以上、採点方式が確立しており、勝敗が明確につくので

ある。 

目的・狙い 

本講義の目的は、受講者に、ビジネス上のライバルに一歩先んじて有利な状態を作り上げるために必要な、現下の国際関係を見通す「知見」、

情報通信革命、デジタル化等が牽引する近代文明の情報化局面を見通す「知見」、及び「ディベート力」を付与することである。 

現下の国際関係を見通す「知見」については、国際関係論、特に世界システム論のグローバリゼーション論に立脚し、特に現下の世界システム

の中核的な構造となっている冷戦構造について知見を深めていく。冷戦とは、そもそもは 1946 年から 1989 年の間、米国陣営とソビエト連邦陣営

の間で行われた、「知の体系」（思想）間の競争である。このやり方はその後も「新興国封じ込め」のために用いられることとなり、1989 年から 1997

年にかけて日本を相手に実施され（このこと、知ってましたか？日本人が知らない間に仕掛けられ、かつ日本はそれに敗北、というより「不戦敗」し

ていたのです。）、また今日では、言うまでもなく、米国とその同盟・協調国と中国との間で激烈な冷戦が展開されている。しかも、冷戦で終わら

ず、実際の軍事的戦争の可能性も高まりつつある。 

近代文明の情報化局面については、日本人が生んだ（数少ない）世界的な社会科学である情報社会学近代化モデルを講義する。それによる

と、近代文明は、国家化局面、産業化局面を経て、20 世紀後半から情報化局面に入り、目下は国家化、産業化、情報化の重畳によって世界が動

いている（何のことやら、とお思いの方、講義でじっくり！）。 

なお、情報社会学近代化モデルに基づいて世界、特に発展途上国における情報社会構築を専門に研究する応用情報社会学が 2021 年に設立

され、AIIT はその世界学会の事務局を務めている。 

さらにディベート！ 

過去も、現在も、日本人は「ディベート力」が弱いために、外国人との交渉等においてどれだけぼろぼろにやられて国家も会社も個人も大損させ

られていることか！逆に、ディベート力が強いために、不当においしい思いをしまくってきている国もあるのである（どこだと思いますか？分かりま

すよね。）。国民が強い「ディベート力」を持つことは、大きな軍事力を保有することと比べて勝るとも劣らない安全保障、国益上の問題でもある。

「でも日本人は性格的にディベートは不向きなのでは。」、「ディベートって、相手をやっつけることでしょ。そういうことをやっていると、人間性が悪く

なりそうで、嫌だ。」と考えるのは間違いである。ディベートは、ルールが決められたスポーツなのである。海外では、ディベートのことを「言葉のボ

クシング」と呼ぶ。その通りである。ならばそのスポーツに習熟すればよいではないか。 

受講者は、この機会に、是非徹底的に強い「ディベート力」を身につけていただきたい。この能力は「一生もの」である。もう、外国人に負けまく

り、泣き寝入りをする人生とは決別しよう。 
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履修条件 

（履修数の上限、要求す

る前提知識等） 

21 世紀の国際社会において、他国との競争に勝ち抜き、何らかの分野で成功したい、という強い意志を持つこと。 

到達目標 

上位到達目標 

国際関係論、情報社会学（応用情報社会学）等を背景にしたグローバリゼーションに関する深い理解を持ち、かつ勝率の高いディベ

ート能力を獲得すること。 

最低到達目標 

国際関係論、情報社会学（応用情報社会学）等を背景にしたグローバリゼーションに関する理解を持ち、かつ相応のディベート能力を

獲得すること。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

第１部、第 2 部においては、「講義時点における」国際情勢を巡る議論が

白熱である。国際情勢の分析に正解も間違いもない。ぜひ、積極的な発

言を期待する。それがあなたを大きく、強くする。第３部のディベートは、思

う存分「スポーツ」を楽しんでいただきたい。なお、過去数年間の努力によ

り、ディベートも、遠隔参加で全く問題なく実施できるようになっているので

ご安心を。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
毎回、授業で説明した内容に関連する課題を指示するので、その課題に関するレポートを作成し、次回講義開始時までに提出するこ

と。 

授業の進め方 

（グループワーク方式な

ど、進め方の特徴） 

第 1 部（講義）において、現下の国際情勢を適切に理解するために、グローバリゼーションに関する世界システム論を中心とする国際

関係論を理解する。 

第 2 部（講義）において、今後の世界の文明史的な動きを理解するために、AI 等 IT 技術の爆発的な発展の社会への影響（holistic 

DX)等に関する情報社会学近代化モデル及びそれに基づく応用情報社会学を学ぶ。第 3 部（実践）において、実践を通じて、「競技デ

ィベート」の手法を学ぶ。 

授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 リアリズムの国際関係論の視座を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 2 回 世界システム論の枠組み及び第３新近代論の考え方を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 3 回 冷戦、というグローバル・ガバナンス（地球社会の秩序の維持）の仕組みを理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 4 回 東西冷戦（1946~1989）を例に取り、冷戦の具体的な進め方を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 5 回 
米国等が日本に対して仕掛け、勝利した米日冷戦（20 世紀第４四半期）を例に取り、その冷戦の構

造と経緯を理解する。（講義） 
[ハ(オ)]

第 6 回 米日冷戦における、日本側のイデオロギーである開発主義を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 7 回 米日冷戦の進展と、日本が完敗する経緯を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 8 回 東西冷戦、米日冷戦の例を参考に、今日の米中冷戦の構造を理解し、行く末を見通す。（講義） [ハ(オ)]

第 9 回 情報社会学近代化モデルを理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 10 回 情報社会学近代化モデルを発展させた、応用情報社会学を理解する。（講義） [ハ(オ)]

第 11 回 『競技ディベート』のルールを理解する。 [ハ(オ)]

第 12 回 成績に反映されない、ディベート「模擬」試合を実施する。 [ハ(オ)]

第 13 回 成績に反映される、ディベート試合（第１回）を実施する。 [ハ(オ)]

第 14 回 成績に反映される、ディベート試合（第２回）を実施する。 [ハ(オ)]

第 15 回 成績に反映される、ディベート試合（第３回）を実施する。 [ハ(オ)]

試験 筆記試験を行う。 [ハ(オ)]

成績評価 筆記試験 50％、ディベートの実践 50% 

教科書・教材 

前田充浩『国益奪還』、アスキー新書、2007 

公文俊平＋前田充浩『応用情報社会学』、世界応用情報社会学会出版部、2021 

前田充浩『金融植民地を奪取せよ』、プレジデント社、2010 

公文俊平『文明の進化と情報化－IT 革命の世界史的意味』、NTT 出版、2001  

公文俊平『情報社会学序説－ラストモダンの時代を生きる』、NTT 出版、2004  

公文俊平『情報社会のいま－あたらしい智民たちへ』、NTT 出版、2011 

イマニュエル・ウォーラーステイン『近代世界システム１・２』川北稔訳、岩波書店、1981

参考図書 
アントニオ・ネグリ、マイケル・ハート『帝国』、水嶋一憲訳、以文社、2003

アンドレ・グンター・フランク『リオリエントーアジア時代のグローバル・エコノミー』山下範久訳、藤原書店、2000
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専攻名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 DESIGN ［RE］THINKING 

教員名 上原 拓真 
(英文表記) DESIGN ［RE］THINKING 

概要 

デザイン思考が「学生/従業員の誰もが創造力を発揮できるようになるお手軽な解決法」として過大に宣伝されてきた反

動か、Jen によって、デザイン思考は批評 critique が欠如しているために bullshit であると批判されて以降、デザイン思考を

ポジティブに捉えるまともな言説はほとんど見なくなった。本科目では、簡易的なデザイン思考ワークショップだけではよいデ

ザインを生み出す訓練には到底足りないが、デザイン思考の基礎は最低限習得しておくべきだという立場をとる。つまり、デ

ザイン思考は時代遅れなのではなく、それだけでは用途の限定される平凡な道具であるが、この平凡な道具を使いこなせ

ずにデザインをするのもまた難しいと解釈する。まずデザイン思考にとどまらないデザインの広がりを紹介し、文献レビュー

を通して議論を深める。続いて、デザイン思考に欠けているとされる「批評」のプロセスを本学の PBL 型特別演習科目の成

果に対して適用する。最終的に、興味のある Project Team の前年度成果発表を批判的に評価したうえで、改善策を提案す

る。 

目的・狙い 

全コース共通科目である特性を活かし、デザインの経験がある学生もない学生も入り混じって PBL 型特別演習科目の成

果をデザインの観点から再吟味する。履修者は 1 年次の学生が多いことを想定している。本科目習得直後の PBL 配属に

むけて、配属される可能性のある各 PT の活動内容について深く再検討することになるため、志望 PT を決める一助となる。

そのうえ、もし来年度に本科目で批判的に検討した PT に配属されることになれば、本科目で最終的に提案した改善策を携

えて活動を開始できるため、充実した PBL 活動を実践できるのではないかと期待している。デザイン思考の実践は行わない

が、デザイン「的」思考における批評のプロセスを学ぶことができる。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

授業外の学習・作業が非常に高負担であるため、作業に十分な時間を割けること。たとえば 2 年次の学生や業務多忙の

学生など、作業に時間が割けそうにないが授業を受けたい場合は、その旨を担当教員に連絡すれば単位を申請せずに授

業に参加することができる。また、科目の性質上、他の履修者の成果や前年度の成果を批判することになる。建設的で、不

必要に攻撃的でない批判ができること、またそういった批判を冷静に受けることのできることが履修の条件である。自分や

他人の成果を建設的に批判すること・批判されることを楽しめることが望ましい。 

到達目標 

上位到達目標 

デザインの観点から自他の PBL 成果を批評することができ、また優れた改善案を提案できる。 

最低到達目標 

自他の PBL 成果を批評することができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
双方向に活発な議論を重ねることで批評をしていくため、特に後半は

対面で参加することが望ましいが、遠隔による参加でも問題はない。 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 

各回の提出物は期限後の提出を認める（減点あり）。そのため、最後

の試験と各提出課題で好成績を収めれば、ビデオ録画のみでも単位

取得じたいは可能。ただ、議論への貢献点はゼロになるし、提出物を

改善する機会が制限されるため、ビデオ録画は復習用の視聴に留

め、リアルタイムで参加することを強く推奨する。 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 

前半で課す小レポートは、授業外に多大な労力を必要とする。後半は PBL 成果発表会の動画を視聴し、それをもとにポスト

モーテムを行ったり、問題点を分析したり、改善案を提案したりする。履修する場合は作業のために十分な時間を確保する

こと。もしそれが難しければ、単位を申請しない授業参加を検討してほしい。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義、議論、プレゼンテーションから構成される。 

授業時間に実施する議論にはオンタイムの参加を強く推奨する。 

#15 のプレゼンテーション回はオンタイムでの参加が必須である。 

基本的に個人で作業するが、希望があれば 2-3 人程度のグループで共同で作業・発表してもよい。その場合は人数倍の

量・質が求められる。 

前半（12 月中、およそ#7 まで）の座学はデザイン思考にとどまらないデザインの広がりを紹介し、文献レビューを通して議論

を深める。続いて、年明けまでに PBL 成果発表会の動画を視聴し、年明けの回からはデザイン思考に欠けているとされる

「批評」のプロセスを本学の PBL 型特別演習科目の成果に対して適用する。まずポストモーテム（#8-#9）で前年度成果の到

達点を整理する。次に興味のある Project Team の前年度成果発表を批判的に評価し課題の再定義（#10-#11）をする。さら

に、独自のアイディアをもとに改善案を構築（#11 ｰ#14）したうえで、#15 のプレゼンテーション回で改善策を中心に研究計画

書として提案する。最終レポートは、#15 のプレゼンテーション回での他の参加者の改善案を建設的に批判し、改善策を提

案する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
科目の紹介。この科目が何でないか、履修条件の確認、共有ドライブの設定など。後半はデ

ザイン思考の基礎。 
[ハ(オ)]

第 2 回 デザイン思考の基礎。デザイン思考のステップを紹介する。課題：文献レビュー(5) [ハ(オ)]

第 3 回 

デザイン思考への批判。どう宣伝されていて、何が問題で、デザイン思考によって実際には

何ができ、何は達成できないのか。前回文献レビュー課題のレビューも行う。課題：学生によ

るデザイン思考への批評（批判もしくは擁護、またはその混合）文献レビュー課題(5) 

[ハ(オ)]

第 4 回 

延長された HCD。ユーザビリティ、サステナビリティなど倫理的なコアを紹介したのち、

Human-Centeredness の乱用について議論する。前回文献レビュー課題のレビューも行う。

課題：文献レビュー(5) 

[ハ(オ)]

第 5 回 

死ぬに値するデザイン。ミーム学・文化進化学的なデザインの捉え方を紹介し、担当教員の

考える「デザインがなぜあるのか」を、進化消費者心理学の知見をもとに説明する。前回文

献レビュー課題のレビューも行う。課題：文献レビュー(5) 

[ハ(オ)]

第 6 回 

コンピュテーショナルデザイン。機械学習や統計学とデザインの交差を考える。統計的なデ

ザインの検証と改善、そして機械学習モデルによる生成的なデザインについて議論する。前

回文献レビュー課題のレビューも行う。課題：文献レビュー(5) 

[ハ(オ)]

第 7 回 

Tech as design：現代の主流のデザイン業務のひとつであるデザイン思考/ビジネスデザイン

が、コンピュテーショナルデザインという次世代のトレンドによって如何に陳腐化しうるか（も

しくはしえないのか）を議論する。課題：文献レビュー(5)  

（次回が年明け後なら）前年度の PBL 成果を一通り視聴し理解しておく。 

[ハ(オ)]

第 8 回 

（1 月なら）前年度 PBL 成果のポストモーテム。視聴した全 PBL 成果への評価を全員に紹介

し、また改善案を提案する PT を選定し、ポストモーテムを行う。（年内なら）今までの文献レ

ビューへのフィードバックと、相互の批評・議論。課題：年明けの次回までに改善案を提案す

る PT を選定し、ポストモーテムを行ってくる。 

[ハ(オ)]

第 9 回 

（前回が１月なら）ポストモーテム（続き）。誰のために、何を問題だと思って、何を計画してい

たのか；何を解いていて、どのように自分たちの提案の優位性を説明したのかなどを穴埋め

を使いながら整理する。結果を共有し、相互に批評・議論する。（前回が年内なら）前年度

PBL 成果のポストモーテム。視聴した全 PBL 成果への評価を全員に紹介し、また改善案を

提案する PT を選定し、ポストモーテムを行う。誰のために、何を問題だと思って、何を計画し

ていたのか；何を解いていて、どのように自分たちの提案の優位性を説明したのかなどを穴

埋めを使いながら整理する。結果を共有し、相互に批評・議論する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 
課題の再定義。前年度の成果のどこに問題があるのかを指摘する。プロセスのどこからや

り直せば改善するかを考え、提案する。 
[ハ(オ)]

第 11 回 課題の再定義（続き）。再定義した問題を共有し、よりよくするために相互に批評・議論する。 [ハ(オ)]

第 12 回 
改善案の提案。来年度、もし履修生がその PT に配属された場合に、どのような研究計画を

携えていくべきかを考える。 
[ハ(オ)]

第 13 回 改善案を共有し、互いに批評することでより改善する。 [ハ(オ)]

第 14 回 
改善案の続き。進捗度次第では定義からやり直し、他の道筋を辿ってもよいし、他の PT の

成果を追加で扱ってもよい。 
[ハ(オ)]

第 15 回 
ポストモーテムと課題の再定義に触れつつ、改善案をまとめた研究計画書をプレゼンする。

この回はオンタイムの参加のみを認める。(30) 
[ハ(オ)]

試験 
他の履修者の研究計画書に対して、今後の PBL 活動の糧となるような批判をし、簡単な改

善案を提案するレポートを提出する。(10) 
[ハ(オ)]

成績評価 
小レポート(5)*6 に加え、期末に提出する完成版のポストモーテム(10)、課題の再定義(10)、研究計画書(30)、最終レポート

(10)の到達度・理解度・品質で評価する。議論への参加や、真摯で攻撃的でない批判の姿勢なども評価する(10)。

教科書・教材 
講義スライドは Google Slidesで公開する。参考文献は各スライドの下部にリンクを貼ったり、書籍を講義中に紹介するので、

それらを講義時間外にチェックすることを推奨する。 

参考図書 

Miller, G. (2009) Spent: Sex, Evolution, and Consumer Behavior. Viking Adult 

Brown, T. (2009) Change by Design. Harper Business 

Maeda, J. (2018) Design in Tech Report 
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専攻名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 産業技術特別講義１ 

教員名 上林 昭 
(英文表記) Industrial Technology Special Lecture 1 

概要 

本講義は、情報アーキテクチャ、事業設計工学、創造技術の 3 コースの学生が混成グループを形成し、人間中心デザイ

ン（Human-Centered Design, HCD）の原則を実践的に学ぶ演習科目です。急速に進展するデジタル社会において、エンジニ

アリング、ビジネス、デザインという異なる専門性を持つメンバーが協調し、以下のテーマを軸に「社会に受け入れられる新

しい価値」を共創します： 

1. 多角的な視点による課題解決：各コースの強みを活かしたユーザーリサーチと分析。

2. 生成 AI の統合によるプロセス革新： AI を活用した効率的なデザインとプロトタイピング。

3. ビジネスと技術とデザインの融合：実行可能性（技術）、継続可能性（ビジネス）、魅力（デザイン）を兼ね備えたソリュー

ション提案。受講者は、多様な背景を持つメンバーとの議論を通じて、単一の専門領域を超えた批判的思考と創造的な問題

解決スキルを磨きます。 

目的・狙い 

本講義の目的は、専門性の異なる他者と協力してユーザー体験（UX）を改善するマインドセットと能力を身につけることに

あります。情報コースのシステム視点、事業コースのビジネス戦略視点、創造コースの造形・感性視点を、HCD のプロセス

の中で統合する経験を提供します。参加者は、生成 AI を積極的に活用してプロセスを効率化しながら、実世界の複雑な課

題に対して、多角的な検討に基づいた革新的な解決策を提案する手法を習得します。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

前提知識は特に必要としないが、自らの専門領域に固執せず、他コースの視点を取り入れる「学習棄却（unlearning）」の姿

勢が求められます。 

録画視聴で知識を習得し、対面またはハイフレックス（オンタイム）でグループワークを実施します。 

到達目標 

上位到達目標 

HCDの実践を通じて、人間中心設計の考え方を理解し、そのマインドセットを持つこと。また、多様な専門家集団の中でHCD

を主導し、人間中心設計を統合した高い付加価値を創出できるレベル。 

将来的に人間中心設計スペシャリスト、人間中心設計専門家を目指すレベル。 

最低到達目標 

HCD の基本プロセスを理解し、混成チームの一員として自らの専門性を活かしながら、ユーザー体験の醸成に貢献できる

レベル。HCD 検定合格レベル。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ グループワーク実施のため、対面参加を基本とします。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
第 1 回、第 15 回を除き、やむを得ない場合は、ハイフレックス型(オンタイム)での参

加も認めます。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 
知識習得のための座学。  

（全 15 回のうち数回をオンデマンドビデオ講義として実施予定） 

授業外の学習 各回のレポート課題。グループワークの授業時間外活動。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

授業は、知識を伝達する「講義パート」と、3 コース混成チームによる「プロジェクト演習パート」で構成されます。 週 2 回のう

ち、1 回をビデオ講義、もう 1 回をハイフレックス形式（対面併用）での演習・議論に充て、効率的な学習を図ります。生成 AI

の活用を強く推奨します。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

オリエンテーション&混成チームビルディング：コースの垣根を越えたチーム形成とマインドセ

ット共有。 

【グループワーク】グループテーマ決定ワーク。 

[対] 

第 2 回 

HCD 概要と 3 コース協調の意義：各専門領域から見た「使いやすさ」と「価値」の違い。 

ユーザーリサーチ手法：定性・定量を組み合わせた調査計画の策定。リサーチ結果の分析

手法の紹介。 

[録] 

第 3 回 

【グループワーク】 ユーザーリサーチ：計画と実践 

調査計画の立案。ユーザーのニーズを理解するためのリサーチ方法、インタビューシート、

アンケートの作成など。

[ハ(オ)]

第 4 回 

ユーザーにとっての価値（G-D Logic / S-D Logic）：ビジネスと技術の両面から価値を整理。

対象ユーザーとそれぞれにとっての価値の違い、問題の本質的な理解と整理、G-D Logic 

と S-D Logic、論理思考とマーケット感覚など。 

[録] 

第 5 回 
【グループワーク】 ユーザーリサーチ：分析 

リサーチ結果の分析手法の紹介、インタビューの実践と分析。
[ハ(オ)]

第 6 回 

ユーザー体験のモデル化（要求の明確化）と理想的な体験をデザイン（ユーザー体験の構

想・提案） 

ユーザーリサーチから得られたデータをもとに、ペルソナとユーザーシナリオからカスタマー

ジャーニーマップによるユーザー体験（AsIs）のモデル化。ToBe のカスタマージャーニーマッ

プを作成し、ペルソナを活用し、理想的なユーザー体験デザインする。 

[録] 

第 7 回 
【グループワーク】 ユーザー体験のモデル化と体験デザイン 

第 6 回の内容の実践。 
[ハ(オ)]

第 8 回 
HCD の周辺領域 

HCD の周辺領域としての認知心理学、仕掛け学、行動経済学など。 
[録] 

第 9 回 

【グループワーク】 アイデア発想 

アイデア発想のための発想法、シーズとニーズを結びつける方法など新たなアイデアの創

出方法を活用するワーク。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

プロトタイピングの理論：低忠実度から高忠実度までの試作手法。 

ユーザー評価：コンセプト受容性評価、αテスト、シナリオの受容性評価、製品・システム・サ

ービスのユーザビリティテストなど。 

[録] 

第 11 回 

【グループワーク】 プロトタイピング 

バリュープロポジションキャンバス（VPC）、ビジネスモデルキャンバス（BMC）を作成。モック

アップ、シミュレーション、アクティングアウト(製品やサービスを使用する場面の寸劇)などの

プロトタイピングなどを活用するワーク。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

【グループワーク】 ユーザー評価 

コンセプト受容性評価、αテスト、シナリオの受容性評価、製品・システム・サービスのユー

ザビリティテストなど。各グループのプロトタイプをユーザー（他グループ）が評価する。 

[対] 

第 13 回 

ビジネスモデルと実行計画：バリュープロポジションキャンバス（VPC）、ビジネスモデルキャ

ンバス（BMC）を用いた、事業化への橋渡し。

【グループワーク】 バリュープロポジションキャンバス（VPC）、ビジネスモデルキャンバス

（BMC）の作成 

[ハ(オ)]

第 14 回 【グループワーク】 本科目を通じて実施した HCD プロジェクトをのまとめ [ハ(オ)]

第 15 回 

プレゼンテーションとリフレクション 

本科目を通じて実施した HCD プロジェクトをまとめ、グループ毎に発表する。グループワー

クを振り返る。

[対] 

試験 

成績評価 

次の 2 つのポイントで評価する（合計 100 点満点）。 

１．宿題レポート 75 点（各 15 点×5 回） 

２．グループワークの資料とプレゼンテーション 25 点 

教科書・教材 講義資料は LMS 等で配布する。 

参考図書 

・山崎和彦，松原幸行，竹内公啓，黒須正明，八木大彦『人間中心設計入門』近代科学社, 2016.

・安藤昌也『UX デザインの教科書』丸善出版, 2016.

・前野隆司，保井俊之，白坂成功，富田欣和，石橋金徳，岩田徹，八木田寛之『システム×デザイン思考で世界を変える慶

應 SDM「イノベーションのつくり方」』日経 BP, 2014. 

・R. ベルガンティ（佐藤典司監訳，岩谷昌樹，八重樫文，立命館大学経営学部 DML 訳）『デザイン・ドリブン・イノベーショ

ン』同友館, 2012.

・D. A. ノーマン『誰のためのデザイン？増補・改訂版 認知科学者のデザイン原論』新曜社, 2015.

・ちきりん『マーケット感覚を身につけよう』ダイヤモンド社, 2015.

・松村真宏『仕掛け学』東洋経済新報社, 2016
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コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 2Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 産業技術特別講義 2 

教員名 中内 遼吾 
(英文表記) Industrial Technology Special Lecture 2 

概要 

当科目は大規模言語モデル（LLM）の理論と基本的な実装方法を扱う。 

LLM は産業社会に大きな進歩をもたらし、幅広い業種で活用されている。一般的な質問応答タスクにとどまらず、多様な

目的で用いられる。テキスト分析や既存データの可用性改善、システム制御用コンポーネント用途でも利用される。LLM は

高度な指示追従能力により柔軟な対応能力を情報システムに付加する。それにより提供可能なサービスの幅を広げる意義

を持つ。 

当科目では LLM について体系的に理解できるよう説明する。LLM をプロダクト開発に応用するための実用的な手法に重

点をおく。プログラミングの解説では Python を扱う。 

目的・狙い 

当科目では、LLM に関連する以下の事項の修得を目的とする。 

・LLM の基本原理、学習プロセス、文脈内学習、LLM プロダクトにおけるタスク設計の考え方に関する知識

・LLM の活用に必要な実装方法

・LLM を外部情報源と統合する Retrieval-Augmented Generation (RAG)の実装方法

・LLM のファインチューニング及び評価に関する実装方法

修得できる知識単位： 

（実装）データマイニング手法（レベル 4） 

（システム）データベースの利用技術（レベル 4）

（共通技術）IT 基礎（レベル 4） 

（共通技術）ナレッジマネジメント技術（レベル 4） 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

当科目が扱う実装やレポート課題で必須の前提となる Python プログラミングに関する十分な知識と実装経験があること。 

十分な知識と実装経験が無い場合は、受講開始までに下記の予習を全て完了してあること。 

・Python プログラミング入門, 東京大学数理・情報教育研究センター:

https://github.com/utokyo-ipp/utokyo-ipp.github.io （※Colab 版を対象とする）

上記に加えて、Unix 互換 OS における CLI 操作で環境構築やファイル管理ができること。 

これに関する基礎的な知識が無い場合は「システムソフトウェア特論」を履修すること。 

到達目標 

上位到達目標 

・RAG やファインチューニングを用いた実践的な機能を Python でプログラミングできる。

・LLM 活用に必要な各種ライブラリの特徴を理解し、活用することができる。

最低到達目標 

・LLM の基本原理、学習プロセス、文脈内学習、タスク設計の概要が理解できる。

・RAG、追加学習、モデル評価の概要が理解できる。

・LLM を活用した基本的な実装を Python を使って行える。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ― 

ハイフレックス型(録画併用) ○ 
録画で視聴する場合は、次の授業までに視聴すること。質問等は確認テストやハイフ

レックス型の授業で受け付ける。

録画視聴型 ○ 
次の授業までに視聴すること。質問等は確認テストやハイフレックス

型の授業で受け付ける。 

授業外の学習 
講義への参加および学習内容の理解を確認するため、各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受け、レポート課題を

提出すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・当科目は、講義および個人で行う演習から構成される。

・講義は毎回配布する資料を使用して行う。資料は LMS で配布する。

・各講義後に内容のまとめを含む確認テストを受けること。

・受講学生の関心及び経験状況等から、内容及び順序は適宜調整する可能性がある。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
<ガイダンス> 

学生が科目選択の判断ができるように、授業の目的と概要を解説する。 
[ハ(録)]

第 2 回 
<LLM の基礎概念> 

LLM について理解するための自然言語処理や言語モデルの基礎概念について概説する。 
[録] 

第 3 回 

<LLM プロダクトにおけるタスク設計> 

LLM に特有の性質を踏まえ、その導入先としてどのような業務を対象として抽出するか、問 

題の分解方法やタスク設計の考え方について解説する。 

[ハ(録)]

第 4 回 

<LLM プログラミングの基礎 1> 

LLM プロダクトを開発する際に用いる各種のツールやライブラリの概要、リファレンスの活用

方法、モデル選びの考え方について解説する。 

[録] 

第 5 回 
<LLM プログラミングの基礎 2> 

LLM を活用した基本的な回答生成モジュールのプログラミング方法について解説する。 
[ハ(録)]

第 6 回 
<LLM プログラミングの基礎 3> 

LLM を活用した基本的な回答生成モジュールのプログラミング方法について解説する。 
[録] 

第 7 回 
<LLM とコンテキスト 1> 

文脈内学習とプロンプティングの理論について解説する。 
[ハ(録)]

第 8 回 
<LLM とコンテキスト 2> 

プロンプティングを用いた入出力制御の実装方法について解説する。 
[録] 

第 9 回 

<Retrieval-Augmented Generation 1> 

Retrieval-Augmented Generation(RAG)と Retriever-Reader モデルの概要について解説す

る。 

[ハ(録)]

第 10 回 

<Retrieval-Augmented Generation 2> 

Retriever-Reader モデルを構成する各コンポーネントの基礎的な実装方法について解説す

る。 

[録] 

第 11 回 

<Retrieval-Augmented Generation 3> 

Retriever-Reader モデルを構成する各コンポーネントの基礎的な実装方法について解説す

る。 

[ハ(録)]

第 12 回 

<LLM の学習プロセス> 

事前学習、ファインチューニング、アラインメントといった LLM が構築される際に実施される

学習プロセスについて解説する。 

[録] 

第 13 回 
<ファインチューニング 1>

ファインチューニングの基礎的な実装手法について解説する。
[ハ(録)]

第 14 回 
<ファインチューニング 2>

ファインチューニングの基礎的な実装手法について解説する。
[録] 

第 15 回 

<モデル評価>

LLM を性能評価するための手法、評価指標、評価用データセット、関連ライブラリについて

解説する。 

[ハ(録)]

試験 試験は実施しない。課題レポートで代替する。 ― 

成績評価 課題レポートで評価する。レポートは締切を厳守すること。締切後の提出は認めない。 

教科書・教材 教科書は特に指定しない。講義資料を LMS で配布するので、各自ダウンロードすること。 

参考図書 

履修条件に示した Python プログラミングに関する十分な知識と実装経験がない場合： 

・Python プログラミング入門, 東京大学数理・情報教育研究センター:

https://github.com/utokyo-ipp/utokyo-ipp.github.io 

（※Colab 版を対象とする） 

大規模言語モデルについて： 

・大規模言語モデル入門, 山田育矢, 鈴木正敏, 山田康輔, 李凌寒著, 技術評論社, 2023.

・大規模言語モデル入門Ⅱ〜生成型 LLM の実装と評価, 山田育矢, 鈴木正敏, 西川荘介, 藤井一喜, 山田康輔, 李凌

寒, 技術評論社, 2024. 

その他は講義時に適宜提示する。 
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コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 夏季集中 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 情報アクセラレータ特論１ 

教員名 岡崎 浩二 
(英文表記) 

Advanced Theory of Business 
Accelerator using IT 1 

概要 

本講義では、情報技術を活用して起業・創業に必要な基本的知識と技術を学ぶ。デザイン思考やカスタマージャーニーと

いった手法を通じて、顧客のニーズを的確に把握し、ユーザー中心の発想法を養う。さらに、ノーコード・ローコードツールを

活用し、簡易的なプロトタイプを作成することで、アイデアを素早く形にするスキルを体験的に習得する。情報技術を取り入

れることで、起業プロセスの効率化を図り、迅速な仮説検証を実現することを目指す。また、グループ演習やフィードバックを

通じて、新たな視点を発見しながら、自らの可能性を広げるきっかけを提供する。起業に興味がある初心者や基礎を固めた

い者に最適な内容である。 

目的・狙い 

本講義は、学習者が情報技術を活用した起業・創業に必要な基礎的知識とスキルを修得し、ビジネスアイデアを迅速に

形にするプロセスを体験することを目的とする。具体的には、学習者は以下の能力を身に付けることを狙いとしている。  

1.デザイン思考の基本概念を理解し、顧客のニーズを的確に捉える能力を養う。

2.カスタマージャーニーを活用して、ユーザー中心の視点で課題を分析・解決する手法を習得する。

3.ノーコード・ローコードツールを用いて簡易的なプロトタイプを作成し、アイデアを迅速に検証するスキルを身に付ける。

4.グループ演習やフィードバックを通じて、他者との協働や新たな視点の発見を促進する能力を磨く。 本講義では、初心

者でも情報技術を用いた起業の基礎を体系的に学び、実践的なスキルの習得を目指す。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし。IT 関連のサービス開発や起業に関心のある方を歓迎する。 

到達目標 

上位到達目標 

・高度なノーコード・ローコードツールやデータ分析手法を活用し、実際のビジネス課題に対応するプロトタイプを短期間で構

築できる。 

・DX（デジタルトランスフォーメーション）の視点を踏まえたビジネスモデルを構築し、具体的な実行計画を提案できる。

・チーム内で他メンバーを指導しながら、プロジェクトを成功に導くリーダーシップを発揮できる。

最低到達目標 

・ノーコード・ローコードツールやデータ分析の基礎的な操作を習得し、簡易なプロトタイプを作成できる。

・DX を取り入れたビジネスモデルの基礎的な考え方を理解し、議論に参加できる。

・チームの一員として、役割を遂行し、成果物の作成に貢献することができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
グループワークや質疑応答など、オンラインで可能なものはハイフレ

ックスで実施する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 録画視聴後に指定された課題を提出すること。 

授業外の学習 録画教材の視聴と、授業中に指定した課題に取り組む。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は配布資料を用いて進め、個人演習やグループ演習を通じて実践的なスキルを習得する。演習結果は随時提出し、フ

ィードバックを受ける。最終的にグループで成果物を発表する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

【オリエンテーション・起業の基本フロー】講義の概要・目的・進め方・評価基準を説明。起業

や新事業創出の基本的な流れ、ノーコード/ローコード、DX、デザイン思考、シナリオプラニ

ングなどの基礎概念を紹介。

[録] 

第 2 回 【デザイン思考の基礎】デザイン思考の 5 つのステップや活用事例を紹介。 [録] 

第 3 回 
【シナリオプランニングの基礎】シナリオプランニングとは何か。シナリオプラニングを市場変

化の予測やリスクマネジメントに生かす方法を紹介。 

[録] 

第 4 回 
【デザイン思考演習①】カスタマージャーニーの作成手法について学ぶ。顧客体験を可視化

し、課題を発見する。小グループでカスタマージャーニーマップを作成。 

[ハ(オ)]

第 5 回 
【デザイン思考演習②】前回のマップを発展させ、課題や機会を整理し、ブレインストーミング

（デザイン思考のアイデア発想ステップ）を行う。 

[ハ(オ)]

第 6 回 
【DX（デジタルトランスフォーメーション）の基礎】DX の定義や国内外の事例紹介（業務効率

化から新規事業創出まで）を行う。 

[録] 

第 7 回 
【ノーコード・ローコードツールの概要と選定ポイント】主要なノーコード／ローコードツールや

活用事例を紹介。 

[録] 

第 8 回 
【ビジネスモデルとプロトタイプ設計 】今までの内容を踏まえ、ノーコードツールを使ったプロ

トタイプ作成演習を行う。顧客ニーズに即したプロトタイプの具体化を目指す。

[録] 

第 9 回 
【プロトタイプ作成演習】今までの内容を踏まえ、ノーコードツールを使ったプロトタイプ作成

演習を行う。顧客ニーズに即したプロトタイプの具体化を目指す。 

[ハ(オ)]

第 10 回 
【ユーザーテスト準備】プロトタイプの改良を行い、ユーザーテストの計画を立てる。顧客視

点に立った仮説検証を準備。 

[ハ(オ)]

第 11 回 【マーケティング】事業プランを広め、価値を伝えるためのマーケティングについて学ぶ。 [録] 

第 12 回 
【プレゼンテーション】事業プランやプロトタイプを効果的に伝えるためのプレゼンテーション

方法について学ぶ。 

[録] 

第 13 回 
【振り返り】第 1 回目から第 12 回目までを振り返り、最終発表に向けて気をつけるべき点に

ついて説明。 

[録] 

第 14 回 【最終発表とフィードバック】グループごとに事業プランとプロトタイプを発表。 [ハ(オ)]

第 15 回 
【まとめ】講義全体の振り返りと、今後の事業アイデアの発展や具体的な行動計画について

議論する。 

[ハ(オ)]

試験 レポート（講義で学んだ内容を基に、自らの事業プランをまとめたレポートを提出する） ― 

成績評価 
課題（レポート、演習）40%、プレゼンテーション 40%、授業への貢献度 20％を総合的に評価する。 

※授業への貢献度は、単なる出席点ではない。

教科書・教材 LMS で配布する。 

参考図書 必要に応じ、授業の際に適宜紹介する。 
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コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 4Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 情報アクセラレータ特論 2 

教員名 岡崎 浩二 
(英文表記) 

Advanced Theory of Business 
Accelerator using IT 2 

概要 

本講義では、「情報アクセラレータ特論１」で習得した情報技術や生成 AI、データ分析、DX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）に関する知識を活用し、新規事業創出や起業に必要な実践的スキルを習得する。ノーコード・ローコードツールを用い

たプロトタイプ作成、仮説検証、ユーザーテストや市場調査を通じて、アイデアを迅速に形にし、市場適合性を検証する。ま

た、VC（ベンチャーキャピタル）へのピッチを模擬体験し、効果的な提案スキルを磨く。グループワークを中心に進行し、教員

のフィードバックを活かしながら、最終的に事業計画とプロトタイプの完成を目指す。 

目的・狙い 

本講義の目的は、学習者が情報技術を活用した新規事業創出の実践的なスキルを修得し、ビジネスアイデアを形にする

能力を獲得することである。具体的には以下を狙いとしている。  

1.DX や生成 AI、データ分析を活用した新規事業の創出方法を理解する。

2.ノーコード・ローコードツールを用いて迅速なプロトタイプ作成や仮説検証を行うスキルを習得する。

3.VC 向けのピッチや資金調達に必要なプレゼンテーション技術を学ぶ。

4.グループワークを通じてチームでの協働や他者からのフィードバックを活かす能力を磨く。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

1.「情報アクセラレータ特論１」を履修していることが望ましい。

2.(ノーコード・ローコードツールを使用する際に必要となる、以下のようなプログラミング知識を有していること 

・基本的なアルゴリズムの理解（例：条件分岐、ループ処理）

・データ構造の基礎知識（例：配列やリスト）

・簡単なスクリプトの作成ができるスキル（例：JavaScript や Python の基礎）

・Web や API の基本概念の理解（例：リクエスト、レスポンス）

到達目標 

上位到達目標 

・DX や生成 AI を活用した実践的な事業プランを構築し、具体的な実行計画を提案できる。

・ノーコード・ローコードツールやデータ分析手法を高度に活用し、競争力のあるプロトタイプを短期間で構築できる。

・VC やステークホルダーへの効果的なプレゼンテーションを行い、事業の価値を的確に訴求できる。

・チーム内でリーダーシップを発揮し、グループプロジェクトの成果向上に貢献する。

最低到達目標 

・DX や生成 AI の基本的な活用方法を理解し、新規事業アイデアの提案に活かせる。

・ノーコード・ローコードツールを使用し、基本的なプロトタイプを作成し、仮説検証ができる。

・VC 向けのピッチに必要な基本的な構成とストーリーテリングを実践できる。

・グループの一員として役割を果たし、事業プランの完成に貢献することができる。

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
グループワークや質疑応答など、オンラインで可能なものはハイフレ

ックスで実施する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 偶数回は録画型（第 14 回を除く）とする。 

授業外の学習 録画教材の視聴と、授業中に指定した課題に取り組む。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は配布資料を用いて進め、個人演習やグループ演習を通じて実践的なスキルを習得する。演習結果は随時提出し、フ

ィードバックを受ける。最終的にグループで成果物を発表する。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 
【オリエンテーション】講義の概要、目的、進め方、評価基準を説明。起業や新事業創出の基

本的な流れを紹介。グループ編成と履修者の目標設定を行う。 

[ハ(オ)]

第 2 回 
【DX（デジタルトランスフォーメーション）について学ぶ】DX の最新動向や事例を学ぶ。DX を

活用してどのようにビジネス価値を創出するかを理解する。 

[録] 

第 3 回 
【グループワーク】DX の視点を取り入れた新規事業アイデアをグループで創出する演習を

行う。 

[ハ(オ)]

第 4 回 
【ノーコード・ローコードツールの基礎①】ノーコード・ローコードツールを使ったプロトタイプ作

成の基本を学び、迅速な仮説検証の手法を理解する。 

[録] 

第 5 回 
【プロトタイプ作成とユーザーテスト準備】グループでノーコードツールを活用してプロトタイプ

を作成。ユーザーテストの準備を行う。 

[ハ(オ)]

第 6 回 
【ノーコード・ローコードツールの基礎②】ツールを応用し、より高度なプロトタイプ作成手法を

学ぶ。 

[録] 

第 7 回 
【プロトタイプ改良と仮説検証】ユーザーテスト結果をもとに、プロトタイプを改良。仮説を検

証し、さらに洗練させる。 

[ハ(オ)]

第 8 回 
【生成 AI について学ぶ】生成 AI の最新動向や事例を学び、そのビジネス活用の可能性を探

る。 

[録] 

第 9 回 
【グループワーク（生成 AI サービス開発体験）】生成 AI のモデルを活用したサービス開発を

体験する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 
【データ分析の応用と意思決定支援】データ収集・分析の具体例を学び、ビジネスの意思決

定を支援する分析手法やツールの活用方法を理解する。 

[録] 

第 11 回 
【グループワーク（生成 AI サービス改良）】生成 AI を活用したプロトタイプを改良し、実用性

を高めるための演習を行う。 

[ハ(オ)]

第 12 回 
【VC とのコミュニケーション方法とピッチ】VC への提案方法や資金調達の基礎知識を学ぶ。

効果的なピッチ技術とストーリーテリングの手法を練習する。 

[録] 

第 13 回 
【発表準備とリハーサル】グループで事業プランの発表準備を行い、プレゼンテーションのリ

ハーサルを通じて内容をブラッシュアップする。

[ハ(オ)]

第 14 回 
【最終発表と相互評価】各グループが事業プランとプロトタイプを発表。他グループや講師か

らフィードバックを受け、最終的な改善点を確認する。 

[ハ(オ)]

第 15 回 
【振り返り】講義全体を振り返り、学びを整理。事業アイデアの発展や具体的な行動計画に

ついて議論し、次のステップを設定する。 

[ハ(オ)]

試験 レポート（講義で学んだ内容を基に、自らの事業プランをまとめたレポートを提出する） ― 

成績評価 
課題（レポート、演習）40%、プレゼンテーション 40%、授業への貢献度 20％を総合的に評価する。 

※授業への貢献度は、単なる出席点ではない。

教科書・教材 LMS で配布する。 

参考図書 必要に応じ、授業の際に適宜紹介する。 
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コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 夏季集中 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 デジタル価値共創特論 1 

教員名 高嶋 晋治 
(英文表記) 

Advanced Theory of Digital Value Co-
Creation 1 

概要 

・本講義はデジタル時代における「価値創造の方法論」を教授するものであり、大きく「講義」と「チーム演習課題」のパートに

よって構成される。

・主な内容は「共創」の概念を整理し、「創造性」「価値創造」を定義し、デジタル手法を身につける上で忘れてはならない「感

性と身体性」「直感と理論」といった対の概念の知識を身につける。

・未来の価値創造に必要な「未来想定」から

「提供価値の企画立案」までのプロセスを紹介し、それを参考にチームワーキングによる提供価値を共創でデザインする。 

・チームワーキングテーマ：「タカシマ先生と考える東京のタマシマの未来」

10 年先くらいの東京の「多摩」「島」地域の未来を想定し、そこに生活する人に「喜び」「幸せ」を与える「価値」を創造する。 

https://tamashima.tokyo ＊リンクは観光サイトであるが、この授業でのテーマは観光領域を考えなくても良い。 

目的・狙い 

・アナログとデジタル、感性と身体性、人工知能と生体知能、などクリエーション行為における相反する概念の役割、有用性

を理解し、現代の複雑な問題の解決だけでなく、新しい価値創造のための基本的な知識とスキルを修得する。

・デザインやクリエーションの手法だけでなく、価値創造のための様々なアプローチを知り１つではない答えを見つけるため

の自分自身の考え方の構築を目指す。

・チームで一つの目的／目標に向かって各自が役割責任を分担し成果を上げる「ミニ PBL」として体験学修する。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・特に前提条件はないが、クリエーション全般に興味や関心を持ち、社会における「価値創出」にチャレンジしたい意欲を持

っていることが望ましい。 

・チームワーキングは対面での活動が望ましいが、各自の事情を考慮し、オンライン受講を希望する場合、担当教員に承諾

を得て受講可能。 

到達目標 

上位到達目標 

将来社会のありたい姿／あるべき姿を想定でき、それを達成するための価値の具体案を人としての感性と論理で発想し、

デジタルツールを活用し共創できる知識と能力の獲得。 

最低到達目標 

デジタルを活用した共創に関する全般的な基礎知識を持ち、共創プロジェクトの一員として役割が果たせる能力の獲得。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

・講義：スライド資料による説明と質疑応答を行いレポート提出により

出席／評価を行う。

・チームワーキング：複数名によるチームで最終発表会まで活動。

最終発表会はチームごとの相互講評を行う。

・チーム活動の授業回は代表者による議事録の提出により出席／

評価を行う。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

・教員は基本的に全授業を教室で行う。ハイフレックス（オンタイム）

加能と指定された授業は学生はオンラインで受講できる。

オンタイムで受講できない場合は事前に教員に申し出てください。

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 
様々な展示会（デザイン、美術系）などを見学し、知識だけではなく、そこで自分は「何を感じているか？」を自問自答し 

普段から感性／感情の言語化に取り組むことを推奨。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・講義は毎回配布する資料を使用。

・授業初回でグループ分けを行い、そのメンバーで最終発表まで活動する。

・メンバー各々の特性や個性を尊重し、自分が果たせる役割責任を見つけて行動する。

・最終試験の代わりとし中間／最終発表の内容で評価を行う。＊詳細は「成績評価」を参照
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 講義１：共創デザインとは（授業概要説明、プロローグ） ［対］（［ハ］） 

第 2 回 チームワーキング１：チームビルディング、チームテーマのドメイン設定 ［対］（［ハ］） 

第 3 回 
講義２：創造性と価値創造、感性と身体性、直感と理論 

：未来想定〜提供価値の企画立案プロセス 
［対］（［ハ］） 

第 4 回 チームワーキング２：ドメインの未来想定 ［対］（［ハ］） 

第 5 回 講義３：生成 AI との共創 ＊外部特別講師を予定 ［対］（［ハ］） 

第 6 回 チームワーキング３：チームテーマ議論 ［対］（［ハ］） 

第 7 回 チームワーキング４：チームテーマ決定 ［対］（［ハ］） 

第 8 回 チームワーキング５：提案コンセプト策定 ［対］（［ハ］） 

第 9 回 中間発表会：チーム毎にプレゼンテーション。相互講評を実施。 ［対］（［ハ］） 

第 10 回 チームワーキング６：提案コンセプト策定 ［対］（［ハ］） 

第 11 回 チームワーキング７：提案コンセプト決定 ［対］（［ハ］） 

第 12 回 チームワーキング８：コンセプト具現化手法策定 ［対］（［ハ］） 

第 13 回 チームワーキング９：コンセプト具現化手法策定 ［対］（［ハ］） 

第 14 回 チームワーキング１０：コンセプト具現化手法決定 ［対］（［ハ］） 

第 15 回 チームワーキング１１：プレゼン準備 ［対］（［ハ］） 

試験 最終発表会：チーム毎にプレゼンテーション。相互講評を実施。 ［対］（［ハ］） 

成績評価 

・講義１,２,３のレポート提出：１５点（５点×３回）

・チームワーキング議事録提出（チーム代表者）１０点（１点×１０回）＊第 15 回は提出不要

・中間発表、最終発表の作成資料とプレゼンテーション：中間／２５点、最終／５０点

＊各人のチームへの役割貢献度により加減点

教科書・教材 教員作成の授業資料を共有。 

参考図書 

・「内なる創造性を引き出せ」Betty Edwards 著、髙橋早苗 訳 ／河出書房新社 2014 年。

・「創造性よ批判的思考。学校で学ぶことに意味は何か」 OECD 教育研究確信センター編著、西村美由紀 訳／明石書店

2023 年。 

・「創造力を民主化する」永井将吾／BOW&PARTNERS、（株）中央経済グループパブリッシング 2022 年

・「創造性はどこから来るか」阿部慶賀 著／共立出版株式会社 2019 年

・「感性ポテンシャル思考法」村田智明 著／生産性出版 2017 年

・「直感と論理をつなぐ思考法」佐宗邦威 著／ダイヤモンド社

・「問題解決に効く「行為のデザイン」思考法」村田智明 著／株式会社 CCC メデァハウス 2015 年

・「創るための AI 機械と創造性のはてしない物語」徳井直行 著／株式会社ビーエヌエヌ 2021 年

225



コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 3Q 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 デジタル価値共創特論 2 

教員名 高嶋 晋治 
(英文表記) 

Advanced Theory of Digital Value Co-
Creation 2 

概要 

・本講義は、デジタルかつグローバル時代における「多様な価値協調論」を教授するものであり、大きく「講義」と「チーム演

習課題」のパートによって構成される。

・本講義は様々なクライアントと共にクリエイティブ活動を行ってきた人や外国人として外国でクリエイティブ活動を行ってき

た人の具体的な経験を通し、多様的価値の意味と有用性の理解を深め自分形の考えを構築する。

・未来の価値創造に必要な「未来想定」から「提供価値の企画立案」までのプロセスを紹介し、それを参考に後半は様々な

経験を持つメンバーとのチームワーキングにより提供価値を創出する。

・チームワーキングテーマ：「担当教員と考える東京のタマシマの未来」

10 年先くらいの東京の「多摩」「島」地域の未来を想定し、そこに生活する人に「喜び」「幸せ」を与える「価値」を創造する。

https://tamashima.tokyo ＊リンクは観光サイトであるが、この授業でのテーマは観光領域を考えなくても良い。

目的・狙い 

・世界中で先が読めない複雑な社会課題が山積する時代において、今までの国、民族、性別の分類だけでは解決策や価値

の創出が難しくなっている。

・現代社会における人々のバックグラウンド、文化、信念、生活様式などの多様性による異なる価値観を受け入れ、相互に

理解、共存しようとする姿勢から異なる視点からの創造的なアイデアを生み出し、社会全体の調和、発展の促進に寄与す

ることを目指す。

・日本と外国という関係性だけでなく、国内における都会と田舎など地域による様々な「違い」においても活かせることを期待

する。

・デザインやクリエーションの手法だけでなく、価値創造のための様々なアプローチを知り１つではない答えを見つけるため

の自分自身の考え方の構築を目指す。

・チームで一つの目的／目標に向かって各自が役割責任を分担し成果を上げる「ミニ PBL」として体験学修する。

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

・特に前提条件はないが、クリエーション全般に興味や関心を持ち、社会における「価値創出」にチャレンジしたい意欲を持

っていることが望ましい。 

・チームワーキングは対面での活動が望ましいが、各自の事情を考慮し、オンライン受講を希望する場合、担当教員に承諾

を得て受講可能。 

到達目標 

上位到達目標 

将来社会のありたい姿／あるべき姿を想定でき、それを達成するための価値の具体案を様々な知識や経験を持つ人々とま

とめ上げる知識と能力の獲得。 

最低到達目標 

様々な知識や経験を持つ人々との共創に関する全般的な基礎知識を持ち、共創プロジェクトの一員として役割が果たせる

能力の獲得。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

・講義：スライド資料による説明と質疑応答を行い、レポート提出によ

り出席／評価を行う。

・チームワーキング：複数名によるチームで最終発表会まで活動。

中間／最終発表会はチームごとの相互講評を行う。

・チーム活動の授業回は代表者による議事録の提出により出席／評

価を行う。

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

・教員は基本的に全授業を教室で行う。ハイフレックス（オンタイム）

加能と指定された授業は学生はオンラインで受講できる。

オンタイムで受講できない場合は事前に教員に申し出てください。

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― ・諸事情により録画配信のみになる場合があります。（事前告知あり）

授業外の学習 
様々な展示会（デザイン、美術系）などを見学し、知識だけではなく、そこで自分は「何を感じているか？」を自問自答し 

普段から感性／感情の言語化に取り組むことを推奨。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

・講義は毎回配布する資料を使用。

・授業開始時点でグループ分けを行い、そのメンバーで最終発表まで活動する。

・メンバー各々の特性や個性を尊重し、自分が果たせる役割責任を見つけて行動する。

・最終試験の代わりとし中間／最終発表の内容で評価を行う。＊詳細は「成績評価」を参照

226



授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 講義１：多様的かちの意味と有用性（授業概要説明、プロローグ） ［対］（［ハ］） 

第 2 回 チームワーキング１：チームビルディング、チームテーマのドメイン設定 ［対］（［ハ］） 

第 3 回 講義２：未来想定〜提供価値の企画立案プロセス ［対］（［ハ］） 

第 4 回 チームワーキング２：ドメインの未来想定 ［対］（［ハ］） 

第 5 回 講義３：第三者との共創 ＊外部講師による特別講義を予定 ［対］（［ハ］） 

第 6 回 チームワーキング３：チームテーマ決定 ［対］（［ハ］） 

第 7 回 講義４：外国人との外国での共創 ＊外部講師による特別講義を予定 ［対］（［ハ］） 

第 8 回 中間発表会：チーム毎にプレゼンテーション。相互講評を実施。 ［対］（［ハ］） 

第 9 回 チームワーキング４：提案コンセプト策定。 ［対］（［ハ］） 

第 10 回 チームワーキング５：提案コンセプト策定 ［対］（［ハ］） 

第 11 回 チームワーキング６：提案コンセプト策定。 ［対］（［ハ］） 

第 12 回 チームワーキング７：コンセプト具現化手法策定。 ［対］（［ハ］） 

第 13 回 チームワーキング８：コンセプト具現化手法策定。 ［対］（［ハ］） 

第 14 回 チームワーキング９：コンセプト具現化手法策定。 ［対］（［ハ］） 

第 15 回 チームワーキング１０：プレゼン準備 ［対］（［ハ］） 

試験 最終発表会：チーム毎にプレゼンテーション。相互講評を実施。 ［対］（［ハ］） 

成績評価 

・講義１,３,５,７のレポート提出：１５点（５点×４回の合計を１５点換算）

・チームワーキング議事録提出（チーム代表者）１０点（１点×９回の合計を１０点換算）＊第 15 回は提出不要

・中間発表、最終発表の作成資料とプレゼンテーション：中間／２５点、最終／５０点

＊それぞれのチームへの役割貢献度により加減点

教科書・教材 教員作成の授業資料を共有。 

参考図書 
・「異文化理解力」 Erin Meyer 著、田岡 恵 訳／英次出版 2015 年

・「他者と働く」宇田川元一著／News picks 出版 2019 年
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コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 夏季集中 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 DX サステナビリティ特論１ 

教員名 賀来 高志 
(英文表記) 

Advanced Theory of Sustainability using 
DX 1 

概要 

複雑さ・不確実さを増す事業環境下、既存事業の延長のみで企業収益や企業価値の継続が将来共に約束されるとは考

え難い。大量の賃貸資産等を有する大手不動産会社といえども例外ではなく、既存事業の進化・拡張や新事業の創出によ

り持続的成長を図る必要がある。 

不動産開発事業を題材に、顧客の課題やサステナビリティなどの社会課題と自社の強みを組み合わせ事業の進化や創

発をする事例の、考察や分析をおこなう。 

「不確実性から始まる」ともいわれる不動産開発事業は、流動的で途中は上手くいかないことも多く、リスク(振れ幅)と曖

昧さに対峙しなければならない起業家の世界に通ずる。市場の選択、事業計画、製品・設計、生産管理、販売、管理・運営

など一連の事業プロセスでの意思決定を支える価値観と、事業をマネジメントする手法や心構えを学ぶ。 

目的・狙い 

実例を通し、飛躍的事業承継や企業内新事業立ち上げ等のための戦略・手法を学び、事業創発を牽引する人材を養う。 

プロジェクトマネジメントに必要なヒューマンスキルを習得する。 

習得できる知識単位： 

1-3 事業構築力 新しいビジネスモデルを考案する力 （レベル 3：自身の専門領域を中心に単独で行うことができる）

2-3 情報活用力 収集した情報を活用する力 （レベル４：単独で行うことができる）

3-3 リーダーシップ力 リーダーとして組織を統制し方向性を見極める力 （レベル４）

4-1 将来像構築力 今後の外部環境・内部環境に関する考え方を基に事業を展開する力 （レベル 3）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし 

到達目標 

上位到達目標 

飛躍的事業承継や企業内新事業を企画立案する能力を獲得する。 

中小規模プロジェクトをプロジェクトマネージャーとして実行できる。 

大規模・複雑なプロジェクトのプロジェクトマネージャーの補佐ができる。 

最低到達目標 

飛躍的事業承継や企業内新事業の企画立案をサポートできる能力を獲得する。 

中小規模プロジェクトのプロジェクトマネージャーの補佐ができる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

授業外の学習 講義の内容を、サーバーにアップロードされた講義資料、参考書等により予習・復習すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

ケース毎に講義資料の解説をおこなう。その後、内容について受講者自身の考察、全体討議により理解を深める。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義概要の説明 

既存事業の進化： 

不確実性と流動性に満ちる不動産開発事業において、付加価値と利益の最大化を目指す

プロジェクトマネジメントについて解説する。 

バブル崩壊による市況の悪化に対して、分譲マンション事業に経営資源を集中し収益基盤

とブランドを再構築することで飛躍的事業承継を実現した、「選択と集中」の戦略・戦術につ

いて解説する。 

「T 字型人間」など、複雑で異分野連携的なイノベーションや不動産開発事業を推し進めるプ

ロジェクトマネージャーに相応しい人について考察する。

［録］ 

第 2 回 前回講義の内容の補足説明により、理解を深める。 ［ハ（オ）］ 

第 3 回 受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめ、既存事業進化モデルを描いてみる。 ［ハ（オ）］ 

第 4 回 
議論① 

それぞれの既存事業進化モデルを発表し全体で討論する。 
［ハ（オ）］ 

第 5 回 
議論② 

それぞれの既存事業進化モデルを発表し全体で討論する。 
［ハ（オ）］ 

第 6 回 

新事業の創出： 

テナントの潜在需要を探り当て、デザイン手法的に創発した中規模ハイグレードオフィス事

業について解説する。 

中規模ハイグレードオフィス市場を確立後、新たな顧客への適合・新たな商品の開発により

事業を拡張・成長させる戦略について解説する。 

［録］ 

第 7 回 前回講義の内容の補足説明により、理解を深める。 ［ハ（オ）］ 

第 8 回 受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめ、新規事業創出モデルを描いてみる。 ［ハ（オ）］ 

第 9 回 
議論③ 

それぞれの新規事業創出モデルを発表し全体で討論する。 
［ハ（オ）］ 

第 10 回 
議論④ 

それぞれの新規事業創出モデルを発表し全体で討論する。 
［ハ（オ）］ 

第 11 回 

事業領域の拡大： 

海外事業やシニア事業への事業領域拡大の意思決定と戦略について解説する。 

エリアマネジメントや DX の活用による、国内外でのサステナブルなまちづくり事業について

解説する。 

［録］ 

第 12 回 前回講義の内容の補足説明により、理解を深める。 ［ハ（オ）］ 

第 13 回 受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめ、事業領域拡大モデルを描いてみる。 ［ハ（オ）］ 

第 14 回 
議論⑤ 

それぞれの事業領域拡大モデルを発表し全体で討論する。 
［ハ（オ）］ 

第 15 回 
議論⑥ 

それぞれの事業領域拡大モデルを発表し全体で討論する。 
［ハ（オ）］ 

試験 なし 

成績評価 内容のまとまりごととなる三回の講義回で、小レポート課題が出され、これらによって評価される。 

教科書・教材 LMS で配布する。 

参考図書 賀来高志他 編集協力 『NEW VALUE, REAL VALUE 野村不動産のものづくり』、新建築社、2017 年。 

229



コース名 全コース共通 必修・選択 選択 単位 2 学期 

科目群 産業技術研究科科目群 
科目名 DX サステナビリティ特論 2 

教員名 賀来 高志 
(英文表記) 

Advanced Theory of Sustainability using 
DX 2 

概要 

競合他社のものに比べ付加価値の高い商品やサービスを提供する「差別化」は、事業の収益性を高めるだけでなく、新

規事業を展開する上でも有用な戦略である。 

顧客や社会にとって意味のある課題の発見と解決のために、技術やサービスの実証・実装・商品化を行う活動と、それを

支える人材や社内外連携などについて、実例の考察と分析を通して学ぶ。 

サステナビリティの取り組みと企業価値向上の両立や、現在進められているＤＸ化の活用についても考察する。

目的・狙い 

顧客の要望に忠実に開発を行えば収益や企業価値が上がるとは限らず、インサイトの潜在需要に気づくこと、環境問題

などの社会課題を認識することも大切だ。 

顧客や社会の課題を洞察し、自社の強み・リソースや異分野連携により技術やサービスを差別化し、ビジネスに結びつけ

る手法を理解する。 

これにより新市場の発掘、イノベーションの創出ができる人材を養成する。 

習得できる知識単位： 

1-1 新結合力 様々な課題を理解していく力 （レベル４：単独で行うことができる）

2-2 技術分析力 技術領域の特性を理解する力 （レベル４）

3-1 開発力 製品等の開発におけるマネジメントを行う力 （レベル 3：自身の専門領域を中心に単独で行うことができる）

4-1 将来像構築力 今後の外部環境・内部環境に関する考え方を基に事業を展開する力 （レベル 3）

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし 

到達目標 

上位到達目標 

差別化できる新しい価値を創造することができる。 

競争優位を活かし、企業内で新事業を企画・実行できるようになる。 

最低到達目標 

差別化できる新しい価値について、基本的な考え方を理解する。 

企業内での新事業の企画などをサポートできるようになる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 講義の内容を、サーバーにアップロードされた講義資料、参考書等により予習・復習すること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

ケース毎に講義資料の解説をおこなう。その後、内容について受講者自身の考察、全体討議により理解を深める。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義概要の説明 

品質・機能・デザインによる差別化： 

巨大な一品生産である建築物をベースとする不動産開発事業は「不確実性から始まる」とも

いわれ、リスク（振れ幅）も大きいが付加価値増大の余地も大きい。 

個々のプロジェクトでの品質・機能・デザインによる差別化、それを実現するための VE

（Value Engineering）や多業種協業などについて解説する。 

［ハ（オ）］ 

第 2 回 
議論① 

前回講義の内容の補足説明とチーム討議により、理解を深める。 

［ハ（オ）］ 

第 3 回 
議論② 

受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめて、差別化モデルを描いてみる。 

［ハ（オ）］ 

第 4 回 

マーケット・イン、プロダクト・アウトによる差別化：

ものづくりの過程のみならず使用開始後もエンドユーザーと接点を持ち続け、顧客に支持さ

れるものを提供する、マーケット・イン手法による差別化について解説する。 

顧客や社会にとって意味のある商品やサービスを開発･実証･実装する、プロダクト・アウト

発想での差別化について解説する。 

［ハ（オ）］ 

第 5 回 
議論③ 

前回講義の内容の補足説明とチーム討議により、理解を深める。 

［ハ（オ）］ 

第 6 回 
議論④ 

受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめて、差別化モデルを描いてみる。 

［ハ（オ）］ 

第 7 回 

産学共同、オープンイノベーションによる差別化： 

産学共同のフィールドワークや異業種企業とのオープンイノベーションによる研究・開発の

成果を、商品化し展開する差別化手法について解説する。 

［ハ（オ）］ 

第 8 回 
議論⑤ 

前回講義の内容の補足説明とチーム討議により、理解を深める。 

［ハ（オ）］ 

第 9 回 
議論⑥ 

受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめて、差別化モデルを描いてみる。 

［ハ（オ）］ 

第 10 回 

サステナビリティ、DX によるによる差別化：

まちの資産価値を維持向上させるためには、良好なコミュニティの形成とスマート化が重要

だ。サステナビリティとまちの価値・企業価値の両立を目指すエリアマネジメントにおいて、

信念を持ち粘り強く活動する人と DX の活用について解説する。 

［ハ（オ）］ 

第 11 回 
議論⑦ 

前回講義の内容の補足説明とチーム討議により、理解を深める。 

［ハ（オ）］ 

第 12 回 
議論⑧ 

受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめて、差別化モデルを描いてみる。 

［ハ（オ）］ 

第 13 回 

ブランドイメージによる差別化： 

商品・サービスの価値・企業価値によるブランド価値の向上と、ブランディング戦略について

解説する。 

［ハ（オ）］ 

第 14 回 
議論⑨ 

前回講義の内容の補足説明とチーム討議により理解を深める。 

［ハ（オ）］ 

第 15 回 
議論⑩ 

受講生それぞれのビジネスや関心事にあてはめて差別化モデルを描いてみる。 

［ハ（オ）］ 

試験 なし 

成績評価 複数の講義回で小レポート課題が出され、これらによって評価される。 

教科書・教材 LMS で配布する。 

参考図書 賀来高志他 編集協力 『NEW VALUE, REAL VALUE 野村不動産のものづくり』、新建築社、2017 年。 
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Ⅱ 選 択 必 修 科 目 群 

技術倫理 

情報技術者倫理 



専攻名 全コース共通 必修・選択 選択必修 単位 2 学期 1Q 

科目群 選択必修科目群 
科目名 技術倫理 

教員名 伏見 靖 
(英文表記) Engineering Ethics 

概要 

 ものづくりアーキテクトは間違いのない意思決定をする必要がある。このような意思決定の際、技術倫理に関係する問題

について判断できるようになるためには、倫理問題についての理解を深める必要がある。特に、事前に起こりうる問題を想

定して、予めその回答を用意するトレーニングを通じて技術倫理に関係する問題解決能力を取得することを目標として授業

を設計している。受講者には討論への参加、演習課題についてレポートの提出、自ら探した事例についてのプレゼンテーシ

ョンを求める。 

目的・狙い 

 本講義では、技術倫理について学び、予め判断力を養うトレーニングすることを学ぶ。政府・自治体・企業・諸機関を取り

巻く様々な問題が発生したとき、トップとしての判断、中間管理職としての判断、一般社員としての判断は、それぞれの立場

によって異なるであろう。また、法的な視点での議論は法学に委ねるとしても、全ての法を熟知して産業活動を実施すること

が困難な状況で最低限守るべき倫理基準などを学ぶことで、知らないうちに法に抵触することなく業務活動が円滑に実施で

きるようになるメリットは大きい。本授業は講義と、事例について考える演習とを通じて受講者が判断力を培うことを支援す

る。受講者は、技術倫理問題について判断する力を獲得する。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

技術倫理に関する興味を有すること。 

到達目標 

上位到達目標 

複雑な技術倫理問題についても、合理的な判断ができるようになる。技術倫理問題を合理的に解決するための前提となる

情報を体系的に収集できるようになる。 

最低到達目標 

基本的な倫理判断についての理解が深まり、講義で用いた例題と同様な問題について倫理判断できるようになる。専門職

業集団が持つべき倫理綱領などを作成することができるようになる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ○ 

スライドや配布資料に基づき、技術倫理の基礎知識を学ぶ。個人ワ

ークでは、インターネットや図書館を活用して、様々な事例をサーチ

し、発表する。グループワークには、積極的に参加し、成果を出すよ

うにする。毎回小テスト形式による出席を取る。 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 
事例発表は、ハイフレックス型（オンタイム）にて行う。小テスト形式による出席を取

る。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ― 

授業外の学習 配布資料及び参考文献に基づいて予習・復習すること。インターネット等を用いて技術倫理事例にあたること。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

講義は、第１，２回で技術倫理の概要を説明し、簡単な事例についてグループワークを行う。第３，４回で実際に起きた事

例を紹介し、仮想事例に基づき、グループで討議して理解・判断力を深める（翌週期限のレポート提出有）。第５，６回で技術

倫理に関連する分野（倫理学・応用倫理学・心理学・行動経済学）を説明すると共に、個人ワーク及びグループディスカッシ 

ョンを行う。第７，８回で、実際に起きた事例を紹介し、仮想事例に基づき、グループで討議して理解・判断力を深める（翌週

期限のレポート提出有）。第９，１０回で、技術関係の各種学協会の倫理規範を調査し、倫理規範を比較検討することを通じ

て職業倫理の考え方から現代の倫理学が扱う諸問題について学ぶ。さらに、仮想事例に基づき、グループで討議して理解・

判断力を深める（翌週期限のレポート提出有）。第１１回以降は個人で調べた事例発表を行う。全講義を通じて、ものづくり

アーキテクトとして意思決定する演習を実施し、誤った判断をしないトレーニングとする。各講義の最後には簡単な復習テス

トを行う。
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

講義の目的と全体の授業計画を説明し、学生が本講義を受講するか否かの選択ができる

ようにする。技術倫理を修得する意義や基本的な知識について学ぶ。レポート作成上の注

意点等を説明する。最後に復習テストを実施する。 

[対] 

第 2 回 実例や仮想事例に基づいて、グループ討論し、発表を行う。 [対] 

第 3 回 
技術倫理に関係する基本的な用語や概念について学習すると共に、米国の事例を紹介す

る。 
[対] 

第 4 回 

技術倫理事例グループ演習（１） 

仮想事例に基づいて、問題点についてグループで検討し、発表する。質疑応答を踏まえた

個人レポートⅠを翌週までに提出する。 

[対] 

第 5 回 

技術倫理に関関連する分野（倫理学・応用倫理学・心理学・行動経済学）を説明する。例え

ば、倫理学においては、「最大多数の最大幸福原理」等の基本原理について学ぶ。倫理学

上の理論や、倫理学の応用として環境倫理について学ぶなど、倫理判断が広い分野に適

用できる可能性を持っていることを理解する。 

[対] 

第 6 回 仮想事例に基づいて、問題点や課題についてグループで検討し、発表を行う。 [対] 

第 7 回 
技術倫理に関係するトピックや概念について学習すると共に、国内の事例や事故調査を紹

介する。 
[対] 

第 8 回 

技術倫理事例グループ演習（２） 

仮想事例に基づいて、問題点についてグループで検討し、発表する。質疑応答を踏まえた

個人レポートⅡを翌週までに提出する。 

[対] 

第 9 回 
日本及び欧米の科学技術分野における学協会の倫理綱領について、どのような倫理判断

で構築されているのか分析する。 
[対] 

第 10 回 

技術倫理事例グループ演習（３） 

仮想事例に基づいて、問題点や倫理綱領の改善についてグループで検討し、発表する。質

疑応答を踏まえた個人レポートⅢを翌週までに提出する。 

[対] 

第 11 回 

事例発表（日程Ａ） 

任意の技術倫理事例（条件は別途指示する）を各自で調査し、プレゼンテーション資料を作

成し、事例発表を行う。 

［ハ（オ）］ 

第 12 回 事例発表の続き ［ハ（オ）］ 

第 13 回 

事例発表（日程Ｂ） 

任意の技術倫理事例（条件は別途指示する）を各自で調査し、プレゼンテーション資料を作

成し、事例発表を行う。 

［ハ（オ）］ 

第 14 回 
事例発表の続き。 

第 1 回～第 13 回までの総括、質疑応答等 
［ハ（オ）］ 

第 15 回 
技術倫理に関するその他の視点（心理学・行動経済学等）からの考察、その他の事例につ

いての紹介。 
[対] 

試験 技術倫理に関する筆記試験を実施する。 [対] 

成績評価 

次の 3 つのポイントで評価する(合計 100 点)。 

・グループワークに伴う個人レポートⅠ～Ⅲ 45 点

・事例発表 15 点

・最終試験 40 点

教科書・教材 
配布資料（PDF） 

任意の技術倫理の図書（例：杉本泰治・高城重厚(著) :大学講義 技術者の倫理入門〔第六版〕(丸善出版) 

参考図書 
加藤 尚武 (著) 現代倫理学入門 (講談社学術文庫) 

応用倫理学に関する書籍や、インターネット上の事故調査資料など。 
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専攻名 全コース共通 必修・選択 選択必修 単位 2 学期 3Q 

科目群 選択必修科目群 
科目名 情報技術者倫理 

教員名 稲垣 実 
(英文表記) Computer Ethics for Information Society 

概要 

生成 AI やネット技術が高度化する中、この科目では、「何故、情報技術者に倫理観が必要なのか」といった問いかけか

ら、情報技術者に関係する各種法令やガイドライン、ルール、マナー、エチケットが構成されてきたことを確認し、その重要性

や社会的背景を考慮しながら、自らの業務にどのように適用させるべきかを考え、グループで検討する。また、この科目で

検討していく内容は、システム開発者や情報化の推進者として様々なジレンマに直面することがあるが、これらの事象は、

情報技術の発展が定着したビジネスルールと相反するものがあり、どの様に解決すべきか、常に倫理的に考えていく必要

がある。 

講義の進め方は、1 週間の中で都合の良い時間に Web 教材による事前学習を行い、大学院でのハイフレックス・オンタイ

ムによるとグループディスカッションによって考えを深化させ、その成果を導く「ブレンデッド・ラーニング」とする。

目的・狙い 

 この科目は、情報技術者として遵守すべき法令やガイドラインおよび一般化したマナーに関する基本的な知識を修得し、

次に、情報技術とビジネスルールとが相反する世の中で、情報技術者が備えるべき倫理観を育み、その知識と倫理観を現

実社会の諸問題に応用できるスキルを修得することを主たる目的とする。そのため、対面回のグループディスカッションにお

いては、積極的に意見を述べるとともに、メンバーの意見を傾聴する姿勢が望まれるため、オンタイム回でのディスカッショ

ンを重視する。

あわせて、コンプライアンスや IT ガバナンス等の意義や目的、法令遵守状況の評価・改善活動などを理解することによ

り、情報技術者の知識としての倫理観を育むことを目指す。 

履修条件 

（履修数の上限、要

求する前提知識

等） 

特になし（情報システムやインターネットの利活用に関するある程度の知識があることが望ましい）。 

到達目標 

上位到達目標 

情報技術者倫理としての社会的責任を理解し、高度な知識・スキルを必要とする業務に向けて、倫理的文化の構築などの

①組織倫理を醸成し、②多角的に判断した倫理的概念を持ち合わせ、情報技術者のプロフェッショナルとして求められる経

験を形式知化し、③情報技術者倫理を後進育成に応用できる。 

最低到達目標 

セキュリティポリシーや社内業務規定、法令などを遵守する①倫理姿勢と、誠実さ、公正さ、責任感などの②倫理原則とを

理解し、情報の正確性、信頼性、出所の確認できる情報リテラシーを持ち合わせ、③情報技術者倫理を業務に適用できる。 

授業実施形態 

（単一または複数

から構成される） 

形態 〇は実施を表す 特徴・留意点 

対面型 ― 

ハイフレックス型(オンタイム) ○ 

奇数回のグループディスカッションは、ハイフレックス型（オンタイム）

にて行い、グループディスカッションの結果を踏まえた小レポートの提

出によって平常点を加点する。 

ハイフレックス型(録画併用) ― 

録画視聴型 ○ 

偶数回は Web 講義を自分のペースで受講する録画視聴型とし、受講

後の視聴確認テストの合格点をもって出席とみなす。 

質問などは LMS にて受け付ける。 

授業外の学習 
第 3 回目以降の奇数回でのグループディスカッションにて積極的に意見を述べるために、各回の設定テーマに関する自ら

の経験談やメディアなどの情報を事前に整理しておくことが望ましい。 

授業の進め方 

（グループワーク方

式など、進め方の

特徴） 

授業は、講師独自のオリジナルプリントで行なう。 

偶数回の Web 講義では、受講後の LMS で行われる視聴確認テストを通じて知識の定着を図り、奇数回の対はいフックス

（オンタイム）では、グループディスカッションを通じて応用力を育み、小レポートの作成を通じて自分の業務に適用できる能

力を育成する。 

なお、授業内容の詳細は、第 1 回目の「アンケート結果」や、直近の「情報技術関連事件」などにより、内容を変更することが

ある。 
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授業の計画 

回数 内容 
授業実施形態 

[対]、 [ハ]、 [録] 

第 1 回 

【オリエンテーションと基本講義】 

授業の目的と内容および評価方法、授業を進める上で必要となる「情報技術者倫理」に関

する基本用語を説明する。また、受講者アンケートを実施する。 

[ハ(オ)]

第 2 回 

【知的財産権①】 

著作権法、産業財産権法の中心となる 4 法、不正競争防止法などに関わる法律の考え方を

修得し、業務へ適用するための講義を行なう。 

[録] 

第 3 回 

【知的財産権②】 

第 2 回の講義内容を前提に、著作人格権や著作財産権、および営業秘密などをテーマにグ

ループディスカッションを通じて気付きを獲得する。

[ハ(オ)]

第 4 回 

【インターネットの影響①】 

インターネットの利用者の視点に立って、サイバー犯罪やマルウェア、ネットトラブルなどの

事例を踏まえながら、その対策を考える講義を行なう。 

[録] 

第 5 回 

【インターネットの影響②】 

第 4 回の講義内容を前提に、マルウェア被害、ダークウェブ上のアンダーグラウンドビジネ

スなどを、グループディスカッションを通じて気付きを獲得する。

[ハ(オ)]

第 6 回 

【Society5.0 と情報倫理①】 

情報化社会をリードする情報サービス産業の視点から IT トレンドを実現する Society5.0 に

ついて理解し、トレンド利活用に関する倫理観などの講義を行なう。 

[録] 

第 7 回 

【Society5.0 と情報倫理②】 

第 6 回の講義内容を前提に、Society5.0 実現に向けた共通重要課題と問題点などを、グル

ープディスカッションを通じて気付きを獲得する。 

[ハ(オ)]

第 8 回 

【情報セキュリティ関連法規①】 

サイバーセキュリティ施策の基本となるサイバーセキュリティ基本法などの考え方を修得し、

セキュリティ上の脅威やその対策を適用するための講義を行なう。

[録] 

第 9 回 

【情報セキュリティ関連法規②】 

第 8 回の内容を前提に、フィッシング詐欺が急増している背景、ＳＮＳ利用から派生する問

題などを、グループディスカッションを通じて気付きを獲得する。 

[ハ(オ)]

第 10 回 

【個人情報とプライバシー①】 

個人情報保護やプライバシー保護の考え方や実際の保護に関する手法や技法などの考え

方を修得し、業務へ適用するための講義を行なう。 

[録] 

第 11 回 

【個人情報とプライバシー②】 

第 10 回の講義内容を前提に、個人情報保反やプライバシー保護違反、防犯カメラの肖像権

の問題点を、グループディスカッションを通じて気付きを獲得する。 

[ハ(オ)]

第 12 回 

【企業とコンプライアンス①】 

法と企業のコンプライアンスの在り方、さらに企業の IT ガバナンスの仕組みづくりについて

考え、業務への適用を目的とした講義を行なう。 

[録] 

第 13 回 

【企業とコンプライアンス②】 

第 12 回の講義内容を前提に、巨大 IT 企業を取り巻く各国における課題、ユニコーン企業へ

の成⻑などを、グループディスカッションを通じて気付きを獲得する。

[ハ(オ)]

第 14 回 

【情報倫理教育①】 

従来の倫理教育を踏まえ、情報技術者倫理とは何か、情報技術者としてどの様な情報倫理

教育をすべきかを考え、業務への適用を目的とした講義を行なう。 

[録] 

第 15 回 

【情報倫理教育②】 

情報系の大学・大学院における情報技術者倫理教育についてどうあるべきかなどを、グル

ープディスカッションを通じて気付きを獲得する。 

[ハ(オ)]

試験 期末レポートを実施する。 [ハ(オ)]

成績評価 

講義中に行なう課題と期末テスト（またはレポート）を合わせて 100 点満点評価する。 

・通常課題: 50 点（テーマ別となる 2-3、4-5、6-7、8-9、10-11、12-13、14-15 の活動を各テーマ 7 点で評価）

・期末試験: 50 点（情報技術者倫理の関するテーマを 2 問出題し、1,000 文字程度で論じたものを評価）

・グループディスカッション重視のため、オンタイム回の出席が 4 回未満の場合、単位付与できない。

教科書・教材 教材は LMS 上に「オリジナルプリント」を提供する。 

参考図書 参考図書類はレジュメなどで紹介するが、購入は、受講者各自の判断に委ねる。（特に必要なし） 
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